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はじめに

このガイドでは、Oracle Exadata Database Machineの保守手順について説明します。このガイドには、保守と修理に関する情報、および交換部品の情報が記載されています。

「はじめに」の内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Exadata Database Machineのカスタマおよびデータ・センターのサイト計画、サイト構成、Oracle Exadata Database Machineのメンテナンス担当者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

Oracle Exadata Database Machineドキュメント・セットに加えて、次のガイドにOracle Exadata Database Machineのハードウェア情報が記載されています。

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』


	
『Oracle Exadata Database Machineセキュリティ・ガイド』


	
『Oracle Exadata Database Machineインストレーションおよび構成ガイド』


	
Oracle Exadata Database Machineセーフティおよびコンプライアンス・ガイド


	
『Oracle Exadata Database Machine拡張およびマルチラック・ケーブリング・ガイド』


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/E21671/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』

https://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gkxtf.html#scrolltoc


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/pdf/E22313.pdf


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/pdf/E23396.pdf


	
次のWebサイトのSun Server X4-2サービス・マニュアル

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/index.html


	
次のWebサイトのSun Server X4-2Lサービス・マニュアル

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/index.html


	
Sun Server X4-8 Oracle Database Server

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/index.html


	
Oracle Server X5-2 Service Manual

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/index.html


	
Oracle Server X5-2L サービスマニュアル

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/index.html


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36ユーザーズ・ガイド

http://docs.oracle.com/cd/E36265_01/index.html">>


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/E21358/index.html">>


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F40 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F80 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html


	
次のサイトのOracle Flash Accelerator F160 PCIeカード・ユーザーズ・ガイド

http://docs.oracle.com/cd/E54943_01/html/E54947/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E54943_01/html/E54947/index.html


	
次のWebサイトのSun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBAのドキュメント

http://docs.oracle.com/cd/E19221-01/E22410/index.html


	
次のWebサイトのOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0のドキュメント

http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/index.html


	
MIBの詳細は、次のCisco Catalyst 4948スイッチのWebサイトを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/switches/ps5718/ps6021/product_data_sheet0900aecd8017a72e.html


	
MIBの詳細は、次のCisco Catalyst 4948E-FスイッチのWebサイトを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/switches/ps5718/ps6021/ps10947/data_sheet_c78-598933.html


	
KVMスイッチのMIBの詳細は、次のAvocent Webサイトを参照してください。

ftp://ftp.avocent.com/public/product-upgrades/$DS1800/MIB_Files-MPU_Polaris/TRAP-MIB.AVO_9-21-09.ASN








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
	$プロンプト	ドル記号($)プロンプトは、oracleユーザーとして実行されるコマンドを示します。
	#プロンプト	シャープ(#)プロンプトは、rootユーザーとして実行されるコマンドを示します。
















1 一般的な保守情報

この章の内容は次のとおりです。

	
役割および職責の概要


	
Oracle Exadataラックの電源の投入および切断


	
自動サービス・リクエストの理解


	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用したシステムの監視


	
Oracle Configuration Managerを使用したシステムの監視


	
コンポーネントのパスワードの変更


	
サーバー・モデルの判別


	
サーバーの周囲温度の監視


	
ディスク・コントローラ・バッテリ・バックアップ・ユニットの交換


	
dbmsrvサービスの概要


	
dbmsrvのユーザーIDおよびグループIDの変更


	
構成変更中のセルおよびデータベース・ノードの状態







	
注意:

	
読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。


	
この章のすべての手順は、Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage拡張ラックに適用されます。















	
関連項目:

	
付録B「交換ユニット」


	
付録C「Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadataラックのエラー・メッセージ」














役割および職責の概要

ほとんどのIT組織には、データベース管理者、システム管理者、ネットワーク管理者およびストレージ管理者のチームがあります。これらの管理者はシステム実装および操作の続行を担当します。Oracle Exadata Database Machine環境では、通常、データベース管理者がシステム管理者のサポートを受けながらOracle Exadata Database Machine管理の主要な役割を担当するようにすると、より効率的かつ効率的になります。これは、Oracle Exadata Database MachineがOracle Databaseを実行するように設計され、管理がOracle DatabaseおよびOracle Exadata Storage Server Softwareに固有であるためです。その他のチームに異なる職責を与えるか、または第2レベルとしてサポートするようにできます。

通常、初期システム・デプロイメントはOracleエンジニアが実行します。データベース管理者の主要職責は通常の操作タスクで開始されます。次の表は、Oracle Exadata Database Machine環境の管理に必要なタスクの一部を示しています。表1-1に、共通管理タスクを示します。


表1-1 Oracle Exadata Database Machine管理の共通管理タスク

	タスクまたはイベント	管理者	操作
	
パフォーマンスの低下

	
データベース管理者

システム管理者

	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlからパフォーマンスのしきい値を超えたというアラートを受け取ります。

すべてのサーバーのシステム・パフォーマンス、CPU、メモリーおよびI/Oで異常な傾向を確認します。

データベース・パフォーマンス、待機イベント、ロック、並列処理および実行計画を確認します。


	
パッチ適用またはアップグレード

	
データベース管理者

システム管理者

	
Oracle Exadata Storage Server Softwareのパッチまたはアップグレード、およびSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのファームウェアのアップグレードを適用します。

Oracle Databaseのパッチ、グリッド・インフラストラクチャのパッチまたはアップグレードを適用します。


	
システム停止または障害

	
データベース管理者

システム管理者

	
Integrated Lights Out Manager(ILOM)に接続し、現在のシステム状態を確認し、ハードウェアの問題点の識別またはシステムの再起動を行い、およびログを確認して根本的な原因分析を行います。

残存インスタンスでエラーのチェック、残存インスタンスのパフォーマンスの監視およびアプリケーション機能が損われていないことの確認を行います。


	
疑いのあるネットワークの問題点

	
データベース管理者

システム管理者

	
ネットワーク・インタフェースでエラーまたは削除されたパケットを検出し、再起動したスイッチがあるかどうかをチェックし、必要に応じてネットワーク管理チームにエスカレートします。

データベース側のパフォーマンスを検査して影響を評価します(影響がある場合)。


	
データベースのバックアップ

	
データベース管理者

システム管理者

	
データベースのバックアップ・ルーチンを実行し、データベース・サーバーのバックアップが完了していることを確認します。


	
障害ディスクの交換

	
データベース管理者

システム管理者

	
ハードウェア交換に関するアラートを受け取り、自動サービス・リクエスト(ASR)がサービス・リクエストを開いたことを確認し、オペレータがデータ・センターのフィールド・サービス技術者にドライブの交換またはスペアのドライブの提供を許可していることを確認します。








通常、発生した問題の主担当は個人またはグループです。システムに問題が発生すると、この担当者または担当するグループがOracle Enterprise Manager Grid Control、ヘルプ・デスクまたは操作チームから最初に連絡を受けます。Oracle Exadata Database Machineの場合、通常、主に連絡を担当するのはデータベース管理者です。データベース管理者が問題解決に別のチームのサポートを必要とする場合は、協力して問題を解決します。問題の担当者を明確にしておく必要があります。


Oracle Exadata Database Machineでの管理面の差異の理解

Oracle Exadata Database Machineのサーバー上でのほとんどの管理タスクは、従来のデータベース・サーバーおよびストレージ・サーバーと似ています。次のリストは、Oracle Exadata Database Machineサーバーの相違点と例外を示しています。

	
データベース・サーバーにLinuxパッケージのアップデート、特にカーネルのアップデートを適用する場合は、OFEDドライバが正しくインストールされ、カーネルが一致していることを確認する必要があります。


	
Oracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバー、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチおよびその他のコンポーネントの構成は、テストおよびパフォーマンス基準に基づいて設定されています。会社の方針またはその他の理由により、データベース・サーバーのファームウェアまたはカーネル・パラメータなどの構成設定を変更する場合は、Oracle Exadata Database Machineに対する影響の可能性を確認する必要があります。


	
サーバーを不正に再起動すると、データベースが壊れる可能性があります。ストレージ・サーバーには、サーバーを再起動する前にグリッド・ディスクをオフラインにする、一度に複数のサーバーを再起動できないなど、データベースの破壊を最小化するために従う必要がある特別な手順とガイドラインがあります。




	
関連項目:

「Exadata Storage Serverのシャットダウン」








	
Exadata Storage Serverはデータベース・サーバーと同じように変更できません。NTPサーバーまたはDNSサーバーなどのネットワークの変更は、ipconfユーティリティを使用して行います。ネットワークの変更は構成ファイルを編集して手動で行うことはできません。さらに、ストレージ・サーバーにソフトウェアまたは追加パッケージをインストールすることはできません。この制約にはソフトウェアの監視が含まれます。Exadata Storage Serverシステムのアップデートは、Oracle Exadata Storage Server Softwareのアップグレードで行われます。




	
関連項目:

ipconfユーティリティの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。








	
Exadata Storage Serverのバックアップは不要で、自己保守される内部USBドライブがあり、セルのリカバリにこれを使用できます。バックアップ・クライアントはストレージ・サーバーにインストールできません。


	
Exadata Storage Serverを使用するOracle Real Application ClusterデータベースのOracle待機イベントには、名前に%cell%が付いたイベントを含めることができます。これらのイベントは、ストレージ・サーバー関連のものです。


	
V$CELLビューには、Exadata Storage Serverを使用するデータベースの行が含まれています。


	
Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)ディスクのパス名の形式は、o/cell_ip_address/cell_griddisk_nameで、たとえば、次のようになります。


o/192.168.10.1/data_CD_01_dm01cel01


	
SQL計画にstorageを含めると、操作の一部をExadata Storage Serverに肩がわりさせて負荷を軽減できることを示すことができます。


	
バックアップやリカバリなどの操作では、Oracle Recovery Manager(RMAN)が使用され、バックアップおよびリカバリ用のすべてのデータは引き続きデータベース・インスタンスを経由します。RMANのバックアップ・クライアントをOracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバーにインストールし、従来の環境の場合と同じようにエンタープライズ・バックアップ・ソリューションとの統合を容易にする必要があります。


	
開発、テストおよび品質保証用の1つ以上の非本稼働環境のデプロイの実行は、Oracle Exadata Database Machine環境にも適用されます。











Oracle Exadataラックの電源投入および切断

この項には次のトピックが含まれます:

	
非緊急時の電源の投入と切断の手順


	
緊急時の電源切断の考慮事項


	
注意事項と警告






非緊急時の電源の投入と切断の手順

この項では、Oracle Exadataラックのコンポーネントの電源を正しく投入および切断する手順を説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Exadataラックの電源の投入


	
Oracle Exadataラックの電源の切断


	
ネットワーク・スイッチの電源の投入および切断






Oracle Exadataラックの電源の投入

Exadata Storage Serverの電源を投入するには、サーバー前面にある電源ボタンを押すか、ILOMインタフェースにログインしてシステムに電源を投入します。データベース・サーバーの電源が投入され、オペレーティング・システムがブートすると、Oracle Clusterwareがインストールされている場合にOracle Clusterwareが自動的に起動します。Oracle Clusterwareは、自動的に起動する構成のすべてのリソースを起動します。

電源投入の手順は次のとおりです。

	
ラック(スイッチを含む)。

Exadata Storage Serverの起動前に、スイッチに数分間電力が投入されて電源投入の構成が完了していることを確認してください。


	
Exadata Storage Server。

データベース・サーバーの起動前に、すべてのExadata Storage Serverのブート・プロセスが完了していることを確認してください。すべてのサービスの起動に5から10分かかる場合があります。


	
データベース・サーバー。






ILOMを使用したリモート・サーバーの電源投入

ILOMインタフェースを使用して、サーバーの電源をリモートで投入できます。Webコンソール、コマンドライン・インタフェース(CLI)、IPMIまたはSNMPを使用して、ILOMにアクセスできます。たとえば、IPMIを使用してサーバーdm01cel01に電源を投入するには、電源を投入するサーバーのILOMのホスト名がdm01cel01-ilomの場合、IPMItoolがインストールされているサーバーから次のコマンドを実行します。


# ipmitool -H dm01cel01-ilom -U root chassis power on


前述のコマンドにより、システムのパスワードの入力が要求されます。




	
関連項目:

ILOMを使用してサーバーの電源を投入する方法の詳細は、Oracle Integrated Lights Out Manager(ILOM)3.0ドキュメントを参照してください。ドキュメントは次のWebサイトから入手できます。
http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/index.html
















Oracle Exadataラックの電源の切断

Oracle Exadataラックの電源切断順序は、次のとおりです。

	
データベース・サーバー(Oracle Exadata Database Machineのみ)


	
Exadata Storage Server。


	
ラック(スイッチを含む)。






データベース・サーバーの電源切断

データベース・サーバーの電源を切断する場合、データベース・サーバーを再起動または停止する前にOracle Clusterwareを停止する必要があります。次のコマンドを使用して、Oracle Clusterwareを停止します。


crsctl stop cluster


次の手順は、データベース・サーバーの推奨されている停止手順になります。

	
次のコマンドを使用して、Oracle Clusterwareを停止します。


# GRID_HOME/grid/bin/crsctl stop cluster


crsctl stop clusterコマンドの発行後にOracle Clusterwareで管理されるリソースが実行されている場合、コマンドが失敗します。-fオプションを使用してすべてのリソースを無条件で停止し、Oracle Clusterwareを停止します。


	
次のコマンドを使用して、オペレーティング・システムを停止します。


# shutdown -h now









Exadata Storage Serverの電源切断

Linux shutdownコマンドを使用して、Exadata Storage Serverの電源を切断し、再起動します。次のコマンドを使用して、Exadata Storage Serverを直接停止します。


# shutdown -h now


Exadata Storage Serverの電源を切断すると、すべてのストレージ・サービスが自動的に停止します。

次のコマンドを使用して、Exadata Storage Serverを直接再起動します。


# shutdown -r now


Exadata Storage Serverの電源を切断する際は、次の点に注意してください。

	
複数のExadata Storage Serverを停止する前に、すべてのデータベースおよびOracle Clusterwareプロセスを停止する必要があります。


	
1つのExadata Storage Serverの電源を切断しても、実行中のデータベース・プロセスまたはOracle ASMに影響しません。


	
Exadata Storage Serverの電源切断または再起動により、データベースの可用性に影響を与える場合があります。


	
shutdownコマンドを使用して、データベース・サーバーの電源切断または再起動を実行できます。







	
関連項目:

	
Exadata Storage Serverの電源を切断してデータベースまたはOracle Clusterwareを稼働したままにする場合は、「Exadata Storage Serverの停止」を参照してください。


	
詳細は、SHUTDOWN(8)マニュアル・ページを参照してください。

















複数のサーバーの一括電源切断

dcliユーティリティを使用すると、複数のサーバーで同時にshutdownコマンドを実行できます。停止するサーバーでdcliユーティリティを実行しないでください。たとえば、dcliユーティリティを使用してすべてのExadata Storage Serverを停止するには、データベース・サーバーからコマンドを実行します。次に、コマンドの構文を示します。


# dcli -l root -g group_name shutdown -h now


前述の構文のgroup_nameは、すべてのExadata Storage Serverリストのcell_groupまたはデータベース・サーバー・リストのdbs_groupを含むファイルです。

次のコマンドは、同時にすべてのExadata Storage Serverを停止する構文を示しています。


# dcli -l root -g cell_group shutdown -h now


例1-1に、dcliユーティリティを使用して同時に複数のサーバーを停止する場合のOracle Exadataラックの電源切断手順を示します。コマンドはデータベース・サーバーから実行されます。


例1-1 dcliユーティリティを使用したOracle Exadataラックの電源切断

	
次のコマンドを使用して、すべてのデータベース・サーバーのOracle Clusterwareを停止します。


# GRID_HOME/grid/bin/crsctl stop cluster -all


	
次のコマンドを使用して、すべてのリモート・データベース・サーバーを停止します。


# dcli -l root -g remote_dbs_group shutdown -h now


前述のコマンドのremote_dbs_groupは、すべてのリモート・データベース・サーバーのリストを含むファイルです。


	
次のコマンドを使用して、すべてのExadata Storage Serverを停止します。


# dcli -l root -g cell_group shutdown -h now


前述のコマンドのcell_groupは、すべてのExadata Storage Serverのリストを含むファイルです。


	
次のコマンドを使用して、ローカル・データベース・サーバーを停止します。


shutdown -h now


	
ラックから電源を切断します。













ネットワーク・スイッチの電源の投入および切断

ネットワーク・スイッチには電源スイッチがありません。配電ユニット(PDU)やデータ・センターのブレーカを介して電力が投入されなくなると、これらの電源は切断されます。








緊急時の電源切断の考慮事項

緊急時には、Oracle Exadataラックの電源をすぐに停止してください。次のような緊急時に、Oracle Exadataラックの電源切断が必要となります。

	
地震、洪水、ハリケーン、竜巻、またはサイクロンなどの自然災害の場合


	
マシンから異常な騒音、臭い、または煙が発生した場合


	
人の安全を脅かす場合






緊急時の電源切断の手順

緊急時にOracle Exadataラックの電源切断手順を実行するには、ブレーカの電源を切断するか、コンピュータ・ルームの緊急時の電源切断スイッチを切ってください。その後、Oracleサポート・サービスに連絡してマシンの電源を元に戻します。





緊急時の電源切断スイッチ

緊急時の電源切断(EPO)スイッチは、5分より長く750を超えるボルトアンペアを供給できるバッテリがコンピュータ機器に含まれる場合に必要になります。このようなバッテリがシステムで使用される場合、そのシステムには、サイトのEPOスイッチまたはリレーに接続するための内部EPOハードウェアがあります。EPOスイッチを使用すると、Oracle Exadataラックに電力が投入されなくなります。








注意事項と警告

Oracle Exadataラックには、次の注意事項と警告が適用されます。

	
この製品の高圧電力を使用する部分には触れないでください。触れた場合、重傷を負う可能性があります。


	
緊急時以外は、Oracle Exadataラックの電源を切断しないでください。緊急時は、「緊急時の電源切断の手順」に従ってください。


	
キャビネットの前扉と後扉を閉めた状態にしてください。扉を閉めないと、システム障害や、ハードウェア・コンポーネントの破損が生じることがあります。


	
空気が適切に循環し、コンポーネントが過熱しないように、キャビネットの上部、前部および後部に障害物がない状態にしてください。


	
付属のハードウェア以外は使用しないでください。











自動サービス・リクエストの理解

自動サービス・リクエスト(ASR)は、特定のOracle Exadataラックのハードウェアに障害が発生すると自動的にサービス・リクエストを開くように設計されています。この機能を有効にするには、ハードウェア障害の遠隔測定情報をASRマネージャ・ソフトウェアに送信するように、Oracle Exadataラック・コンポーネントを構成する必要があります。このサービスでは、ディスクやフラッシュ・カードなどのExadata Storage ServerおよびOracle Database Serverのコンポーネントが対象となります。

Oracle Exadataラックの接続、およびHTTPSまたはHTTPSプロキシを使用したアウトバウンド・インターネット接続が可能なサーバーに、ASRマネージャをインストールする必要があります。Oracle SolarisまたはLinuxを実行中のスタンドアロン・サーバーまたはOracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバーにASRマネージャをデプロイできます。Oracle Exadataラックの外部のサーバーにASRマネージャをインストールすることをお薦めします。推奨理由の一部は、次のとおりです。

	
ASRマネージャがインストールされたサーバーがダウンすると、ASRマネージャはOracle Exadata Database Machineのその他のコンポーネントには使用できません。設置場所にASRを使用するOracle Exadata Database Machineが複数ある場合、これは非常に重要です。


	
サービス・リクエスト(SR)を送信するには、サーバーがインターネットにアクセスできる必要があります。







	
注意:

ASRでは管理ネットワークのみを使用できます。ASRを実行できるように管理ネットワークが設定されていることを確認してください。







ハードウェアの問題が検出されると、ASRマネージャはサービス・リクエストをOracleサポート・サービスに送信します。多くの場合、データベース管理者が問題を認識する前に、Oracleサポート・サービスで問題の解決作業を開始できます。

ASRを使用する前に、次を設定する必要があります。

	
Oracle Premier Support for SystemまたはOracle/Sun Limited Warranty


	
Oracle Exadataラックの技術担当窓口


	
Oracle Exadataラック部品の有効な発送先




電子メールメッセージが技術担当窓口に送信され、アクティブ化されたアセットでサービス・リクエストの作成が通知されます。次に、ディスク障害が発生した場合にASRマネージャに送信されるSimple Network Management Protocol (SNMP)トラップの例を示します。




	
注意:

	
ASRはコンポーネントの障害のみに適用されます。すべてのコンポーネント障害が対象となるわけではありませんが、ディスク、ファン、電源などのほとんどの共通コンポーネントは対象となります。


	
ASRは、SMTP、SNMPアラートなど、カスタマ・データ・センター内のその他の監視メカニズムに代わるものではありません。ASRは、交換ハードウェアの発送を促進および簡素化する補完メカニズムです。ASRは、高優先度システムのダウンタイム・イベントに使用することはできません。高優先度イベントの場合は、Oracleサポート・サービスまで直接ご連絡ください。


	
サービス・リクエストが自動的に送信されない場合があります。これは、SNMPプロトコルの低い信頼性やASRマネージャの接続解除により発生する可能性があります。システムの障害について継続的に監視して、サービス・リクエストが自動的に提出されたことを示す通知が送られてこない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せることをお薦めします。


	
ASRは、リリース11.2.3.3.0以上を実行しているOracle Exadata Database Machineの、ファームウェア・リリース2.1.2以上のSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチを監視できます。フィールド・エンジニアによるスイッチへのエンタイトルメント・シリアル番号の設定が必要になる場合があります。詳細は、Oracle Exadata Database Machine Oracle Auto Service Requestクイック・インストレーション・ガイドを参照してください。












例1-2は、Exadata Storage Serverディスク障害のSNMPトラップを示しています。対応するハードウェア・アラート・コードは強調表示されています。


例1-2 Exadata Storage Server SNMPトラップの例


2011-09-07 10:59:54 server1.example.com [UDP: [192.85.884.156]:61945]:
RFC1213-MIB::sysUpTime.0 = Timeticks: (52455631) 6 days, 1:42:36.31
SNMPv2-SMI::snmpModules.1.1.4.1.0 = OID: SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapHardDriveFault
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapSystemIdentifier = STRING: Sun Oracle Database Machine
1007AK215C
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapChassisId = STRING: 0921XFG004
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapProductName = STRING: SUN FIRE X4270 M2 SERVER
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapSuspectComponentName = STRING: SEAGATE ST32000SSSUN2.0T;
Slot: 0SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultClass = STRING: NULL
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultCertainty = INTEGER: 0
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultMessageID = STRING: HALRT-02001
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultUUID = STRING: acb0a175-70b8-435f-9622-38a9a55ee8d3
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapAssocObjectId = OID: SNMPv2-SMI::zeroDotZero
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapAdditionalInfo = STRING: Exadata Storage Server: 
cellname  Disk Serial Number:   E06S8K 
server1.example.com failure trap. 




例1-3は、Oracle Database Serverのディスク障害からのSNMPトラップを示しています。対応するハードウェア・アラート・コードは強調表示されています。


例1-3 Oracle Database Server SNMPトラップ


2011-09-09 10:59:54 dbserv01.example.com [UDP: [192.22.645.342]:61945]:
RFC1213-MIB::sysUpTime.0 = Timeticks: (52455631) 6 days, 1:42:36.31
SNMPv2-SMI::snmpModules.1.1.4.1.0 = OID: SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapHardDriveFault
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapSystemIdentifier = STRING: Sun Oracle Database Machine
1007AK215C
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapChassisId = STRING: 0921XFG004
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapProductName = STRING: SUN FIRE X4170 M2 SERVER
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapSuspectComponentName = STRING: HITACHI H103030SCSUN300G
Slot: 0SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultClass = STRING: NULL
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultCertainty = INTEGER: 0
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultMessageID = STRING: HALRT-02007
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapFaultUUID = STRING: acb0a175-70b8-435f-9622-38a9a55ee8d3
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapAssocObjectId = OID: SNMPv2-SMI::zeroDotZero
SUN-HW-TRAP-MIB::sunHwTrapAdditionalInfo = STRING: Exadata Database Server: db03 
Disk Serial Number: HITACHI H103030SCSUN300GA2A81019GGDE5E 
dbserv01.example.com failure trap. 





ASRのインストールおよび構成

ASRは、Oracle SolarisまたはLinuxを実行しているスタンドアロン・サーバーにインストールすることをお薦めします。インストールが完了したら、Oracle Exadata Database Machineのサーバーに対して障害の遠隔測定情報の送信先を構成します。Oracle Exadata Database Machineのサーバーは、初期構成時に設定できます。Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantで構成情報を収集し、サーバーを構成します。

初期構成後にASRをインストールして構成する方法の詳細は、Oracle Exadata Database Machine Oracle Auto Service Requestクイック・インストレーション・ガイドに記載されているインストールおよび構成の情報を参照してください。




	
注意:

ILOMアラート設定を構成する場合、ルール・リストの上部にあるルールを削除しないでください。新しいルールを追加するには、ルール・リストの一番下にルールを入力します。










	
関連項目:

	
Oracle Exadata Deployment AssistantのASRの構成ページの詳細は、『Oracle Exadata Database Machineインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


	
Oracle自動サービス・リクエストのWebページは、次のとおりです。

http://www.oracle.com/technetwork/systems/asr/documentation/index.html">>http://www.oracle.com/technetwork/systems/asr/documentation/index.html


	
Oracleサポート・サービスへの連絡の詳細は、「Oracleサポート・サービスへの連絡」を参照してください。



















Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用したシステムの監視

最初のデータベース・サーバーにOracle Enterprise Manager Grid Controlエージェントを配置したOracle Enterprise Manager Grid ControlおよびExadata Storage ServerのOracle System Monitoring Plug-Inを使用して、Oracle Exadata Database Machineを監視できます。各Exadata Storage Serverは、Oracle Enterprise Manager Grid Controlの単一のターゲットとして監視されます。Oracle Exadata Database Machineのシステム・ダッシュボードにサーバーがグループ化されるので、グループ単位で監視できます。

Exadata Storage Serverメトリックは、管理サーバー(MS)によって収集および管理されます。Oracle Enterprise Manager Grid Controlと一緒に使用すると、Oracle Enterprise Manager Grid Controlメトリックとしてメトリックが示されます。

SNMPにより、すべてのExadata Storage ServerアラートがOracle Enterprise Manager Grid Controlに配信されます。Exadata Storage ServerとOracle Enterprise Manager Grid Control間の通信は、Exadata Storage ServerのOracle System Monitoring Plug-Inで実行されます。Exadata Storage Serverのサーバー・アラートのタイプは、次のとおりです。

	
ハードウェア・コンポーネントは、ILOMによって監視されます。ハードウェア・コンポーネントが障害またはしきい値を超えたことを報告した場合、ILOMはSNMPトラップとして障害をMSに報告します。MSは、トラップを処理してアラートを作成し、アラートをOracle Enterprise Manager Grid Controlに配信します。




	
注意:

ILOMアラート設定を構成する場合、ルール・リストの上部にあるルールを削除しないでください。新しいルールを追加するには、ルール・リストの一番下にルールを入力します。








	
ハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネントもMSによって直接監視されます。障害またはしきい値を超えると、MSは、トラップを処理してアラートを作成し、アラートをOracle Enterprise Manager Grid Controlに配信します。




エンドユーザーの観点から、2つのタイプのアラートに違いはありません。アラート・メッセージには、アラートを解決する訂正処理が含まれています。




	
関連項目:

	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlのインストールの詳細は、『Oracle Exadata Database Machineインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用したOracle Exadata Database Machineの監視を含むOracle Exadata Database Machineの詳細は、My Oracle Supportノート1110675.1を参照してください。


	
プラグインのインストールの詳細は、Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-Inインストレーション・ガイド for Oracle Exadata Storage Serverを参照してください。


	
修復の実行時に不要なアラートを回避するブラックアウトの使用方法の詳細は、Oracle Enterprise Manager管理を参照してください。

















Oracle Configuration Managerを使用したシステムの監視

Oracle Configuration Managerは、構成情報を収集してOracleリポジトリにアップロードします。構成情報が毎日アップロードされると、Oracleサポート・サービスでデータを分析して適切なサービスを提供できます。サービス・リクエストが記録されると、構成データがサービス・リクエストに関連付けられます。次に、Oracle Configuration Managerの利点の一部を示します。

	
問題解決の時間の短縮


	
事前の問題回避


	
ベスト・プラクティスおよびOracleナレッジ・ベースのアクセスの向上


	
お客様のビジネス・ニーズの詳細な理解


	
一貫したレスポンスおよびサービス




サーバーの各ORACLE_HOMEディレクトリに、Oracle Configuration Managerソフトウェアがインストールおよび構成されます。クラスタ化されたデータベースには、Oracle Configuration Managerに1つのインスタンスのみが構成されます。構成スクリプトは、サーバーのすべてのデータベースで実行されます。Oracle Configuration Managerコレクタが集中管理されているOracleリポジトリにデータを送信します。




	
関連項目:

	
『Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイド』


	
Oracle Configuration Managerコレクション概要

















コンポーネントのパスワードの変更

コンポーネントのパスワードは、初期構成後に変更できます。この項には次のトピックが含まれます:

	
データベース・サーバーのパスワードの変更


	
Exadata Storage Serverのパスワードの変更


	
配電ユニットのパスワードの変更


	
ILOMのパスワードの変更


	
InfiniBandスイッチのパスワードの変更


	
Ciscoイーサネット・スイッチのパスワードの変更


	
KVMのパスワードの変更






データベース・サーバーのパスワードの変更

ユーザー・アカウントとGRUBのパスワードは、データベース・サーバーで変更できます。データベース・サーバーのデフォルトのユーザー・アカウントはrootおよびソフトウェア所有者のアカウントです。通常、ソフトウェア所有者のアカウントはoracleまたはgridです。


データベース・サーバーでのユーザー・アカウントのパスワードの変更

データベース・サーバーでユーザー・アカウントを変更するには、オペレーティング・システム・プロンプトで次のコマンドを使用します。


passwd user_name


前述のコマンドのuser_nameは、変更対象のアカウントの名前です。





データベース・サーバーでのGRUBアカウントのパスワードの変更

次の手順では、データベース・サーバーでGRUBアカウントのパスワードを変更する方法について説明します。

	
GRUBのパスワードを変更するには、オペレーティング・システム・プロンプトで次のコマンドを使用します。


grub-md5-crypt 


新しいパスワードの入力を求められます。新しいパスワードを2回入力して文字列が表示されるようにします。


	
その文字列をコピー・バッファにコピーします。


	
/boot/grub/grub.confファイルでパスワード行を探します。その行は次のようなものです。


password --md5 hashed_string


	
既存のハッシュ文字列をgrub-md5-cryptコマンドの出力からコピーした文字列に置き換えます。


	
ファイルを保存します。











Exadata Storage Serverのパスワードの変更

Exadata Storage Serverのデフォルトのユーザー・アカウントはroot、celladminおよびcellmonitorです。いずれかのパスワードを変更するには、オペレーティング・システム・プロンプトで次のコマンドを使用してExadata Storage Serverのパスワードを変更します。


passwd user_name


前述のコマンドのuser_nameは、変更対象のアカウントの名前です。






配電ユニットのパスワードの変更

配電ユニット(PDU)のデフォルトのユーザー・アカウントはadminです。次の手順では、PDUのパスワードを変更する方法について説明します。

	
Webブラウザのアドレス行にPDUメーター・ユニットのIPアドレスを入力して、ユニットにアクセスします。現在の測定ページが表示されます。


	
ページの左上の「ネットワーク構成」をクリックします。


	
PDUメーター・ユニットにadminユーザーとしてログインします。


	
管理/ユーザー・フィールドを探します。ユーザー名とパスワードには、アルファベットと数字のみを使用できます。


	
管理/ユーザー・フィールドにユーザーとパスワードを最大で5つまで入力します。


	
各ユーザーを管理者またはユーザーとして指定します。


	
「送信」をクリックして、ユーザーとパスワードを設定します。









ILOMのパスワードの変更

Integrated Lights Out Manager (ILOM)のデフォルトのユーザー・アカウントはrootです。次の手順では、ILOMのパスワードを変更する方法について説明します。

	
SSHを使用してILOMにログインします。


	
パスワードを変更するには、次のコマンドを使用します。


set /SP/users/user_name password


前述のコマンドのuser_nameは、変更対象のユーザー・アカウントです。このコマンドの例を次に示します。


set /SP/users/user1 password

Changing password for user /SP/users/user1/password...
Enter new password:********
Enter new password again:********
New password was successfully set for user /SP/users/user1









InfiniBandスイッチのパスワードの変更

InfiniBandスイッチのデフォルトのユーザー・アカウントはroot、ilom-admin、ilom-user、ilom-operatorおよびnm2userです。次の手順では、InfiniBandスイッチのパスワードを変更する方法について説明します。

	
SSHを使用した次のコマンドで、InfiniBandスイッチにログインします。


ssh user_name@switch_name


前述のコマンドのuser_nameはユーザーの名前、switch_nameはInfiniBandスイッチの名前です。


	
スイッチのファームウェアのバージョンをチェックします。


	
ILOMで次のコマンドを使用して、パスワードを変更します。


ssh -l ilom-admin switch_name

set /SP/users/user_name password







	
関連項目:

次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。
http://docs.oracle.com/cd/E36265_01/index.html">>














Ciscoイーサネット・スイッチのパスワードの変更

Ciscoイーサネット・スイッチにはデフォルトのユーザー・アカウントはありません。パスワードは有効化パスワードであり、ユーザー・アカウントに固有ではありません。次の手順では、Ciscoイーサネット・スイッチのパスワードを変更する方法について説明します。

	
次のコマンドを使用して、有効モードに変更します。


Switch> enable


	
次のようにパスワードを設定します。


burxsw-ip # configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
burxsw-ip(config)# enable password *******
burxsw-ip(config)# enable secret ******* 
The enable secret you have chosen is the same as your enable password.
This is not recommended.Re-enter the enable secret.
burxsw-ip(config)# end
burxsw-ip#write memory 
*Sep 15 14:25:05.893:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
Building configuration...
Compressed configuration from 2502 bytes to 1085 bytes [OK ]


	
次のコマンドを使用して、現在の構成を保存します。


burxsw-ip# copy running-config startup-config


	
次のコマンドを使用して、セッションを終了します。


burxsw-ip# exit









KVMのパスワードの変更

KVMのデフォルトのユーザー・アカウントはAdminです。次の手順では、KVMのパスワードを変更する方法について説明します。

	
ラックの前面からKVMトレイを引き出して、ハンドルを使用して開きます。


	
タッチ・パッドに触れます。


	
マウスのダブルクリックと同じように左側の[Ctrl]キーを2回押して、ホストとKVMインタフェースを切り替えます。


	
ユーザー・アカウントから「ローカル」を選択します。


	
ユーザーの下の「管理」をクリックします。


	
Adminアカウントのパスワードを設定します。他のパラメータを変更しないでください。


	
「Save」をクリックします。











サーバー・モデルの判別

セル・サーバーまたはデータベース・サーバーのモデルを判別するには、次のコマンドを使用します。


dmidecode -s system-product-name


次の表に、各Oracle Exadata Database Machineのサーバー・モデル番号を示します。


表1-2 Oracle Exadata Database Machineのサーバー・モデル

	Oracle Exadata Database Machine	データベース・サーバーのモデル	Exadata Storage Serverのモデル
	
Oracle Exadata Database Machine X6-2

	
Oracle Server X6-2 Database Server

ORACLE SERVER X6-2

	
Exadata Storage Server X6-2L Server

ORACLE SERVER X6-2L


	
Oracle Exadata Database Machine X6-8

	
Oracle Server X5-8 5U Database Server

ORACLE SERVER X5-8

	
Exadata Storage Server X6-2L Server

ORACLE SERVER X6-2L


	
Oracle Exadata Database Machine X5-2

	
Oracle Server X5-2 Database Server

ORACLE SERVER X5-2

	
Exadata Storage Server X5-2L Server

ORACLE SERVER X5-2L


	
Oracle Exadata Database Machine X5-8

	
Oracle Server X5-8 Database Server

ORACLE SERVER X5-8

	
Exadata Storage Server X5-2L Server

ORACLE SERVER X5-2L


	
Oracle Exadata Database Machine X4-2

	
Sun Server X4-2 Oracle Database Server

SUN SERVER X4-2

	
Exadata Storage Server X4-2L Server

SUN SERVER X4-2L


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2

	
Sun Server X3-2 Oracle Database Server

SUN FIRE X4170 M3

	
Exadata Storage Server X3-2 Server

SUN FIRE X4270 M3


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2

	
Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Server

SUN FIRE X4170 M2 SERVER

	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Server

SUN FIRE X4270 M2 SERVER


	
Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック

	
Sun Server X4-8 Oracle Database Server

SUN SERVER X4-8

	
Exadata Storage Server X4-2L Server

SUN SERVER X4-2L


	
Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック

	
Sun Server X2-8 Oracle Database Server

Sun Fire X4800 M2

	
Exadata Storage Server X3-2 Server

SUN FIRE X4270 M3


	
Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック

	
Sun Fire X4800 Oracle Database ServerまたはSun Server X2-8 Oracle Database Server

Sun Fire X4800またはSun Fire X4800 M2

	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Server

SUN FIRE X4270 M2 SERVER


	
Oracle Exadata Database Machine

	
Sun Fire X4170 Oracle Database Server

SUN FIRE X4170 SERVER

	
Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Server

SUN FIRE X4275 SERVER












サーバーの周囲温度の監視

環境温度条件をOracle Exadataラックの設計仕様内に維持すると、最大限の効率化とコンポーネント・サービスの目標存続期間の達成に役立ちます。周囲温度範囲の検証による影響は最小です。是正処置による影響は、環境条件によって異なります。

摂氏21から23度(華氏70から74度)の外部周囲温度は、Oracle Exadataラックのすべてのコンポーネントに影響し、パフォーマンス上の問題が発生し、サービス存続期間が短くなることがあります。

次のコマンドをクラスタの最初のデータベース・サーバーのrootユーザーとして使用し、すべてのサーバーの周囲温度範囲を検証します。


dcli -g /opt/oracle.SupportTools/onecommand/all_group -l root 'ipmitool   \
sunoem cli "show /SYS/T_AMB" | grep value'


次に、コマンドの出力例を示します。


dm01db01: value = 21.440 degree C
dm01db02: value = 21.440 degree C
dm01db03: value = 22.190 degree C
...
dm01db08: value = 21.940 degree C
dm01cel01: value = 22.000 degree C
dm01cel02: value = 22.000 degree C
dm01cel03: value = 23.000 degree C
...
dm01cel14: value = 22.080 degree C


出力が周囲温度範囲外の場合は、問題を調査して是正します。次の項目をチェックする必要があります。

	
ラックに十分な通気がある


	
室温が指定範囲内にある


	
ラックの背面に障害物がない









ディスク・コントローラ・バッテリ・バックアップ・ユニットの交換

ディスク・コントローラ・バッテリ・バックアップ・ユニット(ディスク・コントローラBBU)は、データベースおよびExadata Storage Serverのドライブ・トレイにあります。ディスク・コントローラBBUは、サーバーおよびサーバー上で実行されているアプリケーションの停止時間なしで交換できます。次の手順では、ディスク・コントローラBBUを交換する方法について説明します。

	
データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換


	
Exadata Storage Serverのディスク・コントローラBBUの交換







	
注意:

この項の手順は、コントローラに内蔵のバッテリ・バックアップ・ユニットには適用されません。これらのユニットを交換する場合は、システムを開いてコントローラ・カードにアクセスするため、システムを停止する必要があります。









データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換

この項では、データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUを交換する方法について説明します。高度な手順は次のとおりです。

	
手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備


	
手順2: ディスク・コントローラBBUの交換


	
手順3: 新しいディスク・コントローラBBUの有効化および確認







	
注意:

保守手順の終了後は常にExachkツールを使用することをお薦めします。このツールはMy Oracle Supportノート1070954.1から入手できます。









手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備

特定のX3-2、X4-2およびX4-8データベース・ノード、X3-2、X4-2、およびX3-8、X4-8ストレージ・サーバーでは、BBUはリモートでマウントされ、アクセスするのにシステムのシャットダウンは不要です。ただし、ディスク・ボリュームへのデータ破損を回避するには、RAID HBAから取り外せるように準備する必要があります。X3-8データベース・ノードのリモート・マウントBBUオプションはありません。

システムにリモート・マウントBBUがある場合は、「リモート・マウントBBUがあるシステムの場合」の手順に従います。システムにリモート・マウントBBUがない場合は、「リモート・マウントBBUがないシステムの場合」を参照してください。


リモート・マウントBBUがあるシステムの場合

次の手順は、リモート・マウントBBUがあるシステム用です。システムにリモート・マウントBBUがない場合は、「リモート・マウントBBUがないシステムの場合」を参照してください。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
サービスを必要とするラックのサーバーで実行されているイメージのバージョンを取得します。


# imageinfo -ver
11.2.3.2.1.130302


例の最初の5つの部分の"11.2.3.2.1"はバージョンです。最後の部分はイメージの日付です。


	
ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備

バージョン11.2.3.3.0以上を実行している場合:

	
交換対象のディスク・コントローラBBUを削除します。


# /opt/oracle.cellos/compmon/exadata_mon_hw_asr.pl -drop_bbu_for_replacement


	
次のことを確認します。


# /opt/oracle.cellos/compmon/exadata_mon_hw_asr.pl -list_bbu_status
BBU status: dropped for replacement.





バージョン11.2.3.2.xを実行している場合:

	
サービス対象のラックのサーバーを特定し、インジケータ・ライトをオンにします。

Exadata Storage Serverは、1から18の番号で識別され、RU2に取り付けられたラックの最下段のStorage Serverが1で、ラックの上部に向かって番号が順に上がっていきます。

Exadata Database Nodeは、1から8の番号で識別され、RU16に取り付けられたラックの最下段のデータベース・ノードが1です。

サービス対象のサーバーを簡単に識別できるように、検出インジケータ・ライトをオンにします。サーバーの番号が確認されたら、前面パネルの検出ボタンを押すことができます。

インジケータ・ライトをリモートでオンにし、次の方法を使用します。

Exadata Storage ServerのCellCliにログイン:


CellCli> alter cell led on


サーバーのILOMにログイン:


-> set /SYS/LOCATE value=Fast_Blink


サーバーのrootアカウントにログイン:


# ipmitool chassis identify force
Chassis identify interval: indefinite


	
HBAでバッテリと現在のステータスを表示できることを確認します。




	
注意:

Solarisで実行している場合は、次のコマンドの/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64の代わりに/opt/MegaRAID/MegaCliを使用します。








# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -a0


デフォルトの出力には、バッテリがまだ表示されていることが表示されますが、障害に応じて低電圧またはその他の問題が表示される場合もあります。BBUに重大な障害が発生し、HBAにアクセスできなくなった場合、BBUの読取りエラーが返されることがあります。


	
すべての論理ボリュームで現在のキャッシュ・ポリシーを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU


デフォルトのキャッシュ・ポリシーは、すべてのボリュームで"ライトバック"です。バッテリが正常に機能している場合、現在のキャッシュ・ポリシーは"ライトバック"としてレポートされます。ただし、障害は発生した場合、現在のキャッシュ・ポリシーは"ライトスルー"としてレポートされることがあります。


	
すべての論理ボリュームのキャッシュ・ポリシーをライトスルー・キャッシュ・モード(バッテリを使用しない)に設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wt -lall -a0


	
すべての論理ボリュームの現在のキャッシュ・ポリシーがライトスルーになっていることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU







 


リモート・マウントBBUがないシステムの場合

次の手順は、リモート・マウントBBUがないシステム用です。システムにリモート・マウントBBUがある場合は、「リモート・マウントBBUがあるシステムの場合」を参照してください。

リモート・マウントされたバッテリがシステムに取り付けられていない場合は、バッテリの交換が必要なノードをシャットダウンする必要があります。

	
すべてのRAIDディスク・ボリュームをライトスルー・モードに戻し、RAIDキャッシュ・メモリーのすべてのデータがディスクにフラッシュされ、バッテリの交換時にデータの損失が発生しないことを確認します。

	
すべての論理ボリュームのキャッシュ・ポリシーをライトスルー・キャッシュ・モードに設定します。




	
注意:

Solarisで実行している場合は、次のコマンドの/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64の代わりに/opt/MegaRAID/MegaCliを使用します。








# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wt -lall -a0


	
すべての論理ボリュームの現在のキャッシュ・ポリシーがライトスルー(バッテリーを使用しない)になっていることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU





	
サーバー・オペレーティング・システムをシャットダウンします。

	
My Oracle Supportノート1093890.1「Exadata構成でExadataおよびRDBMSサービスおよびセル/計算ノードをシャットダウン/起動する手順」の手順を実行します。


	
データベース・ノードの電源を切断する前に、CRSサービスを停止します。次のコマンドをrootユーザーとして実行します。


# . oraenv
ORACLE_SID = [root] ? +ASM1
The Oracle base for ORACLE_HOME=/u01/app/11.2.0/grid is /u01/app/oracle


前述の出力例では、+ASM1の1はデータベース・ノード番号を指します。たとえば、ノード3のデータベースでは、値は+ASM3になります。


# $ORACLE_HOME/bin/crsctl stop crs


または


# <GI_HOME>/bin/crsctl stop crs


<GI_HOME>は、通常は/u01/app/11.2.0/gridに設定されますが、設定によって変わる場合があります。


	
CRSが停止していることを確認します。実行中のCRSプロセスはありません。


# ps -ef | grep css


	
サーバー・オペレーティング・システムをシャットダウンします。

Linux:


# shutdown -hP now


Solaris:


# shutdown -y -i 5 -g 0












手順2: ディスク・コントローラBBUの交換

この手順では、古いディスク・コントローラBBUを取り外し、新しいBBUと交換します。

リモート・バッテリを装着したExadata X3-2、X4-2またはX4-8計算ノード、およびX3-2、X3-8、X4-2またはX4-8ストレージ・セル・ノード

これらの手順は、リモート・バッテリが取り付けられたX3-2、X4-2、X4-8およびX3-2L、X4-2Lサーバーに基づいたExadataノードに適用されます。

	
オレンジ色と白色のBBUラベルのマークが付いたバッテリを特定します。

X3-2およびX4-2計算ノード: BBUのラベルが付いたシャーシの前面の右上隅のスロットです(以前に指定した"HDD7")。

X4-8計算ノード: BBUのラベルが付いたシャーシの背面の左上隅のスロットです。

X3-2LおよびX4-2Lストレージ・セル: BBUのラベルが付いた、PS1の上のシャーシ背面の右側のスロットです(以前に指定した"REAR HDD 1")。


	
ラッチを解除し、古いBBUキャリアをスライドさせて慎重に引き出します。


	
新しいBBUキャリアを挿入して慎重にスライドさせ、ラッチで固定して閉じます。




リモート・バッテリのないExadata X3-2LまたはX4-2Lストレージ・セル・ノード

Supportノート1561949.1に詳細に記載されているCAPに従い、既存のHBA BBUとリモート・マウントされたバッテリ・キット(部品番号7060020)を交換します。

リモート・バッテリのないExadata X3-2またはX4-2データベース・マシン計算ノード

Supportノート1561949.1に詳細に記載されているCAPに従い、既存のHBA BBUとリモート・マウントされたバッテリ・キット(部品番号7060020)を交換します。

Exadata X3-8データベース・マシン計算ノード

これらの手順は、X2-8サーバー(旧称x4800m2)に基づいたExadataノードに関連します。

	
CMOD0をサーバーから取り外し、平らな静電気防止面の上に置きます。


	
CMODの上部カバーを取り外します。


	
BBUが取り付けられているHBA REMを取り外します。

	
REMイジェクタ・ハンドルを持ち上げ、開位置まで回転します。


	
REMのコネクタの端を持ち上げ、前面の支持金具の固定クリップからREMを引き抜きます。





	
古いBBUをREMから取り外します。

	
プラスのねじ回し(Phillipsの1番)を使用して、バッテリをREMカードに固定している3本の留めねじを外します。REMとバッテリ・パックの上側のねじは外さないでください。これらのねじは、底部にねじ穴のある支持具を固定しており、バッテリ・パックに付けたままにしておく必要があります。


	
回路基板を含むバッテリ・パックを、回路基板コネクタからゆっくり持ち上げ、REMから取り外します。





	
新しいBBUをREMに取り付けます。

	
バッテリ・パックの回路基板コネクタを取り付け、REMのコネクタに接続します。


	
プラスのねじ回し(Phillipsの1番)を使用して、バッテリをREMに固定します。BBUに新しいねじのパッケージが付属している場合は、それらのねじを使用し、古いBBUアタッチメントのねじは再利用しないでください。





	
BBUが取り付けられているHBA REMを元どおりに取り付けます。

	
REMイジェクタ・レバーが閉位置になっていることを確認します。レバーはREM支持金具と平らになっている必要があります。


	
バッテリが下を向いており、コネクタとマザーボードのコネクタの位置が合うように、REMの位置を合わせます。


	
REMの反対の端を前面の支持金具の固定クリップの下に滑らせ、REMの端のノッチが金具の位置合せポストの周囲に位置していることを確認します。


	
REMがマザーボードのコネクタに接する位置まで、REMのコネクタの端を慎重に押し下げ、コネクタの位置が合っていることを確認します。コネクタを固定するには、レベル位置までREMを慎重に押し込みます。





	
カバーをCMODに取り付けます。


	
CMODをCMOD0スロットのユニットに戻します。









手順3: 新しいディスク・コントローラBBUの有効化および確認

「手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備」と同様、この手順には2つのサブ項目があります。

	
リモート・マウントBBUがあるシステムの場合


	
リモート・マウントBBUがないシステムの場合




 


リモート・マウントBBUがあるシステムの場合

リモート・マウントBBUがあるシステムの場合、「手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備」の終了時にシステムはシャットダウンされていません。

イメージ・バージョン11.2.3.3.0以上を使用している場合:

	
ルート・ユーザーとしてログインします。


	
ディスク・コントローラBBUのバッテリ状態が存在し、RAIDコントローラで表示されていることを確認します。新しいBBUバッテリが検出されるまでに数分かかる場合があります。




	
注意:

Solarisで実行している場合は、次のコマンドの/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64の代わりに/opt/MegaRAID/MegaCliを使用します。








# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -AdpAllInfo -a0 | grep BBU
BBU : Present
BBU : Yes
Cache When BBU Bad : Disabled


	
ディスク・コントローラBBUおよびディスク・キャッシュを再有効化します。


# /opt/oracle.cellos/compmon/exadata_mon_hw_asr.pl -reenable_bbu
HDD disk controller battery has been reenabled.


	
ディスク・コントローラBBUのバッテリ状態がOperationalであることを確認します。


# /opt/oracle.cellos/compmon/exadata_mon_hw_asr.pl -list_bbu_status
BBU status: present


	
現在の論理ディスク・ドライブのキャッシュ・ポリシーでライトバック・モードが使用されていることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep -i bbu
Default Cache Policy: WriteBack, ReadAheadNone, Direct, No Write Cache if Bad BBU
Current Cache Policy: WriteBack, ReadAheadNone, Direct, No Write Cache if Bad BBU
... <repeated for each logical volume present>


	
現在のキャッシュ・ポリシーがライトスルー・モードで、ライトバックでない場合は、バッテリのステータスをチェックします。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -getbbustatus -a0|grep Battery
BatteryType: iBBU08
Battery State : Operational
Battery Pack Missing : No
Battery Replacement required : No


バッテリの状態が"Operational"または"Optimal" (正確な用語はイメージ・バージョンによって異なります)以外の場合は、続行する前に問題を調査して修正します。

次に示すイメージ・バージョンは、"Optimal"および"Operational"を使用しています。


Exadata image version       Battery State         Raid f/w version
---------------------       -------------------   -----------------
 X4    12.1.2.1.0            Optimal              12.12.0-0178
 X4    12.1.1.1.1            Optimal              12.12.0-0178
 X3    11.2.3.3.0            Optimal              12.12.0-0178
 X3    11.2.3.2.2            Optimal              12.12.0-0178
 X3    11.2.3.2.1            Operational          12.12.0-0140




イメージ・バージョン11.2.3.2.xを使用している場合:

	
ルート・ユーザーとしてログインします。


	
サーバーの検出LEDをオフにします。


# ipmitool chassis identify off
Chassis identify interval: off


	
HBAが認識され、新しいBBUと通信を開始するまで、約5分間待機します。


	
HBAバッテリ・ステータスがOperationalで、充電中であることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -a0


	
すべての論理ドライブのキャッシュ・ポリシーをライトバック・キャッシュ・モードに設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wb -lall -a0


	
すべての論理ドライブの現在のキャッシュ・ポリシーがライトバック・キャッシュ・モードを使用していることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep -i bbu
Default Cache Policy: WriteBack, ReadAheadNone, Direct, No Write Cache if Bad BBU
Current Cache Policy: WriteBack, ReadAheadNone, Direct, No Write Cache if Bad BBU
... <repeated for each logical volume present>




 


リモート・マウントBBUがないシステムの場合

リモート・マウントBBUがないシステムの場合、「手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備」の終了時にシステムをシャットダウンします。この項では、システムを再起動して新しいBBUを有効にします。

	
電源ボタンを押して、サーバーの電源を入れます。


	
ILOMが起動したら、電源ボタンを押してサーバーの電源を入れ、サーバーのコンソールに接続します。

ILOM Webブラウザからコンソールに接続する手順(推奨): リモート制御→リダイレクト・タブにアクセスし、リモート・コンソールの起動ボタンをクリックします。ILOM 3.1.xシステムでは、コンソール・ボタンは最初の「サマリー情報」画面から起動できます。

ILOM CLIからコンソールに接続する手順:


> start /SP/console


	
サーバーのコンソールから、システム・ブートを監視します。特に、ロード中のLSIコントローラのBIOSを監視してください。保存されているキャッシュがあるドライブに関する警告メッセージが表示される場合、"D"を選択すると、キャッシュを破棄して続行されます。ASMによる起動後に、ディスクが再同期されるため、これは問題ではありません。バッテリ低下によりライトスルー・モードになっているドライブに関する警告メッセージが表示される場合は、選択して続行します。

その後、Exadataの起動が正常に続行されると、Exadataのブート・スプラッシュ画面が表示され、通常のOSブート・メッセージが引き続き表示されます。後続の起動手順中に、ILOMシリアル・コンソールの画面出力の間の停止時間が長くなる場合がありますが、これは、デフォルトのコンソールがグラフィックで、Exadataブート・スプラッシュ画面が表示されないためです。


	
起動がすべて完了したら、rootユーザーとしてログインし、新しいバッテリが表示されて充電中であることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -a0


	
すべての論理ドライブのキャッシュ・ポリシーを、バッテリを使用するライトバック・キャッシュ・モードに設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wb -lall -a0


	
すべての論理ドライブの現在のキャッシュ・ポリシーがライトバック・キャッシュ・モードを使用していることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU


	
データベース・サービスが自動的に開始されたことを確認します。

	
CRSが実行中であることを確認します。


# . oraenv
ORACLE_SID = [root] ? +ASM1
The Oracle base for ORACLE_HOME=/u01/app/11.2.0/grid is /u01/app/oracle

# crsctl check crs
CRS-4638: Oracle High Availability Services is online
CRS-4537: Cluster Ready Services is online
CRS-4529: Cluster Synchronization Services is online
CRS-4533: Event Manager is online


前述の出力では、+ASM1の1はデータベース・ノード番号を指します。たとえば、ノード#3のデータベースでは、値は+ASM3になります。


	
インスタンスが実行中であることを検証します。


# ps -ef |grep pmon


ASMインスタンスのレコードと各データベースのレコードが返されます。














Exadata Storage Serverのディスク・コントローラBBUの交換

この項では、Exadata Storage Serverのディスク・コントローラBBUを交換する方法について説明します。手順の概要は次のとおりです。

	
手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備


	
手順2: ディスク・コントローラBBUの交換


	
手順3: 新しいディスク・コントローラBBUの有効化







	
注意:

保守手順の終了後は常にExachkツールを使用することをお薦めします。このツールはMy Oracle Supportノート1070954.1から入手できます。









手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備

特定のX3-2、X4-2およびX4-8データベース・ノード、X3-2、X4-2、およびX3-8、X4-8ストレージ・サーバーでは、BBUはリモートでマウントされ、アクセスするのにシステムのシャットダウンは不要です。ただし、ディスク・ボリュームへのデータ破損を回避するには、RAID HBAから取り外せるように準備する必要があります。X3-8データベース・ノードのリモート・マウントBBUオプションはありません。

 


リモート・マウントBBUがあるシステムの場合

システムにリモート・マウントBBUがある場合は、この項の手順を実行します。システムにリモート・マウントBBUがない場合は、「リモート・マウントBBUがないシステムの場合」の手順を実行します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
サービスを必要とするラックのサーバーで実行されているイメージのバージョンを取得します。


# cellcli -e list cell attributes releaseVersion
11.2.3.2.1


	
ディスク・コントローラBBUを削除します。

バージョン11.2.3.3.0以上を実行している場合:

	
交換対象のディスク・コントローラBBUを削除します。次のコマンドを"celladmin"または"root"ユーザーとして実行します。


# cellcli -e alter cell bbu drop for replacement
HDD disk controller battery has been dropped for replacement


	
交換対象のBBUが削除されたことを確認します。


# cellcli -e list cell attributes bbustatus
dropped for replacement.




バージョン11.2.3.2.xを実行している場合:

	
サービス対象のラックのサーバーを特定し、インジケータ・ライトをオンにします。

Exadata Storage Serverは、1から18の番号で識別され、RU2に取り付けられたラックの最下段のStorage Serverが1で、ラックの上部に向かって番号が順に上がっていきます。

Exadata Database Nodeは、1から8の番号で識別され、RU16に取り付けられたラックの最下段のデータベース・ノードが1です。

サービス対象のサーバーを簡単に識別できるように、検出インジケータ・ライトをオンにします。サーバーの番号が確認されたら、前面パネルの検出ボタンを押すことができます。

インジケータ・ライトをリモートでオンにし、次の方法を使用します。

Exadata Storage ServerのCellCliにログイン:


CellCli> alter cell led on


サーバーのILOMにログイン:


-> set /SYS/LOCATE value=Fast_Blink


サーバーのrootアカウントにログイン:


# ipmitool chassis identify force
Chassis identify interval: indefinite


	
HBAでバッテリと現在のステータスを表示できることを確認します。




	
注意:

Solarisで実行している場合は、次のコマンドの/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64の代わりに/opt/MegaRAID/MegaCliを使用します。








# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -a0


デフォルトの出力には、バッテリがまだ表示されていることが表示されますが、障害に応じて低電圧またはその他の問題が表示される場合もあります。BBUに重大な障害が発生し、HBAにアクセスできなくなった場合、BBUの読取りエラーが返されることがあります。


	
すべての論理ボリュームで現在のキャッシュ・ポリシーを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU


デフォルトのキャッシュ・ポリシーは、すべてのボリュームで"ライトバック"です。バッテリが正常に機能している場合、現在のキャッシュ・ポリシーは"ライトバック"としてレポートされます。ただし、障害は発生した場合、現在のキャッシュ・ポリシーは"ライトスルー"としてレポートされることがあります。


	
すべての論理ボリュームのキャッシュ・ポリシーをライトスルー・キャッシュ・モード(バッテリを使用しない)に設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wt -lall -a0


	
すべての論理ボリュームの現在のキャッシュ・ポリシーがライトスルーになっていることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU







 


リモート・マウントBBUがないシステムの場合

システムにリモート・マウントBBUがない場合は、この項の手順を実行します。システムにリモート・マウントBBUがある場合は、「リモート・マウントBBUがあるシステムの場合」を参照してください。

リモート・マウントされたバッテリがシステムに取り付けられていない場合は、バッテリの交換が必要なノードをシャットダウンする必要があります。

	
すべてのRAIDディスク・ボリュームをライトスルー・モードに戻し、RAIDキャッシュ・メモリーのすべてのデータがディスクにフラッシュされ、バッテリの交換時にデータの損失が発生しないことを確認します。

	
すべての論理ボリュームのキャッシュ・ポリシーをライトスルー・キャッシュ・モードに設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wt -lall -a0


	
すべての論理ボリュームの現在のキャッシュ・ポリシーがライトスルー(バッテリーを使用しない)になっていることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU





	
サーバー・オペレーティング・システムをシャットダウンします。

Exadata Storage Serverの電源を切断する際は、次の点に注意してください。

	
ディスク障害が発生したストレージ・サーバーが他にないことを確認します。別のディスクで障害が発生中にストレージ・サーバーをシャットダウンすると、データベース・プロセスおよびOracle ASMがクラッシュする場合がありますが、その可能性があるのは、サーバーのディスクがオフラインになったときに、パートナー・ペアの両方のディスクが失われる場合です。


	
ラックの残りにディスクの障害が発生していない1つのExadata Storage Serverの電源を切断しても、実行中のデータベース・プロセスまたはOracle ASMには影響しません。


	
複数のExadata Storage Serverを停止する前に、すべてのデータベースおよびOracle Clusterwareプロセスを停止する必要があります。これが必要な場合の詳細は、Exadataオーナーズ・ガイドを参照してください。




オフラインに切り替えられるとすぐに、ディスクはASMによって削除されます。リストア対象のASMディスクの修復タイマーよりも長い時間ストレージ・サーバーがオフラインの場合、Exadata Storage Serversの電源を切断するか再起動すると、データベースのパフォーマンスが影響を受けることがあります。デフォルトのDISK_REPAIR_TIME属性値は3.6時間で、コンポーネントの交換には適切ですが、長い時間が必要な場合は、変更が必要になることがあります。

	
ASMにログインして次の問合せを実行し、ディスクの修復時間を確認します。


SQL> select dg.name,a.value from v$asm_attribute a, v$asm_diskgroup dg
 where a.name = 'disk_repair_time' and a.group_number = dg.group_number;


交換対象のコンポーネントの交換に十分な値の場合は、変更する必要はありません。

変更する必要がある場合は、次の文を使用できます。


SQL> ALTER DISKGROUP DATA SET ATTRIBUTE 'DISK_REPAIR_TIME'='8.5H';


	
ASMが問題なく、グリッド・ディスクがオフラインになるかどうかを確認します。次のコマンドは、リストされているグリッド・ディスクで"Yes"を返します。


# cellcli -e list griddisk attributes name,asmmodestatus,asmdeactivationoutcome
...sample ...
DATA_CD_09_cel01 ONLINE Yes
DATA_CD_10_cel01 ONLINE Yes
DATA_CD_11_cel01 ONLINE Yes
RECO_CD_00_cel01 ONLINE Yes
RECO_CD_01_cel01 ONLINE Yes
...repeated for all griddisks....


1つ以上のディスクでasmdeactivationoutcome='Yes'が返されない場合は、各ディスク・グループを確認し、そのディスク・グループのデータ冗長性をリストアします。ディスク・グループのデータ冗長性が完全にリストアされたら、コマンドを再実行して、すべてのグリッド・ディスクでasmdeactivationoutcome='Yes'になっていることを確認します。すべてのディスクでasmdeactivationoutcome='Yes'が返されたら、次の手順に進みます。




	
注意:

1つ以上のグリッド・ディスクがasmdeactivationoutcome='Yes'を返さない場合に、セル・サービスを停止すると、影響を受けるディスク・グループがOracle ASMによってディスマウントされ、データベースが突然停止します。








	
保守用に電源を切断する必要があるセルのすべてのグリッド・ディスクを非アクティブ化します。これは、最大で10分以上になる場合があります。


# cellcli
...sample ...
CellCLI> ALTER GRIDDISK ALL INACTIVE
GridDisk DATA_CD_00_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk DATA_CD_01_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk DATA_CD_02_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk RECO_CD_00_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk RECO_CD_01_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk RECO_CD_02_dmorlx8cel01 successfully altered
...repeated for all griddisks...


	
グリッド・ディスクがオフラインになったことを確認します。ディスクがオフラインになり、ASMで非アクティブなると、出力には、asmmodestatus='UNUSED'または'OFFLINE'、およびasmdeactivationoutcome=Yesがすべてのグリッド・ディスクで表示されます。


CellCLI> list griddisk attributes name,status,asmmodestatus,asmdeactivationoutcome
DATA_CD_00_dmorlx8cel01 inactive OFFLINE Yes
DATA_CD_01_dmorlx8cel01 inactive OFFLINE Yes
DATA_CD_02_dmorlx8cel01 inactive OFFLINE Yes
RECO_CD_00_dmorlx8cel01 inactive OFFLINE Yes
RECO_CD_01_dmorlx8cel01 inactive OFFLINE Yes
RECO_CD_02_dmorlx8cel01 inactive OFFLINE Yes
...repeated for all griddisks...


	
すべてのディスクがオフラインになり、非アクティブになると、セルをシャットダウンできます。


# shutdown -hP now


Exadata Storage Serverの電源を切断すると、すべてのストレージ・サービスが自動的に停止します。












手順2: ディスク・コントローラBBUの交換

「手順2: ディスク・コントローラBBUの交換」を参照してください。






手順3: 新しいディスク・コントローラBBUの有効化

「手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備」と同様、この項には2つのサブ項目があります。

	
リモート・マウントBBUがあるシステムの場合


	
リモート・マウントBBUがないシステムの場合





リモート・マウントBBUがあるシステムの場合

システムにリモート・マウントBBUがある場合は、この項の手順を実行します。このシナリオでは、「手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備」の終了時にシステムはシャットダウンされていません。

イメージ・バージョン11.2.3.3.0以上を実行している場合:

	
celladminまたはrootユーザーとしてログインします。


	
BBUを再有効化します。


# cellcli -e alter cell bbu reenable
HDD disk controller battery has been reenabled


	
ディスク・コントローラBBUのバッテリ状態がOperationalであることを確認します。


# cellcli -e list cell attributes bbustatus
normal


"BBUステータス"が"normal"以外の場合は、続行する前に問題を調査して修正してください。




イメージ・バージョン11.2.3.2.xを実行している場合:

	
ルート・ユーザーとしてログインします。


	
サーバーの検出LEDをオフにします。


# ipmitool chassis identify off
Chassis identify interval: off


	
HBAが認識され、新しいBBUと通信を開始するまで、約5分間待機します。


	
HBAバッテリ・ステータスがOperationalで、充電中であることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -a0


	
すべての論理ドライブのキャッシュ・ポリシーをライトバック・キャッシュ・モードに設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wb -lall -a0


	
すべての論理ドライブの現在のキャッシュ・ポリシーがライトバック・キャッシュ・モードを使用していることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep -i bbu
Default Cache Policy: WriteBack, ReadAheadNone, Direct, No Write Cache if Bad BBU
Current Cache Policy: WriteBack, ReadAheadNone, Direct, No Write Cache if Bad BBU
... <repeated for each logical volume present>





リモート・マウントBBUがないシステムの場合

「手順1: ディスク・コントローラBBUの取り外しの準備」の終了時に、リモート・マウントBBUがないシステムはシャットダウンされています。システムを再起動する必要があります。

	
電源ボタンを押して、サーバーの電源を入れます。


	
ILOMが起動したら、電源ボタンを押してサーバーの電源を入れ、サーバーのコンソールに接続します。

ILOM Webブラウザからコンソールに接続する手順(推奨): リモート制御→リダイレクト・タブにアクセスし、リモート・コンソールの起動ボタンをクリックします。ILOM 3.1.xシステムでは、コンソール・ボタンは最初の「サマリー情報」画面から起動できます。

ILOM CLIからコンソールに接続する手順:


> start /SP/console


	
サーバーのコンソールから、システム・ブートを監視します。特に、ロード中のLSIコントローラのBIOSを監視してください。保存されているキャッシュがあるドライブに関する警告メッセージが表示される場合、"D"を選択すると、キャッシュを破棄して続行されます。ASMによる起動後に、ディスクが再同期されるため、これは問題ではありません。バッテリ低下によりライトスルー・モードになっているドライブに関する警告メッセージが表示される場合は、選択して続行します。

その後、Exadataの起動が正常に続行されると、Exadataのブート・スプラッシュ画面が表示され、通常のOSブート・メッセージが引き続き表示されます。後続の起動手順中に、ILOMシリアル・コンソールの画面出力の間の停止時間が長くなる場合がありますが、これは、デフォルトのコンソールがグラフィックで、Exadataブート・スプラッシュ画面が表示されないためです。


	
起動がすべて完了したら、rootユーザーとしてログインし、新しいバッテリが表示されて充電中であることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -adpbbucmd -a0


	
すべての論理ドライブのキャッシュ・ポリシーを、バッテリを使用するライトバック・キャッシュ・モードに設定します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldsetprop wb -lall -a0


	
すべての論理ドライブの現在のキャッシュ・ポリシーがライトバック・キャッシュ・モードを使用していることを確認します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -ldpdinfo -a0 | grep BBU


	
セルをサービスに戻します。

	
グリッド・ディスクをアクティブ化します。


# cellcli
CellCLI> alter griddisk all active
GridDisk DATA_CD_00_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk DATA_CD_01_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk DATA_CD_02_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk RECO_CD_00_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk RECO_CD_01_dmorlx8cel01 successfully altered
GridDisk RECO_CD_02_dmorlx8cel01 successfully altered
...etc...


	
すべてのディスクがアクティブになっていることを確認します。


CellCLI> list griddisk
DATA_CD_00_dmorlx8cel01         active
DATA_CD_01_dmorlx8cel01         active
DATA_CD_02_dmorlx8cel01         active
RECO_CD_00_dmorlx8cel01         active
RECO_CD_01_dmorlx8cel01         active
RECO_CD_02_dmorlx8cel01         active
...etc...


	
すべてのグリッド・ディスクが正常にオンラインになったことを確認します。すべてのグリッド・ディスクで"asmmodestatus"のステータスが"ONLINE"になるまで待機します。アクティブ化プロセスの最初の出力の例を次に示します。


CellCLI> list griddisk attributes name,status,asmmodestatus,asmdeactivationoutcome
DATA_CD_00_dmorlx8cel01 active ONLINE Yes
DATA_CD_01_dmorlx8cel01 active ONLINE Yes
DATA_CD_02_dmorlx8cel01 active ONLINE Yes
RECO_CD_00_dmorlx8cel01 active SYNCING Yes
RECO_CD_01_dmorlx8cel01 active ONLINE Yes
...etc...


'RECO_CD_00_dmorlx8cel01'の上の例は、まだ'SYNCING'プロセスの実行中です。すべてのグリッド・ディスクが'asmmodestatus=ONLINE'を示したときに、Oracle ASMの同期化が完了します。このプロセスは、個別のサーバーが修復のために停止している間マシンがビジー、またはビジーであった状態に応じて時間がかかる場合があります。
















dbmsrvサービスの概要

	
リリース12.1.2.1.2以上の場合

12.1.2.1.2リリース以上では、データベース・ノードの管理サーバー(MS)でsudoが使用されなくなりました。つまり、sudoersの構成は必要なくなりました。


	
12.1.2.1.2以前のリリースの場合

セキュリティ上の理由から、データベース・ノードの管理サーバーはrootとして実行されません。ただし、ディスク・ステータス、ILOM、電源ユニットなど、システムを監視する特定のユーティリティを実行し、ASRおよびアラートを送信するには、root権限が必要になります。これを達成するために、sudoers構成ファイルのdbmsvc_sudo_confが追加され、dbmmgmtユーザーがroot権限でユーティリティを実行できるようになっています。

dbmmgmtサービスまたはdbserverdを無効にしたり、sudoers構成ファイルを編集したりしないでください。ファイルのエントリが削除されると、dbmmgmtサービスでシステムの一部の部分を監視できなくなる場合があります。たとえば、ディスクに障害が発生すると、ASRを時間内に送信できなくなり、データベース・ノードで破損が発生し、リカバリが遅延する場合があります。









dbmsrvのユーザーIDおよびグループIDの変更

Oracle Exadata Database Machine 12.1.2.1.0以降:

	
データベース・ノードで管理サーバー(MS)が実行されるようになりました。以前のMSは、ストレージ・ノードでのみ実行されていました。


	
データベース・マシン・サービス(dbmsrv)という名前の新しいサービスがデータベース・ノードで実行されるようになりました。この新しいサービスがベースとするMSは、ストレージ・サーバー上で実行され、データベース・ノードに拡張管理機能を提供します。




新しいdbmsrvサービスを管理するために、新しいユーザーとグループが追加されました。


表1-3 dbmsrvのユーザー

	ユーザー	デフォルトのユーザーID
	
dbmsvc

	
12137


	
dbmadmin

	
12138


	
dbmmonitor

	
12139









表1-4 dbmsrvのグループ

	グループ	デフォルトのグループID
	
dbmsvc

	
11137


	
dbmadmin

	
11138


	
dbmmonitor

	
11139


	
dbmusers

	
11140








デフォルト値と競合が発生している場合(たとえば、LDAPまたは別のディレクトリを使用している場合、または、デフォルト値と異なる値を必要とするセッション管理ツールを使用している場合)、DBMユーザーのユーザーIDとグループIDを変更できます。

これらの手順は、DBMサービスのユーザーとグループのみに固有です。これらを使用して、他のOracle製品のユーザーとグループを変更しないでください。

デフォルトのDBMユーザーおよびグループIDを変更する手順:

	
dbserverサービスを停止します。次のコマンドをrootまたはdbmadminユーザーとして実行します。


dbmcli -e alter dbserver shutdown services all


	
ユーザーのグループIDを変更します。次のコマンドをrootとして実行します。


groupmod -g <NEW_GID> <GROUPNAME>


次に例を示します。


groupmod -g 3001 dbmusers


	
古いグループIDを含むファイルを更新します。次のコマンドをrootとして実行します。


find / -gid <OLD_GID> -exec chgrp -h <NEW_GID> {} \;


例:


find / -gid 11140 -exec chgrp -h 3001 {} \;


	
ユーザーIDを変更します。これは、グループIDの変更後に実行する必要があり、そうしないと、GIDが存在しませんエラーが表示されます。次のコマンドをrootとして実行します。


usermod -u <NEW_UID> -g <NEW_GID> <USER>


例:


usermod -u 2998 -g 3001 dbmsvc


	
古いユーザーIDを含むファイルを更新します。次のコマンドをrootとして実行します。


find / -uid <OLD_UID> -exec chown -h <NEW_ID> {} \;


例:


find / -uid 12137 -exec chown -h 2998 {} \;


	
dbrsMain実行可能ファイル上のsetuid bitをリセットし、これが実行されるようにします。setuid bitは、chgrpおよびchownコマンドによって変更されています。次のコマンドをrootとして実行します。


chmod 6550 /opt/oracle/dbserver/dbms/bin/dbrsMain


	
dbserverサービスを再起動します。次のコマンドをdbmadminユーザーとして実行します。


dbmcli -e alter dbserver startup services all









構成変更中のセルおよびデータベース・ノードの状態

表1-5は、構成変更中にセル・ノードとデータベース・ノードをオフラインとオンラインのどちらにしておく必要があるかを示しています。


表1-5 操作時のセルおよびデータベース・ノードの状態

	操作	セル・ノード	データベース・ノード
	
DNSサーバーの更新

	
オンライン

	
オンライン


	
NTPサーバーの更新

	
オンライン

	
オンライン


	
タイム・ゾーンの更新

	
オフライン

	
オンライン


	
管理ネットワークのIPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、ホスト名の変更

	
オフライン

	
オンライン


	
クライアント・ネットワークのIPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、ホスト名の変更

	
オフライン

	
オンライン


	
ILOM IPアドレスの変更

	
オフライン

	
ipmitool sunoem getval/setvalコマンドがサポートされている場合はオンライン


	
その他のILOMパラメータの変更

	
ipmitool sunoem getval/setvalコマンドがサポートされている場合はオンライン

	
ipmitool sunoem getval/setvalコマンドがサポートされている場合はオンライン


	
InfiniBand IP、ネットマスク、ホスト名の変更

	
オフライン

	
オンライン


	
pkeyの変更

	
オフライン

	
オンライン























3 Oracle ExadataラックのExadata Storage Serverの保守

この章の内容は次のとおりです。

	
Exadata Storage Serverの保守


	
Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守


	
フラッシュ・ディスクの保守


	
ストレージ・グリッド・ディスクのサイズ変更


	
Oracle Exadata Storage Server Softwareレスキュー手順の使用


	
「ストレージ・セルの既存のエラスティック構成の変更」







	
注意:

	
読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。


	
この章のすべての手順は、Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage拡張ラックに適用されます。















	
関連項目:

	
付録B「交換ユニット」


	
付録C「Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadataラックのエラー・メッセージ」














Exadata Storage Serverの保守

この項では、Exadata Storage Serverの保守を実行する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Exadata Storage Serverのシャットダウン


	
Exadata Storage Serverの削除


	
リバランス操作のステータスのチェック


	
Exadataセルのパッチ適用の理解


	
診断ISOを使用したネットワーク接続の有効化







	
関連項目:

Oracle ASMディスク修復タイマーの詳細は、Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイドを参照してください。









Exadata Storage Serverのシャットダウン

Exadata Storage Serverの保守を実行する場合、セルの電源切断または再起動が必要になることがあります。1つ以上のデータベースの実行中にExadata Storage Serverを停止する場合、Exadata Storage ServerのオフラインによるOracle ASMディスク・グループおよびデータベース可用性への影響がないことを確認してください。データベース可用性に影響を与えないでExadata Storage Serverをオフラインにする機能は、影響するディスク・グループで使用されるOracle ASM冗長性のレベルおよびオフラインにするExadata Storage Serverのデータのミラー・コピーを含む他のExadata Storage Serverのディスクの現在のステータスによって異なります。

次の手順は、Exadata Storage Serverの電源の切断方法を示しています。

	
(オプション)次のコマンドを実行して、セルの再起動後にグリッド・ディスクがオフラインのままになるようにします。


ALTER GRIDDISK ALL INACTIVE


この手順は、再起動を複数回実行したり、セルを再びアクティブにするタイミングを制御する場合(計画されていた保守アクティビティが成功したことを確認してからセルを使用する場合など)に役立ちます。




	
注意:

この手順を実行する場合は、手順6を実行してグリッド・ディスクをアクティブにする必要があります。








	
次のコマンドを使用して、セル・サービスを停止します。


CellCLI> ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES ALL


前述のコマンドでは、オフラインのディスクがないか、predictive failureステータスのディスクがないか、またはミラーにコピーする必要があるディスクがないかをチェックします。Oracle ASM冗長性が損なわれていない場合は、コマンドによりOracle ASMでグリッド・ディスクがオフラインに変更され、セル・サービスが停止されます。次のエラーが表示された場合は、冗長性が原因でディスク・グループが強制的にディスマウントされ、セル・サービスを安全に停止できない可能性があります。


Stopping the RS, CELLSRV, and MS services...
The SHUTDOWN of ALL services was not successful.
CELL-01548: Unable to shut down CELLSRV because disk group DATA, RECO may be
forced to dismount due to reduced redundancy.
Getting the state of CELLSRV services... running
Getting the state of MS services... running
Getting the state of RS services... running


エラーが発生した場合は、Oracle ASMディスク・グループの冗長性をリストアし、すべてのディスクのディスク・ステータスが正常に戻ってからコマンドを再試行してください。


	
セルを停止します。




	
関連項目:

詳細は、「Exadata Storage Serverの電源切断」を参照してください。








	
保守の実行後、セルの電源を投入します。セル・サービスが自動的に開始されます。セルの起動の一環として、Oracle ASMですべてのグリッド・ディスクが自動的にONLINEになります。


	
次のコマンドを使用して、すべてのグリッド・ディスクが正常にオンラインになったことを確認します。


CellCLI> LIST GRIDDISK ATTRIBUTES name, asmmodestatus


すべてのグリッド・ディスクのasmmodestatusがONLINEまたはUNUSEDになるまで待機します。


	
次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクをオンラインに設定します。この手順は、手順1を実行した場合にのみ必要です。手順1を実行していない場合は、グリッド・ディスクは自動的にアクティブになります。


ALTER GRIDDISK ALL ACTIVE









Exadata Storage Serverの削除

次の手順は、Exadata Storage Serverの削除方法を示しています。

	
Oracle ASMから次のコマンドを使用して、物理ディスクのOracle ASMディスクを削除します。


ALTER DISKGROUP diskgroup_name DROP DISK asm_disk_name


Oracle ASMの正しい冗長性レベルを確認するには、先に進む前にリバランスの完了を待機します。


	
Exadata Storage Serverにアクセスする各データベース・サーバーのcellip.oraファイルからIPアドレス・エントリを削除します。


	
次のコマンドを使用して、Exadata Storage Serverから物理ディスクのグリッド・ディスク、セル・ディスクおよびセルを削除します。


DROP CELLDISK celldisk_on_this_lun FORCE 


	
Exadata Storage Server上のすべてのサービスをシャットダウンします。


	
セルの電源を切断します。




	
関連項目:

「Exadata Storage Serverのシャットダウン」















リバランス操作のステータスのチェック

ディスクを削除または追加すると、Oracle ASMリバランスが発生します。リバランスのステータスを確認するには、次の手順を実行します。

	
リバランス操作が正しく実行された可能性がある場合。Oracle ASMアラート・ログを確認してください。


	
リバランス操作が現在実行されている可能性がある場合。GV$ASM_OPERATIONビューを確認して、リバランス操作が実行されているかどうか判別します。


	
リバランス操作が失敗した可能性がある場合。V$ASM_OPERATION.ERRORビューを確認して、リバランス操作が失敗したかどうか判別します。


	
交換される物理ディスクに複数のディスク・グループのASMディスクが含まれる場合、複数のディスク・グループのリバランス操作を同じクラスタの異なるOracle ASMインスタンスで実行できます。Oracle ASMインスタンスは、一度に1つのリバランス操作を実行できます。すべてのOracle ASMインスタンスがビジー状態の場合、リバランス操作がキューに入れられます。







	
注意:

BP4のOracle Databaseリリース12.1.0.2と一緒にOracle Exadata Storage Server Softwareリリース12.1.2.0を実行しているストレージ・サーバーで、Oracle ASMはリバランス操作のステータスについて電子メールを送信します。以前のリリースでは、管理者が操作のステータスをチェックする必要がありました。












Exadataセルのパッチ適用の理解

ソフトウェアの更新は、patchmgrユーティリティを使用してExadata Storage Serverに適用されます。patchmgrユーティリティにより、Exadata Storage Serverに必要なすべてのソフトウェアとファームウェアがインストールおよび更新されます。patchmgrユーティリティは、My Oracle Supportからダウンロードするソフトウェア・リリースに付属しています。




	
注意:

Exadata Storage Serverのソフトウェアをインストール、変更、再構成または削除する場合は、このガイド、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』またはMy Oracle Supportに記載されているOracle Exadata固有の指示に必ず従ってください。Exadata Storage Serverに対する変更は、特定のOracle Exadataドキュメントに記載がないかぎりサポートされません。










	
注意:

My Oracle Supportノート888828.1に説明されているように、Oracle Exadata Cellの通常の更新が適用できるのは、ターゲット・リリースの日付スタンプが現在実行中のリリースの日付スタンプより新しい場合のみです。ターゲット・リリースよりも新しい日付スタンプのリリースを実行しているイメージからの更新はブロックされます。
例: Exadataリリース12.1.2.1.0は、リリース番号に基づいた12.1.1.1.2よりも新しく思えますが、12.1.1.1.2.1 (日付スタンプが150411)の日付スタンプは、12.1.2.1.0 (141206)よりも新しいため、12.1.1.1.2.150411から12.1.2.1.0.141206.1の更新はブロックされます。このような状況では、同じメジャー・リリースで日付スタンプが新しいメンテナンス・リリースに更新する必要があります。









patchmgrユーティリティによるソフトウェアの更新は、構成内のすべてのExadataセルが対象となります。ユーティリティでは、ソフトウェアの更新方法としてローリングと非ローリングの両方がサポートされています。ユーティリティでは、パッチ適用の完了通知やローリング/非ローリング・パッチ適用のステータス情報を電子メール・メッセージで送信できます。次に、電子メール・メッセージを送信するためのコマンドを示します。


# ./patchmgr -cells cell_group -patch [-rolling] [-ignore_alerts] [-unkey] \
           [-smtp_from "addr" -smtp_to "addr1 addr2 addr3 ..."]


前述のコマンドのaddrは送信元アドレス、addr1、addr2およびaddr3は送信先アドレスです。




	
注意:

sudoによるpatchmgrの実行の詳細は、「sudoによるpatchmgr (およびdbnodeupdateオーケストレーション)の実行」を参照してください。







この項では、Exadataセルにパッチを適用する各方法およびそれらの違いについて説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
ローリング更新の理解


	
非ローリング更新の理解






ローリング更新の理解

ローリング更新は、デプロイメント全体での停止時間を伴わない方法としても知られます。

	
この方法の利点:

データベースの停止時間が不要です。

問題が発生した場合に影響を受けるのは1つのセルのみです。


	
この方法に関する考慮事項:

非ローリング更新よりもはるかに時間がかかります。セルは一度に1つずつ順番に処理されます。パッチの適用に最低限かかる概算時間は、非ローリング更新で1つのセルにパッチを適用するのにかかる時間にセルの数をかけたものになります。非ローリング更新で1つのセルの更新にかかる時間は約1時間です。ローリング更新を実行した場合、所要時間が非常に長くなる可能性があり、デプロイメントの負荷も大きくなります。このような負荷条件が、パッチ適用後のセルでグリッド・ディスクをアクティブ化および再アクティブ化するのにかかる時間に加算されます。

Oracle ASMによりセルのグリッド・ディスクが削除されるのを回避するため、パッチ適用時にOracle ASMの修理タイムアウトを増やす必要があります。これらのグリッド・ディスクを再度追加することは、時間のかかる手動での作業になります。ディスク・グループのdisk_repair_timeは最低でもデフォルト値の3.6時間に設定するようにしてください。







	
注意:

	
patchmgrユーティリティで-rollingオプションを指定してローリング更新またはロールバックを実行する場合は、My Oracle Supportノート1485475.1に列挙されている修正を事前にデータベースに適用してください。修正が必要なデータベース・リリースは、ノートに明記されています。












次に、ローリング更新を使用してExadataセルにパッチを適用する手順を簡単に説明します。これらの手順は、patchmgrユーティリティにより自動的に実行されます。

	
1つのセル上の非アクティブ化対象のグリッド・ディスクをすべて非アクティブ化します。対象となるグリッド・ディスクのasmdeactivationoutcome属性がYesに設定されます。


	
非アクティブ化したディスクがOFFLINEであることを確認します。


	
セルにパッチを適用します。


	
セルを再起動し、正常に起動したら、非アクティブ化したグリッド・ディスクをアクティブ化します。


	
手順4でアクティブ化したグリッド・ディスクがすべてONLINEであることを確認します。


	
パッチの適用対象となる次のセルに移動し、同じ手順を繰り返します。




patchmgrユーティリティでは、前述の手順が一度に1つのセルに対して実行されます。






非ローリング更新の理解

非ローリング更新は、デプロイメント全体での停止時間を伴う方法としても知られます。デプロイメント全体で停止するよう選択した場合は、パッチはすべてのセルにパラレルに適用されます。patchmgrユーティリティによりExadataセルにこの機能が提供されます。

	
この方法の利点:

すべてのセルがパラレルに処理されます。そのため、パッチの適用時間は、適用対象となるセルの数に関係なく、ほぼ一定です。

グリッド・ディスクの非アクティブ化と再アクティブ化に費やす時間がゼロです。


	
この方法に関する考慮事項:

パッチ適用プロセスの実行中はセルを使用できません。パッチの適用中は、セル・サービスを使用するすべてのデータベースを停止したままにする必要があります。

パッチの適用中にセルの1つで問題が発生した場合は、そのセルの問題が解決するまでデプロイメント全体が使用できなくなります。通常、Oracle Clusterwareを排他モードで起動し、Oracle ASMのディスク・グループをFORCEオプションによってマウントし、その後で問題のあるセルのグリッド・ディスクを削除することによって、データベースを起動することは可能です。ただし、これらの手順を実行することによって、停止時間がさらに延びます。











診断ISOを使用したネットワーク接続の有効化

再起動されないセルにアクセスして手動で修理する場合、診断ISOが必要になることがあります。ISOは、すべてのExadataセルの/opt/oracle.SupportTools/diagnostics.isoにあります。USBの使用など、他のブート方法が機能しない場合は、診断ISOを使用してください。

次に、ファイルを転送してセルを修理できるように、診断ISOとのネットワーキングを有効にする手順を示します。

	
Webインタフェースまたはシリアル・コンソールを使用して、サービス・プロセッサで1回のCD-ROMブートを有効にします。次に、シリアル・コンソールを使用する場合のコマンドの例を示します。


set boot_device=cdrom


	
サービス・プロセッサ・インタフェースを使用して、diagnostics.isoのローカル・コピーをCD-ROMとしてマウントします。


	
rebootコマンドを使用して、セルを再起動します。


	
rootユーザーとして診断ISOのパスワードを使用してセルにログインします。


	
次のコマンドを使用してpingを回避します。


alias ping="ping -c"


	
/etc/networkという名前のディレクトリを作成します。


	
/etc/network/if-pre-up.dという名前のディレクトリを作成します。


	
/etc/network/interfacesファイルに次の行を追加します。


iface eth0 inet static
address IP_address_of_cell
netmask netmask_of_cell
gateway gateway_IP_address_of_cell


	
次のコマンドを使用して、eth0インタフェースを起動します。


ifup eth0
 


いくつかの警告メッセージが表示される場合もありますが、インタフェースは稼働しています。


	
FTPまたはwgetコマンドを使用して、セルを修理するためのファイルを取得します。











Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守

Exadata Storage Serverの最初の2枚のディスクは、システム・ディスクです。Oracle Exadata Storage Server Softwareシステム・ソフトウェアは、各システム・ディスクに割り当てられます。システム・ディスクのこの割り当てられた部分は、システム領域と呼ばれます。システム・ディスクのシステム領域以外は、データ・パーティションと呼ばれ、通常のデータ・ストレージに使用されます。セルの他のすべてのディスクは、データ・ディスクと呼ばれます。

CellCLI LIST PHYSICALDISKコマンドで属性を確認して、物理ディスクを監視できます。たとえば、物理ディスクのステータスが"failed" (以前のリリースでは、障害が発生した物理ディスクのステータスは"critical"でした)または"warning - predictive failure"と同等の場合、問題が発生している可能性があり、交換が必要です。内部しきい値を超えると、ディスク・ファームウェアによってエラー・カウンタが保守され、ドライブはPredictive Failureとマーク付けされます。交換が必要かどうかは、セル・ソフトウェアではなくドライブによって決定されます。

ディスクI/Oエラーが発生すると、Oracle ASMはメディア・エラーによる読取りエラーの障害範囲の修理を実行します。ディスクはオンラインのままで、アラートは送信されません。Oracle ASMが物理的に対処されたメタデータ・ブロックに関する読取りエラーを取得すると、ブロックはミラーリングされず、ディスクはオフラインになります。Oracle ASMは強制的にディスクを削除します。

表3-1に、Exadata Storage Serverの物理ディスク・ステータスを示します。


表3-1 Exadata Storage Serverの物理ディスク・ステータス

	Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース	物理ディスクのステータス
	
リリース11.2.3.3以上

	
正常

正常 - 交換のため切断

正常 - 制限されたオンライン

正常 - 制限されたオンライン - 交換のため切断

存在しない

障害

障害 - 交換のため切断

障害 - 不適切なディスク・モデルのため拒否

障害 - 不適切なディスク・モデルのため拒否 - 交換のため切断

障害 - 間違ったスロットのため拒否

障害 - 間違ったスロットのため拒否 - 交換のため切断

警告 - 制限されたオンライン

警告 - 制限されたオンライン - 交換のため切断

警告 - ピア障害

警告 - 低いパフォーマンス

警告 - 低いパフォーマンス - 交換のため切断

警告 - 低いパフォーマンス、ライトスルー・キャッシュ

警告 - 予測障害、低いパフォーマンス

警告 - 予測障害、低いパフォーマンス - 交換のため切断

警告 - 予測障害、ライトスルー・キャッシュ

警告 - 予測障害

警告 - 予測障害 - 交換のため切断

警告 - 予測障害、低いパフォーマンス、ライトスルー・キャッシュ

警告 - ライトスルー・キャッシュ


	
リリース11.2.3.2

	
正常

正常 - 制限されたオンライン

存在しない

障害

障害 - 不適切なディスク・モデルのため拒否

障害 - 間違ったスロットのため拒否

警告 - 制限されたオンライン

警告 - ピア障害

警告 - 低いパフォーマンス

警告 - 低いパフォーマンス、ライトスルー・キャッシュ

警告 - 予測障害、低いパフォーマンス

警告 - 予測障害、ライトスルー・キャッシュ

警告 - 予測障害

警告 - 予測障害、低いパフォーマンス、ライトスルー・キャッシュ

警告 - ライトスルー・キャッシュ


	
リリース11.2.3.1.1以下

	
正常

予測障害

低いパフォーマンス

クリティカル

存在しない








リリース11.2.3.2.0以上のOracle Exadata Storage Server Softwareでは、ディスクが交換可能であることを示すアラートが送信され、ディスクの外部にすべてのデータがリバランスされた後にそのディスクが予測障害を持つ場合、青色のLEDが点灯します。11.2.3.2.0より前のリリースでは、ディスクが予測障害を持つ場合、青色のLEDではなく、黄色のLEDが点灯しました。このような場合、ディスクの交換を進める前に、すべてのデータがそのディスクの外部にリバランスされたかどうかを手動でチェックする必要があります。

ディスクで障害が発生すると、ドライブの青色のLEDと黄色のLEDが両方とも点灯し、この場合、ディスクの交換を進めてもかまいません。動作はすべてのリリースで同じです。ただし、ドライブのLEDはリリース11.2.3.2.0では点灯したままになるのに対し、以前のリリースでは点滅します。




	
注意:

Exadata Storage Serverの物理ディスクを交換中、Oracle Exadataラックはオンラインで使用可能です。







この項の内容は次のとおりです。

	
ハード・ディスク・コントローラのライトスルー・キャッシュ・モードの監視


	
ディスク障害による物理ディスクの交換


	
ディスクの問題による物理ディスクの交換


	
低いパフォーマンスによる物理ディスクの取外し


	
Exadata Storage Serverから別のExadata Storage Serverへのすべてのドライブの移動


	
物理ディスクの再利用


	
同じ物理ディスクの取外しおよび交換


	
拒否された物理ディスクの再有効化







	
関連項目:

	
予測障害および低いパフォーマンスのLEDステータス・ライトの詳細は、「LEDステータスの説明」を参照してください。


	
LIST PHYSICALDISKコマンドの詳細は、Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイドを参照してください。


	
修復タイマーの設定の詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
保守のベスト・プラクティスの詳細は、http://www.oracle.com/goto/maaのOracle Maximum Availability Architecture(MAA)Webサイトを参照してください。


	
My Oracle Supportノート1084360.1のExadata環境の計算ノードのベア・メタル・リストア手順に関する項














ハード・ディスク・コントローラのライトスルー・キャッシュ・モードの監視

各Exadata Storage Serverのハード・ディスク・コントローラは、定期的にコントローラのバッテリの放電と充電を実行します。操作中は、書込みキャッシュ・ポリシーにより、ライトバック・キャッシュからライトスルー・キャッシュに変更されます。ライトスルー・キャッシュ・モードはライトバック・キャッシュ・モードより時間を要します。ただし、Exadata Storage Serverの電源が落ちたり障害が発生したりすると、ライトバック・キャッシュ・モードの場合はデータ損失のリスクがあります。リリース11.2.1.3より前のExadata Storage Serverリリースの場合、この処理は毎月発生します。リリース11.2.1.3.0以上のOracle Exadata Storage Server Softwareの場合、この処理は3か月ごとに発生します(例: 1月、4月、7月、10月の17日の01:00時)。学習サイクルの開始時間を変更するには、次のようなコマンドを使用します。サイクルが終了すると、時間はデフォルト学習時間に戻ります。


CellCLI> ALTER CELL bbuLearnCycleTime="2013-01-22T02:00:00-08:00"


次の学習サイクル時間を確認するには、次のコマンドを使用します。


CellCLI> LIST CELL ATTRIBUTES bbuLearnCycleTime


Exadata Storage Serverによって、次のようなセル上の論理ドライブのキャッシュ・モードの状態に関するアラート情報が生成されます。


HDD disk controller battery on disk contoller at adapter 0 is going into a learn
cycle. This is a normal maintenance activity that occurs quarterly and runs for
approximately 1 to 12 hours. The disk controller cache might go into WriteThrough
caching mode during the learn cycle. Disk write throughput might be temporarily
lower during this time. The message is informational only, no action is required.


バッテリのステータスを確認するには、次のコマンドを使用します。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -AdpBbuCmd -GetBbuStatus -a0


次に、コマンドの出力例を示します。


BBU status for Adapter: 0
 
BatteryType: iBBU08
Voltage: 3721 mV
Current: 541 mA
Temperature: 43 C
 
BBU Firmware Status:
Charging Status : Charging
Voltage : OK
Temperature : OK
Learn Cycle Requested : No
Learn Cycle Active : No
Learn Cycle Status : OK
Learn Cycle Timeout : No
I2c Errors Detected : No
Battery Pack Missing : No
Battery Replacement required : No
Remaining Capacity Low : Yes
Periodic Learn Required : No
Transparent Learn : No
 
Battery state:
 
GasGuageStatus:
Fully Discharged : No
Fully Charged : No
Discharging : No
Initialized : No
Remaining Time Alarm : Yes
Remaining Capacity Alarm: No
Discharge Terminated : No
Over Temperature : No
Charging Terminated : No
Over Charged : No
 
Relative State of Charge: 7 %
Charger System State: 1
Charger System Ctrl: 0
Charging current: 541 mA
Absolute state of charge: 0 %
Max Error: 0 %
 
Exit Code: 0x00






ディスク障害による物理ディスクの交換

物理ディスクの停止により、パフォーマンスの低下およびデータの冗長性が発生する場合があります。したがって、すぐにディスクを新しいディスクに交換する必要があります。ディスクに障害が発生すると、物理ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがFORCEオプションで自動的に削除され、Oracle ASMリバランスでデータの冗長性がリストアされます。

ディスクに障害が発生すると、Exadataアラートが生成されます。アラートには、ディスクを交換する特定の手順が含まれます。システムのアラート通知を構成している場合、電子メールでアラートが指定したアドレスに送信されます。

物理ディスクを交換すると、そのスロットの前のディスクにあったグリッド・ディスクとセル・ディスクは新しい物理ディスクに再作成されます。これらのグリッド・ディスクがOracle ASMグループの一部である場合、ディスク・グループの冗長性およびASM_POWER_LIMITパラメータに基づいて、ディスクがディスク・グループに追加され、データがリバランスされます。




	
注意:

BP4のOracle Databaseリリース12.1.0.2と一緒にOracle Exadata Storage Server Softwareリリース12.1.2.0を実行しているストレージ・サーバーで、Oracle ASMはリバランス操作のステータスについて電子メールを送信します。以前のリリースでは、管理者が操作のステータスをチェックする必要がありました。
以前のリリースのリバランス操作ステータスについて、「リバランス操作のステータスのチェック」を参照してください。









次の手順は、ディスク障害によるディスクの交換方法を示しています。

	
次のコマンドを使用して、障害が発生したディスクを特定します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE diskType=HardDisk AND status=failed DETAIL


次に、コマンドの出力例を示します。スロット番号はディスクの場所、ステータスはディスクに障害が発生したことを示します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE diskType=HardDisk AND status=failed DETAIL

         name:                   28:5
         deviceId:               21
         diskType:               HardDisk
         enclosureDeviceId:      28
         errMediaCount:          0
         errOtherCount:          0
         foreignState:           false
         luns:                   0_5
         makeModel:              "SEAGATE ST360057SSUN600G"
         physicalFirmware:       0705
         physicalInterface:      sas
         physicalSerial:         A01BC2
         physicalSize:           558.9109999993816G
         slotNumber:             5
         status:                 failed


	
ディスクを取り外す前に、ディスクの青い取外しOKのLEDが点灯していることを確認してください。


	
Exadata Storage Server上の物理ディスクを交換し、3分待ちます。物理ディスクはホットプラグ対応で、電源の投入時に交換できます。


	
ディスクがオンラインであることを確認します。

物理ディスクを交換する場合、使用前にディスクをRAIDコントローラで承認する必要があります。この処理にあまり時間は要しません。次のようなLIST PHYSICALDISKコマンドを使用して、ステータスがNORMALであることを確認します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE name=28:5 ATTRIBUTES status


	
ALTER CELL VALIDATE CONFIGURATIONコマンドを使用して、ファームウェアが正しいことを確認します。




まれに、自動ファームウェア更新が機能せず、LUNが再構築されない場合があります。これは、ms-odl.trcファイルをチェックして確認できます。




	
関連項目:

	
「Exadata Storage Serverの部品」


	
V$ASM_OPERATIONビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』

















ディスクの問題による物理ディスクの交換

ディスクがwarning - predictive failureステータスのため、物理ディスクの交換が必要な場合があります。predictive failureステータスは、物理ディスクに障害が発生する可能性があり、できるだけすぐに交換する必要があることを示します。物理ドライブのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクが自動的に削除され、Oracle ASMリバランスで障害が発生する可能性のあるディスクから他のディスクにデータが移動されます。

物理ドライブが故障する前に削除を完了できなかった場合は、「ディスク障害による物理ディスクの交換」を参照してください。

ディスクを削除すると、アラートが送信されます。物理ディスクを交換すると、スロットの前のディスクにあったグリッド・ディスクとセル・ディスクは新しい物理ディスクに再作成されます。これらのグリッド・ディスクがOracle ASMディスク・グループの一部である場合、ディスク・グループの冗長性およびASM_POWER_LIMITパラメータに基づいて、ディスクがディスク・グループに追加され、データがリバランスされます。




	
注意:

BP4のOracle Databaseリリース12.1.0.2と一緒にOracle Exadata Storage Server Softwareリリース12.1.2.0を実行しているストレージ・サーバーで、Oracle ASMはリバランス操作のステータスについて電子メールを送信します。以前のリリースでは、管理者が操作のステータスをチェックする必要がありました。
以前のリリースのリバランス操作ステータスについて、「リバランス操作のステータスのチェック」を参照してください。









次の手順は、ディスクの問題によるディスクの交換方法を示しています。

	
次のコマンドを使用して、障害が発生したディスクを特定します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE diskType=HardDisk AND status= \
        "warning - predictive failure" DETAIL


次に、コマンドの出力例を示します。スロット番号はディスクの場所、ステータスはディスクに障害が発生する可能性があることを示します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE diskType=HardDisk AND status= \
         "warning - predictive failure" DETAIL
         name:                   28:3
         deviceId:               19
         diskType:               HardDisk
         enclosureDeviceId:      28
         errMediaCount:          0
         errOtherCount:          0
         foreignState:           false
         luns:                   0_3
         makeModel:              "SEAGATE ST360057SSUN600G"
         physicalFirmware:       0705
         physicalInterface:      sas
         physicalSerial:         E07L8E
         physicalSize:           558.9109999993816G
         slotNumber:             3
         status:                 warning - predictive failure


	
ディスクを取り外す前に、ディスクの青い取外しOKのLEDが点灯していることを確認してください。


	
物理ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクが正しく削除されるまで待機します。グリッド・ディスクが削除されたかどうか判別するには、Oracle ASMインスタンスのV$ASM_DISK_STATビューの問合せを実行します。




	
注意:

最初の2つのスロットのディスクは、オペレーティング・システムおよびOracle Exadata Storage Server Softwareを格納するシステム・ディスクです。1つのシステム・ディスクを稼働して、サーバーを維持する必要があります。
他のシステム・ディスクを交換する前に、ALTER CELL VALIDATE CONFIGURATIONにmdadmエラーが表示されなくなり、システム・ディスクの再同期化が完了するまで待機します。












	
関連項目:

V$ASM_DISK_STATビューの問合せの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。








	
Exadata Storage Server上の物理ディスクを交換し、3分待ちます。物理ディスクはホットプラグ対応で、電源の投入時に交換できます。


	
ディスクがオンラインであることを確認します。

物理ディスクを交換する場合、使用前にディスクをRAIDコントローラで承認する必要があります。この処理にあまり時間は要しません。次のようなLIST PHYSICALDISKコマンドを使用して、ステータスがNORMALであることを確認します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE name=28:5 ATTRIBUTES status


	
ALTER CELL VALIDATE CONFIGURATIONコマンドを使用して、ファームウェアが正しいことを確認します。







	
関連項目:

	
「Exadata Storage Serverの部品」


	
V$ASM_OPERATIONビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』

















低いパフォーマンスによる物理ディスクの取外し

1つの不良物理ディスクが、他の正常なディスクのパフォーマンスを低下させることがあります。不良ディスクはそのままにしないでシステムから削除する必要があります。リリース11.2.3.2以上では、パフォーマンスの低いディスクが自動的に識別され、アクティブな構成から削除されます。その後、Oracle Exadata Database Machineにより一連のパフォーマンス・テストが実行されます。CELLSRVでパフォーマンスの低いディスクが検出されると、セル・ディスクのステータスがnormal - confinedOnlineに変更され、物理ディスクのステータスがwarning - confinedOnlineに変更されます。次の状況はディスク制限のトリガーとなります。

	
ディスクの応答停止ストレージ・アラート・ログ内の原因コードはCD_PERF_HANGです。


	
セル・ディスクの速度低下。次に例を示します。

	
サービス時間のしきい値が高い(原因コードCD_PERF_SLOW_ABS)


	
相対的サービス時間のしきい値が高い(原因コードCD_PERF_SLOW_RLTV)





	
読取りまたは書込みでの長期待機時間。次に例を示します。

	
書込みでの待機時間が長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_WT)


	
読取りでの待機時間が長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_RD)


	
読取りおよび書込みでの待機時間が長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_RW)


	
頻繁に発生する個々のI/Oでの絶対的待機時間が非常に長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_ERR)





	
I/Oエラーなどのエラー(原因コードCD_PERF_IOERR)。




ディスクの問題が一時的なものであり、テストに合格した場合は、そのディスクは構成に戻されます。ディスクがテストに合格しない場合は、poor performanceとしてマークされ、ASRによりディスク交換のためのサービス・リクエストが送信されます。可能な場合は、Oracle ASMによりグリッド・ディスクがテスト用にオフラインに変更されます。Oracle ASMがディスクをオフラインに変更できない場合、セル・ディスクのステータスは、ディスクを安全にオフラインに変更できるようになるまで、normal - confinedOnlineのまま変わりません。

ディスクのステータスの変更は、セルのアラート履歴にある次のエントリに関連付けられています。


MESSAGE ID date_time info "Hard disk entered confinement status. The LUN
 n_m changed status to warning - confinedOnline. CellDisk changed status to normal
 - confinedOnline. Status: WARNING - CONFINEDONLINE  Manufacturer: name  Model
 Number: model  Size: size  Serial Number: serial_number  Firmware: fw_release 
 Slot Number: m  Cell Disk: cell_disk_name  Grid Disk: grid disk 1, grid disk 2
 ... Reason for confinement: threshold for service time exceeded"


ストレージ・セルのアラート・ログには次の情報が記録されます。


CDHS: Mark cd health state change cell_disk_name  with newState HEALTH_BAD_
ONLINE pending HEALTH_BAD_ONLINE ongoing INVALID cur HEALTH_GOOD
Celldisk entering CONFINE ACTIVE state with cause CD_PERF_SLOW_ABS activeForced: 0
inactiveForced: 0 trigger HistoryFail: 0, forceTestOutcome: 0 testFail: 0
global conf related state: numHDsConf: 1 numFDsConf: 0 numHDsHung: 0 numFDsHung: 0
...





	
注意:

11.2.3.2より前のリリースでは、CALIBRATEコマンドを使用して不良物理ディスクを識別し、各物理ディスクについてスループットやIOPSが極端に低くないか調べてください。







次の手順は、不良ディスクが確認された場合の物理ディスクの取外し方法を示しています。

	
物理ドライブ・サービスLEDを点灯し、次のコマンドを使用して交換するドライブを識別します。


cellcli -e 'alter physicaldisk disk_name serviceled on'


前述のコマンドでdisk_nameは、20:2などの交換する物理ディスクの名前です。


	
不良ディスクのすべてのグリッド・ディスクを確認します。次のコマンドを使用して、Oracle ASMに不良ディスクの使用をただちに停止するよう指示します。


ALTER DISKGROUP diskgroup_name DROP DISK asm_disk_name


	
ディスクを取り外す前に、ディスクの青い取外しOKのLEDが点灯していることを確認してください。


	
V$ASM_DISK_STATビューの問合せを実行して、不良ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクが正しく削除されたことを確認します。


	
不良ディスクを取り外します。ディスクを削除すると、アラートが送信されます。


	
新しいディスクを使用できる場合、システムに新しいディスクを設置します。セル・ディスクおよびグリッド・ディスクが新しい物理ディスクに自動的に作成されます。




	
注意:

物理ディスクを交換する場合、使用前にディスクをRAIDコントローラで承認する必要があります。承認処理に時間はかかりませんが、LIST PHYSICALDISKコマンドを使用してステータスがNORMALであることを確認してください。













	
関連項目:

	
Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』

















Exadata Storage Serverから別のExadata Storage Serverへのすべてのドライブの移動

Exadata Storage Serverから別のExadata Storage Serverへのすべてのドライブの移動が必要になることがあります。この作業が必要になるのは、マザーボードやILOM障害などのシャーシ・レベルのコンポーネント障害がある場合またはハードウェアの問題のトラブルシューティングを行う場合です。

次の手順は、ドライブの移動方法を示しています。

	
次のディレクトリのファイルをバックアップします。

	
/etc/hosts


	
/etc/modprobe.conf


	
/etc/sysconfig/network


	
/etc/sysconfig/network-scripts





	
「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照して、すべてのグリッド・ディスクを安全に無効化し、Exadata Storage Serverをシャットダウンします。別のExadata Storage Serverでグリッド・ディスクをアクティブ化する前にOracle ASMによってディスクが削除されないように、Oracle ASMのdisk_repair_time属性に十分に大きい値が設定されていることを確認してください。


	
物理ディスク、フラッシュ・ディスク、ディスク・コントローラおよびUSBフラッシュ・ドライブを元のExadata Storage Serverから新しいExadata Storage Serverに移動します。




	
注意:

	
システム・ディスクの最初の2つのディスクが同じ最初の2つのスロットにあることを確認してください。そうしないと、Exadata Storage Serverが正常に機能しません。


	
フラッシュ・カードが元のExadata Storage Serverと同じPCIeスロットに設置されていることを確認してください。













	
サービス・プロセッサ・インタフェースまたは電源ボタンを使用して、新しいExadata Storage Serverの電源を投入します。


	
サービス・プロセッサまたはKVMスイッチを使用して、コンソールにログインします。


	
次のディレクトリのファイルを確認します。破損している場合、バックアップからリストアします。

	
/etc/hosts


	
/etc/modprobe.conf


	
/etc/sysconfig/network


	
/etc/sysconfig/network-scripts





	
ifconfigコマンドを使用して、eth0、eth1、eth2およびeth3の新しいMACアドレスを取得します。次に、eth0 MACアドレスを取得する例を示します。


# ifconfig eth0
eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:14:4F:CA:D9:AE
          inet addr:10.204.74.184  Bcast:10.204.75.255  Mask:255.255.252.0
          inet6 addr: fe80::214:4fff:feca:d9ae/64 Scope:Link
          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
          RX packets:141455 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:6340 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:9578692 (9.1 MiB)  TX bytes:1042156 (1017.7 KiB)
          Memory:f8c60000-f8c80000


	
手順7の出力に基づいて、/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリのifcfg-eth0ファイル、ifcfg-eth1ファイル、ifcfg-eth2ファイルおよびifcfg-eth3ファイルを編集してHWADDR値を変更します。次に、ifcfg-eth0ファイルの例を示します。


#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth0
BOOTPROTO=static
ONBOOT=yes
IPADDR=10.204.74.184
NETMASK=255.255.252.0
NETWORK=10.204.72.0
BROADCAST=10.204.75.255
GATEWAY=10.204.72.1
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:14:4F:CA:D9:AE


	
Exadata Storage Serverを再起動します。


	
次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクをアクティブ化します。


CellCLI> ALTER GRIDDISK ALL ACTIVE


セルのディスクのOracle ASMディスクが削除されなかった場合、それらのディスクは自動的にONLINEに変更され、使用が開始されます。


	
次のコマンドを使用して、構成を検証します。


CellCLI> ALTER CELL VALIDATE CONFIGURATION


	
ASRのILOMをアクティブ化します。







	
関連項目:

	
Oracle Exadata Database Machine Oracle Auto Service Requestクイック・インストレーション・ガイド


	
Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』

















物理ディスクの再利用

ディスクのすべてのデータを削除し、別の目的でディスクを使用できます。これを実行する前に、ディスクのデータをコピーしてください。

次の手順は、ディスクの再利用方法を示しています。

	
CellCLIのLISTコマンドを使用して、Exadata Storage Serverオブジェクトを表示します。物理ドライブのグリッド・ディスクおよびセル・ディスクを確認する必要があります。例:


CellCLI> LIST PHYSICALDISK
         20:0   D174LX    normal
         20:1   D149R0    normal
         ...


	
次のようなコマンドを使用して、LUNのセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを特定します。


CellCLI> LIST LUN ATTRIBUTES name, cellDisk WHERE physicalDrives='20:0'


	
Oracle ASMから次のコマンドを使用して、物理ディスクのOracle ASMディスクを削除します。


ALTER DISKGROUP diskgroup_name DROP DISK asm_disk_name


	
Exadata Storage Serverから次のコマンドを使用して、物理ディスクのセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを削除します。


DROP CELLDISK celldisk_on_this_lun FORCE 





	
注意:

セル・ディスクのすべてのデータを上書きするには、DROP CELLDISKコマンドでERASEオプションを使用します。このコマンドの例を次に示します。

CellCLI> DROP CELLDISK CD_03_cell01 ERASE=1pass NOWAIT
CellDisk CD_03_cell01 erase is in progress


詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。










	
ホット削除するドライブを削除します。例:


CellCli> ALTER PHYSICALDISK 20:0 DROP FOR REPLACEMENT


	
ディスクを取り外す前に、ディスクの青い取外しOKのLEDが点灯していることを確認してください。




	
注意:

ドライブを取り外す前に、ディスクの青色のLEDが点灯していることを確認します。青色のLEDが消灯している場合にドライブを取り外すと、システムがクラッシュする場合があるため、取り外さないでください。








	
再利用するディスクを取り外し、新しいディスクを挿入します。


	
新しい物理ディスクがLUNとして追加されるまで待機します。


CellCLI> LIST LUN


セル・ディスクとグリッド・ディスクが新しい物理ディスクに自動的に作成され、グリッド・ディスクがOracle ASMグループに追加されます。









同じ物理ディスクの取外しおよび交換

不注意で間違った物理ディスクを削除した場合、ディスクを元に戻します。Oracle ASMディスク・グループに自動的に追加され、そのデータは再同期化されます。




	
注意:

ディスク障害またはディスクの問題でディスクを交換すると、ディスク上でLEDが点灯し識別できます。












拒否された物理ディスクの再有効化

不適切なスロットに挿入されたことが原因で物理ディスクが拒否された場合は、次のコマンドを実行してください。




	
注意:

次のコマンドでは、物理ディスク上のデータをすべて削除します。








CellCLI> ALTER PHYSICALDISK hard_disk_name/hard_disk_id reenable force


次に、コマンドの出力例を示します。


Physical disk hard_disk_name/hard_disk_id  was reenabled.








フラッシュ・ディスクの保守

データはExadataセル間でミラー化され、書込み操作が少なくとも2つのストレージ・セルに送信されます。1つのExadata Storage Serverのフラッシュ・カードに問題が発生すると、別のExadata Storage Serverのミラー化されたデータによって読取りおよび書込み操作が実行されます。アプリケーションでサービスの中断は発生しません。

フラッシュ・カードに障害が発生すると、Oracle Exadata Storage Server Softwareは、残存ミラーからデータを読み取り、フラッシュ・キャッシュのデータを確認します。次に、フラッシュ・カードに障害が発生したセルにデータが書き込まれます。障害が発生したフラッシュ・キャッシュ内での損失データの場所が、Oracle Exadata Storage Server Softwareによってフラッシュの障害発生時に保存されます。損失データをミラー・コピーに置き換えることにより、復元が開始されます。復元中、グリッド・ディスクのステータスはACTIVE -- RESILVERING WORKINGになります。

この項では、フラッシュ・ディスクの保守を実行する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
フラッシュ・ディスク障害によるフラッシュ・ディスクの交換


	
フラッシュ・ディスクの問題によるフラッシュ・ディスクの交換


	
低いパフォーマンスによるフラッシュ・ディスクの取外し


	
ライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化および無効化


	
フラッシュ・キャッシュの圧縮の有効化


	
フラッシュ・キャッシュの圧縮の無効化






フラッシュ・ディスク障害によるフラッシュ・ディスクの交換

各Exadata Storage Serverには、4枚のPCIeカードが付属しています。各カードに4個のフラッシュ・ディスク(FDOM)があり、合計16個のフラッシュ・ディスクが提供されます。4枚のPCIeカードは、PCIスロット番号1、2、4および5にあります。PCIeカードはホットプラグ対応ではないため、フラッシュ・ディスクまたはカードを交換する前にExadata Storage Serverの電源を切断する必要があります。

障害が発生したフラッシュ・ディスクを確認するには、次のコマンドを使用します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE DISKTYPE=flashdisk AND STATUS=failed DETAIL


次に、Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードからの出力例を示します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE DISKTYPE=flashdisk AND STATUS=failed DETAIL

         name:                   FLASH_5_3
         diskType:               FlashDisk
         luns:                   5_3
         makeModel:              "Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card"
         physicalFirmware:       D20Y
         physicalInsertTime:     2012-05-14T17:44:14-07:00
         physicalSerial:         1030M03UYM
         physicalSize:           22.8880615234375G
         slotNumber:             "PCI Slot: 5; FDOM: 3"
         status:                 failed


次に、Sun Flash Accelerator F40 PCIeカードからの出力例を示します。


         name:                   FLASH_5_3
         diskType:               FlashDisk
         luns:                   5_3
         makeModel:              "Sun Flash Accelerator F40 PCIe Card"
         physicalFirmware:       TI35
         physicalInsertTime:     2012-07-13T15:40:59-07:00
         physicalSerial:         5L002X4P
         physicalSize:           93.13225793838501G
         slotNumber:             "PCI Slot: 5; FDOM: 3"
         status:                 failed


カードのnameおよびslotNumber属性は、PCIスロットおよびFDOM番号を示します。

フラッシュ・ディスクの障害が検出されると、フラッシュ・ディスクとそのLUNで障害が発生したことを示すアラートが生成されます。アラート・メッセージには、フラッシュ・カードのPCIスロット番号および正確なFDOM番号が含まれています。これらの番号により、フィールド交換可能ユニット(FRU)が一意に識別されます。システムのアラート通知を構成している場合は、指定したアドレスにアラートが電子メール・メッセージで送信されます。

フラッシュ・ディスクの停止により、パフォーマンスの低下およびデータの冗長性が発生する場合があります。できるだけすぐに障害が発生したディスクを新しいフラッシュ・ディスクに交換する必要があります。フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、セルの有効なキャッシュ・サイズが縮小します。フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、ディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、FORCEオプションによってグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがOracle ASMディスク・グループから自動的に削除され、Oracle ASMリバランスでデータの冗長性のリストアが開始されます。

次の手順は、ディスク障害によるFDOMの交換方法を示しています。

	
セルを停止します。




	
関連項目:

「Exadata Storage Serverのシャットダウン」








	
PCI番号およびFDOM番号に基づいて、障害が発生したフラッシュ・ディスクを交換します。白色のセルLEDが点灯し、影響を受けているセルを特定できます。


	
セルの電源を投入します。セル・サービスが自動的に開始されます。セルの起動の一環として、Oracle ASMですべてのグリッド・ディスクが自動的にONLINEになります。


	
次のコマンドを使用して、すべてのグリッド・ディスクが正常にオンラインになったことを確認します。


CellCLI> LIST GRIDDISK ATTRIBUTES name, asmmodestatus


すべてのグリッド・ディスクのasmmodestatusがONLINEまたはUNUSEDになるまで待機します。




新しいフラッシュ・ディスクがシステムによって自動的に使用されます。フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、有効なキャッシュ・サイズが拡張します。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、グリッド・ディスクが新しいフラッシュ・ディスクに再作成されます。これらのグリッド・ディスクがOracle ASMディスク・グループの一部である場合、ディスク・グループの冗長性およびASM_POWER_LIMITパラメータに基づいて、ディスクがディスク・グループに追加され、データがリバランスされます。




	
関連項目:

	
部品情報およびサービス・ガイドのリンクは、「Exadata Storage Serverの部品」を参照してください。


	
V$ASM_OPERATIONビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』


	
Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F80 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F40 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html


	
F20 PCIeカードの詳細は、次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/index.html

















フラッシュ・ディスクの問題によるフラッシュ・ディスクの交換

Exadata Storage Serverには、4枚のPCIeカードが付属しています。各カードに4個のフラッシュ・ディスク(FDOM)があり、合計16個のフラッシュ・ディスクが提供されます。4枚のPCIeカードは、PCIスロット番号1、2、4および5にあります。PCIeカードはホットプラグ対応ではありません。フラッシュ・ディスクまたはカードを交換する前にExadata Storage Serverの電源を切断する必要があります。

ディスクが次のステータスのいすれかになるため、フラッシュ・ディスクの交換が必要な場合があります。

	
warning - predictive failure


	
warning - poor performanceステータス


	
warning - write-through caching


	
warning - peer failure







	
注意:

リリース11.2.3.2.2より前のリリースでは、ステータスはnot presentです。







フラッシュ・ディスクのpredictive failureステータスは、フラッシュ・ディスクに障害が発生する可能性があり、できるだけすぐに交換する必要があることを示します。フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、引き続きフラッシュ・キャッシュとして使用されます。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、グリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクが自動的に削除され、Oracle ASMリバランスで障害が発生する可能性のあるディスクから他のディスクにデータが移動されます。

フラッシュ・ディスクのpoor performanceステータスは、フラッシュ・ディスクのパフォーマンスが非常に低く、できるだけすぐに交換する必要があることを示します。フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクからフラッシュ・キャッシュが削除され、Exadata Storage Serverの有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このフラッシュ・ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがFORCEオプションによって可能な場合に自動的に削除されます。オフライン・パートナのためにDROP...FORCEが失敗した場合、通常グリッド・ディスクが自動的に削除され、Oracle ASMリバランスでパフォーマンスの低いディスクから他のディスクにデータが移動されます。

フラッシュ・ディスクのwrite-through cachingステータスは、PCIeカードのデータ・キャッシュのサポートに使用するキャパシタに障害が発生したため、できるだけすぐにカードを交換する必要があることを示します。

フラッシュ・ディスクのpeer failureステータスは、同じSun Flash Accelerator PCIeカードのいずれかのフラッシュ・ディスクに障害または問題が発生したことを示します。たとえば、FLASH5_3に障害が発生すると、FLASH5_0、FLASH5_1およびFLASH5_2がpeer failureステータスになります。次に、例を示します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK
         36:0            L45F3A          normal
         36:1            L45WAE          normal
         36:2            L45WQW          normal
...
         FLASH_5_0       5L0034XM        warning - peer failure
         FLASH_5_1       5L0034JE        warning - peer failure
         FLASH_5_2       5L002WJH        warning - peer failure
         FLASH_5_3       5L002X4P        failed


CellSRVにより、ライトバック・フラッシュ・キャッシュに使用されているフラッシュ・ディスクで予測障害またはピア障害が検出され、不良FDOMが1つのみの場合は、その不良FDOMのデータが復元され、残りの3つのFDOMのデータはフラッシュされます。その後、有効なグリッド・ディスクが存在する場合、CellSRVはディスクに対してOracle ASMリバランスが開始します。不良ディスクは、作業が完了するまで交換できません。ディスク交換が可能になると、MSによりアラートが送信されます。

X5システムでは、High Capacity上の各フラッシュ・カードおよびExtreme Flash上の各フラッシュ・ドライブはFRUです。これは、これらのシステムにはピア障害がないことを意味します。

X3およびX4システムでは、フラッシュ・カード自体がFRUであるため、いずれかのFDOMが失敗した場合、セル・ソフトウェアによってそのカード上の残りのFDOMが自動的にピア障害に設定され、フラッシュ・カードの交換の準備のためにデータを移動することができます。

V2およびX2システムでは、各FDOMはFRUです。これらのシステムのフラッシュにはピア障害がありません。

フラッシュ・ディスクが1つのため、フラッシュ・ディスクがpredictive failureになると、データがコピーされます。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、Oracle ASMと関連パートナが再びパートナになり、リバランスが実行されます。ライトバック・フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクからグリッド・ディスクにデータがフラッシュされます。

predictive failureのフラッシュ・ディスクを確認するには、次のコマンドを使用します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE DISKTYPE=flashdisk AND STATUS=  \
'warning - predictive failure' DETAIL

         name:               FLASH1_2
         diskType:           FlashDisk
         luns:               1_2
         makeModel:         "Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card"
         physicalFirmware:   D20Y
         physicalInsertTime: 2012-09-27T13:11:16-07:00
         physicalSerial:     508002000092e70FMOD2
         physicalSize:       22.8880615234375G
         slotNumber:         "PCI Slot: 1; FDOM: 2"
         status:             warning - predictive failure


poor performanceのフラッシュ・ディスクを確認するには、次のコマンドを使用します。


CellCLI> LIST PHYSICALDISK WHERE DISKTYPE=flashdisk AND STATUS= \
'warning - poor performance' DETAIL

         name:                FLASH1_4
         diskType:            FlashDisk
         luns:                1_4
         makeModel:           "Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card"
         physicalFirmware:    D20Y
         physicalInsertTime:  2012-09-27T13:11:16-07:00
         physicalSerial:      508002000092e70FMOD2
         physicalSize:        22.8880615234375G
         slotNumber:          "PCI Slot: 1; FDOM: 3"
         status:              warning - poor performance


フラッシュ・ディスクがpredictive failure、poor performance、write-through cachingまたはpeer failureステータスの場合、アラートが生成されます。アラートには、フラッシュ・ディスクを交換する特定の手順が含まれます。システムのアラート通知を構成している場合、電子メール・メッセージでアラートが指定したアドレスに送信されます。

ディスク交換にいつ進むかの決定は、次に示されているように、リリースによって異なります。

	
11.2.3.2より前のリリースの場合:

フラッシュ・ディスクの交換に進む前にV$ASM_DISK_STATビューの問合せを実行してOracle ASMディスクが正常に削除されるまで待機します。フラッシュ・ディスクで障害が発生する前に通常の削除を完了できなかった場合、FORCEオプションによってOracle ASMディスク・グループからOracle ASMディスクが自動的に削除されます。フラッシュ・ディスクで障害が発生する前にDROPコマンドが完了しなかった場合は、「フラッシュ・ディスク障害によるフラッシュ・ディスクの交換」を参照してください。


	
リリース11.2.3.2以上の場合:

Oracle ASMディスクが削除されている場合は、アラートが送信され、フラッシュ・ディスクを安全に交換できます。フラッシュ・ディスクをライトバック・フラッシュ・キャッシュに使用する場合、フラッシュ・ディスクによってキャッシュされるグリッド・ディスクがなくなるまで待機します。すべてのグリッド・ディスクのcachedBy属性をチェックするには、次のコマンドを使用します。フラッシュ・ディスクのセル・ディスクは、グリッド・ディスクのcachedBy属性には表示されません。


CellCLI> LIST GRIDDISK ATTRIBUTES name, cachedBy


フラッシュ・ディスクをグリッド・ディスクとフラッシュ・キャッシュの両方に使用する場合は、アラートを受信し、セル・ディスクがグリッド・ディスクのcachedBy属性に表示されなくなるまで待機します。




次の手順は、ディスクの問題によるフラッシュ・ディスクの交換方法を示しています。

	
次のコマンドを使用して、セル・サービスを停止します。


CellCLI> ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES ALL


前述のコマンドでは、オフラインのディスクがないか、predictive failureステータスのディスクがないか、またはミラーにコピーする必要があるディスクがないかをチェックします。Oracle ASM冗長性が損なわれていない場合は、コマンドによりOracle ASMでグリッド・ディスクがオフラインに変更され、セル・サービスが停止されます。次のエラーが表示された場合は、冗長性が原因でディスク・グループが強制的にディスマウントされ、セル・サービスを安全に停止できない可能性があります。


Stopping the RS, CELLSRV, and MS services...
The SHUTDOWN of ALL services was not successful.
CELL-01548: Unable to shut down CELLSRV because disk group DATA, RECO may be
forced to dismount due to reduced redundancy.
Getting the state of CELLSRV services... running
Getting the state of MS services... running
Getting the state of RS services... running


エラーが発生した場合は、Oracle ASMディスク・グループの冗長性をリストアし、すべてのディスクのディスク・ステータスが正常に戻ってからコマンドを再試行してください。


	
セルを停止します。




	
関連項目:

「Exadata Storage Serverのシャットダウン」








	
PCI番号およびFDOM番号に基づいて、障害が発生したフラッシュ・ディスクを交換します。白色のセルLEDが点灯し、影響を受けているセルを特定できます。


	
セルの電源を投入します。セル・サービスが自動的に開始されます。セルの起動の一環として、Oracle ASMですべてのグリッド・ディスクが自動的にONLINEになります。


	
次のコマンドを使用して、すべてのグリッド・ディスクが正常にオンラインになったことを確認します。


CellCLI> LIST GRIDDISK ATTRIBUTES name, asmmodestatus


すべてのグリッド・ディスクのasmmodestatusがONLINEまたはUNUSEDになるまで待機します。




新しいフラッシュ・ディスクがシステムによって自動的に使用されます。フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、有効なキャッシュ・サイズが拡張します。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、グリッド・ディスクが新しいフラッシュ・ディスクに再作成されます。これらのグリッド・ディスクがOracle ASMディスク・グループの一部である場合、ディスク・グループの冗長性およびASM_POWER_LIMITパラメータに基づいて、ディスクがディスク・グループに追加され、データがリバランスされます。




	
関連項目:

	
部品番号情報およびサービス・ガイドのリンクは、「Exadata Storage Serverの部品」を参照してください。


	
V$ASM_OPERATIONビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』


	
Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F80 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F40 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/index.html

















低いパフォーマンスによるフラッシュ・ディスクの取外し

1つの不良フラッシュ・ディスクが、他の正常なフラッシュ・ディスクのパフォーマンスを低下させることがあります。不良フラッシュ・ディスクはそのままにしないでシステムから削除する必要があります。リリース11.2.3.2以上では、パフォーマンスの低いディスクが自動的に識別され、アクティブな構成から削除されます。その後、Oracle Exadata Database Machineにより一連のパフォーマンス・テストが実行されます。CELLSRVでパフォーマンスの低いディスクが検出されると、セル・ディスクのステータスがnormal - confinedOnlineに変更され、物理ディスクのステータスがwarning - confinedOnlineに変更されます。次の状況はディスク制限のトリガーとなります。

	
ディスクの応答停止ストレージ・アラート・ログ内の原因コードはCD_PERF_HANGです。


	
セル・ディスクの速度低下。次に例を示します。

	
サービス時間のしきい値が高い(原因コードCD_PERF_SLOW_ABS)


	
相対的サービス時間のしきい値が高い(原因コードCD_PERF_SLOW_RLTV)





	
読取りまたは書込みでの長期待機時間。次に例を示します。

	
書込みでの待機時間が長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_WT)


	
読取りでの待機時間が長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_RD)


	
読取りおよび書込みでの待機時間が長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_RW)


	
頻繁に発生する個々のI/Oでの絶対的待機時間が非常に長い(原因コードCD_PERF_SLOW_LAT_ERR)





	
I/Oエラーなどのエラー(原因コードCD_PERF_IOERR)。




ディスクの問題が一時的なものであり、テストに合格した場合は、そのディスクは構成に戻されます。ディスクがテストに合格しない場合は、poor performanceとしてマークされ、ASRによりディスク交換のためのサービス・リクエストが送信されます。可能な場合は、Oracle ASMによりグリッド・ディスクがテスト用にオフラインに変更されます。Oracle ASMがディスクをオフラインに変更できない場合、セル・ディスクのステータスは、ディスクを安全にオフラインに変更できるようになるまで、normal - confinedOnlineのまま変わりません。

ディスクのステータスの変更は、セルのアラート履歴にある次のエントリに関連付けられています。


MESSAGE ID date_time info "Hard disk entered confinement status. The LUN
 n_m changed status to warning - confinedOnline. CellDisk changed status to normal
 - confinedOnline. Status: WARNING - CONFINEDONLINE  Manufacturer: name  Model
 Number: model  Size: size  Serial Number: serial_number  Firmware: fw_release 
 Slot Number: m  Cell Disk: cell_disk_name  Grid Disk: grid disk 1, grid disk 2
 ... Reason for confinement: threshold for service time exceeded"


ストレージ・セルのアラート・ログには次の情報が記録されます。


CDHS: Mark cd health state change cell_disk_name  with newState HEALTH_BAD_
ONLINE pending HEALTH_BAD_ONLINE ongoing INVALID cur HEALTH_GOOD
Celldisk entering CONFINE ACTIVE state with cause CD_PERF_SLOW_ABS activeForced: 0
inactiveForced: 0 trigger HistoryFail: 0, forceTestOutcome: 0 testFail: 0
global conf related state: numHDsConf: 1 numFDsConf: 0 numHDsHung: 0 numFDsHung: 0
...





	
注意:

11.2.3.2より前のリリースでは、CALIBRATEコマンドを使用して不良フラッシュ・ディスクを識別し、各フラッシュ・ディスクについてスループットやIOPSが極端に低くないか調べてください。
フラッシュ・ディスクのパフォーマンスが非常に低い場合、poor performanceとしてマークされます。該当するフラッシュ・ディスクのフラッシュ・キャッシュが自動的に無効になり、そのフラッシュ・ディスクのグリッド・ディスクがOracle ASMディスク・グループから自動的に削除されます。












	
関連項目:

「フラッシュ・ディスクの問題によるフラッシュ・ディスクの交換」







次の手順は、不良フラッシュ・ディスクが確認された場合のフラッシュ・ドライブの取外し方法を示しています。

	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、次のコマンドを使用して、フラッシュ・ディスクの一部であるフラッシュ・キャッシュを無効化します。


CellCLI > ALTER FLASHCACHE ... FLUSH
CellCLI > DROP FLASHCACHE
CellCLI > CREATE FLASHCACHE CELLDISK='fd1,fd2,fd3,fd4, ...' 





	
注意:

	
新しいフラッシュ・キャッシュを作成する場合、不良フラッシュ・ディスクを使用しないでください。


	
ディスクと同期されないデータ(ダーティ・データ)がフラッシュ・キャッシュからグリッド・ディスクにフラッシュされるようにするには、フラッシュ・キャッシュを削除する前に、ALTER FLASHCACHE ... FLUSHコマンドを実行する必要があります。













	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、次のコマンドを使用して不良ディスクの使用をすぐに停止するようOracle ASMに指示します。


SQL> ALTER DISKGROUP diskgroup_name DROP DISK asm_disk_name FORCE 


オフライン・パートナのため、FORCEオプションを使用したDROPコマンドに失敗する可能性があります。他のセルまたはディスク障害を修正することによってOracle ASMデータの冗長性をリストアしてDROP...FORCEコマンドを再試行するか、次のコマンドを使用してOracle ASMに不良ディスクのデータのリバランスを指示できます。


SQL> ALTER DISKGROUP diskgroup_name DROP DISK asm_disk_name  NOFORCE


	
この不良フラッシュ・ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクが正しく削除されるまで待機します。フラッシュ・ディスクを安全に交換できるようになると、Oracle Exadata Storage Server Softwareによって自動的にアラートが送信されます。


	
次のコマンドを使用して、セル・サービスを停止します。


CellCLI> ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES ALL


前述のコマンドでは、オフラインのディスクがないか、predictive failureステータスのディスクがないか、またはミラーにコピーする必要があるディスクがないかをチェックします。Oracle ASM冗長性が損なわれていない場合は、コマンドによりOracle ASMでグリッド・ディスクがオフラインに変更され、セル・サービスが停止されます。次のエラーが表示された場合は、冗長性が原因でディスク・グループが強制的にディスマウントされ、セル・サービスを安全に停止できない可能性があります。


Stopping the RS, CELLSRV, and MS services...
The SHUTDOWN of ALL services was not successful.
CELL-01548: Unable to shut down CELLSRV because disk group DATA, RECO may be
forced to dismount due to reduced redundancy.
Getting the state of CELLSRV services... running
Getting the state of MS services... running
Getting the state of RS services... running


前述のエラーが発生した場合は、Oracle ASMディスク・グループの冗長性をリストアし、すべてのディスクのディスク・ステータスが正常に戻ってからコマンドを再試行してください。


	
セルを停止します。




	
関連項目:

「Exadata Storage Serverのシャットダウン」








	
不良フラッシュ・ディスクを取り外して、新しいフラッシュ・ディスクと交換します。


	
セルの電源を投入します。セル・サービスが自動的に開始されます。セルの起動の一環として、Oracle ASMですべてのグリッド・ディスクが自動的にONLINEになります。


	
次のコマンドを使用して、新しいフラッシュ・ディスクをフラッシュ・キャッシュに追加します。


CellCLI> DROP FLASHCACHE
CellCLI> CREATE FLASHCACHE ALL


	
次のコマンドを使用して、すべてのグリッド・ディスクが正常にオンラインになったことを確認します。


CellCLI> LIST GRIDDISK ATTRIBUTES asmmodestatus


すべてのグリッド・ディスクのasmmodestatusがONLINEまたはUNUSEDになるまで待機します。




次のようにフラッシュ・ディスクが追加されます。

	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、グリッド・ディスクが新しいフラッシュ・ディスクに再作成されます。


	
これらのグリッド・ディスクがOracle ASMディスク・グループの一部であり、DROP...FORCEを手順2で使用した場合、ディスク・グループの冗長性およびASM_POWER_LIMITパラメータに基づいて、ディスクがディスク・グループに追加され、データがリバランスされます。


	
手順2でDROP...NOFORCEが使用された場合、グリッド・ディスクをOracle ASMディスク・グループに手動で追加する必要があります。







	
関連項目:

	
部品情報およびサービス・ガイドのリンクは、「Exadata Storage Serverの部品」を参照してください。


	
V$ASM_OPERATIONビューの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』


	
Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F80 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F40 PCIe Card User's Guide』

http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html


	
F20 PCIeカードの詳細は、次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/index.html

















ライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化および無効化

リリース11.2.3.2.1以上では、Exadataスマート・フラッシュ・キャッシュにより、頻繁にアクセスするデータを高速のソリッド状態の記憶装置に透過的にキャッシュして、問合せの応答時間とスループットを向上させることができます。ディスクではなくフラッシュによって処理される書込み操作は、「ライトバック・フラッシュ・キャッシュ」と呼ばれます。この機能は必要に応じて有効または無効にできます。フラッシュ・キャッシュ・モードを変更する場合は、次の点に注意してください。

	
flashCacheMode属性を変更する前に、セル・サービスをシャットダウンする必要があります。セル・サービスは、ローリング形式または全体シャットダウンとしてシャットダウンできます。


	
変更をローリング形式で行う場合は、セル・サービスの再同期が完了していることを確認してから、次のセルを変更してください。


	
フラッシュ・キャッシュ・モードをローリング形式で変更する場合は、次のセルに移る前に、現在のセルのすべてのグリッド・ディスクでasmDeactivationOutcome属性がyesに、asmModeStatus属性がonlineになっている必要があります。グリッド・ディスクの属性をチェックするには、次のコマンドを使用します。


LIST GRIDDISK ATTRIBUTES asmDeactivationOutcome, asmModeStatus


	
変更を非ローリング形式で行う場合は、クラスタ全体を停止してから、変更を開始してください。


	
フラッシュ・キャッシュ・モードを非ローリング形式で変更する場合は、Oracle Clusterware CRSとすべてのデータベースを含め、クラスタ全体を停止してください。


	
ライトバック・フラッシュ・キャッシュを使用するには、GridホームとOracle DatabaseホームがOracle Database 11gリリース2 (11.2)リリース11.2.0.3 BP9以上であることが必要です。







	
注意:

フラッシュ・キャッシュを削除し、再作成すると、キャッシュがウォームアップするまで、データベースの再起動の際にパフォーマンスに影響を与える可能性があります。







この項の内容は次のとおりです。

	
ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化


	
非ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化


	
ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの無効化


	
非ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの無効化






ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化

属性をwritethroughからwritebackに変更する場合は、属性を変更する前にフラッシュ・キャッシュを削除する必要があります。次の手順では、ライトバック・フラッシュ・キャッシュをローリング形式で有効にする方法について説明します。




	
注意:

ライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化と無効化を自動化するためのシェル・スクリプトが用意されています。スクリプトおよび詳細は、My Oracle Supportノート1500257.1を参照してください。










	
関連項目:

My Oracle Supportノート888828.1には、Oracle Exadata Storage Server Software、Grid InfrastructureホームおよびOracle Databaseホームの最小リリース要件がまとめられています。







	
ライトバック・フラッシュ・キャッシュを有効にする最初のセルにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュが正常であり、フラッシュ・ディスクの機能低下やクリティカル状態が発生していないことを確認します。


# cellcli -e LIST FLASHCACHE detail


	
次のコマンドを使用して、セルのフラッシュ・キャッシュを削除します。


# cellcli -e DROP FLASHCACHE


	
次のコマンドを使用して、セルのグリッド・ディスクを非アクティブ化します。


# cellcli -e ALTER GRIDDISK ALL INACTIVE


	
次のコマンドを使用して、CELLSRVサービスを停止します。


# cellcli -e ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、flashCacheMode属性をwritebackに設定します。


# cellcli -e "ALTER CELL FLASHCACHEMODE=writeback"


	
次のコマンドを使用して、セル・サービスを再起動します。


# cellcli -e ALTER CELL STARTUP SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、セルのグリッド・ディスクを再アクティブ化します。


# cellcli -e ALTER GRIDDISK ALL ACTIVE


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュを再作成します。


# cellcli -e CREATE FLASHCACHE ALL


	
次のコマンドを使用して、セルのステータスをチェックします。


# cellcli -e LIST CELL DETAIL | grep flashCacheMode


flashCacheMode属性がwritebackに設定されている必要があります。


	
次のセルに移る前に、次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクのasmDeactivationOutcome属性とasmModeStatus属性をチェックします。


LIST GRIDDISK ATTRIBUTES name,asmdeactivationoutcome,asmmodestatus


asmDeactivationOutcome属性がyesに、asmModeStatus属性がonlineになっている必要があります。


	
次のセルに対して前述の手順を繰り返します。









非ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化

属性をwritethroughからwritebackに変更する場合は、属性を変更する前にフラッシュ・キャッシュを削除する必要があります。次の手順では、ライトバック・フラッシュ・キャッシュを非ローリング形式で有効にする方法について説明します。




	
注意:

ライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化と無効化を自動化するためのシェル・スクリプトが用意されています。スクリプトおよび詳細は、My Oracle Supportノート1500257.1を参照してください。










	
関連項目:

My Oracle Supportノート888828.1には、Oracle Exadata Storage Server Software、Grid InfrastructureホームおよびOracle Databaseホームの最小リリース要件がまとめられています。







	
データベース・ノードにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、クラスタ全体を停止します。


# cd $GI_HOME/bin
# ./crsctl stop cluster -all


	
次のコマンドを使用して、すべてのセルのフラッシュ・キャッシュを削除します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e DROP FLASHCACHE


	
次のコマンドを使用して、CELLSRVサービスを停止します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES CELLSRV


	
フラッシュ・キャッシュがwritethroughモードに設定されていることを確認します。


# dcli -g cell_group -l root "cellcli -e list cell detail | grep -i flashcachemode"


	
次のコマンドを使用して、flashCacheMode属性をwritebackに設定します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e "ALTER CELL FLASHCACHEMODE=writeback"


	
次のコマンドを使用して、セル・サービスを再起動します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e ALTER CELL STARTUP SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュを再作成します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e CREATE FLASHCACHE ALL


	
クラスタを再起動します。


# cd $GI_HOME/bin
# ./crsctl start cluster -all









ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの無効化

flashCacheMode属性をwritebackからwritethroughに変更したときに、既存のフラッシュ・キャッシュが存在していると、エラーが表示されます。属性をwritethroughに変更する前に、フラッシュ・キャッシュをフラッシュして削除する必要があります。フラッシュ操作が開始されると、フラッシュ・キャッシュへのすべてのキャッシュが停止されます。次の手順では、ライトバック・フラッシュ・キャッシュをローリング形式で無効にする方法について説明します。




	
注意:

ライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化と無効化を自動化するためのシェル・スクリプトが用意されています。スクリプトおよび詳細は、My Oracle Supportノート1500257.1を参照してください。







	
ライトバック・フラッシュ・キャッシュを無効にする最初のセルにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、セルのすべてのグリッド・ディスクのasmDeactivationOutcome属性がyesになっていることを確認します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e "LIST GRIDDISK WHERE   \
 asmdeactivationoutcome != 'Yes' attributes name, asmdeactivationoutcome, \
asmmodestatus"


グリッド・ディスクが返された場合は、手順を進める前にこの問題を解決する必要があります。


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュ内のダーティ・データの量をチェックします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e "LIST METRICCURRENT ATTRIBUTES  \
name,metricvalue WHERE name LIKE \'FC_BY_DIRTY.*\'"


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュをフラッシュします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e ALTER FLASHCACHE ALL FLUSH


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュのステータスをチェックします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e LIST CELLDISK ATTRIBUTES name, \
flushstatus, flusherror | grep FD 


フラッシュが完了すると、ステータスがcompletedになります。


	
1セルずつ、すべてのセルに次の一連の手順を実行します。つまり、すべてのセルが完了するまで、1つのセルに手順(a)から(i)を実行した後、別のセルにそれらを実行します。

	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュを削除します。


# cellcli -e DROP FLASHCACHE


	
次のコマンドを使用して、セルのグリッド・ディスクをすべて非アクティブ化します。


# cellcli -e ALTER GRIDDISK ALL INACTIVE


	
次のコマンドを使用して、CELLSRVサービスを停止します。


# cellcli -e ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、flashCacheMode属性をwritethroughに設定します。


# cellcli -e "ALTER CELL FLASHCACHEMODE=writethrough"


	
次のコマンド使用して、セル・サービスを再起動します。


# cellcli -e ALTER CELL STARTUP SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、セルのグリッド・ディスクを再アクティブ化します。


# cellcli -e ALTER GRIDDISK ALL ACTIVE   


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュを再作成します。


# cellcli -e CREATE FLASHCACHE ALL


	
次のコマンドを使用して、セルのステータスをチェックします。


# cellcli -e LIST CELL DETAIL | grep flashCacheMode


	
次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクのasmDeactivationOutcome属性とasmModeStatus属性をチェックします。


# cellcli -e LIST GRIDDISK ATTRIBUTES name,status,asmdeactivationoutcome,asmmodestatus


asmDeactivationOutcome属性がyesに、asmModeStatus属性がonlineになっている必要があります。

ディスク・ステータスがSYNCINGの場合は、続行せずにACTIVEになるまで待ちます。












非ローリング形式でのライトバック・フラッシュ・キャッシュの無効化

flashCacheMode属性をwritebackからwritethroughに変更したときに、既存のフラッシュ・キャッシュが存在していると、エラーが表示されます。属性をwritethroughに変更する前に、フラッシュ・キャッシュをフラッシュして削除する必要があります。フラッシュ操作が開始されると、フラッシュ・キャッシュへのすべてのキャッシュが停止されます。次の手順では、ライトバック・フラッシュ・キャッシュを非ローリング形式で無効にする方法について説明します。




	
注意:

	
ライトバック・フラッシュ・キャッシュの有効化と無効化を自動化するためのシェル・スクリプトが用意されています。スクリプトおよび詳細は、My Oracle Supportノート1500257.1を参照してください。


	
フラッシュ・キャッシュのフラッシュ操作は、クラスタ全体を停止する前に実行できます。












	
ライトバック・フラッシュ・キャッシュを無効にする最初のデータベース・ノードにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュ内のダーティ・データの量をチェックします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e "LIST METRICCURRENT ATTRIBUTES  \
        name,metricvalue WHERE name LIKE \'FC_BY_DIRTY.*\'"


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュをフラッシュします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e ALTER FLASHCACHE ALL FLUSH


	
次のコマンドを使用して、ブロックがディスクに移動されたときのステータスをチェックします。件数はゼロまで減ります。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e "LIST METRICCURRENT ATTRIBUTES name, \
       metricvalue WHERE NAME LIKE \'FC_BY_DIRTY.*\'"


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・ディスクのステータスをチェックします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e LIST CELLDISK ATTRIBUTES name, flushstatus, flusherror | grep FD 


フラッシュが完了すると、ステータスがcompletedになります。


	
次のコマンドを使用して、データベースとクラスタ全体を停止します。


# cd $GI_HOME/bin
# ./crsctl stop cluster -all


	
次のコマンドを使用して、すべてのセルのフラッシュ・キャッシュを削除します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e DROP FLASHCACHE


	
次のコマンドを使用して、CELLSRVサービスを停止します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e ALTER CELL SHUTDOWN SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、flashCacheMode属性をwritethroughに設定します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e "ALTER CELL FLASHCACHEMODE=writethrough"


	
次のコマンドを使用して、セル・サービスを再起動します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e ALTER CELL STARTUP SERVICES CELLSRV


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・キャッシュを再作成します。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e CREATE FLASHCACHE ALL


	
次のコマンドを使用して、セルのフラッシュ・キャッシュ・モードをチェックします。


# dcli -g cell_group -l root cellcli -e LIST CELL DETAIL | grep flashCacheMode


	
次のコマンドを使用して、クラスタとデータベースを再起動します。


# cd $GI_HOME/bin
# ./crsctl start cluster -all











フラッシュ・キャッシュの圧縮の有効化

Oracle Exadata Database Machine X4-2、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの各システムでは、フラッシュ・キャッシュの圧縮を有効にできます。Oracle Exadata Database Machine X5-2およびX5-8にフラッシュ・キャッシュの圧縮機能はありません。フラッシュ・キャッシュの圧縮では、ユーザー・データがフラッシュ・キャッシュにロードされる際にデータを透過的に圧縮することによって、フラッシュ・キャッシュの論理容量が大幅に増加します。




	
注意:

	
フラッシュ・キャッシュ圧縮を有効にするには、Oracle拡張圧縮オプションが必要です。


	
フラッシュ・キャッシュの圧縮を有効にした場合、ユーザー・データは保持されません。












次の手順では、フラッシュ・キャッシュの圧縮を有効にする方法について説明します。

	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・セル・ディスクにユーザー・データを保存します。


# cellcli -e ALTER FLASHCACHE all flush


	
次のコマンドを使用して、セルからフラッシュ・キャッシュを削除します。


# cellcli -e DROP FLASHCACHE all


	
次のコマンドを使用して、セルからフラッシュ・ログを削除します。


# cellcli -e DROP FLASHLOG all


	
次のコマンドを使用して、セル・フラッシュ・ディスクを削除します。


# cellcli -e DROP CELLDISK all flashdisk


	
システムに応じて、次のコマンドを使用してフラッシュ・キャッシュの圧縮を有効にします。

	
Sun Fire X4170 Oracle Database Server、およびExadata Storage Server X4-2L Serverを使用したOracle Exadata Database Machine X3-2の場合:


# cellcli -e ALTER CELL flashcachecompress=true


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2、およびExadata Storage Server X3-2 Serverを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの場合:


# cellcli -e ALTER CELL flashCacheCompX3Support=true
# cellcli -e ALTER CELL flashCacheCompress=true





	
次のコマンドを使用して、セル・フラッシュ・ディスクを作成します。


# cellcli -e CREATE CELLDISK all flashdisk
CellDisk FD_00_exampleceladm18 successfully created
...
CellDisk FD_15_exampleceladm18 successfully created 


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・ログを作成します。


# cellcli -e CREATE FLASHLOG all
Flash log RaNdOmceladm18_FLASHLOG successfully created 


	
次のコマンドを使用して、セルでフラッシュ・キャッシュを作成します。


# cellcli -e CREATE FLASHCACHE all
Flash cache exampleceladm18_FLASHCACHE successfully created









フラッシュ・キャッシュの圧縮の無効化

Oracle Exadata Database Machine X4-2、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの各システムでは、フラッシュ・キャッシュの圧縮を無効にできます。Oracle Exadata Database Machine X5-2およびX5-8にフラッシュ・キャッシュの圧縮機能はありません。




	
注意:

	
フラッシュ・キャッシュの圧縮を無効にした場合、ユーザー・データは保持されません。












次の手順では、フラッシュ・キャッシュの圧縮を無効にする方法について説明します。

	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・セル・ディスクにユーザー・データを保存します。


# cellcli -e ALTER FLASHCACHE all flush


	
次のコマンドを使用して、セルからフラッシュ・キャッシュを削除します。


# cellcli -e DROP FLASHCACHE all


	
次のコマンドを使用して、セルからフラッシュ・ログを削除します。


# cellcli -e DROP FLASHLOG all


	
次のコマンドを使用して、セル・フラッシュ・ディスクを削除します。


# cellcli -e DROP CELLDISK all flashdisk


	
システムに応じて、次のコマンドを使用してフラッシュ・キャッシュの圧縮を無効にします。

	
Sun Fire X4170 Oracle Database Server、およびExadata Storage Server X4-2L Serverを使用したOracle Exadata Database Machine X3-2の場合:


# cellcli -e ALTER CELL flashcachecompress=false


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2、およびExadata Storage Server X3-2 Serverを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの場合:


# cellcli -e ALTER CELL flashCacheCompX3Support=true
# cellcli -e ALTER CELL flashCacheCompress=false





	
注意:

flashCacheCompressをfalseに設定しますが、flashCacheCompX3Supportはtrueに設定する必要があります。











	
次のコマンドを使用して、セル・フラッシュ・ディスクを作成します。


# cellcli -e CREATE CELLDISK all flashdisk
CellDisk FD_00_exampleceladm18 successfully created
...
CellDisk FD_15_exampleceladm18 successfully created 


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・ログを作成します。


# cellcli -e CREATE FLASHLOG all
Flash log RaNdOmceladm18_FLASHLOG successfully created 


	
次のコマンドを使用して、セルでフラッシュ・キャッシュを作成します。


# cellcli -e CREATE FLASHCACHE all
Flash cache exampleceladm18_FLASHCACHE successfully created


	
フラッシュ・キャッシュの圧縮が無効になっていることを確認します。


# cellcli -e LIST CELL


flashCacheCompress属性の値がfalseに設定されている必要があります。











ストレージ・グリッド・ディスクのサイズ変更

Oracle Exadata Database Machineのディスク・グループ・サイズの初期構成は、Oracleベスト・プラクティスおよびバックアップ・ファイルの場所に基づきます。内部バックアップの場合、割当てられる領域はDATAディスク・グループで40%、RECOディスク・グループで60%です。外部バックアップの場合、割当てられる領域はDATAディスク・グループで80%、RECOディスク・グループで20%です。ディスク・グループの割当ては、デプロイ後に変更できます。たとえば、DATAディスク・グループの割当てが60%では小さすぎるため、80%にサイズ変更する必要が生じる場合があります。

次の作業では、ストレージ・グリッド・ディスクのサイズを変更する方法について説明します。

	
作業1: ディスク・グループのサイズおよび領域の計算


	
作業2: 再ミラー化の領域がどのように予約されるかについての理解


	
作業3: グリッド・ディスクのサイズ変更






作業1: ディスク・グループのサイズおよび領域の計算

グリッド・ディスクのサイズを変更する前に、DATAおよびRECOディスク・グループおよびグリッド・ディスクの新しいサイズを確認する必要があります。ディスク・グループのサイズおよび領域を計算するための情報とスクリプトは、My Oracle Supportノート1464809.1を参照してください。






作業2: 再ミラー化の領域がどのように予約されるかについての理解

データは、標準または高冗長性を使用してOracle ASMによって保護され、ファイル・エクステントとして保存される1つまたは2つのデータのコピーが作成されます。これらのコピーは、個別の障害グループに保存されます。1つの障害グループで障害が発生しても、ミラー・コピーには影響がないため、データにはまだアクセスできます。

障害が発生すると、アクセスできないエクステントがOracle ASMによって再ミラー化(リバランスとも呼ばれる)されるため、冗長性が再確立されます。プロセスの再ミラー化を成功するには、新しいファイル・エクステントのミラー・コピーの作成に十分な空き領域がディスク・グループに存在する必要があります。十分な空き領域がないと、一部のエクステントが再ミラー化されず、他のデータ・コピーで後で障害が発生した場合に、ディスク・グループをバックアップからリストアする必要があります。領域の不足により再ミラー化プロセスが失敗すると、Oracle ASMはエラーを送信します。

データベース管理者は、障害の発生後に再ミラー化プロセスが成功するように、ディスク・グループに十分な空き領域を常に保持する必要があります。管理者が確保する必要がある空き領域の量は、障害時の補償範囲のレベルによって異なります。このトピックの詳細は、My Oracle Supportノート1551288.1を参照してください。




	
注意:

DATAおよびRECOの予約領域の割当てで計算された値よりもFREE_MBが常に大きくなるようにするには、DATAおよびRECOディスク・グループのFREE_MBメトリックをV$ASM_DISKGROUPビューで監視する必要があります。












作業3: グリッド・ディスクのサイズ変更

この作業では、ディスク・グループのサイズ変更の方法について説明します。表3-2に、サイズ変更の方法と、それぞれの方法のメリットとデメリット、前提条件を示します。


表3-2 ディスク・グループのサイズ変更の比較

	方法	利点	デメリット	前提条件
	
方法1: RECOグリッド・ディスクをローリング形式で再作成する

	
	
停止なし


	
簡単な手順


	
適当な空き領域が必要




	
	
リバランスの数が変化。リバランスの最適な条件は(2 + セルの数)。最低の条件は(1 + 2 * セルの数)。


	
時間のかかるプロセス




	
障害グループを削除し、残りの障害グループでデータをリバランスできるようにするには、RECOディスク・グループに十分な空き領域が必要です

空き領域の最小容量は、セルの数で分割されたディスク・グループで使用される領域の容量に、その値の5%を加えた容量より大きくする必要があります。空き領域の容量は、最小値の最低2倍にする必要があり、これにより、リバランスの数は半分に削減されます。


	
方法2: RECOディスク・グループを削除して再作成する

	
	
リバランスは1回のみ


	
簡単な手順


	
時間がかからない




	
	
簡単な停止が必要になる場合あり


	
高速リカバリ領域(FRA)ファイルの領域が一時的に必要


	
フラッシュバック・データベースが無効


	
高速リカバリ領域(FRA)が一時的にDATAと同じディスク・グループになるため、データベースが脆弱になる




	
制御ファイルの移動が必要な場合は、短い停止時間が必要です。

テープへのバックアップなど、RECOディスク・グループのファイルを消去または移動できるようにする必要があります。

この手順の実行中にFRAを別のディスク・グループ(通常はDATAディスク・グループ)に移動する必要があります。

フラッシュ・バックを無効にする必要があります。これにより、すべてのフラッシュバック・ログが削除されます。








次の手順では、それぞれのサイズ変更の方法について説明します。




	
関連項目:

各方法のコマンドおよび詳細は、My Oracle Supportノート1467056.1を参照してください。







	
方法1: RECOグリッド・ディスクをローリング形式で再作成する




	
注意:

RECOディスク・グループに十分な空き領域が存在する場合は、手順5「Oracle ASMディスクの削除」および手順8「Oracle ASMディスクの追加」を2番目のセルから開始する単一のコマンドで実行できます。







	
前提条件が満たされていることを確認します。


	
RECOとDATAディスク・グループおよびグリッド・ディスクのサイズ変更を計算します。


	
RECOディスク・グループのOracle ASMディスクのサイズを変更します。


	
リバランスが完了するまで待機してから、この手順を進めます。


	
最初のセルでOracle ASM RECOディスクをRECOディスク・グループから削除し、リバランス操作が完了するまで待機します。


	
最初のセルでRECOグリッド・ディスクを削除します。


	
セルのDATAグリッド・ディスクのサイズを新しい大きいサイズに変更します。


	
RECOグリッド・ディスクを新しいサイズで再作成し、ディスクの遅い部分のDBFS_DGの横にグリッド・ディスクが作成されていることを確認します。


	
新しいRECOグリッド・ディスクをRECOディスク・グループに追加し、リバランス操作が完了するまで待機します。


	
次のセルに進み、手順5から8を繰り返します。これらの手順はセルごとに実行する必要があります。


	
新しいサイズのDATAグリッド・ディスクを使用できるように、DATAディスク・グループのサイズを変更し、リバランス操作が完了するまで待機します。


	
すべてのディスク・グループおよびディスク・サイズを確認します。





	
方法2: RECOディスク・グループを削除して再作成する

	
高速リカバリ領域(FRA)や制御ファイルなどのRECOディスク・グループの内容を別の場所に移動します。RECOディスク・グループは空にする必要があります。


	
RECOディスク・グループを削除します。


	
すべてのセルからRECOグリッド・ディスクを削除します。


	
すべてのセルで、DATAグリッド・ディスクのサイズを新しいサイズに変更します。


	
新しいサイズのDATAグリッド・ディスクを使用できるように、DATAディスク・グループのサイズを変更し、リバランス操作が完了するまで待機します。


	
セルの残りの領域でRECOグリッド・ディスクを再作成します。


	
新しいサイズのRECOグリッド・ディスクを使用するために、RECOディスク・グループを再作成します。


	
必要に応じて、FRAおよびすべてのファイルをRECOディスク・グループに移動して戻します。














Oracle Exadata Storage Server Softwareレスキュー手順の使用

システム・ディスクで障害が発生した場合、オペレーティング・システムに破損したファイル・システムがある場合またはブート領域が損傷している場合、レスキュー手順が必要です。1つのシステム・ディスクのみで障害が発生した場合、リカバリにCellCLIコマンドを使用します。両方のシステム・ディスクで同時に障害が発生するまれな事例の場合、Oracle Exadata Storage Server Software CELLBOOT USBフラッシュ・ドライブで提供されるExadata Storage Serverレスキュー機能を使用する必要があります。

通常の冗長性を使用している場合、レスキューされるセルのミラー・コピーは1つだけです。レスキュー手順の実行中にこのミラーでも障害が発生すると、リカバリできないデータの損失が発生する可能性があります。ミラー・コピーでデータの完全なバックアップを作成し、すぐにミラー・コピー・セルをオフラインにしてレスキュー前の新しいデータ変更を防止することをお薦めします。これにより、レスキュー・プロセス中は、障害が発生したセルのグリッド・ディスクのすべてのデータおよびそのミラー・コピーにアクセスできなくなります。

Oracle ASMディスク修復タイマーのデフォルトの修復時間は、3.6時間です。この時間内にレスキュー手順を実行できないことがわかった場合、レスキュー手順を実行できるまで、Oracle ASMリバランス手順を使用してディスクをリバランスする必要があります。




	
関連項目:

タイマーのリセットの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。







障害が発生したセルのすべてのグリッド・ディスクにOracle ASMの複数のミラー・コピーがある場合など、高い冗長性のディスク・グループを使用している場合、障害が発生したセルをオフラインにします。構成したOracle ASMのタイムアウト後に、Oracle ASMにより、障害が発生したセルのグリッド・ディスクが自動的に削除され、ミラー・コピーを使用したデータのリバランスが開始されます。デフォルトのタイムアウトは2時間です。セルのレスキューに2時間以上かかる場合、Oracle ASMのレスキュー・セルのグリッド・ディスクを再作成する必要があります。




	
注意:

十分に注意してレスキュー手順を使用してください。誤って手順を使用すると、データの損失が発生する可能性があります。







レスキュー手順を使用する場合、次の点に注意してください。

	
レスキュー手順により、セルの一部またはすべてのディスクが書き換えられる可能性があります。この場合、リカバリできずにそれらのディスクのすべての内容を失う可能性があります。

この手順を使用する場合は十分に注意し、プロンプトを確認してください。一部またはすべてのディスクのデータを損失してもかまわない場合にOracleサポート・サービスの支援だけでレスキュー手順を使用することが理想的です。


	
レスキュー手順の実行中に明示的に選択しないかぎり、レスキュー手順により、データ・ディスクの内容またはシステム・ディスクのデータ・パーティションの内容は破棄されません。


	
Oracle Exadata Storage Server Software 11gリリース2(11.2)以降、レスキュー手順により、Exadata Storage Serverソフトウェアが同じリリースにリストアされます。これには、最後に正常にブートしたときのセルのパッチが含まれます。レスキュー手順を使用しても、次の項目はリストアされません。

	
アラート構成、SMTP情報、管理者の電子メール・アドレスなど、セルの構成。ただし、最後に/usr/local/bin/ipconfユーティリティの実行が成功したときに存在したネットワーク構成はリストアされます。セル、root、celladminおよびcellmonitorユーザーのSSH IDはリストアされます。




	
関連項目:

ALTER CELLコマンドの詳細は、Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイドを参照してください。








	
Exadata Storage ServerのILOM構成。通常、ILOM構成は、Exadata Cellソフトウェアに障害が発生しても損われません。





	
レスキュー手順により、データ・ディスクまたはシステム・ディスクのデータ・パーティションの確認または再構築は行われません。グリッド・ディスクにデータの破損がある場合、レスキュー手順は使用しないでください。かわりに、Oracle DatabaseおよびOracle ASMのレスキュー手順を使用してください。




正常なレスキューの実行後、セルを再構成し、データを保存する場合はセル・ディスクをインポートする必要があります。データを保存しない場合は、新しいセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを作成する必要があります。




	
関連項目:

CellCLIユーティリティを使用したセル、セル・ディスクおよびグリッド・ディスクの構成の詳細は、Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイドを参照してください。







この項の内容は次のとおりです。

	
CELLBOOT USBフラッシュ・ドライブを使用したレスキューの実行


	
損傷したCELLBOOT USBフラッシュ・ドライブの再作成






CELLBOOT USBフラッシュ・ドライブを使用したレスキューの実行

CELLBOOT USBフラッシュ・ドライブを使用して、次の手順を実行します。

	
コンソールを使用して、Exadata Storage Serverに接続します。


	
Exadata Storage Serverを起動します。次のように表示されます。


Press any key to enter the menu
Booting Exadata_DBM_0: CELL_USB_BOOT_trying_C0D0_as_HD1 in 4 seconds...
Booting Exadata_DBM_0: CELL_USB_BOOT_trying_C0D0_as_HD1 in 3 seconds...


任意のキーを押してメニューを表示します。

Exadataソフトウェアの古いバージョンの場合、"Oracle Exadata"スプラッシュ画面が表示されます。スプラッシュ画面が表示されたら、キーボードの任意のキーを押します。スプラッシュ画面の表示は、5秒間のみです。


	
ブート・オプションの表示リストで、最後のオプションのCELL_USB_BOOT_CELLBOOT_usb_in_rescue_modeまで下にスクロールし、[Enter]を押します。


	
レスキュー・オプションを選択して、レスキュー手順に進みます。


	
システムの再起動を要求されたら、次の手順を実行するか、またはレスキューの最初のフェーズの最後にシェルを入力します。

	
選択して、シェルを入力します。システムの再起動は選択しないでください。


	
レスキューのrootパスワードを使用してシェルにログインします。


	
シェルからrebootコマンドを実行します。


	
シェルが再起動したら、Oracle Exadataスプラッシュ画面が表示される前に[F8]を押します。F8キーを押すと、起動デバイス選択メニューが開きます。


	
起動デバイスとしてRAIDコントローラを選択します。これにより、セルがハード・ディスクからブートされるようになります。










	
注意:

機能が制限されたレスキュー・モードのLinuxログイン・シェルを入力できる追加オプションを使用できる場合があります。Oracleサポート・サービスから提供されたパスワードを使用してrootユーザーとしてシェルにログインして、セルの追加診断および修復を手動で実行できます。詳細は、オンラインで入手できるこのリリースのリリース・ノートまたは最新のドキュメントを参照するか、Oracleサポート・サービス担当者に問い合せてください。







レスキューが成功した後、セルを構成する必要があります。データ・パーティションを維持した場合は、レスキュー手順の実行時にセル・ディスクが自動的にインポートされています。

	
レスキュー手順の実行中に交換されたディスクのセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを再作成します。


	
グリッド・ディスクのステータスをチェックします。非アクティブの場合、次のコマンドを実行してアクティブ化します。


CellCLI> ALTER GRIDDISK ALL ACTIVE


	
Oracle ASMインスタンスにログインし、次のコマンドを使用して各ディスク・グループのディスクをONLINEに設定します。


SQL> ALTER DISKGROUP disk_group_name ONLINE DISKS IN FAILGROUP \
cell_name WAIT;





	
注意:

ディスクがすでに強制削除されているため、コマンドが失敗する場合は、ディスクをASMディスク・グループに強制追加する必要があります。










	
注意:

グリッド・ディスクのasmmodestatus属性とasmdeactivationoutcome属性は、ALTER DISKGROUP文が完了するまで正しく報告されません。








	
ALTER CELLコマンドを使用して、セルを再構成します。次に、最も一般的なパラメータの例を示します。


CellCLI> ALTER CELL
smtpServer='my_mail.example.com', -
smtpFromAddr='john.doe@example.com', -
smtpPwd=email_address_password, -
smtpToAddr='jane.smith@example.com', -
notificationPolicy='critical,warning,clear', -
notificationMethod='mail,snmp'


	
I/Oリソース管理(IORM)プランを再作成します。




	
関連項目:

IORMプランの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。








	
メトリックしきい値を再作成します。




	
関連項目:

メトリックしきい値の設定の詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。











Oracle Exadata Database Machineエイス・ラックのストレージ・サーバーのレスキュー後の構成

Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース11.2.3.3以上では、セルのレスキュー後に追加の手順は不要です。構成を検証するには、次の手順を使用します。

	
別のストレージ・サーバーにある/opt/oracle.SupportTools/resourcecontrolユーティリティを、リカバリしたサーバーの/opt/oracle.SupportTools/resourcecontrolディレクトリにコピーします。


	
次のコマンドを使用して、ユーティリティに対して適切な権限が設定されていることを確認します。


# chmod 740 /opt/oracle.SupportTools/resourcecontrol


	
次のコマンドを使用して、現在の構成を検証します。コマンドの出力が表示されます。


# /opt/oracle.SupprtTools/resourcecontrol -show

Validated hardware and OS. Proceed.
Number of cores active: 6
Number of harddisks active: 6
Number of flashdisks active: 8


エイス・ラック構成の場合、6個のコア、6個のハード・ディスクおよび8個のフラッシュ・ディスクが有効になっている必要があります。他の値が表示された場合は、次のコマンドを使用して、エイス・ラック構成を有効にしてください。


ALTER CELL eighthRack=true











損傷したCELLBOOT USBフラッシュ・ドライブの再作成

CELLBOOT USBフラッシュ・ドライブの紛失または損傷が発生した場合、次の手順を使用して新しいドライブを作成できます。




	
注意:

Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース12.1.2.1.0以上を実行するマシン用のUSBフラッシュ・ドライブを作成するには、Oracle Linux 6を実行するマシンが必要です。







	
rootユーザーとしてセルにログインします。


	
新しいUSBフラッシュ・ドライブを取り付けます。このフラッシュ・ドライブには、少なくとも1GBから最大8GBの容量が必要です。


	
システムから他のUSBフラッシュ・ドライブを取り外します。


	
次のコマンドを実行します:


cd /opt/oracle.SupportTools
./make_cellboot_usb -verbose -force











ストレージ・セルの既存のエラスティック構成の変更

この項では、既存のエラスティック構成に次の変更を行う方法について説明します。

	
セル・ノードの追加


	
既存のExadataストレージ・グリッドの拡張


	
既存のディスク・グループまたはストレージ・グリッドからのストレージ・セルの削除




データベース・サーバーを伴う変更については、「データベース・サーバーの既存のエラスティック構成の変更」を参照してください。



セル・ノードの追加

このシナリオでは、ディスク・グループを含む既存のExadataストレージ・グリッドに新しいセルを追加します。

	
新しいセルの場合は、次の手順を実行します。

	
目的のストレージ・グリッドで新しいストレージ・セルを利用できるようにするために、必要なすべてのケーブル接続要件を完了します。『Oracle Exadata Database Machineインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


	
適切なOSSイメージでセルをイメージ化し、IPアドレスの入力を求められたときに適切な入力を提供します。




手順3にスキップします。


	
ラック内の既存のセルをInfiniBandネットワーク内の別のクラスタに割り当てる場合は、追加するセルのInfiniBandインタフェース(ib0およびib1)に割り当てられているIPアドレスをメモします。


	
すべてのOracle RACノードの/etc/oracle/cell/network-config/cellip.oraファイルに、前述の手順からのIPアドレスを追加します。これを行うには、クラスタ内の任意のデータベース・サーバー上で次の手順を実行します。

	
cd /etc/oracle/cell/network-config


	
cp cellip.ora cellip.ora.orig


	
cp cellip.ora cellip.ora-bak


	
/etc/oracle/cell/network-config/cellip.ora-bakに新しいエントリを追加します。


	
/usr/local/bin/dcli -g database_nodes -l root -f cellip.ora-bak -d /etc/oracle/cell/network-config/cellip.ora

database_nodesは、クラスタ内の各データベース・サーバーの名前が含まれているファイルを参照します。名前は、それぞれ別の行にあります。





	
既存のストレージ・セルにASRアラートが設定されていた場合は、追加するセルのためにセルのASRアラートを構成します。

	
セルのASRアラートを構成するために必要なセルの属性をリストします。いずれかの既存のストレージ・グリッド・セルから、次のコマンドを実行します。


cellcli -e list cell attributes snmpsubscriber


	
celladminユーザーとして次のコマンドを実行して、新しいセルに同じSNMP値を適用します。


cellcli -e "alter cell snmpsubscriber=snmpsubscriber"


snmpsubscriberを前述のコマンドからの値に置き換えます。





	
追加するセルのセル・アラートを構成します。

	
セル・アラートを構成するために必要なセルの属性をリストします。いずれかの既存のストレージ・グリッド・セルから、次のコマンドを実行します。


cellcli -e list cell attributes
 notificationMethod,notificationPolicy,smtpToAddr,smtpFrom,
 smtpFromAddr,smtpServer,smtpUseSSL,smtpPort


	
celladminユーザーとして次のコマンドを実行して、新しいセルに同じ値を適用します。


cellcli -e "alter cell
 notificationMethod='notificationMethod',
 notificationPolicy='notificationPolicy',
 smtpToAddr='smtpToAddr',
 smtpFrom='smtpFrom',
 smtpFromAddr='smtpFromAddr',
 smtpServer='smtpServer',
 smtpUseSSL=smtpUseSSL,
 smtpPort=smtpPort"


プレースホルダを既存のセルから検出された値に置き換えます。





	
追加するセルのセル・ディスクを作成します。

	
celladminとしてセルにログインし、次のコマンドを実行します。


cellcli -e create celldisk all


	
デフォルトでフラッシュ・ログが作成されたことを確認します。


cellcli –e list flashlog


フラッシュ・ログの名前が表示されます。cellnodename_FLASHLOGのような名前で、ステータスが"normal"になっていることを確認してください。

フラッシュ・ログが存在しない場合は、次を使用して作成します。


cellcli -e create flashlog all


	
現在のフラッシュ・キャッシュ・モードを、既存セルのフラッシュ・キャッシュ・モードと比較します。


cellcli -e list cell attributes flashcachemode


フラッシュ・キャッシュ・モードを変更して既存のセルのフラッシュ・キャッシュ・モードに一致させるには、次の手順を実行します。

i.フラッシュ・キャッシュが存在し、セルがWriteBackフラッシュ・キャッシュ・モードの場合、フラッシュ・キャッシュを最初にフラッシュする必要があります。


cellcli –e alter flashcache all flush


コマンドが戻るまで待機します。

ii.フラッシュ・キャッシュを削除します。


cellcli -e "drop flashcache all"


iii.フラッシュ・キャッシュ・モードを変更します。


cellcli -e "alter cell flashCacheMode=writeback_or_writethrough"


flashCacheMode属性の値は、writebackまたはwritethroughのいずれかです。クラスタ内の他のストレージ・セルと同じフラッシュ・キャッシュ・モードになるように、値を設定する必要があります。

iv.フラッシュ・キャッシュを作成します。


cellcli -e create flashcache all





	
追加するセルのグリッド・ディスクを作成します。

	
既存のセルからの既存のグリッド・ディスクのsizeとcachingpolicyを問い合せます。


list griddisk attributes name,asmDiskGroupName,cachingpolicy,size,offset


	
前述のコマンドで検出された各ディスク・グループについて、クラスタに追加する新しいセルのグリッド・ディスクを作成します。前述のコマンドで報告されたその特定のディスク・グループの既存のグリッド・ディスクのsizeとcachingpolicyを一致させます。既存のセルと同様のレイアウトおよびパフォーマンス特性になるように、グリッド・ディスクはオフセットの昇順で作成する必要があります。たとえば、"list griddisk"コマンドで次のような出力が返されたとします。


DATAC1          default         2.15625T        32M
DBFS_DG         default         33.796875G      2.695465087890625T
RECOC1          none            552.109375G     2.1562957763671875T


グリッド・ディスクを作成するときには、DATAC1、RECOC1、DBFS_DGの順序で次のコマンドを使用して作成します。


cellcli -e create griddisk
 PREFIX=matching_prefix_of_the_corresponding_existing_diskgroup,
 size=size_followed_by_G_or_T,
 cachingPolicy=\'value_from_command_above_for_this_disk_group\',
 comment =\"Cluster cluster_name diskgroup diskgroup_name\"


警告: 次のように、EXACTサイズを単位(TまたはG)とともに指定してください。





	
新しく作成されたグリッド・ディスクがOracle RACノードから参照できることを確認します。各Oracle RACノードにログインし、次のコマンドを実行します。


$GI_HOME/bin/kfod op=disks disks=all | grep cellName_being_added


前述の手順7で作成したすべてのグリッド・ディスクがリストされる必要があります。


	
新しく作成されたグリッド・ディスクをそれぞれの既存のASMディスク・グループに追加します。


alter diskgroup disk_group_name add disk 'comma_separated_disk_names';


comma_separated_disk_namesは、disk_group_nameに対応する手順5のディスク名を指します。

このコマンドはデフォルトの電源レベルでASMリバランス操作を開始します。gv$asm_operationの問合せにより、リバランスの進捗状況を監視します。


SQL> select * from gv$asm_operation;


リバランスが完了すると、Oracle RACへのセルの追加は完了です。


	
最新のexachkをダウンロードして実行し、結果の構成にOracle Exadataの最新のベスト・プラクティスが実装されたことを確認します。









既存のExadataストレージ・グリッドの拡張

このシナリオでは、Exadataラック内にExadataストレージ・セルが存在し、最も拡張の必要なExadataストレージ・グリッドにストレージ・セルを追加します。

	
現在のクラスタからストレージ・セルを廃止します。これを実行するには、「既存のディスク・グループまたはストレージ・グリッドからのストレージ・セルの削除」の手順に従ってください。


	
目的のExadataストレージ・グリッドにストレージ・セルを追加します。これを実行するには、「セル・ノードの追加」の手順に従ってください。


	
最新のexachkをダウンロードして実行し、結果の構成にOracle Exadataの最新のベスト・プラクティスが実装されたことを確認します。









既存のディスク・グループまたはストレージ・グリッドからのストレージ・セルの削除

このシナリオでは、既存のExadataストレージ・グリッドからストレージ・セルを削除します。

	
ASMから削除されるセルに属するディスクを削除します。




	
注意:

Exadata OVMデプロイメントでは、すべてのVMクラスタから次のサブステップを実行する必要があります。







	
クラスタ内の任意のノードにログインします。


	
対象となるExadataセルのクラスタで使用されているグリッド・ディスクのリストを問い合せます。


$GI_HOME/bin/asmcmd  lsdsk --suppressheader | grep cellName_being_removed | awk -F'/' '{print $NF}'





	
注意:

削除されるストレージ・セルからのディスクを含むすべてのディスク・グループ内の使用可能な空き領域が、そのディスク・グループに割り当てられた記憶域の少なくとも15%であることを確認してください。








	
前述のコマンドで返されたASMディスクをそれぞれのディスク・グループから削除します。


alter diskgroup diskgroup_name drop disks in failgroup cellName_being_removed;


	
このディスク削除操作により、デフォルトの電源レベルでリバランス操作が開始されます。次のコマンドを使用して、リバランスを監視します。


SQL> select * from gv$asm_operation;


リバランスが完了するまで、つまり、gv$asm_operationから行が返されなくなるまで待ちます。


	
すべてのディスク・グループが、削除されるセルのディスクを参照していないことを確認します。


SQL> select path, name, header_status, mode_status, mount_status, state,
 failgroup from v$asm_disk order by path;


削除されるセルに属するすべてのディスクのheader_status列は、「FORMER」と表示される必要があります。




	
注意:

Exadata OVMデプロイメントでは、すべてのVMクラスタから前述のサブステップを実行する必要があります。











	
削除するセルをクリーンアップします。celladminとしてセルにログインし、次のコマンドを実行します。

各グリッド・ディスクに対して次のコマンドを実行します。

	
グリッド・ディスクを削除します。


cellcli -e drop griddisk all prefix=prefix_of_the_grid_disk


	
フラッシュ・キャッシュが存在し、セルがWriteBackフラッシュ・キャッシュ・モードの場合、削除前にフラッシュ・キャッシュをフラッシュする必要があります。


cellcli -e alter flashcache all flush


コマンドが戻るまで待機します。


	
フラッシュ・キャッシュを削除します。


cellcli -e drop flashcache all


	
セル・ディスクを削除します。


cellcli -e drop celldisk all


データを安全に消去するには、DROP CELLDISKコマンドをeraseオプションを指定して実行するか、DROP CELLコマンドをeraseオプションを指定して実行します。

DROP CELLコマンドの下の表内に消去操作の所要時間が表示されます。





	
クラスタ内のすべてのデータベース・サーバー・ノードの/etc/oracle/cell/network-config/cellip.oraから、削除するセルのエントリを削除します。クラスタ内の任意のデータベース・サーバー・ノードで次の手順を実行します。

	
cd /etc/oracle/cell/network-config


	
cp cellip.ora cellip.ora.orig


	
cp cellip.ora cellip.ora-bak


	
削除するセルのエントリを/etc/oracle/cell/network-config/cellip.ora-bakから削除します。


	
/usr/local/bin/dcli -g database_nodes -l root -f cellip.ora-bak -d /etc/oracle/cell/network-config/cellip.ora

database_nodesは、クラスタ内の各データベース・サーバーの名前が含まれているファイルを参照します。名前は、それぞれ別の行にあります。





	
最新のexachkをダウンロードして実行し、結果の構成にOracle Exadataの最新のベスト・プラクティスが実装されたことを確認します。

















4 Oracle Exadataラックの他のコンポーネントの保守

この章の内容は次のとおりです。

	
配電ユニットの交換


	
無反応になったILOMのリセット


	
サービス・プロセッサおよびILOMネットワーク設定の構成


	
1GbE接続から10GbE接続への変更


	
InfiniBandネットワークの保守


	
InfiniBand IPアドレスおよびホスト名の変更


	
データベース・サーバーでのネットワーク・ルーティングの構成


	
DNSサーバーの変更


	
NTPサーバーの変更


	
タイムゾーン設定の変更


	
KVMスイッチの構成







	
注意:

	
読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。


	
この章のすべての手順は、Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage拡張ラックに適用されます。















	
関連項目:

	
付録B「交換ユニット」


	
付録C「Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadataラックのエラー・メッセージ」














配電ユニットの交換

配電ユニット(PDU)は、Oracle Exadataラックがオンライン中に交換できます。ラック内の2番目のPDUは、Oracle Exadata Database Machine X2-2のLCDモニターを除き、ラック内のすべてのコンポーネントの電力を維持します。LCDモニターは、ラックのPDU-B側から電力が供給される非クリティカル・アイテムです。PDU-Aは、ラックを背面から見て左側、PDU-Bは右側にあります。


PDU交換のガイドラインの確認

手順を安全にし可用性を損なわないために、PDUを交換する前に、次のガイドラインを確認してください。

	
PDU-Aの取外しまたは挿入中に、InfiniBandケーブルのラッチを解除すると、ノードがクラスタから削除されるため、サービスが失われます。これにより、ラックが使用できなくなる場合があります。通常、InfiniBandケーブルはラッチでしっかりと固定されているため、取扱いには注意してください。InfiniBandケーブルを無理な力で引っ張らないでください。


	
間違った電源フィードのフックを外すと、ラックが停止します。交換するPDUから伸びている電源ケーブルを電源までたどり、それらのフィードのみを抜いてください。


	
PDU交換部品の開封と再梱包は慌てずに行ってください。故障したユニットを同じように再梱包できるように、電源コードが梱包品の中でどのように巻かれているかに注意してください。


	
サイド・パネルを取り外しておくと、PDUの交換に必要な時間を短縮できます。ただし、PDUを交換する際にサイド・パネルを取り外す必要はありません。


	
コードレス・ドリルまたは電動ドライバを使用すると、PDUの交換に必要な時間を短縮できます。交換ラックに付属のハンド・レンチ・ツールを使用する場合は、交換に少し時間がかかります。ドライバを使用する場合は、Torx T30およびT25ビットを用意してください。


	
電源ケーブルを移動するには、サーバーのケーブル・アームの取外しが必要になる場合があります。これが該当する場合、ケーブル・アームのクリップを外さなくても済むように、プラグ接続をねじり、ケーブル・アーム・コネクタを曲げます。ケーブル・アームのクリップを外す必要がある場合は、片方の手でケーブルを支えて電源コードを外し、ケーブル・アームをクリップで留めます。ケーブル・アームはつるしたままにしないでください。


	
T30ねじをL金具から外す場合は、PDUをラックから取り外すまで、PDUと金具を取り付けているT25ねじまたはナットを外さないでください。








PDUの交換

次の手順では、PDUの交換方法について説明します。

	
PDUの交換の理由にならない場合は、PDUモニターを使用して、次のようにネットワーク設定を識別します。

	
カウント(5から0)が開始されるまで、リセット・ボタンを押します。カウントダウン中にボタンを放し、再度押します。




	
注意:

カウントダウンを開始するには、リセット・ボタンを20秒押す必要があります。








	
モニターが再起動したら、LCDに表示される設定やファームウェア・バージョンなどを記録します。




	
注意:

PDUモニターが機能していない場合は、ネットワーク経由でPDUに接続してネットワーク設定を取得するか、ネットワーク管理者から取得します。











	
すべてのPDUブレーカをオフにします。


	
PDUの電源プラグをACコンセントから抜きます。




	
注意:

	
電源コードが頭上の配線を使用している場合は、人に落ちたり当たったりしない場所に電源プラグを置きます。


	
高くした床にラックがある場合は、床の切抜き部分から電源コードを出します。電源コードを出すには、ラックを切抜き部分の上に移動する必要が生じる場合があります。













	
サイド・パネルにアクセスできず、ラックにInfiniBandケーブル・ハーネスがない場合は、PDU-Bの交換で次の手順を実行します。




	
注意:

ケーブル・アームに取り付けられているケーブルのストラップを外さないでください。







	
四角のケーブル・アームをラックに留めているT25ねじを外します。


	
InfiniBandケーブルを邪魔にならないように中央に動かします。





	
サーバーおよびスイッチからPDUに接続されているすべての電源ケーブルを外します。電源ケーブルをグループの束にしてまとめておきます。


	
L金具の上部と下部からT30ねじを外し、ねじの位置をメモしておきます。


	
ラック・フレーム内のPDUの設置位置をメモしておきます。ブレーカ・スイッチを使用できるようにするために、通常はラック・フレームから後ろに1インチの位置にします。


	
PDUを斜めにしてラックから取り出します。


	
PDUを持ったまま(十分な空間がある場合は下ろし)、AC電源コードをラックに通します。ACコード・フラッシュをPDUの下部に固定するケーブル・タイを切断する必要が生じる場合があります。


	
ラックの下部または上部(サーバー間の空間のある場所)にできるだけ近くなるようにコードを引き、コンセントのプラグを配線用の穴に通します。


	
小さい方のTorx T25ねじを外し、上部および下部のナットを緩めてPDUをL金具から取り外します。ナットは外す必要はありません。


	
L金具を新しいPDUに取り付けます。


	
新しいPDUをラックの横に置きます。


	
ACコードをラックに通してコンセントまで配線します。




	
注意:

この時点では、ACコードを新しいPDUにケーブル・タイしないでください。








	
L金具が上部および下部のレールの上に来るまで、確度と位置を調整して、新しいPDUをラック内に置きます。


	
穴とスロットの位置を整列し、PDUがラック・フレームの後ろ約1インチの位置になるようにします。


	
コードのラベルに従って、電源コードを取り付けます。たとえば、G5-0は、PDUのPDUグループ5のコンセント0を示しています。


	
手順4でInfiniBandケーブル・ホルダを取り外した場合は、取り付けます。ねじがすり減らないようにするには、ホルダのねじを手で締めることをお薦めします。


	
AC電源コードをコンセントに接続します。


	
ブレーカをオンにします。


	
PDUモニターのケーブルを配線し、必要に応じてネットワークをプログラムします。




	
関連項目:

	
PDUモニターのプログラミングの詳細は、次のWebサイトのOracle Sun Rack II配電ユニット・ユーザーズ・ガイドを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19844-01/E23956/index.html


	
PDUファームウェアの詳細は、My Oracle Supportノート888828.1を参照してください。






















無反応になったILOMのリセット

Integrated Lights Out Manager (ILOM)が無反応になる場合があります。その場合は、手動の操作によってILOMのサービス・プロセッサ(SP)をリセットする必要があります。次の手順では、ILOMをリセットする方法について説明します。

	
SSHを使用したILOMのリセット


	
ILOMリモート・コンソールを使用したILOMのリセット


	
IPMItoolを使用したILOMのリセット


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2 ServerおよびExadata Storage ServerでのSPリセット・ピンを使用したILOMのリセット


	
Sun Fire X4800 Oracle Database ServerおよびSun Server X2-8 Oracle Database ServerからのSPの取り外し


	
ILOM電源からプラグを抜く







	
関連項目:

次のWebサイトのOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0のドキュメント
http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/E21549/bbgiedhj.html#z4000b491400243">>http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/E21549/bbgiedhj.html#z4000b491400243











SSHを使用したILOMのリセット

次の手順では、SSHを使用してILOMに接続してリセットする方法について説明します。

	
SSHを使用して、別のマシンからILOMに接続します。


	
ILOMプロンプトで次のコマンドを入力します。


reset /SP









ILOMリモート・コンソールを使用したILOMのリセット

SSHを使用してILOMに接続できない場合は、ILOMリモート・コンソールにログインします。次の手順では、リモート・コンソールを使用してILOMをリセットする方法について説明します。

	
ILOMリモート・コンソールにログインします。


	
「メンテナンス」タブからSPのリセットを選択します。


	
「SPのリセット」をクリックします。









IPMItoolを使用したILOMのリセット

SSHまたはリモート・コンソールを使用してILOMに接続できない場合は、ローカル・ホストまたはILOMネットワーク上の別のホストにログインして、IPMItoolを使用します。次の手順では、IPMItoolを使用してILOMをリセットする方法について説明します。

	
ローカル・ホストまたはILOMネットワーク上の別のホストにログインします。


	
次のIPMItoolコマンドを実行します。

	
ローカル・ホストを使用する場合:


$ ipmitool mc reset cold
Sent cold reset command to MC


	
別のホストを使用する場合:


$ ipmitool -H ILOM_host_name -U ILOM_user mc reset cold
Sent cold reset command to MC


前述のコマンドのILOM_host_nameは使用中のホスト名、ILOM_userはILOMのユーザー名です。












Oracle Exadata Database Machine X2-2 ServerおよびExadata Storage ServerでのSPリセット・ピンを使用したILOMのリセット

SSH、リモート・コンソール、またはOracle Exadata Database Machine X2-2サーバーまたはExadata Storage ServerのIPMItoolを使用してILOMに接続できない場合は、SPリセット・ピンを押します。次の手順では、SPリセット・ピンを使用してILOMをリセットする方法について説明します。

	
非導電性の小さい棒を用意します。


	
ラックの背面に移動します。


	
SPリセット・ピンの開口部を特定します。SPリセット・ピンの開口部は、NET MGTポートの右側にある最初の開口部です。


	
開口部に棒を挿入し、ピンを押します。









Sun Fire X4800 Oracle Database ServerおよびSun Server X2-8 Oracle Database ServerからのSPの取り外し

SSH、リモート・コンソールまたはIPMItoolを使用して、Sun Fire X4800 Oracle Database ServerまたはSun Server X2-8 Oracle Database ServerでILOMをリセットできない場合は、サーバーからSPを取り外して、再度取り付けます。オペレーティング・システム・レベルでメッセージが表示されます。これらのメッセージは無視できます。ファンの制御がないため、ファンの速度が上がります。




	
関連項目:

次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』
http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/index.html














ILOM電源からプラグを抜く

前述のオプションを使用してILOMをリセットできない場合は、電源のプラグを抜いて、再度差し込みます。この処置により、サーバーおよびILOMの電源が入れ直されます。








サービス・プロセッサおよびILOMネットワーク設定の構成

次の手順では、サービス・プロセッサ(SP)およびILOMネットワーク設定を構成する方法について説明します。

	
SSHを使用してrootユーザーとしてSPにログインします。


	
versionコマンドを使用して、SP/ILOMファームウェア・リリースを確認します。次に、コマンドの出力例を示します。


-> version
SP firmware 3.2.4.10
SP firmware build number: 93199
SP firmware date: Sat Oct  4 18:42:56 EDT 2014
SP filesystem version: 0.2.10





	
注意:

ipmitoolを使用して、サーバーSPにログインします。この方法は、管理ネットワークからSP/ILOMにアクセスできない場合に便利です。次のコマンドを使用して、SPに接続します。

# ipmitool sunoem cli
Connected. Use ^D to exit.
-> version
SP firmware 3.2.4.10
SP firmware build number: 93199
SP firmware date: Sat Oct  4 18:42:56 EDT 2014
SP filesystem version: 0.2.10










	
次のようにsetコマンドを使用して、DNSサーバーを構成します。


cd /SP/clients/dns/  
    /SP/clients/dns
show
     /SP/clients/dns
        Targets:
        Properties:
            auto_dns = enabled
            nameserver = 0.0.0.0
            retries = 1
            searchpath =
            timeout = 5
        Commands:
            cd
            set
            show
set nameserver=192.68.0.2
set searchpath=yourdomain.com


	
次のようにsetコマンドを使用して、NTPサーバーを構成します。


cd /SP/clients/ntp/server/1/
/SP/clients/ntp/server/1
show
 /SP/clients/ntp/server/1
    Targets:
    Properties:
        address = 0.0.0.0
    Commands:
        cd
        set
        show
set address=192.68.0.1





	
注意:

2つのNTPサーバーを構成できます。最初のNTPサーバーをsetコマンドを使用して設定し、それから、もう1つのサーバーをパスSP/clients/ntp/server/2 to configureを使用して設定します。








	
次のようにsetコマンドを使用して、ネットワーク設定を構成します。


cd /SP/network
   /SP/network
show
   /SP/network
    Targets:
        interconnect
        ipv6
        test
    Properties:
        commitpending = (Cannot show property)
        dhcp_clientid = none
        dhcp_server_ip = none
        ipaddress = 0.0.0.0
        ipdiscovery = dhcp
        ipgateway = 0.0.0.0
        ipnetmask = 0.0.0.0
        managementport = MGMT
        pendingipaddress = 0.0.0.0
        pendingipdiscovery = dhcp
        pendingipgateway = 0.0.0.0
        pendingipnetmask = 0.0.0.0
        pendingmanagementport = MGMT
        pendingvlan_id = (none)
        state = enabled
        vlan_id = (none)
    Commands:
        cd
        set
        show


	
ipaddress、ipdiscovery、ipgateway、ipnetmaskおよびvlan_idのそれぞれのpendingip*設定を構成し、次のコマンドを使用して保留中の設定をコミットします。


set commitpending=true


	
ネットワーク構成が完了した後、コマンド・ライン・インタフェースの接続を解除します。




	
注意:

ipmitoolを使用している場合、^Dでセッションを終了します。















1GbE接続から10GbE接続への変更

Sun Server X4-2 Oracle Database Server、Sun Server X3-2 Oracle Database Server、Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Server、Oracle Server X6-8 Database Server、Oracle Server X5-8 Database Server、Sun Server X4-8 Oracle Database Server、Sun Server X3-8 Oracle Database Server、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverには、10ギガビット・イーサネット(GbE)ネットワーク・カードが搭載されています。1GbE接続は10GbE接続に変更できます。接続を変更するときは、次の点に注意してください。

	
Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックに接続された10GbEインタフェースの単一障害点を避けるために、NEM0 NET1およびNEM1 NET0などの2枚のカードのNetwork Express Module(NEM)で異なるポートを使用します。


	
10GbEインタフェースは、Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverではeth4およびeth5として、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverではeth8からeth15として識別されます。Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックでは、次を使用することをお薦めします。

	
インタフェースeth9およびeth15を使用したBONDETH0


	
10GbE NEM0(左)/NET1


	
10GbE NEM1(右)/NET3





	
この手順の実行中に、Oracle Clusterwareがシャットダウンし、データベース・サーバーが再起動されます。




この項の内容は次のとおりです。

	
作業1: ping機能の検証


	
作業2: 現在のインタフェース・ファイルのバックアップ


	
作業3: 10GbEインタフェース設定の編集


	
作業4: 10GbEインタフェースの検証






作業1: ping機能の検証

次のコマンドを使用して、変更する前にpingコマンドの機能を検証します。変更前にpingコマンドを検証すると、インタフェース変更後の結果がどのようになるかがわかります。同様のコマンドを使用して、Oracle Exadata Database Machineに接続する他のサーバーをチェックできます。


# grep "^nameserver" /etc/resolv.conf
nameserver ip_address_1
nameserver ip_address_2

# ping -c 2 ip_address_1
PING ip_address_1 (ip_address_1) 56(84) bytes of data.
64 bytes from ip_address_1: icmp_seq=1 ttl=57 time=1.12 ms
64 bytes from ip_address_1: icmp_seq=2 ttl=57 time=1.05 ms
 
--- ip_address_1 ping statistics ---
2 packets transmitted, 2 received, 0% packet loss, time 1002ms
rtt min/avg/max/mdev = 1.054/1.087/1.120/0.033 ms


テストに失敗すると100%パケット損失と表示され、これと同じ検証を「作業4: 10GbEインタフェースの検証」で実行したときにも、同じ結果になることが想定されます。テストが成功すると0%パケット損失と表示され、10GbE接続を変更後、同様の結果が表示されます。






作業2: 現在のインタフェース・ファイルのバックアップ

次の手順は、現在のインタフェース・ファイルのバックアップ方法を示しています。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
次のように、/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリに現在のファイルと新しい10GbEファイル用の非表示ディレクトリを作成します。


# cd /etc/sysconfig/network-scripts
# mkdir .Pre_10GigE_Settings
# mkdir .Post_10GigE_Settings





	
注意:

Linuxのスタートアップ・スクリプトによりifcfgで始まるファイルが検索され、ifcfgで始まるファイルがネットワーク設定に使用されます。バックアップ・ファイルを非表示ディレクトリに置くと、ネットワーク・インタフェースの設定に使用されないようにできます。








	
次のコマンドを使用して、接続された10GbEインタフェースを識別します。各10GbEインタフェースに対して、このコマンドを実行します。


# ethtool interface


前述のコマンドのinterfaceは、10GbEインタフェースです。Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverのインタフェースはeth4およびeth5、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverのインタフェースはeth8からeth15です。

次に、コマンドの出力例を示します。速度は10000Mb/s、リンク検出はありで、二重化はフルです。


# ethtool eth9
Settings for eth9:
        Supported ports: [ FIBRE ]
        Supported link modes:  1000baseT/Full 
                               10000baseT/Full 
        Supports auto-negotiation: No
        Advertised link modes:  1000baseT/Full 
                                10000baseT/Full 
        Advertised auto-negotiation: No
        Speed: 10000Mb/s
        Duplex: Full
        Port: FIBRE
        PHYAD: 0
        Transceiver: external
        Auto-negotiation: on
        Supports Wake-on: umbg
        Wake-on: umbg
        Current message level: 0x00000007 (7)
        Link detected: yes


	
次のコマンドを使用して現行の結合インタフェースを検証します。コマンドからの出力例も示しています。


# grep -i bondeth0 ifcfg-eth*

ifcfg-eth1:MASTER=bondeth0
ifcfg-eth2:MASTER=bondeth0


	
次のようなコマンドを使用して、1GbEインタフェース・ファイルを.Pre_10GigE_Settingsディレクトリにコピーします。


# cp -p ifcfg-eth1 ifcfg-eth2 ./.Pre_10GigE_Settings/.


	
次のようなコマンドを使用して、10GbEインタフェース・ファイルを.Pre_10GigE_Settingsディレクトリにコピーします。


# cp -p ifcfg-eth9 ifcfg-eth15 ./.Pre_10GigE_Settings/.


	
次のようなコマンドを使用して、ファイルを.Pre_10GigE_Settingsディレクトリから.Post_10GigE_Settingsディレクトリにコピーします。


# cp -p ./.Pre_10GigE_Settings/* ./.Post_10GigE_Settings/.









作業3: 10GbEインタフェース設定の編集

次の手順は、ifcfg構成ファイルの編集方法を示しています。

	
次の表に示すように、ifcfg構成ファイルを編集します。ファイルは./Post_10GigE_Settings/.ディレクトリで編集する必要があります。


	ファイル名	変更前	変更後
	ifcfg-eth1	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth1
USERCTL=no
ONBOOT=yes
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:21:28:44:d2:5e
MASTER=bondeth0
SLAVE=yes

	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth1
USERCTL=no
ONBOOT=no 
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:21:28:44:d2:5e


	ifcfg-eth2	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth2
USERCTL=no
ONBOOT=yes
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:21:28:44:d2:f2
MASTER=bondeth0
SLAVE=yes

	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth2
USERCTL=no
ONBOOT=no 
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:21:28:44:d2:f2


	Oracle Exadata Database Machine X2-2のifcfg-eth4
Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのifcfg-eth9

	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth_interface
ONBOOT=no
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:1b:21:66:4b:c0


前述の構文では、eth_interfaceは、Oracle Exadata Database Machine X2-2の場合はeth4で、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの場合はeth9です。	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth_interface
USERCTL=no
ONBOOT=yes
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:1b:21:66:4b:c0
MASTER=bondeth0
SLAVE=yes


前述の構文では、eth_interfaceは、Oracle Exadata Database Machine X2-2の場合はeth4で、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの場合はeth9です。
	Oracle Exadata Database Machine X2-2のifcfg-eth5
Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのifcfg-eth15

	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth_interface2
ONBOOT=no 
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
HWADDR=00:1b:21:66:4b:c1


前述の構文では、eth_interfaceは、Oracle Exadata Database Machine X2-2の場合はeth5で、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの場合はeth15です。	

#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=eth_interface2
USERCTL=no
ONBOOT=yes
BOOTPROTO=none
HOTPLUG=no
IPV6INIT=no
MASTER=bondeth0
SLAVE=yes
HWADDR=00:1b:21:66:4b:c1


前述の構文では、eth_interfaceは、Oracle Exadata Database Machine X2-2の場合はeth5で、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの場合はeth15です。






	
次のコマンドを使用して、編集済ファイルを/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリにコピーします。


# cp -fp /etc/sysconfig/network-scripts/.Post_10GigE_Settings/ifcfg-eth* \
  /etc/sysconfig/network-scripts/.


	
コンソールを使用して、データベース・サーバーを再起動します。


	
起動シーケンスを監視し、bondeth0初期化中にエラーが発生しなかったことを確認します。









作業4: 10GbEインタフェースの検証

次の手順は、10GbEインタフェースの検証方法を示しています。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
catコマンドを使用して、/proc/net/bonding/bondeth0ファイルを確認します。次に、コマンドとコマンドの出力例を示します。


# cat /proc/net/bonding/bondeth0

Ethernet Channel Bonding Driver: v3.4.0 (October 7, 2008)
 
Bonding Mode: fault-tolerance (active-backup)
Primary Slave: None
Currently Active Slave: eth9
MII Status: up
MII Polling Interval (ms): 100
Up Delay (ms): 5000
Down Delay (ms): 5000
 
Slave Interface: eth9
MII Status: up
Link Failure Count: 0
Permanent HW addr: 00:1b:21:66:4b:c0
 
Slave Interface: eth15
MII Status: up
Link Failure Count: 0
Permanent HW addr: 00:1b:21:66:4b:c1


出力結果で、スレーブ・インタフェースが正しく、スレーブ・インタフェースのMIIステータスがアップであることを確認します。


	
netstat -nrコマンドを使用して、ルーティング表をチェックします。ルーティング表は変更できません。このコマンドと出力例を次に示します。


# netstat -nr

Kernel IP routing table
Destination   Gateway      Genmask         Flags   MSS Window  irtt Iface
scan_subnet 0.0.0.0        255.255.255.0   U         0 0          0 bondeth0
192.168.80.0  0.0.0.0      255.255.254.0   U         0 0          0 bondib0
192.168.80.0  0.0.0.0      255.255.254.0   U         0 0          0 bondib1
192.168.80.0  0.0.0.0      255.255.254.0   U         0 0          0 bondib2
192.168.80.0  0.0.0.0      255.255.254.0   U         0 0          0 bondib3
mgmt_subnet 0.0.0.0        255.255.254.0   U         0 0          0 eth0
0.0.0.0       scan_gw      0.0.0.0         UG        0 0          0 bondeth0


	
次のコマンドを使用して、デフォルト・ゲートウェイをチェックします。ゲートウェイはSCANネットワーク・ゲートウェイで、10GbEインタフェースでbondeth0を使用します。


# grep GATEWAY /etc/sysconfig/network
GATEWAY=gw_address
GATEWAYDEV=bondeth0 

# ping -c 2 gw_address
PING gw_address (gw_address) 56(84) bytes of data.
64 bytes from gw_address: icmp_seq=1 ttl=57 time=1.12 ms
64 bytes from gw_address: icmp_seq=2 ttl=57 time=1.05 ms

--- gw_address ping statistics ---
2 packets transmitted, 2 received, 0% packet loss, time 1002ms
rtt min/avg/max/mdev = 1.054/1.087/1.120/0.033 ms


前述のコマンドと出力で、gw_addressはデフォルト・ゲートウェイのIPアドレスです。


	
「作業1: ping機能の検証」でネーム・サーバーがpingコマンドに応答していた場合は、次のコマンドを使用してネーム・サーバーをチェックします。同様のコマンドを使用して、Oracle Exadata Database Machineに接続する他のサーバーをチェックできます。


# grep "^nameserver" /etc/resolv.conf
nameserver ip_address_1
nameserver ip_address_2

# ping -c 2 ip_address_1
PING ip_address_1 (ip_address_1) 56(84) bytes of data.
64 bytes from ip_address_1: icmp_seq=1 ttl=57 time=1.12 ms
64 bytes from ip_address_1: icmp_seq=2 ttl=57 time=1.05 ms
 
--- ip_address_1 ping statistics ---
2 packets transmitted, 2 received, 0% packet loss, time 1002ms
rtt min/avg/max/mdev = 1.054/1.087/1.120/0.033 ms











InfiniBandネットワークの保守

InfiniBandネットワークは、データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerをラックのInfiniBandスイッチにBONDIB0インタフェースを介して接続します。この項では、InfiniBandスイッチの保守を実行する方法について説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
スイッチ設定のバックアップおよびリストア


	
Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバーのInfiniBandカード障害の修正


	
障害が発生したSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの交換


	
InfiniBandネットワーク構成の確認


	
InfiniBandネットワーク動作の確認


	
ネットワーク・サブネット・マネージャ・マスターの理解


	
InfiniBandスイッチのファームウェアのアップグレード






スイッチ設定のバックアップおよびリストア

スイッチ設定をバックアップおよびリストアする手順は、スイッチのファームウェアによって異なります。1.1.3-2ファームウェアには、バックアップおよびリストア機能を提供するIntegrated Lights Out Manager (ILOM)があります。1.0.1ファームウェアにILOMは含まれません。1.1.3-2ファームウェアにアップグレードして「2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ」の手順を使用するか、各ファイルのバックアップおよびリストアを手動で実行します。

この項の内容は次のとおりです。

	
2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ


	
1.1.3-2ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ


	
1.0.1ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ


	
2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア


	
1.1.3-2ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア


	
1.0.1ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア







	
関連項目:

新しいリリースのスイッチ・ファームウェアの場合は、次を参照してください。
	
次のWebサイトのOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)3.0補足マニュアルInfiniBand Switch 36ファームウェア・バージョン2.0

http://docs.oracle.com/cd/E26698_01/index.html


	
次のWebサイトのOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)3.0補足マニュアルSun Datacenter InfiniBand Switch 36

http://docs.oracle.com/cd/E19860-01/index.html














2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ

次の手順は、2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチのバックアップ方法を示しています。スイッチを適切な設定で最初に構成した後、一度だけバックアップを実行する必要があります。

	
ブラウザのスイッチILOM URLに移動します。たとえば、http://dbm002-i1.us.example.comなどです。


	
ilom-adminユーザーとしてログインします。


	
「メンテナンス」タブを選択します。


	
「バックアップ/リストア」タブを選択します。


	
バックアップ操作およびブラウザ方法を選択します。


	
パスフレーズを入力します。これは、ユーザー・パスワードなどのバックアップの機密情報を暗号化するために使用されます。


	
「実行」をクリックして、結果のXMLファイルを安全な場所に保存します。


	
rootユーザーとしてSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチにログインします。


	
scpコマンドを使用して、次のファイルをコピーします。

	
root SSHキー: /root/.ssh/authorized_keys


	
nm2user SSHキー(存在する場合): /home/nm2user/.ssh/authorized_keys


	
host file: /etc/hosts





	
versionコマンドの出力を保存します。









1.1.3-2ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ

次の手順は、1.1.3-2ファームウェアを使用したスイッチのバックアップ方法を示しています。スイッチを適切な設定で最初に構成した後、一度だけバックアップを実行する必要があります。

	
ブラウザのスイッチILOM URLに移動します。たとえば、http://dbm002-i1.us.example.comなどです。


	
ilom-adminユーザーとしてログインします。


	
「メンテナンス」タブを選択します。


	
「バックアップ/リストア」タブを選択します。


	
バックアップ操作およびブラウザ方法を選択します。


	
パスフレーズを入力します。これは、ユーザー・パスワードなどのバックアップの機密情報を暗号化するために使用されます。


	
「実行」をクリックして、結果のXMLファイルを安全な場所に保存します。


	
rootユーザーとしてSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチにログインします。


	
scpコマンドを使用して、次のファイルをコピーします。

	
ネットワーク構成: /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0


	
DNS情報: /etc/resolv.conf


	
NTP情報: /etc/ntp.conf


	
タイムゾーン情報: /etc/localtime


	
openSM設定: /etc/opensm/opensm.conf


	
ホスト名: /etc/sysconfig/network


	
root SSHキー: /root/.ssh/authorized_keys


	
nm2user SSHキー(存在する場合): /home/nm2user/.ssh/authorized_keys





	
hostnameコマンドを実行して、出力を保存します。これは、ホスト名が/etc/sysconfig/networkファイルに設定されない場合に備えて実行されます。


	
rootおよびnm2userアカウントのパスワードを保存します。


	
nm2versionコマンドを実行して、出力を保存します。









1.0.1ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ

次の手順は、1.0.1ファームウェアを使用したスイッチの設定のバックアップ方法を示しています。

	
rootユーザーとしてスイッチにログインします。rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。


	
次のファイルのコピーを作成します。

	
ネットワーク構成: /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0


	
DNS情報: /etc/resolv.conf


	
NTP情報: /etc/ntp.conf


	
タイムゾーン情報: /etc/localtime


	
openSM設定: /etc/opensm/opensm.conf


	
ホスト名: /etc/sysconfig/network


	
root SSHキー: /root/.ssh/authorized_keys


	
nm2user SSHキー(存在する場合): /home/nm2user/.ssh/authorized_keys





	
ホスト名が/etc/sysconfig/networkファイルに設定されない場合に備えて、hostnameコマンドを実行して出力を保存します。


	
rootおよびnm2userアカウントのパスワードを保存します。


	
nm2versionコマンドを実行して、出力を保存します。









2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア

次の手順は、2.1.3-4ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア方法を示しています。

	
versionコマンドを実行して、スイッチが適切なファームウェア・レベルであることを確認します。適切ではない場合、スイッチを正しいファームウェア・レベルにアップグレードします。


	
ブラウザのスイッチILOM URLに移動します。たとえば、http://dbm002-i1.us.example.comなどです。


	
ilom-adminユーザーとしてログインします。


	
「メンテナンス」タブを選択します。


	
「バックアップ/リストア」タブを選択します。


	
リストア操作およびブラウザ方法を選択します。


	
「参照」をクリックして、スイッチ構成バックアップを含むXMLファイルを選択します。


	
バックアップ中に使用されたパスフレーズを入力します。


	
「実行」をクリックして、構成をリストアします。


	
rootユーザーとしてSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチにログインします。


	
バックアップから次のファイルをリストアします。

	
root SSHキー: /root/.ssh/authorized_keys


	
nm2user SSHキー(存在する場合): /home/nm2user/.ssh/authorized_keys


	
host file: /etc/hosts





	
次のコマンドを使用して、スイッチCLIからopenSMを再起動します。


disablesm
enablesm


	
rootユーザーとしてログインします。


	
スイッチを再起動します。









1.1.3-2ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア

次の手順は、1.1.3-2ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア方法を示しています。

	
versionコマンドを実行して、スイッチが適切なファームウェア・レベルであることを確認します。適切ではない場合、スイッチを正しいファームウェア・レベルにアップグレードします。


	
ブラウザのスイッチILOM URLに移動します。たとえば、http://dbm002-i1.us.example.comなどです。


	
ilom-adminユーザーとしてログインします。


	
「メンテナンス」タブを選択します。


	
「バックアップ/リストア」タブを選択します。


	
リストア操作およびブラウザ方法を選択します。


	
「参照」をクリックして、スイッチ構成バックアップを含むXMLファイルを選択します。


	
バックアップ中に使用されたパスフレーズを入力します。


	
「実行」をクリックして、構成をリストアします。


	
rootユーザーとしてSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチにログインします。


	
バックアップから次のファイルをリストアします。

	
ネットワーク構成: /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0


	
DNS情報: /etc/resolv.conf


	
NTP情報: /etc/ntp.conf


	
タイムゾーン情報: /etc/localtime


	
openSM設定: /etc/opensm/opensm.conf


	
ホスト名: /etc/sysconfig/network


	
root SSHキー: /root/.ssh/authorized_keys


	
nm2user SSHキー(存在する場合): /home/nm2user/.ssh/authorized_keys





	
ホスト名が存在しない場合、次の行を/etc/sysconfig/networkファイルに追加して、ホスト名をリストアします。


HOSTNAME=switch_host_name


	
passwdコマンドを使用して、rootおよびnm2userユーザーのパスワードをリストアします。


	
示されている順番で次のコマンドを実行して、サービスおよびopenSMを再起動します。


service network restart 
service ntpd restart 
disablesm 
enablesm 


	
rootユーザーとしてログインします。


	
スイッチを再起動します。









1.0.1ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア

次の手順は、1.0.1ファームウェアを使用したスイッチの設定のリストア方法を示しています。

	
rootユーザーとしてスイッチにログインします。rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。


	
スイッチが適切なファームウェア・レベルであることを確認します。適切ではない場合、スイッチを正しいファームウェア・レベルにアップグレードします。


	
バックアップから次のファイルをリストアします。

	
ネットワーク構成: /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0


	
DNS情報: /etc/resolv.conf


	
NTP情報: /etc/ntp.conf


	
タイムゾーン情報: /etc/localtime


	
openSM設定: /etc/opensm/opensm.conf


	
ホスト名: /etc/sysconfig/network


	
root SSHキー: /root/.ssh/authorized_keys


	
nm2user SSHキー(存在する場合): /home/nm2user/.ssh/authorized_keys





	
ホスト名が存在しない場合、HOSTNAME=switch_host_name行を/etc/sysconfig/networkファイルに追加して、ホスト名をリストアします。


	
passwdコマンドを使用して、rootおよびnm2userユーザーのパスワードをリストアします。


	
示されている順番で次のコマンドを実行して、サービスおよびopenSMを再起動します。


service network restart 
service ntpd restart 
disablesm 
enablesm 


	
rootユーザーとしてログインします。


	
スイッチを再起動します。











Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバーのInfiniBandカード障害の修正

Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバーのInfiniBandボンディング(BONDIB0からBONDIB3)は、4枚の各InfiniBandカードで1つのカードの両ポートを使用します。ポートで障害が発生したり、ケーブルが取り外された場合など、1枚のカードの2つのポートが無効になると、Oracle Clusterwareスタックが停止します。次の手順は、InfiniBandカードの問題を修正した後にカードを切り離してOracle Clusterwareを再起動する方法を示しています。

	
次に示すように、障害が発生したInfiniBandカードを切り離します。

	
次のコマンドを使用して、rootユーザーとしてOracle Clusterwareを停止します。Oracle Clusterwareがすでに停止している場合、手順1bに移動します。


# crsctl stop crs


	
cellinit.oraファイルを編集して、影響するIPアドレスを削除します。


	
次のコマンドを使用して、rootユーザーとしてOracle Clusterwareを起動します。


# crsctl start crs





	
InfiniBandカードの問題を修正します。


	
次に示すように、カードを使用可能な状態に戻します。

	
次のコマンドを使用して、rootユーザーとしてOracle Clusterwareを停止します。


# crsctl stop crs


	
IPアドレスをcellinit.oraファイルに追加します。


	
次のコマンドを使用して、rootユーザーとしてOracle Clusterwareを起動します。


# crsctl start crs












障害が発生したSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの交換

次の手順は、障害が発生したSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの交換方法を示しています。

	
電源プラグを取り外して、スイッチの2つの電源を切断します。


	
スイッチからケーブルを取り外します。すべてのInfiniBandケーブルの両端に、場所を示すラベルがあります。ラベルのないケーブルが存在する場合は、ケーブルを取り外す前にラベルを付けてください。




	
関連項目:

	
ケーブリングの詳細は、『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html













	
ラックからスイッチを取り外します。


	
ラックに新しいスイッチを設置します。




	
関連項目:

Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの設置に関する詳細は、『Oracle Exadata Database Machine拡張およびマルチラック・ケーブリング・ガイド』を参照してください。








	
電源プラグを差し込んで、スイッチの電源を接続します。


	
「スイッチ設定のバックアップおよびリストア」に示されているように、バックアップを使用してスイッチ設定をリストアします。


	
disablesmコマンドを使用して、サブネット・マネージャを無効化します。


	
ケーブルを新しいスイッチに接続します。各ケーブルが正しいポートに接続されていることを確認します。


	
すべてのサーバーで次のコマンドを実行します。


# /opt/oracle.SupportTools/ibdiagtools/verify-topology


前述のコマンドにより、適切な数のデータベース・サーバーが適切な数のExadata Storage Serverに接続されていることを確認します。


	
ホストで次のコマンドを実行して、ファブリックのリンクにエラーがないことを確認します。


ibdiagnet -c 5000 -r


	
enablesmコマンドを使用して、サブネット・マネージャを有効化します。




	
注意:

交換されたスイッチがスパイン・スイッチの場合、スパイン・スイッチがマスターになるまで他のスイッチのサブネット・マネージャを無効化して手動でマスター・サブネット・マネージャをそのスイッチまでフェイルバックして、他のすべてのスイッチのサブネット・マネージャを再有効化します。『Oracle Exadata Database Machineインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。















InfiniBandネットワーク構成の確認

次の手順は、InfiniBandネットワーク構成の確認方法を示しています。

	
適切なOpenFabrics Enterprise Distribution(OFED)ソフトウェアおよびInfiniBand HCAファームウェアのバージョンがデータベース・サーバーで使用されていることを確認します。

OFEDソフトウェアおよびInfiniBand HCAファームウェアのバージョンは、Exadataセルで自動的に保守されます。




	
関連項目:

現在のリリースおよびインストールされているリリースの確認方法の手順は、My Oracle Supportノート888828.1を参照してください。








	
データベース・サーバーまたはExadata Storage Serverから次のコマンドを使用して、InfiniBandトポロジを確認します。


# /opt/oracle.SupportTools/ibdiagtools/verify-topology


エラーが発生した場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。




	
関連項目:

トポロジ検証ユーティリティの詳細は、「トポロジ検証ユーティリティの使用」を参照してください。












トポロジ検証ユーティリティの使用

Oracle Exadata Database Machineは、トポロジ検証ユーティリティを備えています。このユーティリティを使用すると、次のネットワーク接続問題を特定できます。

	
欠落しているInfiniBandケーブル


	
欠落しているInfiniBand接続


	
誤った位置に取り付けられているケーブル


	
誤ったエンドポイントに接続されているケーブル




このユーティリティは、すべてのサーバーのibdiagtoolsディレクトリにあります。トポロジ検証ユーティリティのオプションを表示するには、次のコマンドを使用します。


./verify-topology -h

[ DB Machine Infiniband Cabling Topology Verification Tool ]
Usage: ./verify-topology 
    [-v|--verbose]
    [-r|--reuse (cached maps)]
    [-m|--mapfile]
    [-ibn|--ibnetdiscover (specify location of ibnetdiscover output)]
    [-ibh|--ibhosts (specify location of ibhosts output)]
    [-ibs|--ibswitches (specify location of ibswitches output)]
    [-t|--topology [torus | fattree | halfrack] default is fattree]


verify-topologyユーティリティを使用した場合の出力例を次に示します。このエラー例では、ケーブルの接続が正しくないことが示されています。サーバーからのケーブルは、どちらも同じInfiniBandスイッチに接続されています。スイッチに障害が発生すると、サーバーからInfiniBandネットワークへの接続が失われます。


[ DB Machine Infiniband Cabling Topology Verification Tool ]

Bad link:Switch 0x21283a8371a0a0 Port 11A - Sun Port 11B
        Reason : 2.5 Gbps Speed found. Could be 10 Gbps
        Possible cause : Cable isn't fully seated in

Bad link:Switch 0x21283a89eba0a0 Port 11B - Sun Port 11A
        Reason : 2.5 Gbps Speed found. Could be 10 Gbps
        Possible cause : Cable isn't fully seated in

Is every external switch connected to every internal switch..........[SUCCESS]
Are any external switches connected to each other....................[SUCCESS]
Are any hosts connected to spine switch..............................[SUCCESS]
Check if all hosts have 2 CAs to different switches..................[ERROR]
Node trnA-db01 has 1 endpoints. (Should be 2)
Port 2 of this node is not connected to any switch

--------fattree End Point Cabling verifation failed-----

Leaf switch check: cardinality and even distribution.................[ERROR]

Internal QDR Switch 0x21283a8371a0a0 has fewer than 4 compute nodes
It has only 3 links belonging to compute nodes
Check if each rack has an valid internal ring........................[SUCCESS]








InfiniBandネットワーク動作の確認

サーバーのInfiniBand HCA、InfiniBandスイッチまたはInfiniBandケーブルの交換を含むInfiniBandネットワークのコンポーネントのハードウェア保守を行う場合またはInfiniBandネットワークの動作が標準以下の可能性がある場合、InfiniBandネットワークが正しく動作していることを確認します。次の手順は、ネットワーク動作の確認方法を示しています。




	
注意:

InfiniBandネットワークが予測を下回るパフォーマンスの場合は、常に次の手順を使用できます。







	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」の手順を実行します。


	
次のように、ibdiagnetコマンドを実行して、InfiniBandネットワーク品質を確認します。


# ibdiagnet -c 1000


このコマンドで報告されるすべてのエラーが調査されます。このコマンドにより生成されるネットワーク・トラフィックは少量であるため、通常のワークロードの実行中に実行してもかまいません。


	
次のように、ibqueryerrors.plコマンドを実行して、スイッチ・ポート・エラー・カウンタおよびポート構成情報を報告します。


#  ibqueryerrors.pl -rR -s RcvSwRelayErrors,XmtDiscards,XmtWait,VL15Dropped


前述のコマンドを使用すると、LinkDowned、RcvSwRelayErrors、XmtDiscardsおよびXmtWaitなどのエラーが無視されます。




	
注意:

	
InfiniBandカウンタは累積的であり、過去のいずれかの時点でエラーが発生している可能性があります。エラーが報告された場合は、ibclearcountersコマンドを使用してInfiniBandカウンタをクリアすることをお薦めします。コマンドの実行後、負荷の下で数分間システムを動作させてから、ibquerryerrorsコマンドを実行してください。


	
サーバーを再起動すると、SymbolErrorsまたはRcvErrorsなどのカウンタにより数値が変更される場合があります。これらのカウンタの値がLinkDownedカウンタよりも少ない場合、一般的に問題はありません。LinkDownedカウンタは、通常、再起動などの有効な理由でポートが停止した回数を表し、これ自体がエラー・インジケータとなることはありません。


	
多量で永続的なエラーならどれでも、特にSymbolErrors、LinkRecovers、RcvErrorsまたはLinkIntegrityErrorsは、ケーブルまたはポートが壊れているまたは緩んでいることを示します。


	
多量で永続的なInfiniBandネットワーク・エラー・カウンタがある場合は、問題を調査して修正してください。













	
実行中のデータベースがないなど、InfiniBandネットワークの一部で実行されるロードがない場合は、infinicheckコマンドを実行して、完全なInfiniBandネットワーク構成、接続およびパフォーマンス評価を行います。




	
注意:

このコマンドは、完全なネットワークの最大スループットを評価します。InfiniBandネットワークのシステムで実行されているワークロードがある場合は実行しないでください。







このコマンドは、完全に構成されたシステムに依存します。最初のコマンドを実行して、最後のコマンドの実行中に作成されたファイルをクリアします。


# /opt/oracle.SupportTools/ibdiagtools/infinicheck -z 

# /opt/oracle.SupportTools/ibdiagtools/infinicheck


次に、コマンドの出力例を示します。


Verifying User Equivalance of user=root to all hosts.
(If it isn't setup correctly, an authentication prompt will appear to push keys
 to all the nodes)
 
 Verifying User Equivalance of user=root to all cells.
(If it isn't setup correctly, an authentication prompt will appear to push keys
 to all the nodes)
 
 
                    ####  CONNECTIVITY TESTS  ####
                    [COMPUTE NODES -> STORAGE CELLS]
                           (30 seconds approx.)
[SUCCESS]..............Connectivity verified
 
[SUCCESS]....... All hosts can talk to all storage cells
 
        Verifying Subnet Masks on Hosts and Cells
[SUCCESS] ......... Subnet Masks is same across the network
 
        Checking for bad links in the fabric
[SUCCESS].......... No bad fabric links found
 
                    [COMPUTE NODES -> COMPUTE NODES]
                           (30 seconds approx.)
[SUCCESS]..............Connectivity verified
 
[SUCCESS]....... All hosts can talk to all other nodes
 
 
                    ####  PERFORMANCE TESTS  ####
 
                    [(1) Every COMPUTE NODE to its STORAGE CELL]
                          (15 seconds approx.)
[SUCCESS]........ Network Bandwidth looks OK.
.......... To view only performance results run ./infinicheck -d -p
 
                    [(2) Every COMPUTE NODE to another COMPUTE NODE]
                          (10 seconds approx.)
[SUCCESS]........ Network Bandwidth looks OK.
...... To view only performance results run ./infinicheck -d -p
 
                    [(3) Every COMPUTE NODE to ALL STORAGE CELLS]
                  (45 seconds approx.) (looking for SymbolErrors)
 
[SUCCESS]....... No port errors found









ネットワーク・サブネット・マネージャ・マスターの理解

サブネット・マネージャは、次に示すようなInfiniBandネットワークのすべての運用上の特性を管理します。

	
ネットワーク・トポロジの検出


	
ネットワークに接続されるすべてのポートへのローカル識別子の割当て


	
スイッチ転送表の計算およびプログラム


	
ファブリックの変更の監視




InfiniBandネットワークに1つ以上のサブネット・マネージャを保有できますが、アクティブにできるのは一度に1つのサブネット・マネージャのみです。アクティブなサブネット・マネージャは、マスター・サブネット・マネージャです。他のサブネット・マネージャは、スタンバイ・サブネット・マネージャです。マスター・サブネット・マネージャが停止または失敗すると、スタンバイ・サブネット・マネージャが自動的にマスター・サブネット・マネージャになります。

各サブネット・マネージャには構成可能な優先度があります。InfiniBandネットワークに複数のサブネット・マネージャがある場合は、最高優先度のサブネット・マネージャがマスター・サブネット・マネージャになります。Oracle Exadata Database Machineでは、リーフ・スイッチのサブネット・マネージャは優先度5として、スパイン・スイッチのサブネット・マネージャは優先度8として構成する必要があります。

次のガイドラインにより、Oracle Exadata Database Machineで実行されるサブネット・マネージャの場所が決定されます。

	
Oracle Exadata Database MachineのSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのサブネット・マネージャのみを実行します。その他のデバイスでのサブネット・マネージャの実行はサポートされていません。


	
Exadataのみの構成で、1つ、2つまたは3つのラックを配線してInfiniBandネットワークを構成している場合、すべてのスイッチでサブネット・マネージャを実行する必要があります。スパイン・スイッチでマスター・サブネット・マネージャを実行する必要があります。Oracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのように、ネットワークにリーフ・スイッチのみが存在する場合、サブネット・マネージャ・マスターがリーフ・スイッチで実行されます。

ExadataとExalogicなどのように、異なる種類のラックを使用したマルチラック構成では、My Oracle Supportノート1682501.1を参照してください。


	
4つ以上のラックを配線してInfiniBandネットワークを構成している場合、スパイン・スイッチでのみ、サブネット・マネージャを実行する必要があります。リーフ・スイッチのサブネット・マネージャは無効化してください。







	
関連項目:

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
サブネット・マネージャの優先度の設定の詳細は、『Oracle Exadata Database Machineインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。

















InfiniBandスイッチのファームウェアのアップグレード

InfiniBandスイッチのアップグレードとダウングレードには、patchmgrユーティリティを使用します。patchmgrユーティリティを使用できる最小スイッチ・ファームウェア・リリースは1.3.3-2です。スイッチのファームウェアはローリング形式でアップグレードします。ラックにスパイン・スイッチが存在する場合は、スパイン・スイッチを最初にアップグレードします。ラックにスパイン・スイッチが存在しない場合は、サブネット・マネージャが実行されているスイッチをアップグレードします。スイッチでサブネット・マネージャが実行されていない場合は、任意の順序でアップグレードを実行できます。

ファイルを作成し、更新対象のInfiniBandスイッチを1行に1スイッチずつリストします。このファイルの例を次に示します。


# cat ibswitches.lst
myibswitch-01
myibswitch-02


InfiniBandスイッチをアップグレードするには、スイッチのファームウェアがリリース1.3.3-2以上である必要があります。スイッチのファームウェアがそれより前のリリースである場合は、My Oracle Supportノート888828.1の説明に従って、ファームウェアをリリース1.3.3-2にアップグレードする必要があります。

	
スイッチへのrootユーザーによるSSHアクセスを持つOracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバーに、rootユーザーとしてログインします。データベース・サーバーは、スイッチと同じInfiniBandネットワークに属している必要があります。


	
データベース・サーバーに適切なパッチ・ファイルをダウンロードします。パッチ情報は、My Oracle Supportノート888828.1を参照してください。


	
パッチ・ファイルを解凍します。ファイルはpatch_release.dateディレクトリに解凍されます。


	
ファイルを作成し、更新する必要があるInfiniBandスイッチを1行に1スイッチずつリストします。このファイルの例を次に示します。


# cat ibswitches.lst
myibswitch-01
myibswitch-02


	
patch_release.dateディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを使用して、前提条件チェックを実行します。


# ./patchmgr -ibswitches ibswitches.lst -upgrade -ibswitch_precheck [-force] [-unkey]





	
注意:

	
-unkeyオプションは、終了する前に、InfiniBandスイッチへのパスワードなしのSSHアクセスを削除します。


	
-forceオプションを指定すると、InfiniBandトポロジの障害とサーバーからスイッチへの接続がオーバーライドされます。スイッチのアップグレードには影響しません。












コマンドの出力で全体的なステータスがSUCCESSになった場合は、アップグレードに進みます。コマンドの出力で全体的なステータスがFAILになった場合は、出力でエラーのサマリーを確認し、どのチェックが失敗したかを特定して、エラーを修正します。エラーを修正したら、前提条件チェックを再実行し、成功するまでこれを繰り返します。


	
次のコマンドを使用して、スイッチをアップグレードします。


# ./patchmgr -ibswitches ibswitches.lst -upgrade [-force] [-unkey]


	
コマンドの出力をチェックし、アップグレードを検証します。出力はSUCCESSになる必要があります。エラーが存在する場合は、それらのエラーを修正し、アップグレード・コマンドを再実行してください。





スイッチ・ソフトウェアのダウングレード

リリース2.1.6-2へのダウングレードのみが含まれます。ファームウェアをダウングレードするには、次のコマンドを使用します。


# ./patchmgr -ibswitches ibswitches.lst -downgrade -ibswitch_precheck [-force] [-unkey]
# ./patchmgr -ibswitches ibswitches.lst -downgrade [-force] [-unkey]










InfiniBand IPアドレスおよびホスト名の変更

既存のOracle ExadataラックのInfiniBandネットワーク情報の変更が必要になることがあります。複数のInfiniBandカードを使用してメディア・サーバーをサポートするか、同じラックの本番、テストおよびQA環境などの個別のInfiniBandネットワークのInfiniBandトラフィックを維持するため、変更が必要になる場合があります。

すべてのInfiniBandアドレスに同じサブネット内のアドレスを使用し、最小のサブネット・マスク255.255.240.0(または/20)を使用する必要があります。サブネット・マスクは、将来Oracle ExadataラックおよびInfiniBandネットワークが拡張されたときにも対応できる程度のものを選択する必要があります。




	
関連項目:

Oracle Exalogicシステムに接続するようにSDPリスナーを構成する方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Exalogic Enterprise開発ガイドを参照してください。









InfiniBandネットワーク情報の変更

この項に示される手順は、次の前提条件に基づいています。

	
すべての変更は、ILOMインタフェースを使用してilom-adminユーザーとして実行する必要があります。


	
NET1およびNET2インタフェースを結合してBONDETH0を作成するため、クライアント・アクセス・ネットワークにチャネル・ボンディングが使用されます。チャネル・ボンディングを使用しない場合、手順のBONDETH0をNET1に置き換えてください。


	
X4-2以降のハードウェアでは、リリース11.2.3.3.0より、InfiniBandボンディングに使用される名前は、BONDIB0からIB0およびIB1に変更されました。


	
リリース11.2.2.1.0の時点で、ボンディングに使用される名前が変更されました。InfiniBandボンディングにBONDIB0、イーサネット・ボンディングにBONDETH0という名前を使用します。以前のリリースでは、それぞれBOND0およびBOND1という名前でした。


	
手順には、dcliユーティリティおよびrootユーザーを使用します。これにより、データベース・サーバーのコマンドをパラレルに実行して、手順を完了する全体の時間を大幅に短縮します。


	
dcliユーティリティには、SSHユーザー等価が必要になります。SSHユーザー等価が構成されない場合、一部のコマンドを各データベース・サーバーで明示的に実行する必要があります。


	
データベース・グループ・ファイルdbs_groupを/rootディレクトリに格納する必要があります。


	
InfiniBandネットワーク情報を変更する前に、Oracle Cluster Registry (OCR)の最新のバックアップが存在することを確認してください。OCRバックアップは$GRID_HOME/cdata/cluster-nameディレクトリにあります。


	
Oracle Database 11gリリース2 (11.2)以上のグリッド・インフラストラクチャでは、プライベート・ネットワーク構成がグリッド・プラグ・アンド・プレイ(gpnp)プロファイルとOCRの両方に格納されます。gpnpの定義が正しくない場合は、Oracle Clusterware CRSが起動しません。InfiniBandネットワーク情報を変更する前に、次のコマンドを使用して、すべてのノードのgpnpプロファイルのバックアップを作成してください。


$ cd $GRID_HOME/gpnp/hostname/profiles/peer/
$ cp -p profile.xml profile.xml.bk




次の手順は、InfiniBandネットワーク情報の変更方法を示しています。

	
次のコマンドを使用して、CLUSTER_INTERCONNECTパラメータがOracle DatabaseおよびOracle ASMインスタンスで使用されているか確認します。


SELECT inst_id, name,value FROM gv$parameter WHERE name = \
'cluster_interconnects'


CLUSTER_INTERCONNECTパラメータがOCRに設定されている場合、値は返されません。CLUSTER_INTERCONNECTパラメータがサーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)に定義されている場合は、各インスタンスのIPアドレスが返されるため、新しいIPアドレスに変更する必要があります。

次に、Oracle ASMインスタンスのIPアドレスを変更するコマンドの例を示します。この例では、IPアドレス192.168.10.1は+ASM1インスタンスを実行するサーバーのBONDIB0に割り当てられる新しいIPアドレスとなり、192.168.10.2は+ASM2インスタンスを実行するサーバーのBONDIB0のIPアドレスとなり、それ以降も同様です。


ALTER SYSTEM SET CLUSTER_INTERCONNECTS='192.168.10.1' SCOPE=SPFILE SID='+ASM1';
ALTER SYSTEM SET CLUSTER_INTERCONNECTS='192.168.10.2' SCOPE=SPFILE SID='+ASM2';
ALTER SYSTEM SET CLUSTER_INTERCONNECTS='192.168.10.3' SCOPE=SPFILE SID='+ASM3';
...


同様のコマンドを使用して、戻された各Oracle DatabaseインスタンスのIPアドレスを変更します。


	
すべてのサーバーの新しいInfiniBandネットワーク情報の割当てを確認します。InfiniBand IPアドレス、ネットマスク、ブロードキャストおよびネットワークIP情報を確認する必要があります。


	
次のコマンドを使用して、oracleユーザーとして各データベース・サーバーのすべてのクラスタ管理サービスを停止します。


$ srvctl stop home -o db_home -s state_filename -n node_name


前述のコマンドのdb_homeはOracle Databaseホーム・ディレクトリの完全なディレクトリ名、state_filenameは状態ファイルを書き込む場合のパス名、node_nameはデータベース名です。このコマンドの例を次に示します。


$ srvctl stop home -o /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1 -s \
/tmp/dm02db01_dbhome -n dm02db01


前述の例の/u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1はOracle Databaseホーム・ディレクトリ、/tmp/dm02db01_dbhomeは状態ファイル名、dm02db01はデータベース・サーバー名です。




	
関連項目:

Server Control Utility(SRVCTL)コマンドの詳細は、Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイドを参照してください。








	
次に示すように、最初のデータベース・サーバーのクラスタ相互接続インタフェースを変更して、BONDIB0インタフェースを使用します。




	
注意:

この時点で、Oracle Clusterware、Oracle Clusterware CRSおよびOracle ASMインスタンスのみ起動しています。







	
oracleユーザーとしてログインします。


	
ORACLE_HOMEをグリッド・インフラストラクチャ・ホームに設定します。


	
次のコマンドを使用して、ORACLE_SID環境変数のベースを設定します。ORACLE_HOME環境変数はGrid Infrastructureのホームに設定する必要があります。


ORACLE_SID=+ASM1


	
次のコマンドを使用して、使用できるクラスタ・インタフェースをリストします。


$ oifcfg iflist


次に、出力の例を示します。


eth0     10.204.78.0
bondeth0 10.204.76.0
bondib0  192.168.16.0


	
次のコマンドを使用して、現在割り当てられているクラスタ・インタフェースをリストします。


$ oifcfg getif


次に、出力の例を示します。


bondeth0 10.204.76.0 global public
bondib0 192.168.16.0 global cluster_interconnect


	
次のコマンドを使用して、BONDIB0およびグローバル・クラスタ相互接続インタフェースとして新しいIPアドレスを割り当てます。


$ oifcfg setif -global c_interface/c_IP_subnet:cluster_interconnect


前述のコマンドのc_interfaceはクラスタ相互接続に使用されるインタフェース、c_IP_subnetはクラスタ相互接続のIPアドレスです。このコマンドの例を次に示します。


$ oifcfg setif -global bondib0/192.168.8.0:cluster_interconnect


	
次のコマンドを使用して、現在のインタフェースをリストします。


$ oifcfg getif


次に、出力の例を示します。


bondeth0  10.204.76.0    global public
bondib0   192.168.16.0   global cluster_interconnnect
bondib0   192.168.8.0    global cluster_interconnnect


古いプライベート・インタフェースは後で削除します。





	
次に示すように、各データベース・サーバーのOracle ClusterwareおよびOracle Clusterware CRSを停止します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、各データベース・サーバーのOracle Clusterware CRSを停止します。


# GRID_HOME/grid/bin/crsctl stop crs -f


	
次のコマンドを使用して、各データベース・サーバーのOracle Clusterware CRSの自動的な再起動を無効化します。


# GRID_HOME/grid/bin/crsctl disable crs





	
次に示すように、各Exadata Storage ServerのInfiniBand IPアドレスを変更します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを実行します:


# cellcli -e alter cell shutdown services all
  Stopping the RS, CELLSRV, and MS services...  The SHUTDOWN of services was successful.

# service ocrvottargetd stop

# ipconf


serviceコマンドのプロンプトに応答して、BONDIB0情報を変更します。次に、ipconfコマンドのプロンプトおよび応答の例を示します。変更は、基本ILOM設定のプロンプトの後に適用されます。


Logging started to /var/log/cellos/ipconf.log
Interface ib0 is Linked.  hca: mlx4_0
Interface ib1 is Linked.  hca: mlx4_0
Interface eth0 is Linked.  driver/mac: ixgbe/00:00:00:00:cd:01
Interface eth1 is ... Unlinked.  driver/mac: ixgbe/00:00:00:00:cd:02
Interface eth2 is ... Unlinked.  driver/mac: ixgbe/00:00:00:00:cd:03
Interface eth3 is ... Unlinked.  driver/mac: ixgbe/00:00:00:00:cd:04
 
Network interfaces
Name     State      IP address      Netmask         Gateway         Net type     Hostname
ib0      Linked
ib1      Linked
eth0     Linked
eth1     Unlinked
eth2     Unlinked
eth3     Unlinked
Warning. Some network interface(s) are disconnected. Check cables and swicthes and retry
Do you want to retry (y/n) [y]: n
 
The current nameserver(s): 192.0.2.10 192.0.2.12 192.0.2.13
Do you want to change it (y/n) [n]:
The current timezone: America/Los_Angeles
Do you want to change it (y/n) [n]:
The current NTP server(s): 192.0.2.06 192.0.2.12 192.0.2.13
Do you want to change it (y/n) [n]:
 
Network interfaces
Name     State           IP address    Netmask        Gateway       Net type            Hostname
eth0     Linked       192.0.2.151  255.255.252.0 192.0.2.15    Management   myg.example.com
eth1     Unlinked
eth2     Unlinked
eth3     Unlinked
bondib0  ib0,ib1      192.168.13.101 255.255.252.0  Private             myg-priv.example.com
Select interface name to configure or press Enter to continue: bondib0
Selected interface. bondib0
IP address or none [192.168.13.101]: 192.168.10.3
Netmask [255.255.252.0]:255.255.248.0
Fully qualified hostname or none [myg-priv.example.com]:
Continue configuring or re-configuring interfaces? (y/n) [y]: n
 
Select canonical hostname from the list below
1: myg.example.com
2: myg-priv.example.com 
Canonical fully qualified domain name [1]:
 
Select default gateway interface from the list below
1: eth0
Default gateway interface [1]:
 
Canonical hostname: myg.example.com
Nameservers: 192.0.2.10 192.0.2.12 192.0.2.13
Timezone: America/Los_Angeles
NTP servers: 192.0.2.06 192.0.2.12 192.0.2.13
Default gateway device: eth0
Network interfaces
Name     State      IP address      Netmask         Gateway         Net type     Hostname
eth0     Linked     192.0.2.151   255.255.252.0 192.0.2.15     Management   myg.example.com
eth1     Unlinked
eth2     Unlinked
eth3     Unlinked
bondib0  ib0,ib1    192.168.10.3    255.255.248.0                   Private      myg-priv.example.com
Is this correct (y/n) [y]:
 
Do you want to configure basic ILOM settings (y/n) [y]: n

Starting the RS services...
Getting the state of RS services...  running
 
Starting MS services...
The STARTUP of MS services was successful.
A restart of all services is required to put new network configuration into
effect. MS-CELLSRV communication may be hampered until restart.
Cell myg successfully altered
 
Stopping the RS, CELLSRV, and MS services...
The SHUTDOWN of services was successful.
ipaddress1=192.168.10.3/21


	
次のコマンドを使用して、Exadata Storage Serverを再起動します。


# reboot







	
関連項目:

ipconfコマンドの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。








	
次のコマンド使用して、セル・サービスを再起動します。


# cellcli -e alter cell restart services all


	
次のコマンドを使用して、Exadata Storage Serverに新しく割り当てられたInfiniBandアドレスを確認します。


# cellcli -e list cell detail | grep ipaddress1


次に、出力の例を示します。


ipaddress1: 192.168.10.3/21


	
次に示すように、各データベース・サーバーのInfiniBand IPアドレスを変更します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリに変更します。


	
ifcfg-bondib0ファイルをコピーします。コピーしたファイル名の先頭にifcfgを使用しないでください。次に、コピー・コマンドの例を示します。


# cp ifcfg-bondib0 orig_ifcfg-bondib0


	
ifcfg-bondib0ファイルを編集して、IPADDR、NETMASK、NETWORKおよびBROADCASTフィールドを更新します。次に、元のファイルおよび更新されたファイルの例を示します。

元のifcfg-bondib0ファイルの例:


#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=bondib0
USERCTL=no
BOOTPROTO=none
ONBOOT=yes
IPADDR=192.168.20.8
NETMASK=255.255.248.0
NETWORK=192.168.16.0
BROADCAST=192.168.23.255
BONDING_OPTS="mode=active-backup miimon=100 downdelay=5000 updelay=5000"
IPV6INIT=no
MTU=65520


更新後のifcfg-bondib0ファイルの例:


#### DO NOT REMOVE THESE LINES ####
#### %GENERATED BY CELL% ####
DEVICE=bondib0
USERCTL=no
BOOTPROTO=none
ONBOOT=yes
IPADDR=192.168.10.8
NETMASK=255.255.248.0
NETWORK=192.168.8.0
BROADCAST=192.168.15.255
BONDING_OPTS="mode=active-backup miimon=100 downdelay=5000 updelay=5000"
IPV6INIT=no
MTU=65520





	
注意:

データベース・サーバーのInfiniBandインタフェースのMTUサイズは、次のように設定する必要があります。
	
Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース11.2.3.3以上では、MTUサイズを7000に設定します。


	
Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース11.2.3.3より前のリリースでは、MTUサイズを65520に設定し、メディア・サーバーまたはNFSサーバーなどのInfiniBand経由のTCP/IPを使用して外部デバイスへの高速転送を実現します。













	
次のコマンドを使用して、データベース・サーバーを再起動します。


# reboot


	
次のコマンドを使用して、InfiniBand IPアドレス情報を確認します。


# ifconfig -a


次に、BONDIB0情報の例を示します。更新されたInfiniBandネットワーク情報が表示されます。


inet addr:192.168.10.8 Bcast:192.168.15.255 Mask:255.255.248.0





	
次に示すように、各データベース・サーバーのcellinit.oraおよびcellip.oraファイルを更新します。




	
注意:

データベースまたはOracle ASMインスタンスを実行中は、cellinit.oraまたはcellip.oraファイルは編集しないでください。ファイルを変更するには、次のような手順を実行します。
	
次のようにファイルのコピーを作成します。


cp cellinit.ora cellinit.new


	
テキスト・エディタでcellinit.newファイルを編集します。


	
次のように、更新したcellinit.newファイルで古いcellinit.oraファイルを置換します。


mv cellinit.new cellinit.ora












	
rootユーザーとしてログインします。


	
/etc/oracle/cell/network-configディレクトリに変更します。


	
cellip.oraファイルのバックアップ・コピーを作成します。このコマンドの例を次に示します。


# cp cellip.ora orig_cellip.ora





	
注意:

SSHユーザー等価を使用する場合、dcliユーティリティを使用できます。次に、dcliコマンドの例を示します。

# dcli -l root -g /root/dbs_group "cp cellip.ora orig_cellip.ora"










	
cellinit.oraファイルのバックアップ・コピーを作成します。このコマンドの例を次に示します。


# cp cellinit.ora orig_cellinit.ora





	
注意:

SSHユーザー等価を使用する場合、dcliユーティリティを使用できます。次に、dcliコマンドの例を示します。

# dcli -l root -g /root/dbs_group "cp cellinit.ora \
orig_cellinit.ora"










	
cellip.oraファイルのInfiniBand IPアドレスを変更します。次に、元のファイルおよび更新されたファイルの例を示します。

元のファイルの例


cell="192.168.20.1"
cell="192.168.20.2"
cell="192.168.20.3"
cell="192.168.20.4"
cell="192.168.20.5"
cell="192.168.20.6"
cell="192.168.20.7"


更新されたファイルの例


cell="192.168.10.1"
cell="192.168.10.2"
cell="192.168.10.3"
cell="192.168.10.4"
cell="192.168.10.5"
cell="192.168.10.6"
cell="192.168.10.7"





	
注意:

SSHユーザー等価を使用する場合、dcliユーティリティを使用して、最初のデータベース・サーバーから他のデータベース・サーバーに更新されたファイルをコピーできます。次に、dcliコマンドの例を示します。

# dcli -l root -g /root/dbs_group -f \
/etc/oracle/cell/network-config/cellip.ora 

# dcli -l root -g /root/dbs_group "mv /root/cellip.ora \
/etc/oracle/cell/network-config/"










	
cellinit.oraファイルのInfiniBand IPアドレスを変更します。次に、元のファイルおよび更新されたファイルの例を示します。

元のファイルの例


ipaddress="192.168.20.8/21"


更新されたファイルの例


ipaddress="192.168.10.8/21"


各データベース・サーバーのcellinit.oraファイルを更新します。ファイルの内容は、データベース・サーバーに固有です。この手順にdcliユーティリティは使用できません。


	
各データベース・サーバー上でALTER DBSERVERコマンドを実行して/etc/oracle/cell/network-config/cellinit.oraファイルを更新します。次に例を示します。


# dbmcli -e alter dbserver interconnect1 = "ib0"
# dbmcli -e alter dbserver interconnect2 = "ib1"
# dbmcli -e alter dbserver interconnect3 = "ib2"
# dbmcli -e alter dbserver interconnect4 = "ib3"





	
次に示すように、各データベース・サーバーおよびExadata Storage Serverの/etc/hostsファイルを更新して、新しいInfiniBand IPアドレスを使用します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
/etc/hostsファイルのバックアップ・コピーを作成します。このコマンドの例を次に示します。


# cp /etc/hosts /etc/orig_hosts


	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerファイルのInfiniBand IPアドレスを変更します。





	
次のコマンドを使用して、各サーバーのOracle Clusterwareを起動します。


/u01/app/11.2.0.3/grid/bin/crsctl start crs


	
Oracle ASMのalert.logを確認して、各データベース・サーバーのクラスタ相互接続にRDSプロトコルが使用されていることを確認します。ログは/u01/app/oracle/diag/asm/+asm/+ASM1/traceディレクトリにあります。最新のOracle ASMの再起動に次のようなエントリが示されます。


CELL interconnect IPC version: Oracle RDS/IP (generic)





	
注意:

リリース11.2.0.2以降の場合は、次のコマンドを使用してクラスタ相互接続を確認できます。コマンドは各データベース・サーバーのoracleユーザーとして実行します。

$ORACLE_HOME/bin/skgxpinfo


コマンド出力はrdsとなります。









インスタンスがInfiniBandでRDSプロトコルを使用していない場合は、次のようにOracleバイナリを再リンクします。




	
注意:

Oracleバイナリの再リンクにrelink allコマンドを使用しないでください。







	
oracleユーザーとして、Oracleバイナリを使用してすべてのプロセスをシャットダウンします。


	
グリッド・インフラストラクチャのホームを再リンクするには、rootユーザーとして、次のコマンドを実行します。グリッド・インフラストラクチャのホームを再リンクしない場合は、この手順は実行しないでください。


# GRID_HOME/crs/install/rootcrs.pl -unlock


	
oracleユーザーとして、ORACLE_HOME/rdbms/libディレクトリに変更します。


	
oracleユーザーとして、次のコマンドを実行します。


$ make -f ins_rdbms.mk ipc_rds ioracle


	
グリッド・インフラストラクチャのホームを再リンクするには、rootユーザーとして、次のコマンドを実行します。グリッド・インフラストラクチャのホームを再リンクしない場合は、この手順は実行しないでください。


# GRID_HOME/crs/install/rootcrs.pl -patch





	
次に示すように、SRVCTLユーティリティを使用して、すべてのクラスタ管理サービスを起動します。

	
oracleユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、データベースを起動します。


$ srvctl start home -o /u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1 \
-s /tmp/dm02db01_dbhome -n dm02db01


	
次のコマンドを使用して、データベース・インスタンスが実行されていることを確認します。


$ srvctl status database -d dbm





	
次のように、Oracle ASMおよびデータベース・インスタンスで新しいネットワーク設定が使用されていることを確認します。

	
Oracle ASMおよびデータベース・インスタンスにログインします。


	
次のコマンドを実行します。


$ SELECT inst_id, name,value FROM gv$parameter WHERE name = \
'cluster_interconnects'





	
次のコマンドを使用して、古いプライベート・ネットワークを削除します。


$ oifcfg delif -global bondib0/192.168.16.0


	
次のコマンドを使用して、古いインタフェースが存在しないことを確認します。


$ oifcfg getif


次に、出力の例を示します。


bondeth0  10.204.76.0  global public
bondib0   192.168.8.0  global cluster_interconnect


	
次に示すように、各データベース・サーバーのOracle Clusterware CRSの自動的な再起動を有効化します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、Oracle Clusterware CRSを有効化します。


# GRID_HOME/grid/bin/crsctl enable crs





	
注意:

dcliユーティリティを使用してOracle Clusterware CRSを有効化するには、次のコマンドを使用します。

# dcli -l root -g dbs_group "GRID_HOME/grid/bin/crsctl \
enable crs"













	
すべてのノードでOracle Clusterwareの完全再起動を実行します。


	
My Oracle Supportノート1070954.1の手順を使用して、Oracle Exadataラックのヘルス・チェックを実行します。




	
注意:

Oracle ExadataラックのHealthCheckユーティリティは、Oracle Exadataラックの主要なソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア・リリースおよび構成ベスト・プラクティスのデータを収集します。
Oracle Exadataラックの主要なコンポーネントの現在のデータを定期的に確認して、サポートされているリリース・レベルおよび推奨されているベスト・プラクティスと比較することをお薦めします。

Oracle ExadataラックのHealthCheckは、データベース、ネットワークまたはSQLパフォーマンス分析ツールではありません。連続監視ユーティリティではなく、Integrated Lights Out Manager(ILOM)またはOracle Enterprise Manager Grid Controlなどのその他のモニタリング・ツールまたはアラート・ツールとは重複しません。










	
クラスタウェア検証ユーティリティを使用してプライベート・ネットワーク構成を検証します。




	
関連項目:

cluvfyの詳細は、My Oracle Supportノート316817.1を参照してください。

















データベース・サーバーでのネットワーク・ルーティングの構成

データベース・サーバーには3つの論理ネットワーク・インタフェースが構成されています。これらのインタフェースは、管理ネットワーク(eth0)、クライアント・アクセス・ネットワーク(BOND1またはBONDETH0)およびプライベートInfiniBandネットワーク(BOND0、BONDIB0またはIB0およびIB1)です。




	
注意:

この項の作業は、リリース11.2.3.2.1以前に構成されたデータベース・サーバーを対象にしています。







リリース11.2.2.3.0以上では、管理ネットワークへの接続の応答は管理ネットワーク・インタフェース上で送信され、クライアント・アクセス・ネットワークへの接続の応答はクライアント・アクセス・ネットワーク・インタフェース上で送信されます。プライベートInfiniBandネットワーク・トラフィックは2つのエンドポイント間での直接通信であり、ルーターは通信に関与しません。

Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース11.2.2.3.0より前のリリースでは、管理ネットワーク上またはプライベートInfiniBandネットワーク上のIPアドレス以外を宛先としたアウトバウンド・トラフィックはデフォルト・ルートとしてクライアント・アクセス・ネットワークを使用して送信されます。この項の作業ではルーティングを変更するため、管理ネットワークに着信するトラフィックの応答は、管理ネットワークで送信されます。同様に、クライアント・ネットワークに着信するトラフィックの応答は、クライアント・ネットワークで送信されます。

ネットワーク・ルーティングの作業は、ブート時ルーティングかリアルタイム・ルーティングかによって異なります。次の点はどちらのタイプのルーティングにも当てはまります。

	
これらの作業は、Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース11.2.2.3.0より前のリリースを実行しているデータベース・サーバーを対象としています。


	
これらの作業では次のサンプルIPアドレス、ネットマスクおよびゲートウェイを使用します。

	
管理ネットワークのIPアドレスは10.149.49.12、ネットマスクは255.255.252.0 (ネットワーク10.149.48.0/22)、ゲートウェイは10.149.48.1です。


	
クライアント・アクセス・ネットワークのIPアドレスは10.204.78.15、ネットマスクは255.255.255.0 (ネットワーク10.204.78.0/24)、ゲートウェイは10.1.78.1です。










	
注意:

データベース・サーバーに他のネットワークが構成されている場合は、それらのネットワークにファイルを設定してください。








作業1: ブート時ルーティングのための構成

ネットワーク・ルーティングとしてブート時ルーティングを行うように構成するには、各データベース・サーバーにルールおよびルーティング・ファイルを作成する必要があります。ルールおよびルーティング・ファイルは、各データベース・サーバーの/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリに配置する必要があります。構成済のIPアドレスを持つ管理ネットワーク上のイーサネット・インタフェースごとに、データベース・サーバーにroute-ethnおよびrule-ethnファイルが必要です。結合イーサネット・インタフェースごとに、データベース・サーバーにroute-bondethnおよびrule-bondethnファイルが必要です。次に、ファイルの内容の例を示します。


	ファイル	内容
	/etc/sysconfig/network-scripts/rule-eth0	

from 10.149.49.12 table 220
to 10.149.49.12 table 220


	/etc/sysconfig/network-scripts/route-eth0	

10.149.48.0/22 dev eth0 table 220
default via 10.149.48.1 dev eth0 table 220


	/etc/sysconfig/network-scripts/rule-bondeth0	

from 10.204.78.0/24 table 210
to 10.204.78.0/24 table 210


	/etc/sysconfig/network-scripts/route-bondeth0	

10.204.78.0/24 dev bondeth0 table 210
default via 10.204.78.1 dev bondeth0 table 210











作業2: リアルタイム・ルーティングのための構成

実行中のシステムでルールを構成するには、/sbin/ipコマンドを使用して、起動時に実行されるものと同じ構成を作成します。次のコマンドを使用すると、ブート時ファイルと同じ構成が得られます。


/sbin/ip rule add from 10.149.49.12 table 220
/sbin/ip rule add to 10.149.49.12 table 220
/sbin/ip route add 10.149.48.0/22 dev eth0 table 220
/sbin/ip route add default via 10.149.48.1 dev eth0 table 220

/sbin/ip rule add from 10.204.78.0/24 table 210
/sbin/ip rule add to 10.204.78.0/24 table 210
/sbin/ip route add 10.204.78.0/24 dev bondeth0 table 210
/sbin/ip route add default via 10.204.78.1 dev bondeth0 table 210


コマンドの実行後にデータベース・サーバーを再起動して、ブート時構成が正しいことを検証することをお薦めします。





作業3: ネットワーク・ルーティング・ルールおよびルートの検証

次のコマンドを使用して、ネットワーク・ルーティング・ルールを検証します。コマンドの出力には、システム上のすべてのルールが表示されます。


# /sbin/ip rule list
0:      from all lookup 255 
32762:  from all to 10.204.78.0/24 lookup 210 
32763:  from 10.204.78.0/24 lookup 210 
32764:  from all to 10.149.49.12 lookup 220 
32765:  from 10.149.49.12 lookup 220 
32766:  from all lookup main 
32767:  from all lookup default 


前述の作業を行うときに2つの新しいルーティング表が作成されるため、デフォルトのルーティング表は変更されません。新しいルーティング表が使用されるのは、ルールで指定した場合のみです。次のコマンドは、デフォルトのルーティング表と新しいルーティング表をチェックする方法を示しています。

	
デフォルトのルーティング表をチェックする場合。次に、コマンドと出力の例を示します。


# /sbin/ip route list
10.204.78.0/24 dev bondeth0  proto kernel  scope link  src 10.204.78.15
192.168.10.0/24 dev bondib0  proto kernel  scope link  src 192.168.10.8 
10.149.48.0/22 dev eth0  proto kernel  scope link  src 10.149.49.12 
default via 10.149.52.1 dev bondeth0


	
追加された表にコマンドで指定する表名が含まれているかどうかをチェックする場合。次に、コマンドと出力の例を示します。


# /sbin/ip route list table 220
10.149.48.0/22 dev eth0  scope link 
default via 10.149.48.1 dev eth0 
root@dbhost# ip route list table 210
10.204.78.0/24 dev bondeth0  scope link 
default via 10.204.78.1 dev bondeth0








トラブルシューティングのためのネットワーク・ルーティング構成の削除

ネットワーク・ルーティング構成は、Oracle Exadata Database Machineを構成またはトライブシューティングするときに削除できます。ルールおよびルートを削除するには、次のコマンドを使用します。


/sbin/ip route del default via 10.149.48.1 dev eth0 table 220
/sbin/ip route del 10.149.48.0/22 dev eth0 table 220
/sbin/ip rule del to 10.149.49.12 table 220
/sbin/ip rule del from 10.149.49.12 table 220

/sbin/ip route del default via 10.204.78.1 dev bondeth0 table 210
/sbin/ip route del 10.204.78.0/24 dev bondeth0 table 210
/sbin/ip rule del to 10.204.78.0/24 table 210
/sbin/ip rule del from 10.204.78.0/24 table 210





デフォルトのルーティングへの再設定

デフォルトのネットワーク・ルーティングに戻すには、追加ファイルを/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリから削除し、サーバーを再起動します。次に、ファイルを削除してサーバーを再起動するコマンドの例を示します。


/bin/rm -f /etc/sysconfig/network-scripts/rule-eth0
/bin/rm -f /etc/sysconfig/network-scripts/route-eth0
/bin/rm -f /etc/sysconfig/network-scripts/rule-bondeth0
/bin/rm -f /etc/sysconfig/network-scripts/route-bondeth0
reboot








DNSサーバーの変更

ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーの構成設定は、初期設定後に変更できます。Oracle Exadata Database Machineのすべてのサーバーおよびスイッチは、同じDNSサーバーを参照する必要があります。Oracle Exadata Database Machineが参照するすべてのドメインは、個々のDNSサーバーを介して解決される必要があります。この項では、Oracle Exadata Database Machineサーバーおよびスイッチを同じDNSサーバーに設定する作業および手順について説明します。各サーバーは1つずつ変更することをお薦めします。

	
作業1: Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでのDNSサーバー・アドレスの変更


	
作業2: Ciscoイーサネット・スイッチでのDNSサーバー・アドレスの変更


	
作業3: データベース・サーバーでのDNSサーバー・アドレスの変更


	
作業4: Exadata Storage ServerでのDNSサーバーの変更


	
作業5: KVMスイッチでのDNSサーバーの変更






作業1: Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでのDNSサーバー・アドレスの変更

すべての構成手順は、ILOMインタフェースを使用してilom-adminユーザーとして実行する必要があります。ファームウェア・リリースに応じて、次のいずれかの手順を実行してDNSサーバーを変更します。

	
2.0.4より前のファームウェア:

	
rootユーザーとしてSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチにログインします。


	
viなどのエディタを使用して/etc/resolv.confファイルを編集し、DNSサーバーおよびドメイン名を設定します。各DNSサーバーに行があります。


	
ファイルを保存します。





	
2.0.4以降のファームウェア:

	
ilom-adminユーザーとしてログインします。


	
次のいずれかのオプションを使用して、DNSアドレスを設定します。

	
ILOM Webインタフェースを使用する場合:

「構成」タブをクリックして、DNSサーバー・アドレスを設定します。


	
コマンドライン・インタフェースを使用する場合は、次のコマンドを使用してDNSサーバーを設定します。


set /SP/clients/dns nameserver=dns_ip


前述のコマンドで、dns_ipはDNSサーバーのIPアドレスです。DNSサーバーが複数ある場合は、set /SP/clients/dns nameserver=dns_ip1,dns_ip2,dns_ip3などのカンマ区切りのリストを入力します。















作業2: Ciscoイーサネット・スイッチでのDNSサーバー・アドレスの変更

次の手順では、Ciscoイーサネット・スイッチでDNSサーバー・アドレスを変更する方法について説明します。

	
ファームウェア・リリースに基づいて、次のいずれかの方法を使用してスイッチにアクセスします。

	
リリース12.2より前のファームウェア:

Telnetを使用してスイッチにアクセスし、管理パスワードを使用して管理者としてログインします。


	
リリース12.2以降のファームウェア:

SSHを使用してスイッチにアクセスし、管理者のパスワードを使用してadminユーザーとしてログインします。




	
注意:

SSHが構成されていない場合は、Telnetを使用して、adminユーザーとしてスイッチにアクセスします。











	
次のコマンドを使用して、enableモードに変更します。パスワードを要求されたら、監理者のパスワードを使用します。


Switch> enable


	
次のコマンドを使用して、現在の構成を確認します。


Switch# show running-config


	
次のコマンドを使用して、現在のDNSサーバーの情報を消去します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# no ip name-server 10.7.7.2
Switch(config)# no ip name-server 129.148.5.4
Switch(config)# no ip name-server 10.8.160.2
Switch(config)# end
Switch# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2603 bytes to 1158 bytes [OK ]





	
注意:

変更する現在の各DNS IPアドレスは消去する必要があります。無効なIPアドレスも消去する必要があります。








	
最大3つのDNSサーバーを構成します。次に、例を示します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# ip name-server 10.7.7.3
Switch(config)# ip name-server 129.148.5.5
Switch(config)# ip name-server 10.8.160.1
Switch(config)# write memory 
Building configuration...
Compressed configuration from 2603 bytes to 1158 bytes [OK ]


	
次のコマンドを実行して出力を確認し、変更を検証します。


Switch# show running-config


次に、コマンドの出力例を示します。


Building configuration...
...
ip domain-name example.com
ip name-server 192.168.10.2
ip name-server 192.168.10.3
ip name-server 192.168.10.4
...


	
次のコマンドを使用して、構成を保存します。


Switch# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]? 
Building configuration...
Compressed configuration from 14343 bytes to 3986 bytes[OK]


	
次のコマンドを使用して、セッションを終了します。


Switch# exit









作業3: データベース・サーバーでのDNSサーバー・アドレスの変更

次の手順では、データベース・サーバーでDNSサーバー・アドレスを変更する方法について説明します。

	
rootユーザーとしてログインします。


	
viなどのエディタを使用して/etc/resolv.confファイルを編集し、DNSサーバーおよびドメイン名を設定します。各DNSサーバーにネーム・サーバー行があります。次に、更新されたファイルの例を示します。


search        example.com
nameserver    10.7.7.3


	
データベース・サーバーで次のコマンドを使用して、サーバーILOMのDNSサーバーを設定します。


ipmitool sunoem cli 'set /SP/clients/dns nameserver=dns_ip'


前述のコマンドで、dns_ipはDNSサーバーのIPアドレスです。DNSサーバーが複数ある場合は、set /SP/clients/dns nameserver=dns_ip1,dns_ip2,dns_ip3などのカンマ区切りのリストを入力します。


	
データベース・サーバーごとに、この手順を繰り返します。









作業4: Exadata Storage ServerでのDNSサーバーの変更

次の手順では、Exadata Storage ServerでDNSサーバーを変更する方法について説明します。




	
注意:

この手順では、NTPも設定できます。







	
rootユーザーとしてログインします。


	
次のようにして、ディスクを修復しオンラインに戻す時間の間隔を指定します。デフォルトのDISK_REPAIR_TIME属性値、3.6時間は、ほとんどの環境で十分な長さです。

	
Oracle ASMインスタンスにログインして次の問合せを実行し、マウントされたすべてのディスク・グループの修復時間を確認します。


SQL> select dg.name,a.value from v$asm_diskgroup dg, v$asm_attribute \
a where dg.group_number=a.group_number anda.name='disk_repair_time';


	
次のコマンドを使用して、必要に応じパラメータを調整します。


SQL> ALTER DISKGROUP DATA SET ATTRIBUTE 'DISK_REPAIR_TIME'='h.nH';


上記のコマンドで、h.nは、たとえば4.6などの時間を表す値です。





	
次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクをオフラインにした場合、Oracle ASMに問題が発生しないか確認します。


cellcli -e list griddisk attributes name,asmmodestatus,asmdeactivationoutcome


グリッド・ディスクでYesが戻ります。Yes値が戻らないディスクが1つでもある場合、ディスク・グループのデータ冗長性をリストアして、すべてのディスク・グループでYes値が戻るまでコマンドを繰り返します。


	
次のコマンドを使用して、セルのグリッド・ディスクをすべて非アクティブ化します。


# cellcli -e alter griddisk all inactive


このコマンドは、終了するまで10分以上かかります。グリッド・ディスクを非アクティブ化すると、Oracle ASMインスタンスで自動的にディスクがofflineに設定されます。


	
次のようにして、グリッド・ディスクがオフラインであることを確認します。

	
次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクのステータスをチェックします。


# cellcli -e list griddisk attributes name, asmmodestatus,    \
asmdeactivationoutcome


出力には、asmmodestatus=OFFLINEまたはasmmodestatus=UNUSEDが表示され、asmdeactivationoutcome=Yesがすべてのグリッド・ディスクに表示されます。


	
次のコマンドを使用して、グリッド・ディスクの一覧を表示し、オフラインであることを確認します。


# cellcli -e list griddisk





	
次のコマンドを使用して、セル・サービスおよびocrvottargetdサービスを停止します。


# cellcli -e alter cell shutdown services all
# service ocrvottargetd stop





	
注意:

一部のリリースには、ocrvottargetdサービスは含まれません。








	
ipconfユーティリティで次のコマンドを使用して、DNS設定を変更します。


# /usr/local/bin/ipconf


	
次のコマンドを使用して、サーバーを再起動します。サーバーを再起動する必要はありません。


# service ocrvottargetd start
# cellcli -e alter cell startup services all


	
次のコマンドを使用して、セルがオンラインになったグリッド・ディスクをアクティブ化します。


# cellcli -e alter griddisk all active


	
次のコマンドを使用して、ディスクがアクティブであることを確認します。出力には、activeと表示されます。


# cellcli -e list griddisk


	
次のようにして、グリッド・ステータスを確認します。

	
次のコマンドを使用して、すべてのグリッド・ディスクがオンラインであることを確認します。


# cellcli -e list griddisk attributes name, asmmodestatus


	
Oracle ASM同期化が、すべてのグリッド・ディスクで完了するまで待機します。すべてのディスクは、最初にSYNCING状態になり、次にONLINE状態になります。次に、出力の例を示します。


DATA_CD_00_dm01cel01 ONLINE
DATA_CD_01_dm01cel01 SYNCING
DATA_CD_02_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_03_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_04_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_05_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_06_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_07_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_08_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_09_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_10_dm01cel01 OFFLINE
DATA_CD_11_dm01cel01 OFFLINE


すべてのグリッド・ディスクがasmmodestatus=ONLINEを示す場合のみ、Oracle ASMの同期化が完了します。





	
Exadata Storage Serverごとに、この手順を繰り返します。









作業5: KVMスイッチでのDNSサーバーの変更

次の手順では、KVMスイッチを使用してDNSサーバー構成を変更する方法について説明します。




	
注意:

	
KVMスイッチが用意されているのは、Oracle Exadata Database Machine X2-2ラック、およびSun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverを搭載したOracle Exadata Storage拡張ラックのみです。


	
KVMスイッチはNTPをサポートしていません。












	
KVMスイッチにログインします。インターネットでホスト名またはIPアドレスを使用すると、KVMに直接ログインしたり。スイッチにアクセスできます。


	
ユニット・ビューから「アプライアンス」を選択します。


	
アプライアンス設定から「DNS」を選択します。


	
「DNS構成」を選択します。


	
DNS構成を入力します。次の構成オプションを利用できます。

	
DNSモード(手動、DHCP、DHCPv6)


	
DNSサーバー・アドレス(1次、2次、3次)





	
「Save」をクリックします。











NTPサーバーの変更

ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サーバーの構成設定は、初期設定後に変更できます。サーバーが同じ時刻に同期されるように、Oracle Exadata Database Machineのすべてのサーバーおよびスイッチは、同じNTPサーバーを参照する必要があります。この項では、Oracle Exadata Database Machineサーバーおよびスイッチを同じNTPサーバーに設定する作業および手順について説明します。各サーバーは1つずつ変更することをお薦めします。

この項の内容は次のとおりです。

	
作業1: データベース・サーバーでのNTPサーバー・アドレスの設定


	
作業2: Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでのNTPサーバー・アドレスの設定


	
作業3: Ciscoイーサネット・スイッチでのNTPサーバー・アドレスの設定


	
作業4: Exadata Storage ServerでのNTPサーバーの設定


	
作業5: Oracle Exadata Database Machineの再起動







	
注意:

	
これらの作業を完了したら、Oracle Exadata Database Machineを再起動する必要があります。


	
Oracle Exadata Database Machineで使用するために構成可能なNTPサーバーは最大2台です。














作業1: データベース・サーバーでのNTPサーバー・アドレスの設定

次の手順では、データベース・サーバーでNTPサーバー・アドレスを設定する方法について説明します。

	
次のコマンドを使用して、データベース・サーバー上のNTPサービスを停止します。


service ntpd stop


	
次のコマンドを使用して、次のファイルを新しいNTPサーバーのIPアドレスで更新します。


/etc/ntp.conf


	
次のコマンドを使用して、データベース・サーバー上のNTPサービスを開始します。


service ntpd start


	
各データベース・サーバーに対して、手順1から3を繰り返します。









作業2: Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでのNTPサーバー・アドレスの設定

次の手順では、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでNTPサーバー・アドレスを設定する方法について説明します。




	
注意:

InfiniBandスイッチのファイルは手動で編集しないでください。







	
ilom-adminユーザーとしてログインします。


	
次のいずれかの方法を使用して、日付、タイムゾーン、ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)を設定します。

	
ILOMグラフィカル・インタフェースの「構成」ページを使用:


	
次のコマンドを使用:


set /SP/clock timezone=preferred_tz
set /SP/clients/ntp/server/1 address=ntp_ip1
set /SP/clients/ntp/server/2 address=ntp_ip2
set /SP/clock usentpserver=enabled 


前述のコマンドで、preferred_tzは優先されるタイムゾーン、ntp_ip1およびntp_ip2はNTPサーバーのIPアドレスです。両方のNTPサーバーを構成する必要はありませんが、少なくとも1つを構成する必要があります。












作業3: Ciscoイーサネット・スイッチでのNTPサーバー・アドレスの設定

次の手順では、Ciscoイーサネット・スイッチでNTPサーバーを設定する方法について説明します。

	
ファームウェア・バージョンに基づいて、次のいずれかの方法を使用してスイッチにアクセスします。

	
バージョン12.2より前のファームウェア・バージョン: Telnetを使用してスイッチにアクセスし、管理パスワードを使用して管理者としてログインします。


	
バージョン12.2以降のファームウェア: SSHを使用してスイッチにアクセスし、管理パスワードを使用してadminユーザーとしてログインします。




	
注意:

SSHが構成されていない場合は、Telnetを使用して、adminユーザーとしてスイッチにアクセスします。











	
次のコマンドを使用して、有効モードに変更します。パスワードを要求されたら、監理者のパスワードを使用します。


Switch> enable


	
次のコマンドを使用して、現在の構成を確認します。


Switch# show running-config


	
次のようなコマンドを使用して、現在のNTPサーバー構成を消去します。この例では、現在のIPアドレスは10.10.10.1および10.8.8.1です。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# no ntp server 10.10.10.1
Switch(config)# no ntp server 10.8.8.1
Switch(config)# end
Switch# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2603 bytes to 1158 bytes [OK ]





	
注意:

変更対象の現在の各NTP IPアドレスは消去する必要があります。無効なIPアドレスも消去する必要があります。








	
最大2台のNTPサーバーを構成します。次に、例を示します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# ntp server 10.7.7.1 prefer
Switch(config)# ntp server 10.9.9.1
Switch(config)# end
Switch# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2603 bytes to 1158 bytes [OK ]


	
次のコマンドを実行して出力を確認し、変更を検証します。


Switch# show running-config


次に、コマンドの出力例を示します。


Building configuration...
...
ntp server 192.168.10.10 prefer
...


	
次のコマンドを使用して、構成を保存します。


Switch# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]? 
Building configuration...
Compressed configuration from 14343 bytes to 3986 bytes[OK]


	
次のコマンドを使用して、セッションを終了します。


Switch# exit









作業4: Exadata Storage ServerでのNTPサーバーの設定

次の手順では、Exadata Storage ServerでNTPサーバーを設定する方法について説明します。




	
注意:

この手順では、DNSも設定できます。







	
rootユーザーとしてログインします。


	
「作業4: Exadata Storage ServerでのDNSサーバーの変更」の手順2から5を実行します。


	
次のコマンドを使用して、セル・サービスおよびocrvottargetdサービスを停止します。


# cellcli -e alter cell shutdown services all
# service ocrvottargetd stop





	
注意:

一部のリリースには、ocrvottargetdサービスは含まれません。








	
ipconfユーティリティで次のコマンドを使用して、NTP設定を変更します。


# /usr/local/bin/ipconf


	
次のコマンドを使用して、サーバーを再起動します。サーバーを再起動する必要はありません。


# service ocrvottargetd start
# cellcli -e alter cell startup services all


	
「作業4: Exadata Storage ServerでのDNSサーバーの変更」の手順9から11を実行します。









作業5: Oracle Exadata Database Machineの再起動

サーバーとスイッチを変更後、Oracle Exadata Database Machineを再起動します。




	
関連項目:

「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」














タイムゾーン設定の変更

この項では、初期構成およびデプロイメントの終了後にOracle Exadata Database Machineでタイムゾーンを変更する方法について説明します。タイムゾーン設定を変更する場合は、次のコンポーネントを変更する必要があります。

	
Exadata Storage Server


	
データベース・サーバー


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ


	
Ciscoスイッチ







	
注意:

Exadata Storage Serverでタイムゾーン設定を変更する前に、セル・サービスを停止する必要があります。タイムゾーン設定を変更する前に、Oracle Clusterwareサービスを停止する必要があります。







次の作業では、コンポーネントでタイムゾーン設定を変更する方法について説明します。

	
作業1: Exadata Storage Serverでのタイムゾーン設定の変更


	
作業2: データベース・サーバーでのタイムゾーン設定の変更


	
作業3: Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでのタイムゾーン設定の変更


	
作業4: Ciscoスイッチでのタイムゾーン設定の変更






作業1: Exadata Storage Serverでのタイムゾーン設定の変更

次の手順では、Exadata Storage Serverでタイムゾーン設定を変更する方法について説明します。すべてのストレージ・サーバーに対する設定変更を完了してから、データベース・サーバーの設定を変更してください。

	
ストレージ・サーバーにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、セルのプロセスを停止します。


# cellcli -e alter cell shutdown services all


	
次のコマンドを使用して、ipconfスクリプトを実行します。


# /opt/oracle.cellos/ipconf


	
タイムゾーン・プロンプトが表示されるまで、スクリプト・プロンプトに従います。その他の設定は変更しないでください。次に、タイムゾーンを南極大陸から米国に変更する場合のタイムゾーン・プロンプトの例を示します。米国の番号は230です。


The current timezone: Antarctica/McMurdo
Do you want to change it (y/n) [n]: y
 
Setting up local time...
 
1) Andorra
2) United Arab Emirates
3) Afghanistan
.
.
.
15) Aruba
16) Aaland Islands
Select country by number, [n]ext, [l]ast: 230

Selected country: United States (US). Now choose a zone
 
1) America/New_York
2) America/Detroit
3) America/Kentucky/Louisville
.
.
.
15) America/North_Dakota/New_Salem
16) America/Denver
Select zone by number, [n]ext: 1

Selected timezone: America/New_York
Is this correct (y/n) [y]:


	
残りのスクリプト・プロンプトに従いますが、他の値は変更しないでください。


	
次のファイルでタイムゾーンの変更を確認します。これらのファイルの変更を例を示します。

	
/opt/oracle.cellos/cell.confファイル


$VAR1 = {
          'Hostname' => 'xdserver.us.example.com',
          'Ntp servers' => [
                             '10.141.138.1'
                           ],
          'Timezone' => 'America/New_York',


	
/etc/sysconfig/clockファイル


ZONE="America/New_York"
UTC=false
ARC=false
#ZONE="Antarctica/McMurdo"
#ZONE="America/New_York"
#ZONE="America/Los_Angeles"


コメント化されていない値(先頭に#が付いていない値)が現在の設定です。


	
/etc/localtime command

strings /etc/localtimeコマンドを実行して変更を検証します。最後の行がタイムゾーンを示しています。


~^Ip
EST5EDT,M3.2.0,M11.1.0





	
サーバーを再起動します。


	
dateコマンドを使用して、現在のタイムゾーンを表示します。次に、コマンドの出力例を示します。


# date
Tue Jan 29 17:37:01 EDT 2013


	
$ADR_BASE/diag/asm/cell/host_name/alert.logファイルを確認します。プロセスが再起動された時刻が現在の正しい時刻と一致する必要があります。









作業2: データベース・サーバーでのタイムゾーン設定の変更

次の手順では、データベース・サーバーでタイムゾーン設定を変更する方法について説明します。

	
データベース・サーバーにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、Oracle Clusterwareサービスを停止します。


# GI/bin/crsctl stop crs


	
次のコマンドを使用して、Exadata Storage Serverのいずれかから/etc/sysconfig/clockファイルをコピーします。


# scp root@storage_cell:/etc/sysconfig/clock /etc/sysconfig/clock


	
次のコマンドを使用して、サーバーの再起動後にCRSが起動されないようにOracle Clusterware設定を変更します。


# GI/bin/crsctl disable crs


	
データベース・サーバーを再起動します。


	
dateコマンドを使用して、タイムゾーンの変更を検証します。


	
次のコマンドを使用して、サーバーの再起動後に起動されるようにOracle Clusterware設定を変更します。


# GI/bin/crsctl enable crs


	
次のコマンドを使用して、サーバーでCRSを起動します。


# GI/bin/crsctl start crs









作業3: Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでのタイムゾーン設定の変更

次の手順では、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチでタイムゾーン設定を変更する方法について説明します。

	
SSHを使用してrootユーザーとしてスイッチにログインします。


	
nm2versionコマンドを使用して、スイッチ・ソフトウェアのバージョンをチェックします。次に、コマンドの出力例を示します。


# version
SUN DCS 36p version: 1.3.3-2
Build time: Apr  4 2011 11:15:19
SP board info:
Manufacturing Date: 2013.02.19
Serial Number: "ABCDE1234"
Hardware Revision: 0x0007
Firmware Revision: 0x0000
BIOS version: SUN0R100
BIOS date: 06/22/2010


	
ソフトウェアのバージョンに応じて、次のようにスイッチを管理します。

	
ソフトウェアのバージョンが1.1.3-2以上である場合は、次のようにILOMを使用してスイッチを管理します。

	
Webアドレスhttp://switch_aliasを使用して、ILOMにログインします。


	
「構成」タブを選択します。


	
クロック・タブを選択します。


	
NTPを使用して時刻を同期フィールドが有効になっていることを確認します。


	
サーバーの正しいIPアドレスを入力します。


	
「Save」をクリックします。





	
ソフトウェアのバージョンが1.1.3-2より前である場合は、次のようにSSHを使用してスイッチにログインします。

	
次のコマンドを使用して、スイッチにログインします。


#ssh -l root {switch_ip | switch_name}


	
次のコマンドを使用して、ntpdデーモンを停止します。


# service ntpd stop


	
次のコマンドを使用して、/etc/localtimeファイルのコピーを保存します。


# cp /etc/localtime /etc/localtime.backup


	
/usr/share/zoneinfoディレクトリでタイムゾーンのファイルを特定します。次に、米国の例を示します。


#cd /usr/share/zoneinfo/US
#ls 
Alaska  Aleutian  Arizona  Central  Eastern  East-Indiana  Hawaii 
Indiana-Starke  Michigan  Mountain  Pacific  Samoa


	
該当するファイルを/etc/localtimeディレクトリにコピーします。このコマンドの例を次に示します。


# cp /usr/share/zoneinfo/US/Eastern /etc/localtime


	
現在の日時として現在の時刻に近い値を手動で設定します。


	
dateコマンドでMMddHHmmCCyy形式(月、日、時間、分、世紀、年)を指定して、新しいタイムゾーン用に時刻をNTPサーバーと同期します。このコマンドの例を次に示します。


# date 013110452013
# ntpd -q -g


	
次のコマンドを使用して、日付を検証します。


# date


	
次のコマンドを使用して、nptdデーモンを再起動します。


# service ntpd start















作業4: Ciscoスイッチでのタイムゾーン設定の変更

次の手順では、Ciscoスイッチでタイムゾーン設定を変更する方法について説明します。

	
Telnetを使用してrootユーザーとしてCiscoスイッチに接続します。


	
enableコマンドを使用して、特権モードを開始します。


	
configure terminalコマンドを使用して、構成を開始します。


	
次のコマンドを使用して、クロックを設定します。


clock timezone zone hours_offset [minutes_offset]


前述のコマンドのzoneは標準時が有効の場合に表示するタイムゾーンの名前、hours_offsetはUTCからの時間オフセット、minutes_offsetはUTCからの分オフセットです。デフォルトのタイムゾーンはUTCです。

サマータイム(Daylight Savings Time)を設定するには、次のコマンドを使用します。


clock summer-time zone recurring [week day month hh:mm week day month   \
      hh:mm [offset]]


前述のコマンドのweekは月単位の週(1から5の数値)、dayは曜日(Sunday、Mondayなど)、monthは月(January、Juneなど)、hh:mmは24時間形式の時間、offsetはサマータイム中に追加される分数です。hh:mmのデフォルト値は60です。サマータイムはデフォルトでは無効になっています。

次に、タイムゾーンをアメリカ東部に設定し、サマータイムを有効にする場合の例を示します。


$ telnet dmcisco-ip
Connected to switch name
Escape character is '^]'.

User Access Verification

Password: 
dmcisco-ip>enable
Password: 
dmcisco-ip#configure terminal
Enter configuration commands, one per line.  End with CNTL/Z.
dmcisco-ip(config)#clock timezone EST -5
dmcisco-ip(config)#clock summer-time EDT recurring
dmcisco-ip(config)#end
dmcisco-ip#write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 6421 bytes to 2041 bytes[OK]
dmcisco-ip#show clock
12:03:43.516 EDT Wed May 12 2012
dmcisco-ip#











KVMスイッチの構成

次の手順は、KVM(キーボード、ビデオ、マウス)スイッチの構成方法を示しています。接続されているすべてのコンポーネントの電源を切断して、スイッチを構成します。




	
注意:

KVMスイッチが用意されているのは、Oracle Exadata Database Machine X2-2ラック、およびSun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverを搭載したOracle Exadata Storage拡張ラックのみです。







	
ラックの前面からKVMトレイを引き出して、ハンドルを使用して開きます。


	
タッチ・パッドに触れます。


	
マウスのダブルクリックと同じように左側の[Ctrl]キーを2回押して、ホストとKVMインタフェースを切り替えます。


	
ユーザー・インタフェースのユニット・ビューから「ターゲット・デバイス」を選択します。Oracle Exadata Database Machineフル・ラックに22、Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックに11、Oracle Exadata Database Machineクオータ・ラックに5のセッション数が表示されます。セッション数は、Oracle Exadata Storage Expansionフル・ラックは18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックは9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックは4にする必要があります。




	
注意:

すべてのセッションが表示されない場合、ポート・ヘッダーからIQアダプタを選択します。表ヘッダー、「ポート」の順にクリックして、ポート番号でセッションをソートします。欠落している項目をメモします。ラックの下部から上部にセッションの番号が順番に付けられます。








	
ターゲット・デバイス画面に戻ります。


	
ユーザー・アカウントから「ローカル」を選択します。


	
ユーザーの下の「管理」をクリックします。


	
管理アカウントのパスワードを設定します。他のパラメータを変更しないでください。


	
「Save」をクリックします。


	
アプライアンス設定から「ネットワーク」を選択します。「ネットワーク情報」画面が表示されます。


	
IPv4またはIPv6を選択します。


	
DNSサーバーのアドレス、サブネット、ゲートウェイおよびIPアドレスの値を入力します。


	
「Save」をクリックします。


	
KVM LAN1イーサネット・ポートを管理ネットワークに接続します。


	
ネットワーク情報画面のMACアドレスを確認して、ポートが正しく構成されていることを確認します。アドレスは、KVMスイッチの背面のLAN1/LAN2ポートの横のラベルと一致する必要があります。


	
アプライアンスから「概要」を選択します。


	
KVMスイッチの名前を入力します。


	
「Save」をクリックします。


	
「概要」の下の「再起動」を選択して、KVMスイッチを再起動します。


	
アプライアンス設定の「バージョン」を選択して、ファームウェア・バージョンのスイッチを確認します。次のようにアプリケーションとブートに2つのバージョン番号が表示されます。


Required version is:
Application 1.2.10.15038
Boot  1.6.15020





	
注意:

推奨されているファームウェア・バージョンは、1.2.8以上です。
ファームウェアが1.2.3以下の場合、ネットワーク・ブラウザからアップグレードできます。バージョン1.2.3以上の場合、KVM USBポートに接続されたフラッシュ・ドライブを使用してローカルのキーボードからアップグレードできます。ファームウェアをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
アプライアンスから「概要」を選択します。


	
「ツール」リストから「ファームウェアのアップグレード」を選択します。


	
アップグレード方法を選択します。


	
「アップグレード」をクリックします。


	
ファームウェア・バージョンを確認します。




ファームウェアは次のWebサイトから入手できます。

http://www.avocent.com/Pages/GenericTwoColumn.aspx?id=12541













サーバーにアクセスするKVMスイッチの構成

次の手順は、サーバーにアクセスするKVMスイッチの構成方法を示しています。




	
注意:

KVMスイッチが用意されているのは、Oracle Exadata Database Machine X2-2ラック、およびSun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverを搭載したOracle Exadata Storage拡張ラックのみです。







	
ユニット・ビューから「ターゲット・デバイス」を選択します。


	
サーバーの電源を投入します。前面パネルに電源ボタンがあります。ボタンが固定されている場合は、小さな工具を使用して緩めます。


	
マウスの左ボタンを使用して、「名前」列のシステム名をクリックします。


	
「概要」をクリックし、顧客の接頭辞、ノード・タイプおよび番号のOracle標準命名形式で名前を上書きします。たとえば、trnacel03は接頭辞がtrnaで、次にラック下部のストレージ・セル3を表す名前が続き、trnadb02は接頭辞がtrnaで、ラック下部のデータベース・サーバー2を表す名前が続きます。


	
「保存」を押します。


	
ラックの各サーバーに手順2から5を繰り返します。各サーバーをBIOSで起動して、デフォルトの工場出荷時のIP構成でオペレーティング・システムを起動します。








KVMスイッチを使用したサーバーのアクセス

次の手順は、KVMスイッチを使用してサーバーへアクセスする方法を示しています。




	
注意:

KVMスイッチが用意されているのは、Oracle Exadata Database Machine X2-2ラック、およびSun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverを搭載したOracle Exadata Storage拡張ラックのみです。







	
ユニット・ビューから「ターゲット・デバイス」を選択します。


	
マウスの左ボタンを使用して、「名前」列のシステム名をクリックします。


	
KVMセッションをクリックします。

















A DBMCLIユーティリティの使用

この章では、Oracle Exadata Database Machineコマンドライン・インタフェース(DBMCLI)ユーティリティをOracle Exadata Database Machineで使用する方法を説明します。DBMCLIには、スクリプト・ファイルの使用を含む、SQL*Plusで提供される機能の多くが用意されています。この章の内容は以下のとおりです。

	
DBMCLIユーティリティの概要


	
DBMCLIの管理コマンドについて


	
DBMCLIのオブジェクト・コマンドについて


	
DBMCLIのオブジェクト・タイプについて


	
DBMCLIのオブジェクト属性


	
メトリックを使用したデータベース・サーバーの監視






DBMCLIユーティリティの概要

DBMCLIユーティリティは、データベース・サーバーの構成およびサーバー環境内のデータベース・サーバーの管理に使用するコマンドライン管理ツールです。DBMCLIをそれぞれのサーバーで実行すると、個別のデータベース・サーバーを構成できます。DBMCLIを使用して、サーバーの開始および停止、サーバー構成情報の管理、およびサーバーの有効化または無効化が可能です。このコマンドライン・ユーティリティは、Oracle Exadata Database Machineの出荷時にインストール済です。




	
ヒント:

DBMCLIはデータベース・サーバー上で実行する管理サーバーの一部です。詳細は、Oracle Exadata Database Machineシステム概要ガイドのデータベース・サーバー上の管理サーバーを参照してください。







この項には次のトピックが含まれます:

	
DBMCLIの起動


	
DBMCLIのコマンド構文およびオプションの理解


	
予約語


	
DBMCLIのコマンドライン編集


	
DBMCLIの入力および出力オプション


	
DBMCLIスクリプトのコメント


	
DBMCLIコマンドの行継続文字






DBMCLIの起動

DBMCLIは、管理するデータベース・サーバーでオペレーティング・システムのコマンドラインから起動できますが、ネットワーク接続されたクライアントからSecure Shell (SSH)を使用してリモートで起動することもできます。コマンドライン構文は次のとおりです。


dbmcli [port_number] [-n] [-m] [-xml] [-v | -vv | -vvv] [-x] [-e command]


このコマンドのport_numberでは、データベース・サーバーのHTTPポート番号を指定します。port_number引数を省略した場合は、データベース・サーバーのcellinit.oraファイルのHTTP_PORT変数に割り当てられた値がDBMCLIユーティリティで使用されます。ファイルは、/opt/oracle/dbserver/dbms/deploy/config/ディレクトリにあります。cellinit.oraファイルにHTTP_PORT変数が設定されていない場合、ポート番号はデフォルトで8888に設定されます。

次の表に、DBMCLIコマンドで使用できるオプションを示します。


	オプション	説明
	-n	DBMCLIユーティリティを非対話型モードで実行します。このオプションでは、コマンド・プロンプトが非表示になり、コマンドライン編集機能が無効になります。
	-m	DBMCLIを監視モード(読取り専用)で実行します。
	-xml	出力をOracle Enterprise Manager用のXML形式で表示します。
	-v、-vvおよび-vvv	ログ・レベルを設定します。-vオプションは普通のレベル、-vvは詳細なレベル、-vvvは最も詳細なレベルになります。
	-x	バナーを抑止します。
	-e command	指定されたDBMCLIコマンドを実行します。DBMCLIはコマンドの実行後に終了します。例:

$ dbmcli -e list dbserver detail
$ dbmcli -e "list dbserver attributes name where name   -
  like '.*dbm01'"








DBMCLIでは、データベース・サーバーのオペレーティング・システム認証を使用します。DBMCLIには、ログイン・パラメータや接続コマンドはありません。DBMCLIが起動されるディレクトリは、DBMCLIのSPOOLおよびSTARTコマンドでのファイル・アクセスに制限がないデフォルト・ディレクトリです。




	
関連項目:

offloadEfficiency属性の詳細は、「DESCRIBE DBSERVER」を参照してください。












DBMCLIのコマンド構文およびオプションの理解

DBMCLIの構文は次のとおりです。


{admin-command | object-command object} [options] ;


この構文では、次の引数が使用されます。

	
admin-commandは管理アクションです。


	
object-commandは、オブジェクトで実行されるアクションです。


	
objectは、コマンドでアクションを実行するオブジェクトまたはターゲットです。


	
optionsは、コマンドの追加パラメータを使用できるようにコマンドの組合せの使用範囲を拡大します。




DBMCLIユーティリティを使用する場合は、次のルールが適用されます。

	
コマンド、オブジェクトおよびオプションは、LIKE演算子のフィルタ文字列で使用される文字列パターンなど、明示的に指定されている場合を除き、大/小文字は区別されません。


	
空白または記号を含むオブジェクトの名前は、一重引用符または二重引用符で囲みます。引用符を使用する場合は、開始と終了の引用符を同じにします。たとえば、"this is incorrect'は、最初の引用符が二重引用符で2番目の引用符が一重引用符のため正しくありません。


	
現在のローカル・データベース・サーバーは、すべてのDBMCLIコマンドが適用されるデータベース・サーバーです。


	
DBMCLIコマンドの最後のセミコロン(;)は省略可能です。


	
長いコマンドで次の行にまたがる場合は、行の最後でハイフン(-)を使用します。







	
関連項目:

	
「DBMCLIの管理コマンドについて」


	
「DBMCLIのオブジェクト・コマンドについて」


	
「DBMCLIのオブジェクト・タイプについて」


	
例A-42


	
例A-47


	
コマンドの構文および使用方法の詳細は、「HELP」を参照してください。


	
各オブジェクト・タイプの属性の詳細は、「DESCRIBE」を参照してください。

















予約語

DBMCLIの予約語は次のとおりです。


	ALERTDEFINITION	ALERTHISTORY
	ALL	ALTER
	BMC	CONFIGUREBMC
	CREATE	DESCRIBE
	DETAIL	DROP
	FORCE	LED
	LIST	LUN
	MAIL	MEMORY
	METRICDEFINITION	METRICCURRENT
	METRICHISTORY	MS
	NULL	OFF
	ON	PHYSICALDISK
	RESTART	RS
	SHUTDOWN	SNMP
	STARTUP	THRESHOLD
	VALIDATE	







これらのキーワードをコマンドの値として使用する場合は、引用符で囲む必要があります。






DBMCLIのコマンドライン編集

DBMCLIユーティリティでは、コマンドラインの履歴および編集をサポートしています。この機能は、BSD editlineおよびGNU readline機能に似ています。DBMCLIのコマンド編集機能のほとんどは、bashやtcshなどの最新のシェルに似ています。






DBMCLIの入力および出力オプション

データベースのコマンドライン・ユーティリティでは、標準入力からコマンドを読み取り、標準出力に出力を書き込みます。ホスト・オペレーティング・システムのオプションを使用すると、入力および出力をリダイレクトしてコマンド・スクリプトを構成および処理できます。たとえば、次のリダイレクションを実行できます。


$ dbmcli < command-script-in  > results-out


この例では、command-script-inファイルのDBMCLIコマンドからの出力がresults-outファイルに書き込まれます。






DBMCLIスクリプトのコメント

複数の書式を使用して1行コメントをDBMCLIスクリプトに追加できます。コメント行を開始するには、先頭にREMARK,REMまたは--(ハイフン2つ)を付けます。

たとえば、次の行はコメントとして有効な構文です。


REMARK This is a comment
REM This is a comment
-- This is a comment






DBMCLIコマンドの行継続文字

コマンドが長く次の行にまたがる場合は、行の最後にハイフン(-)を挿入します。次に、[Enter]を押してコマンド入力を続行します。

例:


DBMCLI> LIST dbserver WHERE name LIKE '*.dbm04' -
        attributes name, status, comment








DBMCLIの管理コマンドについて

この項では、次のDBMCLI管理コマンドについて説明します。

	
HELP


	
SET


	
SPOOL


	
START







	
注意:

dbmadminユーザーは、データベースですべてのサービスを実行する場合に使用します。dbmmonitorユーザーは監視用です。dbmmonitorユーザーは、次のコマンドを実行できます。
	
DESCRIBE


	
EXIT


	
HELP


	
LIST


	
REMARK


	
SET


	
START














HELP


説明

HELPコマンドは、すべてのDBMCLIコマンドの構文および使用方法に関する説明を表示します。


構文


HELP [help_topic]


HELPでトピック引数を指定しない場合は、用意されているすべてのトピックの名前が表示されます。トピックを指定した場合は、そのトピックの詳細なヘルプ・テキストが表示されます。

例A-1は、HELPコマンドの例を示しています。


例A-1 HELPコマンドを使用したヘルプ・テキストの表示


DBMCLI> HELP
DBMCLI> HELP ALTER
DBMCLI> HELP DROP ALERTHISTORY








SET


説明

SETコマンドは、現行のセッションに対するDBMCLI環境を変更する変数を設定します。


構文


SET DATEFORMAT {LOCAL | STANDARD}
SET ECHO [ON | OFF]


SET DATEFORMATコマンドでは、表示される日付形式を制御します。日付を受け入れるコマンドでは、standardの日時形式をお薦めします。local形式も受け入れられます。スクリプトでstandard形式が推奨される理由は、この形式がスクリプトの実行時に発生する可能性があるタイムゾーン、地域およびロケールの変更に依存しないためです。

SET ECHOコマンドでは、@またはSTARTで実行されるスクリプトのコマンドにエコーを設定するかどうかを制御します。ONオプションを指定すると、コマンドが画面に表示されます。OFFオプションを指定すると非表示になります。対話的に入力したコマンドやオペレーティング・システムからリダイレクトされたコマンドの表示は、SET ECHOコマンドによって影響を受けません。

例A-2は、SETコマンドの例を示しています。


例A-2 SETコマンドを使用した日付形式の設定


SET DATEFORMAT STANDARD








SPOOL


説明

SPOOLコマンドは、コマンドの結果を指定したファイルに書き込み(スプール)ます。


構文


SPO[OL] [file_name [ CRE[ATE] | REP[LACE] | APP[END] ] | OFF]


オプションを指定せずにSPOOL file_nameを発行すると、ファイルの有無に関係なく、指定したファイルに出力がスプールされます。デフォルトの動作はREPLACEオプションです。

表A-1で、SPOOLオプションについて説明します。


表A-1 SPOOLオプション

	オプション	説明
	
APPEND

	
指定したファイルの最後に結果を追加します。


	
CREATE

	
指定した名前で新しいファイルを作成し、このファイルが存在する場合、エラーが発生します。


	
file_name

	
結果が書き込まれるファイルの名前です。この名前は、完全修飾のパス名で指定できますが、現行ディレクトリの相対パスになる部分修飾のパス名で指定することもできます。


	
オプションなし

	
現在のスプールのターゲット・ファイルがある場合は、その名前を表示します。


	
OFF

	
ファイルへの書込み(スプール)出力を停止します。


	
REPLACE

	
指定した既存のファイルの内容を置き換えます。ファイルが存在しない場合は、REPLACEによってファイルが作成されます。これはデフォルトの動作。












START


説明

STARTコマンドは、指定したスクリプト・ファイルでDBMCLIコマンドを実行します。


構文


STA[RT] file_name


STARTオプションはfile_nameです。このオプションは、DBMCLIコマンドを含むスクリプト・ファイルの名前になります。ファイル名に完全修飾パスが含まれていない場合は、現行ディレクトリの相対パスが含まれるファイルがDBMCLIユーティリティによって検索されます。

STARTコマンドは、長いDBMCLIコマンドを入力する場合や、DBMCLIコマンドを複数入力する場合に便利です。たとえば、alter_dbserverが現行ディレクトリにある場合は、alter_dbserverという名前のテキスト・ファイルに 例A-9のすべてのコマンドを入力して、次のように実行します。


START alter_dbserver








DBMCLIのオブジェクト・コマンドについて

この項では、DBMCLIのオブジェクト・コマンド、オブジェクト・タイプおよびオブジェクト属性について説明します。Oracle Databaseのオブジェクトで動作するDBMCLIコマンドは次のとおりです。

	
ALTER


	
CREATE


	
DESCRIBE


	
DROP


	
LIST




これらのコマンドの詳細は、この章で後述します。






DBMCLIのオブジェクト・タイプについて

表A-2は、DBMCLIオブジェクト・コマンドで扱うことができるOracle Exadata Storage Server Softwareのオブジェクト・タイプを示しています。


表A-2 Oracle Exadata Storage Server Softwareのオブジェクト・タイプ

	オブジェクト・タイプ	説明
	
ALERTDEFINITION

	
アラート定義では、データベース・サーバーで生成可能なすべてのアラートの定義が提供されます。アラートはメトリックおよびその他のアラートのソースで定義されます。


	
ALERTHISTORY

	
アラート履歴では、データベース・サーバーで発生したアラートのリストが提供されます。


	
DBSERVER

	
現行のデータベース・サーバーまたはローカル・データベース・サーバー。


	
IBPORT

	
データベース・サーバーのInfiniBandポート。


	
LUN

	
論理ユニット番号(LUN)は、物理ディスク・デバイスのRAIDセットに対するアドレスです。

LUNは、サーバーの起動時に自動的に検出されます。LUNは、ディスクを最初に作成した際、またはシステムの再起動後にディスクが検出された際に、対応するディスクに割り当てられます。ディスクに未割当てのLUNは、NULL値です。


	
METRICCURRENT

	
現在のメトリックは、各メトリックの現在値の観測データのセットです。


	
METRICDEFINITION

	
メトリック定義は、メトリックの構成です。


	
METRICHISTORY

	
メトリック履歴は、すべてのメトリック値の過去の各観測データを収集したものです。


	
PHYSICALDISK

	
ディスクは、サーバー上の物理ディスクと呼ばれます。


	
THRESHOLD

	
しきい値は、特定のメトリックに基づいてステートフル・アラートを生成するためのルールです。このルールでは、境界値(しきい値)が設定され、メトリック値がこれらの境界値を超えた場合にアラートが生成されるまでの時間が設定されます。








コマンド・オブジェクトには、組み合せることができないものがあります。コマンド・オブジェクトの有効な組合せについては、それぞれのオブジェクト・コマンドの構文を確認してください。






DBMCLIのオブジェクト属性

DBMCLIの各オブジェクトには、オブジェクトの作成時または変更時に割り当てられる属性のセットがあります。属性フィルタおよびリストは、LISTコマンドの出力に表示される属性およびオブジェクトの指定に使用されます。

属性はすべて表示できますが、ユーザー側で直接変更できるのは一部の属性のみです。属性のリストを表示して、変更可能な属性を確認するには、DESCRIBEコマンドを使用します。




	
関連項目:

	
LISTコマンドの詳細は、「LIST」を参照してください。


	
DESCRIBEコマンドの詳細は、「DESCRIBE」を参照してください。














共通の属性値の制限

DBMCLIの複数のオブジェクトに共通する属性の値には、次の制限が適用されます。

	
name属性の値は256文字未満にし、次のASCII文字(英数字およびアンダースコア)のみで構成する必要があります。

	
小文字の英字(aからz)


	
大文字の英字(AからZ)


	
数字(0から9)


	
アンダースコア(_)





	
comment属性の値は256文字未満にする必要があります。




属性値の追加の制限については、DBMCLIの各コマンドの構文を参照してください。






LISTコマンドの属性リスト

LISTコマンドで表示する属性は、次のオプション句で指定できます。


ATTRIBUTES { ALL | attribute1 [, attribute2] ... }


ALLを指定すると、LISTオブジェクトで組合せ可能なすべてのオブジェクト属性が表示されます。






LISTコマンドの属性フィルタ

LISTコマンドで表示するオブジェクトは、次のオプション句を使用して指定できます。


WHERE attribute-filter1 [AND attribute-filter2] ...


各attribute-filterNには、次の構文が含まれます。


attribute [ NOT | !] operator comparison_value


この構文では、次の引数が使用されます。

	
operator: サポートされる演算子を表A-3に示します。これらの演算子は、NOTまたは!と組合せ可能です。


表A-3 属性フィルタでサポートされる演算子

	演算子	説明
	
=


	
文字列、ステータスまたは数値の属性間の等号をテストします。例:


status NOT = normal


	
>

	
数値属性より大きい値かどうかをテストします。例:


size > 139920M


	
<


	
数値属性より小さい値かどうかをテストします。例:


freeSpace !< 100M


	
LIKE

	
大/小文字を区別する一致を使用して、正規表現が文字列属性に一致するかどうかをテストします。例:


LIKE 'GD_IO_RQ.*'








	
comparison_value: サポートされる演算子で使用される場合、comparison_valueは次の値タイプのいずれかです。

	
数値


	
リテラル: activeやnormalなどの値


	
日時: ALERTHISTORYでのみサポートされる時間値


	
文字列: 一重引用符('')または二重引用符(" ")で区切られる値


	
NULL: 未割当ての文字列または空のリスト














メトリックを使用したデータベース・サーバーの監視

メトリックを表示することにより、データベース・サーバーを監視できます。メトリックには次のタイプがあります。

	
cumulative: メトリックが作成されてからの統計。


	
instantaneous: メトリックが収集される時点の値。


	
rate: 特定の時間の統計を平均して計算される値。




この項には次のトピックが含まれます:

	
メトリックについて


	
メトリックの表示


	
データベース・サーバーのメトリック






メトリックについて

メトリックは、CPUなど、データベース・サーバーとそのコンポーネントの重要なランタイム・プロパティまたは内部のインスツルメンテーション値を観測して記録したものです。メトリックは、一定間隔で計算されてメモリーに保存される一連の測定値で、永続的な履歴としてディスクに格納されます。

通常、メトリック値では、特定の観測期間における累計カウンタの絶対値または累計カウンタの増減率を記録します。一部のメトリックは、状態遷移の時間の記録にも使用されます。

メトリック値としきい値を比較することにより、メトリック値がしきい値を超えた場合にアラートを送信できます。メトリックの極端な値が、管理者に注意を促す問題またはその他のイベントを示す場合、メトリックを警告およびクリティカルのしきい値に関連付けることができます。






メトリックの表示

DBMCLIのLISTコマンドを使用すると、データベース・オブジェクトのメトリックを表示および監視できます。LISTコマンドを使用して、メトリック定義、現在のメトリック、およびメトリック履歴を表示できます。

例A-3は、LIST METRICHISTORYコマンドにname属性およびmetrictype属性を指定した場合とその出力を示しています。


例A-3 特定の属性でのMETRICHISTORYの表示


LIST METRICHISTORY ATTRIBUTES name, metrictype
         DS_BBU_CHARGE           Instantaneous
         DS_BBU_TEMP             Instantaneous
         DS_CPUT                 Instantaneous
         DS_CPUT_MS              Instantaneous
         DS_FANS                 Instantaneous
         DS_FSUT                 Instantaneous
         DS_MEMUT                Instantaneous
         DS_MEMUT_MS             Instantaneous
         DS_RUNQ                 Instantaneous
         DS_SWAP_IN_BY_SEC       Instantaneous
         DS_SWAP_OUT_BY_SEC      Instantaneous
         DS_SWAP_USAGE           Instantaneous
         DS_TEMP                 Instantaneous
         DS_VIRTMEM_MS           Instantaneous
         N_HCA_MB_RCV_SEC        Rate
         N_HCA_MB_TRANS_SEC      Rate
         N_IB_MB_RCV_SEC         Rate
         N_IB_MB_TRANS_SEC       Rate
         N_IB_UTIL_RCV           Rate
         N_IB_UTIL_TRANS         Rate
         N_NIC_KB_RCV_SEC        Rate
         N_NIC_KB_TRANS_SEC      Rate
         N_NIC_NW                Instantaneous





メトリック定義の表示

データベース・サーバーのメトリック定義を表示するには、LIST METRICDEFINITIONコマンドを使用します。メトリック定義のリストには、メトリックの構成が表示されます。例A-4は、METRICDEFINITIONオブジェクトの属性を表示する方法を示しています。


例A-4 メトリック定義の表示


DBMCLI> LIST METRICDEFINITION DS_CPUT DETAIL

DBMCLI> LIST METRICDEFINITION WHERE name LIKE 'DS_SWAP_*' -
         ATTRIBUTES name, metricType, description







	
関連項目:

	
「DESCRIBE METRICDEFINITION」


	
「LIST METRICDEFINITION」
















現在のメトリックの表示

データベース・サーバーの現行のメトリック値を表示するには、LIST METRICCURRENTコマンドを使用します。現在のメトリックのリストには、各メトリックの現在値の観測データのセットが表示されます。例A-5は、METRICCURRENTオブジェクトの属性を表示する方法を示しています。


例A-5 現在のメトリック値の表示


DBMCLI> LIST METRICCURRENT DS_FANS DETAIL


DBMCLI> LIST METRICCURRENT WHERE objectType = 'DBSERVER' AND                 - 
         metricValue != 0 ATTRIBUTES name, metricObjectName,                  -
         metricValue, collectionTime








	
関連項目:

	
「DESCRIBE METRICCURRENT」


	
「LIST METRICCURRENT」
















メトリック履歴の表示

データベース・サーバーのメトリック履歴を表示するには、LIST METRICHISTORYコマンドを使用します。メトリック履歴のリストは、すべてのメトリック値の過去の各観測データを収集したものです。例A-6は、METRICHISTORYオブジェクトの属性を表示する方法を示しています。


例A-6 メトリック履歴の値の表示


DBMCLI> LIST METRICHISTORY DS_TEMP WHERE alertState='critical' DETAIL

DBMCLI> LIST METRICHISTORY WHERE objectType = 'DBSERVER' AND metricValue != 0   -
         AND collectionTime > '2014-08-12T09:10:51-07:00' -ATTRIBUTES name,      -
         metricObjectName, metricValue, collectionTime




メトリック履歴ファイルの保存期間は、metricHistoryDays属性で指定されます。この設定は、DBMCLIのALTER DBSERVERコマンドで変更できます。




	
関連項目:

	
「DESCRIBE METRICHISTORY」


	
「LIST METRICHISTORY」


	
「ALTER DBSERVER」


	
「DESCRIBE DBSERVER」



















データベース・サーバーのメトリック

データベース・サーバーのメトリックでは、CPU使用率、メモリー、ネットワーク・インターコネクトなど、サーバーに関する情報が提供されます。セル・ディスクのメトリックを表示するには、METRICCURRENTオブジェクト、METRICDEFINITIONオブジェクトおよびMETRICHISTORYオブジェクトでDBSERVERと同等のオブジェクト・タイプ属性を使用します。例A-7は、セルのメトリックを表示する方法を示しています。


例A-7 データベース・サーバーのメトリックの表示


CellCLI> LIST METRICCURRENT DS_CPUT DETAIL

         name:                   DS_CPUT
         alertState:             normal
         collectionTime:         2014-12-17T15:54:25-08:00
         metricObjectName:       abcd2x3
         metricType:             Instantaneous
         metricValue:            6.7 %
         objectType:             DBSERVER




表A-7に、データベース・サーバー・メトリックのメトリック名およびその説明を示します。メトリックを表示するデータベース・サーバーは、METRICCURRENTオブジェクトおよびMETRICHISTORYオブジェクトのmetricObjectName属性で指定されます。


表A-4 データベース・サーバーのメトリックおよび説明

	メトリック	説明
	
DS_BBU_CHARGE

	
ディスク・コントローラのバッテリ充電。


	
DS_BBU_TEMP

	
ディスク・コントローラのバッテリの温度。


	
DS_CPUT

	
サーバーのCPU使用率(システムCPUがアイドル状態でなくなる直前の1分間のCPU使用率(/proc/statで取得))。


	
DS_CPUT_MS

	
MSが使用しているCPU時間の割合(%)。


	
DS_FANS

	
サーバーで動作中のファンの回転数。


	
DS_FSUT

	
現在使用中のファイル・システムで使用されている合計領域の割合。このメトリックは、サーバーの様々なファイル・システムの領域使用率を示します。


	
DS_MEMUT

	
サーバーにおける合計の物理メモリー使用率。


	
DS_MEMUT_MS

	
MSが使用している物理メモリーの割合(%)。


	
DS_RUNQ

	
running(実行中)またはuninterruptible(無停止)とマークされるLinuxの実行キューの(直前の1分間の)プロセスの平均数(/proc/loadavgで取得)。


	
DS_SWAP_IN_BY_SEC

	
1秒当たりの読み取られたスワップ・ぺージのKB数。


	
DS_SWAP_OUT_BY_SEC

	
1秒当たりの書き込まれたスワップ・ぺージのKB数。


	
DS_SWAP_USAGE

	
使用済のスワップ領域の割合(%)。


	
DS_TEMP

	
ベースボード管理コントローラ(BMC)で提供されるサーバーの瞬間温度(摂氏)。


	
DS_VIRTMEM_MS

	
MSが使用している仮想メモリー量(MB)。


	
N_HCA_MB_RCV_SEC

	
InfiniBandインタフェースが1秒当たりに受信したメガバイト数。


	
N_HCA_MB_TRANS_SEC

	
InfiniBandインタフェースが1秒当たりに送信したメガバイト数。


	
N_IB_MB_RCV_SEC

	
InfiniBandポートが1秒当たりに受信したメガバイト数。


	
N_IB_MB_TRANS_SEC

	
InfiniBandポートが1秒当たりに送信したメガバイト数。


	
N_IB_UTIL_RCV

	
データ受信で使用されるInfiniBandポート容量のパーセンテージ


	
N_IB_UTIL_TRANS

	
データ送信で使用されるInfiniBandポート容量のパーセンテージ


	
N_NIC_KB_RCV_SEC

	
イーサネット・インタフェースが1秒当たりに受信したKB数。


	
N_NIC_KB_TRANS_SEC

	
イーサネット・インタフェースが1秒当たりに送信したKB数。














ALTER


説明

ALTERコマンドは、単一のオブジェクトまたは複数のオブジェクトでアクションを実行したり、それらのオブジェクトの属性を変更したりします。ALTERコマンドは、オブジェクトに対して属性を変更したり、アクションを実行するために使用できます。





構文


ALTER { object_type object_name [, object_name]... operation
      | attribute_name = attribute_value 
        [, attribute_name = attribute_value]...
     }





使用方法

このコマンドでは、次の引数を使用できます。

	
object_typeは次のとおりです。

	
ALERTHISTORY


	
DBSERVER


	
IBPORT


	
THRESHOLD





	
object_nameは、アラート履歴、データベース・サーバー、LUNまたはしきい値の名前であるか、識別子です。


	
operationは、指定したobject_typeの有効なアクションです。




複数のオブジェクトがALTERコマンドのターゲットである場合は、正常に実行されない場合があります。エラーが発生するとコマンドが中断され、残りのオブジェクトは変更されません。




	
関連項目:

	
「ALTER ALERTHISTORY」


	
「ALTER DBSERVER」


	
「ALTER IBPORT」


	
「ALTER THRESHOLD」


	
DBMCLIのオブジェクト・タイプについて
















ALTER ALERTHISTORY


説明

ALTER ALERTHISTORYコマンドは、すべてのアラート履歴または指定したアラート履歴の属性を変更します。





構文


ALTER ALERTHISTORY { ALL | alertid1  [,alertid2 ...]}
       examinedBy=user_name





使用方法

このコマンドでは、次の引数を使用できます。

	
alertidn: 変更するアラートの識別子です。


	
user_name: アラートを確認したユーザーの名前です。








例

例A-8は、examinedBy属性を更新するためにALERTHISTORYオブジェクトで使用したALTERコマンドを示しています。examinedBy属性は、変更可能な唯一のALERTHISTORY属性です。


例A-8 ALERTHISTORY属性の変更


DBMCLI> ALTER ALERTHISTORY 1671443714 -
                            examinedBy="jdoe"

DBMCLI> ALTER ALERTHISTORY ALL examinedBy="jdoe"









ALTER DBSERVER


説明

ALTER DBSERVERkコマンドは、データベース・サーバーの属性を変更します。





構文


ALTER DBSERVER  {
  | SHUTDOWN SERVICES { RS | MS | ALL }
  | RESTART SERVICES { RS | MS | ALL }
  | RESTART BMC
  | STARTUP SERVICES { RS | MS | ALL }
  | LED { ON | OFF }
  | VALIDATE { MAIL | SNMP | CONFIGURATION }
  | VALIDATE SYSLOGCONF facility.priority
  | CONFIGUREBMC
  | attribute_name = attribute_value 
        [, attribute_name = attribute_value]...
  }





使用方法

次の表は、ALTER DBSERVERコマンドの引数およびオプションを示しています。


	引数	オプション	説明
	SHUTDOWN SERVICES	MS(管理サーバー(MS))
RS(再起動サーバー)

ALL

	MSサービスが停止します。
RSサービスが停止します。

ALLオプションでは、MSおよびRSサービスが停止します。


	RESTART SERVICES	MS
RS

ALL

	MSサービスが停止し、それから開始します。
RSサービスが停止し、それから開始します。

ALLオプションでは、MSおよびRSサービスが停止してから開始します。


	RESTART BMC	なし	ベースボード管理コントローラ(BMC)を再起動します。
	STARTUP SERVICES	MS
RS

ALL

	MSサービスが開始します。
RSサービスが開始します。

ALLオプションでは、MSおよびRSサービスが開始します。


	LED	ON
OFF

	LED ON操作ではシャーシのLEDを点灯し、LED OFF操作ではシャーシのLEDを消灯します。
データベース・サーバーでメンテナンスが必要になった場合にLEDを点灯するように手動で設定できます。コンポーネントに障害が発生した場合にLEDが自動的に点灯するように設定することもできます。


	VALIDATE	MAIL
SNMP

CONFIGURATION

	VALIDATE MAIL操作では、データベース・サーバーに設定した電子メール属性を使用して、テスト・メッセージを送信します。
VALIDATE SNMP操作では、データベース・サーバーに設定したSNMP属性を使用して、テスト・メッセージを送信します。VALIDATE SNMP TYPE=ASR操作では、Oracle Exadata Storage ServerでASRを検証します。

VALIDATE CONFIGURATION操作では、構成を検証します。


	VALIDATE SYSLOGCONF	facility.priority	VALIDATE SYSLOGCONF facility.priorityでは、指定したfacility(機能)とpriority(重要度)のテスト・メッセージを送信します。
	CONFIGUREBMC	なし	管理サーバーでアラートを検出できるように、ローカル・データベース・サーバーにハードウェア・アラートを設定するようBMCを構成します。
	属性	
	ALTER DBSERVERコマンドで変更可能な属性は、例A-27「DBSERVERオブジェクトの説明」でmodifiableとして示されています。






ALTER DBSERVERコマンドについて、その他の使用方法は次のとおりです。

	
次の場合は、データベース・サーバーを再起動、停止または起動する必要がありません。

	
ソフトウェアのアップグレード


	
サービス停止(データベース・サーバーがサービス・リクエストに応答していない状態を含む)





	
アラート通知を送信するようにデータベース・サーバーを設定する場合、次のデータベース・サーバー属性を構成する必要があります。

	
smtpServer


	
smtpPort


	
smtpUser


	
smtpPwd


	
smtpUseSSL


	
smtpFrom


	
smtpFromAddr


	
smtpToAddr


	
snmpSubscriber


	
snmpUser


	
snmpEngineID


	
notificationMethod


	
notificationPolicy


	
emailSubscriber




smtpToAddr属性は、アラート通知の受信先のカンマ区切りの電子メール・アドレス・リストに設定できます。このリストは引用符で囲む必要があります。

snmpSubscriber属性は、SNMPアラート通知を送信するSNMPターゲットのリストに設定できます。これらのターゲットは次のように指定されます。


snmpSubscriber=(
  (host=host[,port=port][,community=community][,type=user_type][,fromIP="ip"])
[,(host=host[,port=port][,community=community][,type=user_type][,fromIP="ip"])] ...)





	
注意:

	
ALTER DBSERVER ... smnpSubscriberコマンドでは、smnpSubscriberに設定されている既存の値を置き換えます。SNMPターゲットのリストを追加するには、既存の値がコマンドに含まれるようにします。コマンドを実行すると、次のメッセージが表示されます。


snmpSubscriber {0} has been replaced with {1}.


	
snmpSubscriber属性は自動サービス・リクエストの構成に使用します。


	
SNMPアラートは、Oracle Exadata Storage Server Softwareの各インストールに含まれているMIB (管理情報ベース)に準拠しています。データベース・サーバーのMIBファイルは、/opt/oracle/dbserver/dbms/deploy/config/にあります。

タイプASRおよびv3ASRのアラートは、SUB-HW-TRAP-MIB.mibファイルにあるSUN-HW-TRAP-MIBに準拠しています。

その他のアラート・タイプは、cell_alert.mibファイルにあるcell_alert MIBに準拠しています。

SNMPアラートとMIBはSNMPバージョン 1(SNMPv1)に準拠しています。ただし、自動サービス・リクエストのアラートはSNMPバージョン2c(SNMPv2c)に準拠しています。












portのデフォルト値は162です。communityのデフォルト値はpublicです。

notificationMethod属性の値は、mail、snmp、none、またはmailとsnmpの組合せ(notificationMethod='mail,snmp'など)が可能です。デフォルト値はmailです。

snmpSubscriberタイプは、ASR、v3およびv3ASRです。タイプv3およびv3ASRでは、snmpUserを定義する必要があり、communityの代わりにユーザー名が提供されます。

v3ASRタイプでは、ユーザーをauthProtocol=SHAおよびprivProtocol=AESを使用して定義する必要があります。ASR Managerは、これらのプロトコルのみをサポートしています。snmpSubscriberを、タイプv3ASRに設定すると、ILOMプロパティおよびILOMで送信されるトラップのルールも設定されます。

タイプが指定されない場合、デフォルトはバージョン1、cell_alert trapsです。このタイプを指定する文字列はありません。このタイプを使用するにはタイプ・フィールドを省略してください。

fromIPフィールドでは、トラップの送信元のIPアドレスを指定できます。このフィールドが指定されていない場合、eth0に関連付けられているIPアドレスがデフォルトで設定されます。ASRマネージャにデフォルトのIPアドレスが登録されていない場合は、このフィールドを使用してください。ASRマネージャでは、認識できるIPアドレスから送信されたSNMPトラップのみを処理します。

fromIPフィールドは、タイプがASRまたはv3ASRのsnmpSubscriberに対してのみ使用できます。

例:


CellCLI> alter cell snmpSubscriber=((host=asrhost,port=162,community=public,fromIP="1.1.1.1",type=ASR))


次の例では、タイプがASRでもv3ASRでもないので、エラーが返されます。


CellCLI> alter cell snmpSubscriber=((host=localhost,port=162,community=public,fromIP="1.1.1.1"))
CELL-00068: The fromIP field is only supported for ASR SNMP subscribers.


snmpUser属性で、SNMPアラートを受信するユーザーを定義します。属性の構文は次のとおりです。


((name=user1, authProtocol=auth_type, privProtocol=priv_type,),  \
(name=user2, authProtocol=auth_type, privProtocol=priv_type,), ...) 


	
nameは、ユーザー名です。


	
authProtocolは認証プロトコルで、MD5またはSHAオプションが使用できます。


	
privProtocolは暗号化プロトコルで、none、AESまたはDESのオプションが使用できます。privProtocol属性を指定しない場合、デフォルトのnoneを使用します。


	
snmpUser属性に、authProtocolを指定する必要があります。


	
システムが認証パスワードを要求します。認証パスワードは、8から12文字の半角英数字です。


	
暗号化プロトコルが指定された場合、システムから暗号化パスワードの入力を求められます。パスワードは8文字の半角英数字で、大文字と小文字を区別します。


	
パスワードは格納されず、表示もされません。セキュア・ハッシュ・キーが計算され、トラップ認証および暗号化で使用されます。




smtpUseSSL属性では、属性をtrueに設定すると、電子メール通知でSecure Socket Layer(SSL)暗号化が有効になります。

notificationPolicy属性の値は、none、またはcritical、warning、clearの組合せ(notificationPolicy='warning,clear'など)が可能です。

	
critical値は、ハードウェア生成のアラートか、自動診断リポジトリ(ADR)またはBMCで生成されるアラートを示します。また、critical値は、メトリック定義で指定したcriticalのしきい値を超えた場合のメトリック・アラートも示します。


	
warning値は、メトリック定義で指定したwarningのしきい値を超えた場合のメトリック・アラートを示します。


	
clear値は、値がwarningまたはcriticalのしきい値を超えた後に、そのしきい値の境界を下回った場合のメトリック・アラートを示します。


	
maintenance値は、ハードウェア関連のすべてのエラーを示します。ハードウェア・エラーは、電子メール・メッセージの件名の行に"Maintenance"としてレポートされます。





	
各サブスクライバのホストは、ドメイン名またはIPアドレスとして指定する必要があります。英数字以外の文字が含まれる場合は、ホスト名またはIPアドレスは引用符で囲みます。ポート値およびコミュニティ値はオプションです。ポート値のデフォルトは162です。コミュニティのデフォルト値はpublicです。タイプ値はオプションです。タイプのデフォルト値はNULLです。タイプASR、V3およびv3ASRのみが、非NULL値でサポートされます。


	
Management Server(MS)を起動すると、ASRまたはv3ASRのsnmpSubscriberリストのエントリはデータベース・サーバーのILOMに追加されます。これにより、ILOMが置き換えられると、エントリは新しいILOMに設定されます。エントリをILOMから削除する場合、ALTER DBSERVER ... snmpUser=コマンドを使用して、それらのエントリを手動でILOMに追加する必要があります。


	
type=asrまたはtype=v3ASRのsnmpSubscriberはASR Managerの指定のみに構成する必要があります。


	
データベース・サーバー・アラートまたはイベントの電子メール・メッセージが正常に送信されるかどうかを検証するには、ALTERコマンドにVALIDATE MAILオプションを指定します。検証プロセスにより、設定した受信先にテスト用の電子メール・メッセージが送信されます。テスト用の電子メール・メッセージが受信されない場合は、電子メール構成の設定が有効になっていません。


	
emailFormat属性はhtmlまたはtextです。デフォルトでは、電子メール通知はHTML形式で送信されます。プレーン・テキストの電子メール通知を受信するには、値をtextに変更します。


	
ALTER DBSERVER snmpEngineIDコマンドをSNMPマネージャで使用すると、アラートがデータベース・サーバーからサブスクライブされます。snmpEngineIDパラメータは、20文字まで入力できます。これは、データ・センター内のそれぞれのターゲットに対して、一意の内容です。デフォルトは、サーバー名です。SNMPユーザーの定義の前に、snmpEngineID属性が設定されない場合、デフォルトが使用されます。

SNMPユーザーの定義の後は、エンジン識別子を変更しないでください。エンジン識別子を変更すると、ユーザー・キーを再計算する必要が生じ、ユーザー・パスワードの再入力を要求されます。


	
データベース・サーバー名を変更する場合、一意のデータベース・サーバー名を選択する必要があります。


	
ipaddressN属性の1つを変更すると、ネットワーク構成ファイル/etc/oracle/cell/network-config/cellinit.oraが変更されます。


	
ALTER DBSERVER snmpSubscriberコマンドは、ASRサブスクライバを構成し、トラップを送信します。


	
ALTER DBSERVER emailSubscriberコマンドは、特定の型のアラートのアラート通知の受信先のカンマ区切りの電子メール・アドレス・リストを設定します。この構文の例を次に示します。


ALTER DBSERVER emailSubscriber = ((email="email_address1",                \ 
           alertType="alert_type")                               \
          [, (email="email_address2",alertType="alert_type"), ...])


電子メール・アドレスは有効な電子メール・アドレスである必要があります。emailパラメータは、必須です。アラートのタイプはalertTypeパラメータに指定され、このパラメータはオプションです。アラート・タイプは、HARDWARE、SOFTWARE、METRICまたはADRです。アラート・タイプを指定しない場合、すべてのアラート・タイプに対してサブスクリプションを指定します。

空の文字列を入力すると、サブスクライバの現在の設定が削除されます。

通知ポリシーは、アラート通知の受信設定の前に設定する必要があります。ポリシーは、すべての電子メール・サブスクライバに適用されます。これらのアラートへの通知ポリシーと、snmpSubscriberアラートに対する通知ポリシーは同一です。


	
syslogconf属性によってデータベース・サーバーのsyslogルールが拡張されます。この属性を使用すると、指定した管理サーバーに対象のsyslogメッセージが転送されるように指定できます。管理サーバーでは、管理サーバーのsyslog構成に応じて、転送されたメッセージがファイル、コンソールまたは管理アプリケーションに渡されます。この属性の構文を次に示します。


syslogconf = ('selector @node' [, 'selector @node']... )


この構文のselectorはメッセージ・タイプで、nodeは指定したサーバーです。どちらの変数もsyslog.confの標準構文規則に準拠します。


	
syslogconf属性のfacilityオプションは、auth、authpriv、cron、daemon、ftp、kern、lpr、mail、mark、news、security、syslog、user、uucp、local0、local1、local2、local3、local4、local5、local6、local7、noneおよび*のいずれかである必要があります。


	
syslogconf属性のpriorityオプションは、alert、crit、debug、emerg、err、error、info、notice、panic、warn、warning、noneおよび* (アスタリスク)のいずれかである必要があります。


	
ALTER DBSERVER VALIDATE syslogconf selectorコマンドでは、テスト・ログ・メッセージを送信します。テスト・メッセージの送信先は、/etc/syslog.confファイルのルールによって指定されます。syslogconfの割当てによりsyslogのルールが拡張される場合は、指定の管理サーバーにテスト・メッセージが転送されます。








例

例A-9は、データベース・サーバーに電子メール通知を設定する方法を示しています。


例A-9 データベース・サーバーへの電子メール通知の構成


DBMCLI> ALTER DBSERVER smtpServer='my_mail.example.com',            -
                    smtpFromAddr='john.doe@example.com',         -
                    smtpFrom='John Doe',                         -
                    smtpToAddr='jane.smith@example.com',         -
                    snmpSubscriber=((host=host1),(host=host2)),  -
                    notificationPolicy='clear',                  -
                    notificationMethod='mail,snmp'




例A-10は、データベース・サーバー上の電子メール設定を確認する方法を示しています。


例A-10 データベース・サーバー上の電子メール設定の確認


DBMCLI> ALTER DBSERVER VALIDATE MAIL




例A-11は、電子メールのメッセージの形式の変更方法を示しています。


例A-11 電子メールのメッセージの形式の変更


DBMCLI> ALTER DBSERVER emailFormat='text'
DBMCLI> ALTER DBSERVER emailFormat='html'




例A-12は、データベース・サーバー上のSNMP設定を確認する方法を示しています。


例A-12 データベース・サーバー上のSNMP設定の確認


DBMCLI> ALTER DBSERVER VALIDATE SNMP




例A-13は、電子メール・アラートのタイプの設定方法を示しています。この例では、1つのサブスクライバがハードウェアおよびソフトウェアを取得し、もう1つのサブスクライバがADRアラートを取得します。


例A-13 電子メール・アラートのタイプの設定


ALTER CELL emailSubscriber=                                             \
           ((email="email1@example.com",alertType="HARDWARE,SOFTWARE"), \
           (email="email2@example.com",alertType="ADR"))




例A-14は、データベース・サーバー・サービスを起動および停止する方法を示しています。


例A-14 データベース・サーバー・サービスの起動および停止


DBMCLI> ALTER DBSERVER SHUTDOWN SERVICES MS

DBMCLI> ALTER DBSERVER RESTART SERVICES MS




例A-15は、データベース・サーバー上にLEDを設定する方法を示しています。


表A-15 データベース・サーバーLEDの設定


DBMCLI> ALTER DBSERVER LED OFF
DBMCLI> ALTER DBSERVER LED ON




例A-16は、キャパシティ・オンデマンドの保留中のコア数を示しています。新しいコア数をアクティブにするために、サーバーを再起動する必要があります。


例A-16 保留コア数の設定


DBMCLI> ALTER DBSERVER pendingCoreCount=20




例A-17では、アクティブ・コア数を増やす方法を示しています。


例A-17 アクティブ・コア数の増加


DBMCLI> ALTER DBSERVER pendingeCoreCount=20




例A-18は、syslogconf属性を使用してルールを追加する方法を示しています。


例A-18 syslogconf属性の使用


DBMCLI> ALTER DBSERVER syslogconf=('*.err;authpriv.none @loghost', -
         '*.emerg @loghost')




例A-19は、テスト・メッセージを使用してルールを追加および検証する方法を示しています。


例A-19 ルールの追加および検証


DBMCLI> ALTER DBSERVER syslogconf=('kern.crit @loghost')
DBMCLI> ALTER DBSERVER VALIDATE syslogconf   'kern.crit'




例A-20は、syslog.confのルールを削除する方法を示しています。


例 A-20 すべてのsyslog.confルールの削除


DBMCLI> ALTER DBSERVER syslogconf=''









	
関連項目:

	
データベースのname属性値およびcomment属性値の制限の詳細は、「共通の属性値の制限」を参照してください。
















ALTER IBPORT


説明

ALTER IBPORTコマンドでは、すべてのInfiniBandポートまたは指定したInfiniBandポート上でアクションを実行します。





構文


ALTER IBPORT {ALL | ibport_name [, ibport_name] ...} RESET COUNTERS





使用方法

RESET COUNTERSオプションを使用すると、InfiniBandポート上のすべてのカウンタがリセットされます。





例

例A-21は、IBPORTオブジェクトを指定したALTERコマンドを示しています。


例A-21 IBPORT属性の変更


DBMCLI> ALTER IBPORT ALL RESET COUNTERS

         InfiniBand Port HCA-1:1 successfully altered.
         InfiniBand Port HCA-1:2 successfully altered.
 
DBMCLI> ALTER IBPORT "HCA-1:1" RESET COUNTERS

         InfiniBand Port HCA-1:1 successfully altered.









ALTER THRESHOLD


説明

ALTER THRESHOLDコマンドは、すべてのしきい値または指定したしきい値の属性値を更新します。





構文


ALTER THRESHOLD { ALL |threshold_name [, threshold_name ...] }
   attribute_name = attribute_value 
   [, attribute_name = attribute_value]...





使用方法

ALTERコマンドで変更可能な属性は、例A-34「THRESHOLDオブジェクトの説明」でmodifiableとして示されています。





例

例A-22は、しきい値の属性を変更する方法を示しています。


例A-22 しきい値の属性の変更


DBMCLI> ALTER THRESHOLD temp  warning=30

DBMCLI> ALTER THRESHOLD ALL occurrences=3









	
関連項目:

しきい値の属性の設定の詳細は、「CREATE」を参照してください。
















CREATE


説明

CREATEコマンドは、新規のオブジェクトを作成し、初期属性をオブジェクトに割り当てます。





構文


CREATE object_type [name] [attributename=value [, attributename=value]...]





使用方法

	
object_typeは次のとおりです。

	
DBSERVER


	
THRESHOLD





	
nameは、新規オブジェクトの名前です。


	
attribute_nameは、object_typeの変更可能な属性の名前です。


	
attribute_valueは、属性の初期設定です。


	
複数のオブジェクトがCREATEコマンドのターゲットとして有効な場合は、正常に実行されない場合があります。エラーが発生するとコマンドが中断され、残りのオブジェクトは作成されません。










	
関連項目:

	
"CREATE DBSERVER"


	
"CREATE THRESHOLD"


	
オブジェクト・タイプおよびその説明の詳細は、「DBMCLIのオブジェクト・タイプについて」を参照してください。













CREATE DBSERVER


説明

CREATE DBSERVERコマンドは、DBSERVERオブジェクト・タイプを作成します。





構文


CREATE DBSERVER [name] 
    [interconnect1=intValue1 [, interconnect2=intValue2 ...]] 
    [ { , ipaddress1=ipValue1 [, ipaddress2=ipValue2 ...] }]
    [, attributeName = attributeValue ...]





使用方法

設定可能な属性は、「DESCRIBE DBSERVER」でmodifiableとして示されます。

	
このコマンドを使用すると、ASR値をsnmpSubscriber属性に割当てできます。詳細は、「ALTER DBSERVER」を参照してください。


	
名前を指定しない場合、デフォルトにより、データベース・サーバー名は、ネットワーク名のハイフンをアンダースコアで置換したサーバーのネットワーク・ホスト名に設定されます。ネットワーク名は、uname -nコマンドで表示できます。データベース・サーバー名を変更する場合、一意のデータベース・サーバー名を選択する必要があります。

名前を指定する場合は、「共通の属性値の制限」に記載された基準を満たしていることを確認してください。


	
1から4つのインターコネクトを指定できます。interconnect2属性が指定されている場合は、interconnect1属性を指定する必要があります。interconnect3が指定されている場合は、interconnect1属性とinterconnect2属性を指定する必要があります。


	
interconnectNおよびipaddressNを指定すると、ipaddressNエントリが自動的に/etc/oracle/cell/network-config/cellinit.oraファイルに書き込まれます。


	
インターコネクトはInfiniBand(ibN)です。








例

例A-23は、interconnectN属性を指定したCREATE DBSERVERコマンドを示しています。


例A-23 interconnectN属性のDBSERVERオブジェクトへの設定


DBMCLI> CREATE DBSERVER interconnect1=ib0









CREATE THRESHOLD


説明

CREATE THRESHOLDコマンドは、メトリック・アラートの生成条件を指定するしきい値オブジェクトを作成します。





構文


CREATE THRESHOLD name attributename=value [, attributename=value]...





使用方法

指定可能な属性は、comparison、critical、occurrences、observationおよびwarningです。

	
name引数は必須です。名前はメトリック名とオブジェクト名で構成され、書式はmetricName.objectName (db_io_rq_sm_sec.db123やct_io_wt_rq.interactiveなど)になります。LIST METRICCURRENT metricコマンドを使用して、使用可能なメトリックのオブジェクト情報を表示します。オブジェクト名はオプションです。


	
オブジェクト名が指定されていない場合、指定されたメトリックのすべてのメトリック・オブジェクトにしきい値が適用されます。


	
comparison属性は必須で、条件値が付きます。値は、'<'、'<='、'='、'>='または'>'にする必要があります。


	
occurrences属性では、状態変更をトリガーするしきい値を超える測定値の連続する数を指定します。

発生および観測件数を指定する場合は、サンプル平均数の連続する発生数を、アラートの原因となった観測件数より多く指定する必要があります。たとえば、次の5つの観測(observations=5)がデータベース・サーバー上で発生した場合、連続する発生件数(occurrences=2)の値が5および15のため、平均サンプル数は10になります。


Observation 1: 0
Observation 2: 30
Observation 3: 0
Observation 4: 5
Observation 5: 15


	
observation属性は、測定値の平均を計算するために使用される測定値の数です。


	
warningまたはcriticalに設定される値の状態変更により、ステートフル・アラートが生成されます。








例

例A-24は、しきい値を作成する方法を示しています。


例A-24 しきい値の作成


DBMCLI> CREATE THRESHOLD temp comparison='>', critical=30









	
関連項目:

	
メトリックの詳細は、「Oracle Exadata Storage Server Softwareの監視およびチューニング」を参照してください。


	
属性の詳細は、「DESCRIBE THRESHOLD」を参照してください。


	
name属性の詳細は、「DESCRIBE METRICDEFINITION」を参照してください。


	
メトリックおよびしきい値の詳細は、「LIST ALERTDEFINITION」を参照してください。


	
カテゴリの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。





















DESCRIBE


説明

DESCRIBEコマンドは、引数として指定されるオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。属性のリストには、各属性が変更可能かどうか示されます。





構文


DESCRIBE object_type





使用方法

	
object_typeは、サポートされるオブジェクト・タイプ(「DBMCLIのオブジェクト・タイプについて」を参照)の1つです。


	
属性のリストは、LISTコマンドで引数として使用できます。


	
DESCRIBEでは、オブジェクトのすべての属性は表示されません。










	
関連項目:

	
「DESCRIBE ALERTDEFINITION」


	
「DESCRIBE ALERTHISTORY」


	
「DESCRIBE DBSERVER」


	
「DESCRIBE IBPORT」


	
「DESCRIBE LUN」


	
「DESCRIBE METRICCURRENT」


	
「DESCRIBE METRICDEFINITION」


	
「DESCRIBE METRICHISTORY」


	
「DESCRIBE PHYSICALDISK」


	
「DESCRIBE THRESHOLD」


	
「LIST」













DESCRIBE ALERTDEFINITION


説明

DESCRIBE ALERTDEFINITIONコマンドは、ALERTDEFINITIONオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE ALERTDEFINITION





使用方法

表A-5は、DESCRIBE ALERTDEFINITIONコマンドの属性を示しています。


表A-5 DESCRIBE ALERTDEFINITION属性

	属性	説明
	
alertShortName

	
アラートの省略名。アラートの基準がメトリックの場合、省略名は対応するメトリックのname属性と同じになります。


	
alertSource

	
アラートのソース(BMCやADRなど)。


	
alertType

	
アラートのタイプ。値はステートフルまたはステートレスです。

	
ステートフル・アラートは、normalに遷移すると自動的にクリアされます。


	
ステートレス・アラートはクリアされません。アラートは、examinedBy属性を設定して変更できます。





	
description

	
アラートの説明。


	
metricName

	
アラートの基準がメトリックの場合のメトリック名。


	
name

	
アラートの識別子。











例

例A-25は、ALERTDEFINITIONオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-25 ALERTDEFINITIONオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE ALERTDEFINITION

         name
         alertShortName
         alertSource
         alertType
         description
         metricName









DESCRIBE ALERTHISTORY


説明

DESCRIBE ALERTHISTORYコマンドは、ALERTHISTORYオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE ALERTHISTORY





使用方法

表A-6は、DESCRIBE ALERTHISTORYコマンドの属性を示しています。


表A-6 DESCRIBE ALERTHISTORY属性

	属性	説明
	
alertAction

	
このアラートで実行する推奨操作。


	
alertMessage

	
アラートの簡単な説明。


	
alertSequenceID

	
アラートの一意の順序ID。warningからcritical、またはcriticalからclearなど、アラートにより状態が変更されると、同じ順序番号と遷移時点のタイム・スタンプで別のアラート発生が作成されます。


	
alertShortName

	
アラートの省略名。アラートの基準がメトリックの場合、省略名は対応するメトリックのname属性と同じになります。


	
alertType

	
アラートのタイプ。値はステートフルまたはステートレスです。

	
ステートフル・アラートは、normalに遷移すると自動的にクリアされます。


	
ステートレス・アラートはクリアされません。アラートは、examinedBy属性を設定して変更できます。





	
beginTime

	
アラートによる状態変更が開始された時点のタイム・スタンプ。


	
endTime

	
アラートによる状態変更が終了した時点のタイプ・スタンプ。


	
examinedBy

	
アラートを確認した管理者。


	
failedMail

	
通知が失敗した場合に送信する電子メールの受信者。


	
failedSNMP

	
通知が失敗した場合に送信するSNMPサブスクライバ。


	
metricObjectName

	
メトリックしきい値にアラートを発生させるデータベース・サーバー・ディスクなどのオブジェクト。


	
metricValue

	
アラートを生成するメトリックの値。


	
name

	
アラートの一意の識別子。


	
notificationState

	
サブスクライバにアラート・メッセージを通知する場合の状況を示す番号。

	
0: 試行されなかった


	
1: 送信に成功


	
2: 再試行中(最大5回)


	
3: 5回の再試行に失敗





	
sequenceBeginTime

	
アラートの順序IDが最初に作成された時点のタイム・スタンプ。


	
severity

	
重大度のレベル。値はclear、info、warningまたはcriticalです。











例

例A-26は、ALERTHISTORYオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-26 ALERTHISTORYオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE ALERTHISTORY

         name
         alertAction
         alertMessage
         alertSequenceID
         alertShortName
         alertType
         beginTime
         endTime
         examinedBy              modifiable
         failedMail
         failedSNMP
         metricObjectName
         metricValue
         notificationState
         sequenceBeginTime
         severity









	
関連項目:

「DESCRIBE METRICDEFINITION」











DESCRIBE DBSERVER


説明

DESCRIBE DBSERVERコマンドは、DBSERVERオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE DBSERVER





使用方法

表A-7は、DESCRIBE DBSERVERコマンドの属性を示しています。


表A-7 DESCRIBE DBSERVER属性

	属性	説明
	
bbuStatus

	
ハード・ディスク・コントローラのバッテリ・バックアップ・ユニット(BBU)のステータス。


	
comment

	
ユーザー指定のテキスト文字列。


	
cpuCount

	
データベース・サーバー上のCPUの数。


	
diagHistoryDays

	
ADRファイルの保存日数。デフォルト値は7日間です。


	
emailFormat

	
電子メール・メッセージのファイル形式。値はhtmlまたはtextです。


	
fanCount

	
動作中のファンの数およびファンの合計数。working/totalとして表示されます。


	
fanStatus

	
ファンのステータス。値はnormal、warning、criticalです。


	
id

	
ハードウェア・ベンダーによって提供されるグローバル一意識別子(GUID)。


	
interconnect1-4

	
データベース・サーバーの1から4までのインターコネクト。たとえば、bondeth0です。


	
interconnectCount

	
ネットワーク・インターコネクトの数。


	
ipaddress1-4

	
データベース・サーバーの1から4までのIPアドレス。


	
kernelVersion

	
ホスト・カーネル・ソフトウェアのバージョン。


	
location

	
ユーザーが指定するセル・ハードウェアの物理ロケーション。


	
locatorLEDStatus

	
セルLOCATE LEDのステータス。値はonまたはoffです。


	
makeModel

	
ベンダーにより提供されるセル・ハードウェアの型およびモデル。


	
metricCollection

	
管理サーバーがメトリック収集を実行するかどうかを示すインジケータ。値はTRUEまたはFALSEです。FALSEに設定すると、すべてのメトリック収集およびアラート・マイニングが停止します。デフォルトの設定はTRUEです。


	
metricHistoryDays

	
メトリック履歴ファイルの保存日数。デフォルト値は7日間です。


	
msVersion

	
管理サーバーのバージョン。


	
name

	
データベース・サーバーの名前。


	
notificationMethod

	
アラートの通知メソッド。値はmail、snmp、none、またはmailとsnmpの両方です。


	
notificationPolicy

	
サブスクライバに送信する重大度アラートのインジケータ。notificationPolicyの値は、none、またはcritical、warningおよびclearの任意の組合せです。


	
powerCount

	
電源数。working/totalとして表示されます。


	
powerStatus

	
電源のステータス。値はnormal、warning、criticalです。


	
releaseImageStatus

	
イメージ化が成功したかどうか知らせるインジケータ。


	
releaseTrackingBug

	
セル・ソフトウェアのパッチ番号(11223344など)。


	
releaseVersion

	
セル・ソフトウェアのリリース番号(11.2.2.3.0など)。


	
smtpFrom

	
アラート通知に表示されるSMTP電子メールのユーザー名。


	
smtpFromAddr

	
アラート通知の送信元のSMTP電子メール・アドレス。


	
smtpPort

	
アラート通知の送信に使用されるSMTP電子メール・サーバー・ポート。


	
smtpPwd

	
アラート通知の送信元のSMTP電子メール・ユーザーのパスワード。


	
smtpServer

	
アラート通知の送信に使用されるSMTP電子メール・サーバー。


	
smtpSubscriber

	
SNMPアラート通知をサブスクライブするホストのリスト。


	
smtpToAddr

	
電子メールの送信先のアドレス。電子メール・アドレスは、複数のサブスクライバにアラートを通知できるように、引用符で囲んだカンマ区切りのリストにできます。


	
smtpUser

	
アラート通知に表示されるSMTP電子メールのユーザー名。


	
smtpUseSSL

	
Secure Socket Layer(SSL)認証を使用するための仕様。


	
状態

	
データベース・サーバーのステータス。


	
syslogConf

	
システム・ログイン・ユーティリティsyslogdのルール。


	
temperatureReading

	
BMCから取得されるセルの現在の温度(摂氏)。


	
temperatureStatus

	
温度のステータス。値はnormal、warning、criticalです。


	
traceLevel

	
トレース・メッセージの書込みレベル。このレベルは、有効なJavaロギング・レベル(SEVERE、WARNING、INFO、CONFIG、FINE、FINER、FINEST)または有効なOracle Diagnostic Logging(ODL)のロギング・レベル(INCIDENT_ERROR:1、ERROR:1、WARNING:1、NOTIFICATION:1、NOTIFICATION:16、TRACE:1、TRACE:16、TRACE:32)にできます。デフォルトはINFOです。


	
upTime

	
システムが再起動してからの時間(days,hours:minutes)。











例


例A-27 DBSERVERオブジェクトの説明


DBMCLI> describe dbserver
        name                    modifiable
        bbuStatus
        comment                 modifiable
        cpuCount
        diagHistoryDays         modifiable
        emailFormat             modifiable
        fanCount
        fanStatus
        id
        interconnectCount
        interconnect1           modifiable
        interconnect2           modifiable
        interconnect3           modifiable
        interconnect4           modifiable
        ipaddress1
        ipaddress2
        ipaddress3
        ipaddress4
        kernelVersion
        locatorLEDStatus
        location                modifiable
        makeModel
        metricCollection        modifiable
        metricHistoryDays       modifiable
        msVersion
        notificationMethod      modifiable
        notificationPolicy      modifiable
        powerCount
        powerStatus
        releaseImageStatus
        releaseVersion
        releaseTrackingBug
        smtpFrom                modifiable
        smtpFromAddr            modifiable
        smtpPort                modifiable
        smtpPwd                 modifiable
        smtpServer              modifiable
        smtpToAddr              modifiable
        smtpUser                modifiable
        smtpUseSSL              modifiable
        snmpSubscriber          modifiable
        status
        syslogConf              modifiable
        temperatureReading
        temperatureStatus
        traceLevel              modifiable
        upTime









DESCRIBE IBPORT


説明

DESCRIBE IBPORTコマンドは、IBPORTオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE IBPORT





使用方法

表A-13は、DESCRIBE IBPORTコマンドの属性を示しています。


表A-8 DESCRIBE IBPORT属性

	属性	説明
	
activeSlave

	
対象のポートが、ボンディングされたIPの現在アクティブなポートかどうかを示すインジケータ。


	
dataRate

	
InfiniBandポートのデータ・レート。


	
hcaFWVersion

	
ホスト・チャネル・アダプタのファームウェアのバージョン。


	
id

	
InfiniBandポートのグローバル一意識別子(GUID)。


	
lid

	
InfiniBandポートのローカルID。サブネット内で一意であり、スイッチによって16ビットの識別子がネットワーク内のルーティングに使用されます。


	
linkDowned

	
ポートのトレーニング・ステート・マシンがリンク・エラーのリカバリ処理に失敗し、リンクがダウンした回数。


	
linkIntegrityErrs

	
リンク完全性エラーの数。


	
linkRecovers

	
ポートのトレーニング・ステート・マシンがリンク・エラーのリカバリ処理を正常に完了した回数。


	
name

	
InfiniBandポート名。


	
physLinkState

	
物理リンクの状態。


	
portNumber

	
InfiniBandポートのポート番号。


	
rcvConstraintErrs

	
InfiniBandポートで発生した受信制約エラーの数。


	
rcvData

	
InfiniBandポートで受信した32ビット・データのワード数。


	
rcvErrs

	
InfiniBandポートで受信した、エラーを含むパケットの数。


	
rcvRemotePhysErrs

	
InfiniBandポートで発生した物理エラーの数。


	
状態

	
リンクの状態。


	
symbolErrs

	
InfiniBandポートで発生した軽度なリンク・エラーの数。


	
vl15Dropped

	
リソースの制約(バッファ不足など)が原因で、InfiniBandポートによって廃棄された着信のVL15パケットの数。


	
xmtConstraintErrs

	
InfiniBandポートで発生した送信制約エラーの数。


	
xmtData

	
InfiniBandポート上で送信した32ビット・データのワード数。


	
xmtDiscards

	
ポートのダウンまたは輻輳によってInfiniBandポートで破棄されたアウトバンド・パケットの数。











例

例A-28は、IBPORTオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-28 IBPORTオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE IBPORT

        name
        activeSlave
        dataRate
        hcaFWVersion
        id
        lid
        linkDowned
        linkIntegrityErrs
        linkRecovers
        physLinkState
        portNumber
        rcvConstraintErrs
        rcvData
        rcvErrs
        rcvRemotePhysErrs
        status
        symbolErrs
        vl15Dropped
        xmtConstraintErrs
        xmtData
        xmtDiscards









DESCRIBE LUN


説明

DESCRIBE LUNコマンドは、LUNオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE LUN





使用方法

表A-9は、DESCRIBE LUNコマンドの属性を示しています。


A-9 DESCRIBE LUN属性

	属性	説明
	
deviceName

	
LUNのオペレーティング・システム・デバイス名。例: /dev/c1d5。


	
diskType

	
ディスクのタイプ。


	
errorCount

	
このLUNでのエラー数。


	
id

	
システムによって割り当てられる識別子。


	
lunSize

	
データベース・サーバー・ディスクに変換される前の、LUNのRawサイズ。


	
lunUID

	
システムによって割り当てられる一意の識別子。


	
name

	
LUNに割り当てられる一意の名前。IDが一意でない場合は、異なる(拡張形式)LUN IDになる場合があります。


	
overProvisioning

	
フラッシュ・ストレージ内のブロックうち、特定のLUNで今後も使用できるようにオーバー・プロビジョニングされたブロックの割合を示すインジケータ。この属性は、フラッシュ・ディスク専用です。


	
raidLevel

	
LUNで使用されるRAIDレベルの値。たとえば、RAID 0です。


	
状態

	
LUNのステータス。値はnormal、warning、criticalです。











例

例A-29は、LUNオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-29 LUNオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE LUN

         name
         deviceName
         diskType
         errorCount
         id
         lunSize
         lunUID
         overProvisioning
         raidLevel
         status









DESCRIBE METRICCURRENT


説明

DESCRIBE METRICCURRENTコマンドは、METRICCURRENTオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE METRICCURRENT





使用方法

表A-10は、DESCRIBE METRICCURRENTコマンドの属性を示しています。


表A-10 DESCRIBE METRICCURRENT属性

	属性	説明
	
alertState

	
アラート状態のインジケータ。値はnormal、warning、criticalです。


	
collectionTime

	
メトリック値が収集された時点のタイム・スタンプ。


	
metricObjectName

	
計測中のデータベース・サーバーなど、オブジェクトの名前。


	
metricType

	
統計がどのように作成または定義されたかを示す仕様。


	
metricValue

	
メトリックが収集された時点の値。


	
name

	
現在のメトリックの一意の名前。


	
objectType

	
オプションは、DBSERVER、DBSERVER_FILESYSTEMおよびIBPORTです。











例

例A-30は、METRICCURRENTオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-30 METRICCURRENTオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE METRICCURRENT

         name
         alertState
         collectionTime
         metricObjectName
         metricType
         metricValue
         objectType









	
関連項目:

属性の詳細は、「DESCRIBE METRICDEFINITION」を参照してください。











DESCRIBE METRICDEFINITION


説明

DESCRIBE METRICDEFINITIONコマンドは、METRICDEFINITIONオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE METRICDEFINITION





使用方法

表A-11は、DESCRIBE METRICDEFINITIONコマンドの属性を示しています。


表A-11 DESCRIBE METRICDEFINITION属性

	属性	説明
	
説明

	
メトリックの説明。


	
metricType

	
統計がどのように作成または定義されたかを示すインジケータ。使用できるオプションは次のとおりです。

	
cumulative: メトリックが作成されてからの累積統計。


	
instantaneous: メトリックが収集される時点の値。


	
rate: 特定の期間の観測データの統計を平均して計算される率。


	
transition: 遷移メトリックは、その値が変更された時点で収集され、通常はハードウェアのステータスで重要な遷移があった場合に取得されます。





	
name

	
メトリック定義の一意の名前。name属性の値は、省略語を組み合せたものになります。属性値は、メトリックが定義されるオブジェクト・タイプの省略語で開始します。略語は次のとおりです。

	
DS_ (データベース・サーバー)


	
N_(ネットワーク)





	
objectType

	
オプションは、DBSERVER、DBSERVER_FILESYSTEMおよびIBPORTです。


	
persistencePolicy

	
時間メトリック値が格納されます。


	
unit

	
メトリックの単位。収集される次のメトリックに明示的に関連付けられます。

	
数値


	
%(割合)


	
F(華氏)


	
C(摂氏)














例

例A-31は、METRICDEFINITIONオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-31 METRICDEFINITIONオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE METRICDEFINITION

         name
         description
         metricType
         objectType
         persistencePolicy
         unit









DESCRIBE METRICHISTORY


説明

DESCRIBE METRICHISTORYコマンドは、METRICHISTORYオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE METRICHISTORY





使用方法

表A-12は、DESCRIBE METRICHISTORYコマンドの属性を示しています。


表A-12 DESCRIBE METRICHISTORY属性

	属性	説明
	
alertState

	
アラート状態のインジケータ。値はnormal、warning、criticalです。


	
collectionTime

	
メトリック値が収集された時点のタイム・スタンプ。


	
memory

	
管理サーバー・メモリーのメトリック。この属性は、収集時間が1時間未満の場合に、collectionTime属性のかわりに使用できます。


	
metricObjectName

	
計測中のデータベース・サーバー・ディスクなど、オブジェクトの名前。


	
metricType

	
統計がどのように作成または定義されたかを示す仕様。


	
metricValue

	
メトリックが収集された時点の値。


	
metricValueAvg

	
メトリックの平均値。


	
metricValueMax

	
メトリックの最大値。


	
metricValueMin

	
メトリックの最小値。


	
name

	
現在のメトリックの一意の名前。


	
objectType

	
オプションは、DBSERVER、DBSERVER_FILESYSTEMおよびIBPORTです。


	
over

	
集計用の時間の指定(分単位)。この属性は、max、minおよびavgキーワードと組み合せることで機能します。











例

例A-32は、METRICHISTORYオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-32 METRICHISTORYオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE METRICHISTORY

         name
         alertState
         collectionTime
         memory
         metricObjectName
         metricType
         metricValue
         metricValueAvg
         metricValueMax
         metricValueMin
         objectType
         over









DESCRIBE PHYSICALDISK


説明

DESCRIBE PHYSICALDISKコマンドは、PHYSICALDISKオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE PHYSICALDISK





使用方法

表A-13は、DESCRIBE PHYSICALDISKコマンドの属性を示しています。


表A-13 DESCRIBE PHYSICALDISK属性

	属性	説明
	
ctrlHwVersion

	
コントローラのバージョン。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
diskType

	
ディスクのタイプ(HARDDISKまたはFLASHDISK)。


	
enclosureDeviceId

	
ハード・ディスク・エンクロージャの識別子。この属性は、Oracle Exadata Storage Server上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
errCmdTimeoutCount

	
ディスクでのコマンド・タイムアウトSCSIエラーの数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
errHardReadCount

	
ディスクでのハード読取りエラーの数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
errHardWriteCount

	
ディスクでのハード書込みエラーの数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
errMediaCount

	
ハード・ディスクでのメディア・エラーの数。この属性は、Oracle Exadata Storage Server上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
errOtherCount

	
ハード・ディスクでの未分類エラーの数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
errSeekCount

	
ディスクでのSCSIシーク・エラーの数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
hotPlugCount

	
ディスクがラックに挿入された回数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
lastFailureReason

	
ディスクでの最新のエラーのタイプ。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
luns

	
このディスクから変換されたLUNのリスト。


	
makeModel

	
システムによって提供されるモデルの説明。


	
name

	
物理ディスクの一意の名前。


	
physicalFirmware

	
ディスクのファームウェアのシステム割当て名。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
physicalInsertTime

	
ディスクが挿入された時刻。


	
physicalInterface

	
ハード・ディスクで使用されているインタフェース・タイプ。たとえば、SASです。


	
physicalPort

	
このディスクのコントローラのポート。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
physicalRPM

	
ディスクの回転数(毎分)。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
physicalSerial

	
システムで割り当てられた一意のID。


	
physicalSize

	
ディスクのサイズ(バイト単位)。


	
physicalUseType

	
ディスクの用途。例: Data Drive。


	
sectorRemapCount

	
物理ディスクのすべてのセクター再マップ操作の回数。この属性は、HP Oracle Database Machine上のOracle Exadata Storage Server Softwareにのみ適用されます。


	
slotNumber

	
ディスクの物理的な場所。


	
状態

	
物理ディスクのステータス。値は次のとおりです。

	
failed: ディスクで障害が発生しました。以前のリリースでは、このステータスはcriticalと呼ばれていました。


	
normal: ディスクは正常に動作しています。


	
not present: ディスクは取り外されました。


	
peer failure: フラッシュ・ディスク障害のみです。


	
poor performance: ディスクのパフォーマンスが低下しています。


	
predictive failure: ディスク障害の発生が予想されます。


	
write-through caching: フラッシュ・ディスク・キャッシングのみです。














例

例A-33は、Oracle Exadata Storage ServerにおいてPHYSICALDISKオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-33 データベース・サーバーのハード・ドライブ上のPHYSICALDISKオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE PHYSICALDISK

         name
         ctrlFirmware
         diskType
         enclosureDeviceId
         errMediaCount
         errOtherCount
         luns
         makeModel
         physicalFirmware
         physicalInsertTime
         physicalInterface
         physicalSerial
         physicalSize
         slotNumber
         status









DESCRIBE THRESHOLD


説明

DESCRIBE THRESHOLDコマンドは、THRESHOLDオブジェクト・タイプの属性のリストを表示します。





構文


DESCRIBE THRESHOLD





使用方法

表A-14は、DESCRIBE THRESHOLDコマンドの属性を示しています。


表A-14 DESCRIBE THRESHOLD属性

	属性	説明
	
comparison

	
メトリック値としきい値を比較して、値がしきい値に違反しているかどうかを確認する演算子(>、>=、=、<、<=)。


	
クリティカル

	
メトリック値がクリティカルの状態であるとみなされる上限値。この値を超えるとアラートが生成されます。


	
name

	
しきい値の一意の名前。


	
observation

	
測定値の数。この数の測定値で率メトリックを平均し、しきい値と比較されます。


	
occurrences

	
メトリック値がしきい値を連続して超えた場合の上限数。この上限数を超えると指定したアラートが発行されます。


	
warning

	
メトリック値が警告の状態であるとみなされる上限値。この値を超えるとアラートが生成されます。











例

例A-34は、THRESHOLDオブジェクトを指定したDESCRIBEコマンドを示しています。


例A-34 THRESHOLDオブジェクトの説明


DBMCLI> DESCRIBE THRESHOLD

         name
         comparison              modifiable
         critical                modifiable
         observation             modifiable
         occurrences             modifiable
         warning                 modifiable














DROP


説明

DROPコマンドは、名前を指定したオブジェクトをデータベース・サーバーから削除するか、データベース・サーバーをリセットします。





構文


DROP object_type [object_name [, object_name]...] [options]





使用方法

	
object_typeは次のいずれかです。

	
ALTERHISTORY


	
DBSERVER


	
THRESHOLD





	
object_nameは、データベース・サーバーまたはしきい値の名前です。


	
複数のオブジェクトがDROPコマンドのターゲットの場合は、正常に実行されない場合があります。エラーが発生するとコマンドが中断され、残りのオブジェクトは削除されません。







	
関連項目:

	
「DROP ALERTHISTORY」


	
「DROP DBSERVER」


	
「DROP THRESHOLD」


	
「DBMCLIのオブジェクト・タイプについて」
















DROP ALERTHISTORY


説明

DROP ALERTHISTORYコマンドは、データベース・サーバーのアラート履歴からアラートを削除します。





構文


DROP ALERTHISTORY {ALL | alert1 {, alert2}, ...}





使用方法

	
このコマンドのalertNは、履歴から削除されるアラートの名前です。


	
ステートフル・アラートを削除する場合は、同時にアラートの順序のメンバーをすべて削除する必要があります。すべてのメンバーを削除しないと、システムによりエラーが発行されます。








例

例A-35は、DROP ALERTHISTORYコマンドを示しています。


例A-35 データベース・サーバーのアラート履歴の削除


DBMCLI> DROP ALERTHISTORY 1, 2_1, 2_2









DROP DBSERVER


説明

DROP DBSERVERは、データベース・サーバー上のMSを元の状態にリセットします。





構文


DROP DBSERVER





使用方法

	
データベース・サーバーに設定されたいずれのしきい値も、データベース・サーバーから削除されます。


	
DBSERVER属性はデフォルト値に設定されます。








例

例A-35は、DROP DBSERVERコマンドを示しています。


例A-36 データベース・サーバーの削除


DBMCLI> DROP DBSERVER









DROP THRESHOLD


説明

DROP THRESHOLDコマンドは、データベース・サーバーからすべてのしきい値または指定したしきい値を削除します。





構文


DROP THRESHOLD { ALL |threshold_name [, threshold_name ...] }





例

例A-37は、DROP THRESHOLDコマンドを示しています。


例A-37 しきい値の削除


DBMCLI> DROP THRESHOLD temp














LIST


説明

LISTコマンドは、データベース・サーバー・オブジェクトの属性のリストを表示します。表示されるオブジェクトは、名前またはフィルタで識別されます。表示される各オブジェクトの属性は、指定した属性リストで決定されます。





構文


LIST object_type  [ name |  attribute_filters] [attribute_list] [DETAIL]





使用方法

	
object_typeは次のとおりです。

	
ALERTDEFINITION


	
ALERTHISTORY


	
DBSERVER


	
IBPORT


	
LUN


	
METRICCURRRENT


	
METRICDEFINITION


	
METRICHISTORY


	
PHYSICALDISK


	
THRESHOLD





	
DETAILオプションまたは属性リストを指定せずにobject_typeのみを指定してLISTを使用すると、このタイプの既存のオブジェクトの名前または属性のデフォルト・リストが表示されます。

	
status属性を持つオブジェクト・タイプの場合は、オブジェクト名およびステータスが表示されます。


	
METRICHISTORYオブジェクト・タイプの場合は、収集時間、オブジェクト名および値が表示されます。


	
PHYSICALDISKおよびLUNオブジェクト・タイプの場合は、ID属性が表示されます。


	
ALERTHISTORYオブジェクト・タイプの場合は、時間およびアラート・メッセージが表示されます。


	
KEYオブジェクト・タイプの場合は、キー値が表示されます。





	
表示される各オブジェクトの属性は、指定した属性リストで決定されます。空白またはタブを含む文字列である属性値は、引用符で囲む必要があります。


	
表示されるオブジェクトは、属性フィルタにより決定されます。メトリックの数は多いため、コマンドの出力を絞り込む場合はLIST METRICCURRENTまたはLIST METRICHISTORYコマンドの使用時にフィルタを使用してください。


	
DETAILオプションのないデフォルトの書式では、各オブジェクトが個別の行に表示され、指定した属性リストの順にタブで区切られた属性値が続きます。


	
DETAILを使用した書式の場合は、特定のオブジェクトの各属性が個別の行に表示され、属性名の後に値が表示されます。属性リストが指定されていない場合は、値を持つすべての属性が表示されます。表示される各オブジェクトは、空白行で区切られます。DETAILはATTRIBUTES ALLオプションに似ていますが、書式のみが異なります。


	
設定されていない属性は、DETAILオプションでは表示されません。これに対し、空の値に設定されている属性はDETAILオプションで表示されます。







	
関連項目:

	
「LIST ALERTDEFINITION」


	
「LIST ALERTHISTORY」


	
「LIST DBSERVER」


	
「LIST IBPORT」


	
「LIST LUN」


	
「LIST METRICCURRENT」


	
「LIST METRICDEFINITION」


	
「LIST METRICHISTORY」


	
「LIST PHYSICALDISK」


	
「LIST THRESHOLD」


	
オブジェクト・タイプの詳細は、「DBMCLIのオブジェクト・タイプについて」を参照してください。


	
属性リストの詳細は、「LISTコマンドの属性リスト」を参照してください。


	
属性フィルタの詳細は、「LISTコマンドの属性フィルタ」を参照してください。
















LIST ALERTDEFINITION


説明

LIST ALERTDEFINITIONコマンドは、データベース・サーバー上で使用可能なすべてのアラートのソースを示します。





構文


LIST ALERTDEFINITION [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-25「ALERTDEFINITIONオブジェクトの説明」に示されています。





例

例A-38は、ALERTDEFINITIONオブジェクトを指定したLISTコマンドを示しています。


例A-38 ALERTDEFINITIONの属性の表示


DBMCLI> LIST ALERTDEFINITION HardwareAlert DETAIL
         name:                   HardwareAlert
         alertShortName:         Hardware
         alertSource:            Hardware
         alertType:              Stateless
         description:            "Hardware Alert"
         metricName:            









LIST ALERTHISTORY


説明

LIST ALERTHISTORYコマンドは、データベース・サーバーで発生したすべてのアラートを表示します。





構文


LIST ALERTHISTORY [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-26「ALERTHISTORYオブジェクトの説明」に示されています。

WHERE句にageInMInutes属性を追加すると、経過時間が指定範囲内のアラートのみをリスト表示するように指定できます。たとえば、次のコマンドでは、直前の15分間に作成されたアラートが表示されます。


DBMCLI> LIST ALERTHISTORY WHERE ageInMinutes < 15





例

例A-39は、ALERTHISTORYオブジェクトを指定したLISTコマンドを示しています。


例A-39 ALERTHISTORYの属性の表示


DBMCLI> LIST ALERTHISTORY 1_1 DETAIL
        name:                   1_1
        alertDescription:       "Data hard disk of size 300GB in slot 3 entered
                                 predictive failure status"
        alertMessage:           "Data hard disk entered predictive failure status.
                                 Status        : WARNING - PREDICTIVE FAILURE 
                                 Manufacturer  : HITACHI  Model
                                 Number  : H103030SCSUN300G  Size          : 300GB 
                                 Serial Number : 1026GZKMDE 
                                 Firmware      : A2A8  Slot Number   : 3"
        alertSequenceID:        1
        alertShortName:         Hardware
        alertType:              Stateful
        beginTime:              2014-09-22T20:18:23-05:00
        examinedBy:            
        metricObjectName:       252:3
        notificationState:      0
        sequenceBeginTime:      2014-09-22T20:18:23-05:00
        severity:               critical
        alertAction:            "Informational. The hard disk has entered
predictive failure status. A white DB server locator LED has been turned on to
help locate the affected cell, and an amber service action LED has been lit on the
drive to help locate the affected drive. Detailed information on this problem can
be found at
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1112995.1
Automatic Service Request has been notified with Unique Identifier:
c84839be-e8d8-4e5e-b315-e145ccd7cbc8."









LIST DBSERVER


説明

LIST DBSERVERコマンドは、データベース・サーバーで発生したすべてのアラートを表示します。





構文


LIST DBSERVER [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-27「DBSERVERオブジェクトの説明」に示されています。





例

例A-40は、ALERTHISTORYオブジェクトを指定したLISTコマンドを示しています。


例A-40 DBSERVERの属性の表示


DDBMCLI> LIST DBSERVER DETAIL
         name:                   myexadb03
         bbuStatus:              normal
         cpuCount:               24
         diagHistoryDays:        7
         fanCount:               16/16
         fanStatus:              normal
         id:                     1029FMM085
         interconnectCount:      2
         ipaddress1:             192.168.10.25/22
         kernelVersion:          2.6.39-400.220.0.el6uek.x86_64
         locatorLEDStatus:       on
         makeModel:              Oracle Corporation SUN FIRE X4170 M2 SERVER
         metricHistoryDays:      7
         msVersion:              OSS_MAIN_LINUX.X64_140921
         powerCount:             2/2
         powerStatus:            normal
         releaseImageStatus:     success
         releaseVersion:         12.1.2.1.0.140728
         releaseTrackingBug:     17885582
         snmpSubscriber:          
         host=10.133.131.130,port=162,community=public,type=asr
         status:                 online
         temperatureReading:     20.0
         temperatureStatus:      normal
         upTime:                 55 days, 5:12
         msStatus:               running
         rsStatus:               running

DBMCLI> LIST DBSERVER attributes status,uptime
         online  161 days, 3:11









LIST IBPORT


説明

LIST IBPORTコマンドは、指定した属性およびフィルタで決定されるInfiniBandポートの属性を表示します。





構文


LIST IBPORT  [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list] [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-28「IBPORTオブジェクトの説明」に示されています。

サーバー上の両方のInfiniBandポートのactiveSlave属性が一覧表示されない場合は、アクティブ-アクティブ・ボンディングが使用されています。activeSlave属性がTRUEの場合は、アクティブ-パッシブ・ボンディングが使用されています。





例

例A-41は、IBPORTオブジェクトを指定したLISTコマンドおよび対応する出力を示しています。


例A-41 IBPORTの属性の表示


DBMCLI> LIST IBPORT
         HCA-1:1         Active
         HCA-1:2         Active

DBMCLI> LIST IBPORT DETAIL
         name:                   HCA-1:1
         activeSlave:            TRUE
         dataRate:               "40 Gbps"
         hcaFWVersion:           2.7.0
         id:                     0x00212800013e8c67
         lid:                    20
         linkDowned:             0
         linkIntegrityErrs:      0
         linkRecovers:           0
         physLinkState:          LinkUp
         portNumber:             1
         rcvConstraintErrs:      0
         rcvData:                84653709
         rcvErrs:                0
         rcvRemotePhysErrs:      0
         status:                 Active
         symbolErrs:             0
         vl15Dropped:            0
         xmtConstraintErrs:      0
         xmtData:                84572496
         xmtDiscards:            0

         name:                   HCA-1:2
         activeSlave:            FALSE
         dataRate:               "40 Gbps"
         hcaFWVersion:           2.7.0
         id:                     0x00212800013e8c68
         lid:                    21
         linkDowned:             0
         linkIntegrityErrs:      0
         linkRecovers:           0
         physLinkState:          LinkUp
         portNumber:             2
         rcvConstraintErrs:      0
         rcvData:                79355427
         rcvErrs:                0
         rcvRemotePhysErrs:      0
         status:                 Active
         symbolErrs:             0
         vl15Dropped:            0
         xmtConstraintErrs:      0
         xmtData:                79274016
         xmtDiscards:            0









LIST LUN


説明

LIST LUNコマンドは、指定した属性およびフィルタで決定されるLUNの属性を表示します。





構文


LIST LUN [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list] [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-29「LUNオブジェクトの説明」に示されています。





例

例A-42は、LUNオブジェクトを指定したLISTコマンドおよび対応する出力を示しています。


例A-42 LUNの属性の表示


DBMCLI> LIST LUN
         0_0     0_0     normal
 
DBMCLI> LIST LUN 0_0 DETAIL
         name:                   0_0
         diskType:               HardDisk
         id:                     0_0
         lunSize:                556.9289999008179G
         lunUID:                 0_0
         raidLevel:              5
         lunWriteCacheMode:      "WriteBack, ReadAheadNone, Direct,   \
                                  No Write Cache if Bad BBU"
         status:                 normal









LIST METRICCURRENT


説明

LIST METRICCURRENTコマンドは、すべてのメトリックを収集したリストを表示します。





構文


LIST METRICCURRENT [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  [DETAIL]





使用方法

	
表示可能な属性のリストは、例A-30「METRICCURRENTオブジェクトの説明」に示されています。


	
LIST METRICCURRENTコマンドの実行時の出力サイズを減らすには、フィルタを使用します。








例

例A-43は、METRICCURRRENTオブジェクトの情報を表示するため、フィルタを指定したLISTコマンドおよび対応する出力を示しています。


例A-43 METRICCURRENTの属性の表示


DBMCLI> LIST METRICCURRENT attributes name, objecttype
         DS_BBU_CHARGE           DBSERVER
         DS_BBU_TEMP             DBSERVER
         DS_CPUT                 DBSERVER
         DS_CPUT_MS              DBSERVER
         DS_FANS                 DBSERVER
         DS_FSUT                 DBSERVER_FILESYSTEM
         DS_FSUT                 DBSERVER_FILESYSTEM
         DS_FSUT                 DBSERVER_FILESYSTEM
         DS_MEMUT                DBSERVER
         DS_MEMUT_MS             DBSERVER
         DS_RUNQ                 DBSERVER
         DS_SWAP_IN_BY_SEC       DBSERVER
         DS_SWAP_OUT_BY_SEC      DBSERVER
         DS_SWAP_USAGE           DBSERVER
         DS_TEMP                 DBSERVER
         DS_VIRTMEM_MS           DBSERVER
         N_HCA_MB_RCV_SEC        DBSERVER
         N_HCA_MB_TRANS_SEC      DBSERVER
         N_IB_MB_RCV_SEC         IBPORT
         N_IB_MB_RCV_SEC         IBPORT
         N_IB_MB_TRANS_SEC       IBPORT
         N_IB_MB_TRANS_SEC       IBPORT
         N_IB_UTIL_RCV           IBPORT
         N_IB_UTIL_RCV           IBPORT
         N_IB_UTIL_TRANS         IBPORT
         N_IB_UTIL_TRANS         IBPORT
         N_NIC_KB_RCV_SEC        DBSERVER
         N_NIC_KB_TRANS_SEC      DBSERVER
         N_NIC_NW                DBSERVER

DBMCLI> LIST METRICCURRENT where objectType='IBPORT'
         N_IB_MB_RCV_SEC         HCA-1:1         0.026 MB/sec
         N_IB_MB_RCV_SEC         HCA-1:2         0.009 MB/sec
         N_IB_MB_TRANS_SEC       HCA-1:1         0.021 MB/sec
         N_IB_MB_TRANS_SEC       HCA-1:2         0.004 MB/sec
         N_IB_UTIL_RCV           HCA-1:1         0.0 %
         N_IB_UTIL_RCV           HCA-1:2         0.0 %
         N_IB_UTIL_TRANS         HCA-1:1         0.0 %
         N_IB_UTIL_TRANS         HCA-1:2         0.0 %

DBMCLI> LIST METRICCURRENT where name = DS_CPUT and metricobjectname= myexadb04 detail
         name:                   DS_CPUT
         alertState:             normal
         collectionTime:         2014-03-13T16:15:25-05:00
         metricObjectName:       myexadb04
         metricType:             Instantaneous
         metricValue:            0.9 %
         objectType:             DBSERVER
 
 
DBMCLI> LIST METRICCURRENT DS_FSUT
         DS_FSUT         /       50 %
         DS_FSUT         /boot   18 %
         DS_FSUT         /u01    82 %









	
関連項目:

属性フィルタの詳細は、「LISTコマンドの属性フィルタ」を参照してください。











LIST METRICDEFINITION


説明

LIST METRICDEFINITIONコマンドは、データベース・サーバーのメトリック定義のリストを表示します。





構文


LIST METRICDEFINITION [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-31「METRICDEFINITIONオブジェクトの説明」に示されています。





例

例A-44は、METRICDEFINITIONオブジェクトを指定したLISTコマンドおよび対応する出力を示しています。


例A-44 METRICDEFINITIONの属性の表示


DBMCLI> LIST METRICDEFINITION
         DS_BBU_CHARGE
         DS_BBU_TEMP
         DS_CPUT
         DS_CPUT_MS
         DS_FANS
         DS_FSUT
         DS_MEMUT
         DS_MEMUT_MS
         DS_RUNQ
         DS_SWAP_IN_BY_SEC
         DS_SWAP_OUT_BY_SEC
         DS_SWAP_USAGE
         DS_TEMP
         DS_VIRTMEM_MS
         N_HCA_MB_RCV_SEC
         N_HCA_MB_TRANS_SEC
         N_IB_MB_RCV_SEC
         N_IB_MB_TRANS_SEC
         N_IB_UTIL_RCV
         N_IB_UTIL_TRANS
         N_NIC_KB_RCV_SEC
         N_NIC_KB_TRANS_SEC
         N_NIC_NW









LIST METRICHISTORY


説明

LIST METRICHISTORYコマンドは、各メトリックのリストを表示します。





構文


LIST METRICHISTORY [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  
                   {over_specification] [MEMORY] [DETAIL]





使用方法

	
表示可能な属性のリストは、例A-32「METRICHISTORYオブジェクトの説明」に示されています。


	
メトリック履歴エントリ・ファイルの保存期間は、metricHistoryDaysデータベース・サーバー属性で指定されます。この設定は、DBMCLIのALTER DBSERVERコマンドで変更できます。


	
over_specificationの構文は次のとおりです。


OVER number [aggregation_type [aggregation_type]...] 


この構文で、numberは集計のための時間(分単位)です。aggregation_typeには、max、minまたはavgを指定できます。


	
WHERE句にageInMinutes属性を追加すると、経過時間が指定範囲内のメトリックのみをリスト表示するように指定できます。たとえば、次のコマンドでは、直前の15分間に作成されたメトリックが表示されます。


DBMCLI> LIST METRICHISTORY WHERE ageInMinutes < 15








例

例A-45は、nameおよびcollectionTime属性を指定したLIST METRICHISTORYコマンドを示しています。


例A-45 NameおよびCollectionTime属性を使用したMETRICHISTORYの表示


DBMCLI> LIST METRICHISTORY WHERE name LIKE 'DS_.*' AND collectionTime > '2014-03-27T17:48:16-05:00'

         DS_FANS                 myexadb03       16              2014-03-27T17:49:15-05:00
         DS_TEMP                 myexadb03       20.0 C          2014-03-27T17:49:15-05:00
         DS_BBU_CHARGE           myexadb03       52.0 %          2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_BBU_TEMP             myexadb03       45.0 C          2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_CPUT                 myexadb03       0.3 %           2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_CPUT_MS              myexadb03       0.0 %           2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_FSUT                 /               73 %            2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_FSUT                 /boot           18 %            2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_FSUT                 /u01            43 %            2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_MEMUT                myexadb03       42 %            2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_MEMUT_MS             myexadb03       0.3 %           2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_MEMUT_MS             myexadb03       0.3 %           2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_RUNQ                 myexadb03       0.2             2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_SWAP_IN_BY_SEC       myexadb03       0.0 KB/sec      2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_SWAP_OUT_BY_SEC      myexadb03       0.0 KB/sec      2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_SWAP_USAGE           myexadb03       0 %             2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_VIRTMEM_MS           myexadb03       981 MB          2014-03-27T17:49:16-05:00
         DS_VIRTMEM_MS           myexadb03       981 MB          2014-03-27T17:49:16-05:00




例A-46は、ds_cput属性を指定したLIST METRICHISTORYコマンドを示しています。


例A-46 ds_cput属性のMETRICHISTORYの表示


DBMCLI> LIST METRICHISTORY ds_cput OVER 10 MIN MAX MEMORY
         DS_CPUT  myexadb03  1.0 %   2014-03-27T16:59:16-05:00       0.3 %   1.0 %
         DS_CPUT  myexadb03  0.7 %   2014-03-27T17:09:16-05:00       0.2 %   0.8 %
         DS_CPUT  myexadb03  0.7 %   2014-03-27T17:19:16-05:00       0.3 %   1.1 %
         DS_CPUT  myexadb03  0.7 %   2014-03-27T17:29:16-05:00       0.3 %   0.9 %
         DS_CPUT  myexadb03  0.7 %   2014-03-27T17:39:16-05:00       0.2 %   0.8 %
         DS_CPUT  myexadb03  0.8 %   2014-03-27T17:49:16-05:00       0.3 %   0.8 %









	
関連項目:

	
メトリック履歴の変更の詳細は、「ALTER DBSERVER」を参照してください。


	
metricHistoryDaysセル属性の詳細は、「DESCRIBE DBSERVER」を参照してください。


	
属性フィルタの詳細は、「LISTコマンドの属性フィルタ」を参照してください。
















LIST PHYSICALDISK


説明

LIST PHYSICALDISKコマンドは、指定した属性およびフィルタで決定される1つ以上の物理ディスクの属性を表示します。





構文


LIST PHYSICALDISK [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list]  [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-33「データベース・サーバーのハード・ドライブ上でのPHYSICALDISKオブジェクトの説明」に示されています。





例

例A-47は、PHYSICALDISKオブジェクトを指定したLISTコマンドおよび対応する出力を示しています。


例A-47 物理ディスクの属性の表示


DBMCLI> LIST PHYSICALDISK
         252:0   G08VKE  normal
         252:1   GYVAXE  normal
         252:2   G07Z5E  normal
         252:3   G0889E  normal









LIST THRESHOLD


説明

LIST THRESHOLDコマンドは、指定した属性およびフィルタで決定される1つ以上のしきい値の属性を表示します。





構文


LIST THRESHOLD [ name |  attribute_filters ]  [attribute_list] [DETAIL]





使用方法

表示可能な属性のリストは、例A-34「THRESHOLDオブジェクトの説明」に示されています。





例

例A-48は、THRESHOLDオブジェクトを指定したLISTコマンドおよび対応する出力を示しています。


例A-48 しきい値の属性の表示


DBMCLI> LIST THRESHOLD                                               
         DS_CPUT.myexadb04
         DS_TEMP.myexadb04
 
DBMCLI> LIST THRESHOLD DS_CPUT.myexadb04 detail
         name:                   DS_CPUT.myexadb04
         comparison:             >
         warning:                90.0
 
DBMCLI> LIST THRESHOLD DS_TEMP.myexadb04 detail
         name:                   DS_TEMP.myexadb04
         comparison:             >
         critical:               30.0




















B 交換ユニット

この付録では、Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage拡張ラックの交換ユニットを示します。FRU(Field Replaceable Unit)およびCRU(Customer Replaceable Unit)の2つのタイプの交換ユニットがあります。FRUは、教育を受けたオラクル社のフィールド技術者によって設置されます。CRUは、お客様によって設置されます。

この付録の内容は次のとおりです。

	
修理カテゴリの理解


	
法規制および認定規格に対するコンプライアンス


	
ディスク・コントローラのバッテリ


	
F20 PCIeエネルギー・ストレージ・モジュール


	
LEDステータスの説明


	
Oracle Database Serverの部品


	
Exadata Storage Serverの部品


	
InfiniBandスイッチの部品


	
Ciscoスイッチの部品


	
KVMスイッチおよびKMMトレイの部品


	
配電ユニットの部品


	
ケーブルおよび3相PDUケーブル: Oracle Exadata Rackの37kVAAccessories







	
注意:

	
読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。


	
この付録のOracle Exadata Database Machine用のすべての交換部品は、データベース・サーバーを除き、Oracle Exadata Storage拡張ラックに適用できます。


	
Sunドキュメントのリンクには、各ドキュメントの現在の部品番号が含まれます。部品番号が変更され、リンクが無効になる場合があります。リンクを使用できない場合、次のように部品番号を変更します。

変更前の部品番号のリンク


http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-11/hotswap.html#50458658_11706


変更後の部品番号のリンク


http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_11706















	
関連項目:

インストール前およびインストール後の手順の詳細は、このマニュアルのコンポーネント固有の章を参照してください。









修理カテゴリの理解

修理カテゴリでは、修理の潜在的な影響について説明します。表B-1に、カテゴリおよび処理を示します。


表B-1 Oracle Exadataラックの修理カテゴリ

	カテゴリ	説明	シナリオ例
	
Hot Swap(HS)

	
修理部品がホット・スワップ可能なので、ホスト・システムを停止しないで交換できます。データ保護のために交換の前後にコマンドが必要になる場合があります。

	
	
ディスク


	
ファン


	
電源





	
Infrastructure Repair(IR)

	
Oracle Exadataラック内の接続コンポーネントの修理。ラックの停止時間はありませんが、個別のコンポーネントに停止時間が必要になる場合があります。

	
	
外部ケーブル


	
InfiniBandスイッチ


	
イーサネット・スイッチ


	
KVMスイッチ/KMMトレイ





	
Database Server Offline(DBO)

	
部品を修理するには、Oracle Exadata Database Machine内の1台のデータベース・サーバーを停止する必要があります。ラックの停止時間はありませんが、個別のサーバー・ノードが停止して、一時的にクラスタの外部で処理される場合があります。

現在システムを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」を参照してください。

Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用してシステムを監視する場合、ターゲットをブラックアウト状態にして不要なアラートを回避します。詳細は、Oracle Enterprise Manager管理に関する項を参照してください。

	
	
システム・ボード


	
PCIeカード


	
メモリー


	
プロセッサ


	
配電ユニット





	
Exadata Storage Server Offline(EBO)

	
部品を修理するには、Oracle Exadataラック内の1台のExadata Storage Serverを停止する必要があります。ラックの停止時間はありませんが、個別のサーバー・ノードが停止して、一時的にクラスタの外部で処理される場合があります。データの冗長性を維持するリバランスのため、一時的にパフォーマンスに影響を与える場合があります。

現在システムを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」を参照してください。

Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用してシステムを監視する場合、ターゲットをブラックアウト状態にして不要なアラートを回避します。詳細は、Oracle Enterprise Manager管理に関する項を参照してください。

	
	
システム・ボード


	
PCIeカード


	
メモリー


	
プロセッサ















法規制および認定規格に対するコンプライアンス

Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadataラックで使用される部品は、次の法規制および認定規格に準拠します。

	
法規制

	
安全性: UL/CSA 60950-1、EN 60950-1:2006 CB Scheme(各国の基準に準拠)


	
RFI/EMI: EN 55022、EN 61000-3-12


	
イミュニティ: EN 55024


	
排出量とイミュニティ: EN 300 386





	
認定規格

	
北米(NRTL)、欧州連合(EU)、国際CBスキーム、BSMI (台湾)、C-Tick (オーストラリア)、CCC (中国)、MSIP (韓国)、CU EAC (関税同盟)、VCCI (日本)





	
欧州連合ディレクティブ

	
2006/95/EC低電圧ディレクティブ、2004/108/EC EMCディレクティブ、2011/65/EU RoHSディレクティブ、2012/19/EU WEEEディレクティブ










	
注意:

法規制および認定規格に対する準拠は、規定に従い、コンポーネント・レベルで取得されている場合があります。










	
関連項目:

Oracle Exadata Database Machineセーフティおよびコンプライアンス・ガイド









電気・電子機器における特定有害物質の欧州の使用制限指令の準拠

RoHS:YまたはRoHS:YLが指定されている部品は、電気・電子機器における特定有害物質の欧州の使用制限指令に次のように準拠しています。

	
RoHS:Yの準拠は、現在の情報および信用に基づいています。この機器/部品番号は、欧州連合のRoHS指令の2002/95/ECとその改訂およびガイド・ドキュメントに準拠し、法律で許可されている一部の例外を除いて均質物質の最大濃度値を超える制限物質を含みません(サーバー、ストレージおよびストレージ・アレイ・システム、切替え、信号、送信用のネットワーク・インフラストラクチャ機器および電気通信用のネットワーク管理のはんだの鉛の例外を除く)。


	
RoHS:YLの準拠は、現在の情報および信用に基づいています。この機器/部品番号は、欧州連合のRoHS指令の2002/95/ECとその改訂およびガイド・ドキュメントに準拠し、法律で許可されている一部の例外を除いて均質物質の最大濃度値を超える制限物質を含みません(サーバー、ストレージおよびストレージ・アレイ・システム、切替え、信号、送信用のネットワーク・インフラストラクチャ機器および電気通信用のネットワーク管理のはんだの鉛の例外を含む)。


	
部品リストに含まれる部品の説明にRoHS:YまたはRoHS:YLの記述がない場合、その部品がRoHSに準拠していないか、準拠の確認に必要な情報が製品チームから提供されていないことを示します。











ディスク・コントローラのバッテリ

Exadata Storage Serverおよびデータベース・サーバーのディスク・コントローラには、書込みパフォーマンスを高速化するバッテリ・バックアップ式の書込みキャッシュがあります。充電容量が低下して48時間以上電力の供給されないキャッシュ・データをバッテリで保護できない場合、書込みキャッシュが無効になり、ディスク・コントローラがライトスルー・モードに切り替わります。これにより、書込みパフォーマンスが低下しますが、データは失われません。充電容量が不十分であるか温度が高い場合およびバッテリを交換する必要がある場合、Exadata Storage Serverがアラートを生成します。

バッテリの充電容量は徐々に低下し、寿命は動作温度と反比例します。最低の条件下のOracle Exadataラックのバッテリ寿命は、次のとおりです。


	注入温度	バッテリの寿命
	< 摂氏25度(華氏77度)	3年
	< 摂氏32度(華氏89.6度)	2年







データベース・サーバーのバッテリの監視

データベース・サーバーのバッテリ充電容量は、次のコマンドを使用して監視できます。


# /opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -AdpBbuCmd -a0 | grep "Full Charge" -A5 | sort \
| grep Full -A1


次に、コマンドの出力例を示します。


Full Charge Capacity: 1357 mAh
Max Error: 2 %


バッテリの事前交換は、バッテリの容量が800mAhを下回り、最大エラー率が10%を下回る場合に行います。容量が674mAhを下回るか、最大エラー率が10%を超えた場合は、ただちにバッテリを交換してください。

バッテリの温度は、次のコマンドを使用して監視できます。


/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -AdpBbuCmd -a0 | grep BatteryType; \
/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -AdpBbuCmd -a0 | grep -i temper


次に、コマンドの出力例を示します。


BatteryType: iBBU08
Temperature: 38 C
  Temperature                  : OK
  Over Temperature        : No


バッテリの温度が摂氏55度以上である場合は、原因を特定し、問題を解決してください。




	
注意:

充電容量が不十分であるか温度が高い場合およびバッテリを交換する必要がある場合、Exadata Storage Serverがアラートを生成します。











ディスク・コントローラのバッテリの交換

ディスク・コントローラの充電容量が最小しきい値を下回った場合、システムがOracle Premier Support for Systemsの対象または保証期間中であれば、故障したバッテリが無償で交換されます。

Premier Support for Systemsのお客様を対象に、ベスト・エフォート原則に基づいて寿命が終わる前にOracle Exadataラックのバッテリを事前に交換します。








F20 PCIeエネルギー・ストレージ・モジュール

Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードは、頻繁にアクセスされるOracleデータベース・データをキャッシュし、Exadata Storage Serverのディスクに対する物理I/Oを不要とすることで、Oracle Exadataラックのパフォーマンスを高速化します。フラッシュ・カードに対する書込み操作は、書込み操作を高速化するためにカード上の揮発性のローカルDRAMメモリーに一時的にステージングされます。DRAM内のデータは、エネルギー・ストレージ・モジュール(ESM)によって保護されています。このモジュールは、十分な電力を提供して、電源障害の際にDRAM内のデータをローカル・フラッシュに移動します。

Oracle Exadata X3システムで使用されているフラッシュ・モジュールの予想耐久期間は、書込み集中型のアプリケーションでも10年以上です。フラッシュの耐久期間は、主に、何年にもわたってフラッシュに書き込まれる合計データ量および書き込まれるデータのタイプによって決まります。何年もの間、常時最大フラッシュ書込みIOPSで実行されるアプリケーションはありません。また、アプリケーションでは多くの読取りが実行され、アクティビティが多い期間と少ない期間があります(日中と夜間、四半期末、取引日の終了間際など)。非常に高い書込み集中型のアプリケーションで数か月にわたって測定したところ、最大フラッシュ書込みIOPSの25%が平均となります。各Exadata X3ストレージ・サーバーの耐久期間中の合計フラッシュ書込みは、一般的なデータベース・データの場合で50PBを超えます。フル・ラックでは、アプリケーションの平均書込みが10年間で250,000 8KフラッシュIOPS (最大書込みの25%)である場合、各セルに合計41PBのデータが書き込まれます。これは、セルの耐久期間中の50PBを下回ります。

ESMの充電が十分ではない場合、F20 PCIeカードは、DRAMメモリーを回避してすべてのデータを直接フラッシュに書き込むフェイルセーフのライトスルー・モードで動作します。これにより、書込みパフォーマンスが低下しますが、データは失われません。ESM容量が不十分な場合およびESMを交換する必要がある場合、Exadata Storage Serverがアラートを生成します。

ESMの充電容量は徐々に低下し、寿命は動作温度と反比例します。最低の条件下のOracle ExadataラックのESMの寿命は、次のとおりです。


	Exadata Storage Serverのタイプ	寿命
	Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Server	3年
	Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Server	4年









	
関連項目:

「ハード・ディスク・コントローラのライトスルー・キャッシュ・モードの監視」








フラッシュESMの交換

F20 PCIe ESMの充電容量が最小しきい値を下回った場合、システムがOracle Premier Support for Systemsの対象または保証期間中であれば、故障したESMモジュールが無償で交換されます。

Premier Support for Systemsのお客様を対象に、ベスト・エフォート原則に基づいて寿命が終わる前にOracle ExadataラックのF20 PCIe ESMを事前に交換します。








LEDステータスの説明

この項では、Oracle ExadataラックのLEDについて説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle Server X6-2 Oracle Database ServerのLED


	
Oracle Server X5-2 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Server X4-2 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Server X3-2 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Fire X4170 M2 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Fire X4170 Oracle Database ServerのLED


	
Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Server X4-8 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Server X2-8 Oracle Database ServerのLED


	
Sun Fire X4800 Oracle Database ServerのLED


	
Exadata Storage Server X5-2 Server


	
Exadata Storage Server X4-2L Server


	
Exadata Storage Server X3-2 Server


	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Server


	
Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage ServerのLED


	
Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードのLED


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのLED






Oracle Server X6-2 Oracle Database ServerのLED

表B-2に、Oracle Server X6-2 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-2 Oracle Server X6-2 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが消灯: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: システムが実行中ですが、記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-3に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-3 LEDに基づいたOracle Server X6-2 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Oracle Server X5-2 Oracle Database ServerのLED

表B-4に、Oracle Server X5-2 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-4 Oracle Server X5-2 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが消灯: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: システムが実行中ですが、記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-5に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-5 LEDに基づいたOracle Server X5-2 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Sun Server X4-2 Oracle Database ServerのLED

表B-6に、Sun Server X4-2 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-6 Sun Fire X4170 M2 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Server X4-2 Oracle Database Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Sun Server X4-2 Oracle Database Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: システムが実行中ですが、記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-7に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-7 LEDに基づいたSun Server X4-2 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Sun Server X3-2 Oracle Database ServerのLED

表B-8に、Sun Server X3-2 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-8 Sun Server X3-2 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Server X3-2 Oracle Database Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Sun Server X3-2 Oracle Database Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: システムが実行中ですが、記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-9に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-9 LEDに基づいたSun Server X3-2 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Sun Fire X4170 M2 Oracle Database ServerのLED

表B-10では、Sun Fire X4170 M2 Oracle Database ServerのLEDの色コードについて説明しています。


表B-10 Sun Fire X4170 M2 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: システムが実行中ですが、記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-11に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-11 LEDに基づいたSun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Sun Fire X4170 Oracle Database ServerのLED

表B-12に、Sun Fire X4170 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-12 Sun Fire X4170 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Fire X4170 Oracle Database Serverのファン・モジュール

	
	
電源/OK LEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Sun Fire X4170 Oracle Database Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: システムが実行中で、記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-13に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-13 LEDに基づいたSun Fire X4170 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点滅

	
点滅

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点滅

	
点滅












Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database ServerのLED

表B-14に、Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-14 Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Oracle Server X5-8またはX6-8 Oracle Database Serverのバック・パネルのPCIeカード・キャリア(DPCC)

	
	
注意ボタンLED: PCIeをオペレーティング・システムから取り外す場合、または追加する場合に押します。


	
サービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
OK LEDが緑色: PCIeの準備が完了し、オペレーティング・システムによって使用中です。





	
Oracle Server X5-8またはX6-8 Oracle Database Serverのハード・ドライブ

	
	
ホット・スワップLEDが青色: ハード・ドライブを安全に取外せます。


	
障害が黄色:ハード・ドライブに障害があります。


	
アクティビティが緑色:点滅は、ドライブのアクティビティ、およびスタンバイを示します。





	
Oracle Server X5-8またはX6-8 Oracle Database Serverの電源

	
	
PSU障害LEDが黄色: 電源に障害がある状態です。


	
PSU OK LEDが緑色: 電源が投入されています。


	
AC LEDが緑色: ACが電源に接続されています。





	
Oracle Server X5-8またはX6-8 Oracle Database Serverのサービス・プロセッサ(SP)モジュール

	
	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(左): 緑色は、リンクが1ギガビットで確立されたことを示します。黄色(オン)は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色(オフ)は、リンクが10メガビットで確立されたことを示します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(下)が緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
シャーシのサービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
シャーシの電源OK LED: 緑色は、フル・パワー・モードを示します。AC電源コードがサーバーに接続されていると、SPブート時にすばやく点滅します。スタンバイ・パワー・モードではゆっくり点滅します。


	
シャーシ上限温度超過LEDが黄色: 内部サーバー温度がしきい値の上限を超えています。


	
SPモジュールOK LED: SPが機能しているときは緑色でオンになります。SPモジュールに最初に電源が投入されると3回緑色で点滅します。SPが機能していないときは黄色です。


	
シャーシ検出LEDが白色: ILOMまたは検出ボタンによってアクティブ化されています。











表B-15に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-15 LEDに基づいたOracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点滅

	
点滅

	
点滅


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
消灯

	
消灯












Sun Server X4-8 Oracle Database ServerのLED

表B-16に、Sun Server X4-8 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-16 Sun Server X4-8 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Server X4-8 Oracle Database Serverのバック・パネルのPCIeカード・キャリア(DPCC)

	
	
注意ボタンLED: PCIeをオペレーティング・システムから取り外す場合、または追加する場合に押します。


	
サービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
OK LEDが緑色: PCIeの準備が完了し、オペレーティング・システムによって使用中です。





	
Sun Server X4-8 Oracle Database Serverのハード・ドライブ

	
	
ホット・スワップLEDが青色: ハード・ドライブを安全に取外せます。


	
障害が黄色:ハード・ドライブに障害があります。


	
アクティビティが緑色:点滅は、ドライブのアクティビティ、およびスタンバイを示します。





	
Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの電源

	
	
PSU障害LEDが黄色: 電源に障害がある状態です。


	
PSU OK LEDが緑色: 電源が投入されています。


	
AC LEDが緑色: ACが電源に接続されています。





	
Sun Server X4-8 Oracle Database Serverのサービス・プロセッサ(SP)モジュール

	
	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(左): 緑色は、リンクが1ギガビットで確立されたことを示します。黄色(オン)は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色(オフ)は、リンクが10メガビットで確立されたことを示します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(下)が緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
シャーシのサービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
シャーシの電源OK LED: 緑色は、フル・パワー・モードを示します。AC電源コードがサーバーに接続されていると、SPブート時にすばやく点滅します。スタンバイ・パワー・モードではゆっくり点滅します。


	
シャーシ上限温度超過LEDが黄色: 内部サーバー温度がしきい値の上限を超えています。


	
SPモジュールOK LED: SPが機能しているときは緑色でオンになります。SPモジュールに最初に電源が投入されると3回緑色で点滅します。SPが機能していないときは黄色です。


	
シャーシ検出LEDが白色: ILOMまたは検出ボタンによってアクティブ化されています。











表B-17に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-17 LEDに基づいたSun Server X4-8 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点滅

	
点滅

	
点滅


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
消灯

	
消灯












Sun Server X2-8 Oracle Database ServerのLED

表B-20に、Sun Server X2-8 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-18 Sun Server X2-8 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの背面パネルのPCIe Express Module(EM)

	
	
注意ボタンLED: EMをオペレーティング・システムから取り外す場合、または追加する場合に押します。


	
サービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
OK LEDが緑色: EMの準備が完了し、オペレーティング・システムによって使用中です。





	
Sun Server X2-8 Oracle Database Serverのハード・ドライブ

	
	
ホット・スワップLEDが青色: ハード・ドライブを安全に取外せます。


	
障害が黄色:ハード・ドライブに障害があります。


	
アクティビティが緑色:点滅は、ドライブのアクティビティ、およびスタンバイを示します。





	
Sun Server X2-8 Oracle Database ServerのNetwork Express Module(NEM)

	
	
10Gbイーサネット・ポート・アクティビティLED: 緑色は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色は、リンクが10メガビットで確立され、最大の容量が使用されていないことを示します。


	
10Gbイーサネット・ポート・リンクLEDが緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(上): 緑色は、リンクが1ギガビットで確立されたことを示します。黄色(オン)は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色(オフ)は、リンクが10メガビットで確立されたことを示します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(下)が緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
NEM検出LEDが白色: ILOMまたは検出ボタンによってアクティブ化されています。


	
取外しOK LEDが青色: 使用されていません。


	
サービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
電源OK LEDが緑色: システムの電源が投入されています。





	
Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの電源

	
	
PSU障害LEDが黄色: 電源に障害がある状態です。


	
PSU OK LEDが緑色: 電源が投入されています。


	
AC LEDが緑色: ACが電源に接続されています。





	
Sun Server X2-8 Oracle Database Serverのサービス・プロセッサ(SP)モジュール

	
	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(左): 緑色は、リンクが1ギガビットで確立されたことを示します。黄色(オン)は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色(オフ)は、リンクが10メガビットで確立されたことを示します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(下)が緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
シャーシのサービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
シャーシの電源OK LED: 緑色は、フル・パワー・モードを示します。AC電源コードがサーバーに接続されていると、SPブート時にすばやく点滅します。スタンバイ・パワー・モードではゆっくり点滅します。


	
シャーシ上限温度超過LEDが黄色: 内部サーバー温度がしきい値の上限を超えています。


	
SPモジュールOK LED: SPが機能しているときは緑色でオンになります。SPモジュールに最初に電源が投入されると3回緑色で点滅します。SPが機能していないときは黄色です。


	
シャーシ検出LEDが白色: ILOMまたは検出ボタンによってアクティブ化されています。











表B-21に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-19 LEDに基づいたSun Server X2-8 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点滅

	
点滅

	
点滅


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
消灯

	
消灯












Sun Fire X4800 Oracle Database ServerのLED

表B-20に、Sun Fire X4800 Oracle Database ServerのLEDの色コードを示します。


表B-20 Sun Fire X4800 Oracle Database ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの背面パネルのPCIe Express Module(EM)

	
	
注意ボタンLED: EMをオペレーティング・システムから取り外す場合、または追加する場合に押します。


	
サービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
OK LEDが緑色: EMの準備が完了し、オペレーティング・システムによって使用中です。





	
Sun Fire X4800 Oracle Database Serverのハード・ドライブ

	
	
ホット・スワップLEDが青色: ハード・ドライブを安全に取外せます。


	
障害が黄色:ハード・ドライブに障害があります。


	
アクティビティが緑色:点滅は、ドライブのアクティビティ、およびスタンバイを示します。





	
Sun Fire X4800 Oracle Database ServerのNetwork Express Module(NEM)

	
	
10Gbイーサネット・ポート・アクティビティLED: 緑色は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色は、リンクが10メガビットで確立され、最大の容量が使用されていないことを示します。


	
10Gbイーサネット・ポート・リンクLEDが緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(上): 緑色は、リンクが1ギガビットで確立されたことを示します。黄色(オン)は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色(オフ)は、リンクが10メガビットで確立されたことを示します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(下)が緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
NEM検出LEDが白色: ILOMまたは検出ボタンによってアクティブ化されています。


	
取外しOK LEDが青色: 使用されていません。


	
サービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
電源OK LEDが緑色: システムの電源が投入されています。





	
Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの電源

	
	
PSU障害LEDが黄色: 電源に障害がある状態です。


	
PSU OK LEDが緑色: 電源が投入されています。


	
AC LEDが緑色: ACが電源に接続されています。





	
Sun Fire X4800 Oracle Database Serverのサービス・プロセッサ(SP)モジュール

	
	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(左): 緑色は、リンクが1ギガビットで確立されたことを示します。黄色(オン)は、リンクが100メガビットで確立されたことを示します。黄色(オフ)は、リンクが10メガビットで確立されたことを示します。


	
10/1000/1000Base-TイーサネットLED(下)が緑色: リンク上にアクティビティが存在します。


	
シャーシのサービス・アクション必須(障害)LEDが黄色: 障害のある状態です。


	
シャーシの電源OK LED: 緑色は、フル・パワー・モードを示します。AC電源コードがサーバーに接続されていると、SPブート時にすばやく点滅します。スタンバイ・パワー・モードではゆっくり点滅します。


	
シャーシ上限温度超過LEDが黄色: 内部サーバー温度がしきい値の上限を超えています。


	
SPモジュールOK LED: SPが機能しているときは緑色でオンになります。SPモジュールに最初に電源が投入されると3回緑色で点滅します。SPが機能していないときは黄色です。


	
シャーシ検出LEDが白色: ILOMまたは検出ボタンによってアクティブ化されています。











表B-21に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-21 LEDに基づいたSun Fire X4800 Oracle Database Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点滅

	
点滅

	
点滅


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
消灯

	
消灯












Exadata Storage Server X5-2 Server

表B-22に、Exadata Storage Server X5-2 ServerのLEDの色コードを示します。


表B-22 LEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Exadata Storage Server X5-2 Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが消灯: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Exadata Storage Server X5-2 Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Exadata Storage Server X5-2 Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-23に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-23 LEDに基づいたExadata Storage Server X5-2 Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Exadata Storage Server X4-2L Server

表B-24に、Exadata Storage Server X3-2 ServerのLEDの色コードを示します。


表B-24 LEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Exadata Storage Server X4-2L Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Exadata Storage Server X4-2L Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Exadata Storage Server X4-2L Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-27に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-25 LEDに基づいたExadata Storage Server X4-2L Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Exadata Storage Server X3-2 Server

表B-26に、Exadata Storage Server X3-2 ServerのLEDの色コードを示します。


表B-26 LEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Exadata Storage Server X3-2 Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Exadata Storage Server X3-2 Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Exadata Storage Server X3-2 Serverサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-27に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-27 LEDに基づいたExadata Storage Server X3-2 Serverのディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Server

表B-28に、Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage ServerのLEDの色コードを示します。


表B-28 LEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverのファン・モジュール

	
	
ファン・ステータスLEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
ファン・ステータスLEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの電源

	
	
取外しOK LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。





	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverのサーバー

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。











表B-29に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-29 Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage ServerのLEDに基づいたディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点灯

	
点灯

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点灯

	
点灯












Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage ServerのLED

表B-30に、Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage ServerのLEDの色コードを示します。


表B-30 Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage ServerのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Server

	
	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に記憶域ドライブを安全に取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 記憶域ドライブに障害があります。システムが記憶域ドライブの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
OK/アクティビティLEDが緑色: 記憶域ドライブに対してデータの読取りまたは書込み中です。





	
Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverのファン・モジュール

	
	
電源/OK LEDが緑色: システムの電源が投入されていて、ファン・モジュールが適切に機能しています。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: ファン・モジュールに障害があります。システムがファン・モジュールの障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。





	
Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverの電源

	
	
AC存在LEDが緑色: ホット・スワップ中に電源を取外せます。


	
サービス・アクション必須LEDが黄色: 電源に障害があります。システムが電源の障害を検出した場合、前面および背面パネルのサービス・アクション必須LEDも点灯します。


	
取外しOK LEDが青色: ホット・スワップ中に電源を安全に取外せます。











表B-31に、LEDに基づいたディスク・ステータスを示します。


表B-31 Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage ServerのLEDに基づいたディスク・ステータス

	LED	予測障害	低いパフォーマンス	クリティカル
	
サービス・アクション必須(濃い黄色)

	
点滅

	
点滅

	
点灯


	
取外しOK(青色)

	
消灯

	
点滅

	
点滅












Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードのLED

表B-32に、Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードのLEDの色コードを示します。


表B-32 Sun Flash Accelerator F20 PCIeカードのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
FMod 3、2、1、0

	
LEDが緑色:対応するFModに読取り/書込みアクティビティがあると点滅します。対応するFModが存在すると点滅します。


	
ESM OK LED

	
LEDが緑色:ESMが充電されていて、停電時にデータの整合性を保持する十分な緊急時電力を提供できる場合にオンになります。システムがダウンしていているとオフになり、ESMが充電中である場合は点滅します。


	
ESMサービス必須LED

	
LEDが黄色のとき、ESMがライトバック・モードのための十分な予備電力を保持していないことを示します。カードはライトスルー(キャッシュ)モードで機能しています。サービスが必要です。


	
電源LED

	
LEDがオン:カードの電源が投入されていることを示します。












Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのLED

表B-33に、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのLEDの色コードを示します。


表B-33 Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのLEDステータスの説明

	コンポーネント	LEDステータス
	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36のシャーシ

	
	
ロケータLEDが白色: ロケータ自体の識別時に点滅します。機能していないときオンになり、無効になっているときはオフになります。


	
注意LEDが黄色: 障害のある状態です。機能していないとき点滅します。


	
OK LEDが緑色: スイッチが正常に機能しています。機能していないとき点滅します。





	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36のリンク・ステータス

	
リンクLEDが緑色: リンクが確立されるとオンになります。リンクがダウンするとオフになり、シンボル・エラーがあると点滅します。


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36のネットワーク管理ポート

	
	
リンク速度LED: 緑色は、1000BASE-Tを示します。黄色は、100BASE-Tを示します。オフはリンクがないことを示します。点滅は機能していないことを示します。


	
アクティビティLED: 点滅は、パケット・アクティビティを示します。オンは機能していないことを示します。オフはアクティビティがないことを示します。





	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36の電源

	
	
OK LEDが緑色: 12VDCが供給されていることを示します。点滅は機能していないことを示します。


	
注意LEDが黄色: 障害があり、12VDCが停止しています。点滅は機能していないことを示します。


	
AC LEDが緑色: AC電源が供給されていて正常です。点滅は機能していないことを示します。

















Oracle Database Serverの部品

次の項では、Oracle Database Serverのデータベース・サーバーおよび部品を示します。

	
Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの部品


	
Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの部品


	
Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの部品


	
Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの部品






Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの部品

図B-1に、Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-1 Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-1の説明が続く]





図B-2に、Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの背面図を示します。

上位ハード・ディスク・ドライブは、左から右にHDD1、およびHDD3です。下位ドライブは、左から右にHDD0、およびHDD2です。


図B-2 Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-2の説明が続きます]





表B-34に、Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-34 Oracle Server X6-2 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1719

	
構成部品、スリム・レール、1U-2Uスナップイン

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのラックへのサーバーの再インストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40004191003899.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40004191003899.html





	
370-5621

	
3ボルト・リチウム・バッテリ

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのバッテリ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40003f01423753.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40003f01423753.html


	
542-0287

	
ドライブ、600GB 10K、SAS2、SFF

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000091011460.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルの電源、FIM、ディスク・バックプレーン・データおよびDVDケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/gnyov.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/gnyov.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのPCIeカード(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7051223

	
構成部品、Dual 10GbE SFP+LP、X8 PCIe 2.0、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 Low Profile Adapter User's』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html

次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのPCIeカード(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037409.html


	
7067728

	
ヒート・シンク、CPU 1U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのプロセッサ(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40001d31037480.html


	
7077680

	
構成部品、ライザー、2S、1U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのPCIeライザー(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037394.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037394.html


	
7078072

	
DIMM、32GB、RDIMM、DDR4、2400

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのDIMM(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40003f01425075.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40003f01425075.html


	
7079395

	
電源、AC、A256、F、12V、600W

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルの電源(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7081071

	
構成部品、ライザー、シングル・スタック、1U

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのPCIeライザー(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037394.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000f91037394.html


	
7085209

	
HBA、12 Gb SAS PCIe 8ポートRAID内部フラッシュ・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルの内部HBAカード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/goeht.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/goeht.html


	
7086345

	
構成部品、スーパー・キャップ、13.5ボルト、6.4F、SAS3 HBA

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルの内部HBAカード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/goeht.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/goeht.html


	
7086346

	
構成部品、スーパー・キャップ、620M、6ピン、ストレート、SAS3 HBA

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルの内部HBA SASケーブル構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40003eb1420346.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40003eb1420346.html


	
7089073

	
ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのファン・モジュール(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40000091014194.html


	
7095106

	
CPU、E5-2699 v4、2.2GHz、145W、22コア、C-1 (SR1XD)

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのプロセッサ(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40001d31037480.html


	
7097205

	
構成部品、8DBP、1U/2U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのディスク・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40011771417642.html


	
7098505

	
構成部品、マザーボード、1U

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルのマザーボード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40011771418436.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/z40011771418436.html


	
サーバーの再起動後、[F2]を押します。


	
起動順序を設定します。















Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの部品

図B-3に、Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-3 Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-3の説明が続きます]





図B-4に、Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの背面図を示します。

上位ハード・ディスク・ドライブは、左から右にHDD1、およびHDD3です。下位ドライブは、左から右にHDD0、およびHDD2です。


図B-4 Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-4の説明が続きます]





表B-35に、Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-35 Oracle Server X5-2 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1719

	
構成部品、スリム・レール、1U-2Uスナップイン

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのラックへのサーバーの再インストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40004191003899.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40004191003899.html





	
370-5621

	
3ボルト・リチウム・バッテリ

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2サービス・マニュアル』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40003f01423753.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40003f01423753.html


	
542-0287

	
ドライブ、600GB 10K、SAS2、SFF

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルのストレージ・ドライブのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000091011460.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X5-2 Service Manual』の電源、FIM、ディスク・バックプレーン・データおよびDVDケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/gnyov.html">>


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2 Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7051223

	
構成部品、Dual 10GbE SFP+LP、X8 PCIe 2.0、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 Low Profile Adapter User's』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html

次のWebサイトの『Oracle Server X5-2 Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037409.html


	
7067728

	
ヒート・シンク、CPU 1U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルのストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40001d31037480.html


	
7077680

	
構成部品、ライザー、2S、1U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2 Service Manual』のPCIeライザー(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037394.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037394.html


	
7078072

	
DIMM、32GB、LRDIMM、DDR4、2133

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2サービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40003f01425075.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40003f01425075.html


	
7079395

	
電源、AC、A256、F、12V、600W

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルの電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7081071

	
構成部品、ライザー、シングル・スタック、1U

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X5-2 Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037394.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000f91037394.html


	
7085209

	
HBA、12 Gb SAS PCIe 8ポートRAID内部フラッシュ・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルの内部HBAカード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/goeht.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/goeht.html


	
7086345

	
構成部品、スーパー・キャップ、13.5ボルト、6.4F、SAS3 HBA

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルの内部HBAカード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/goeht.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/goeht.html


	
7086346

	
構成部品、スーパー・キャップ、620M、6ピン、ストレート、SAS3 HBA

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2 Service Manual』の内部HBA SASケーブル構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40003eb1420346.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40003eb1420346.html


	
7089073

	
ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルのファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40000091014194.html


	
7095106

	
CPU、E5-2699 v3、2.3GHz、145W、18コア、C-1 (SR1XD)

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルのプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40001d31037480.html


	
7097205

	
構成部品、8DBP、1U/2U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X5-2 Service Manual』のディスク・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40011771417642.html


	
7098505

	
構成部品、マザーボード、1U

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルのマザーボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40011771418436.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48320/z40011771418436.html


	
サーバーの再起動後、[F2]を押します。


	
起動順序を設定します。















Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの部品

図B-5に、Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-5 Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-5の説明が続きます]





図B-6に、Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-6 Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-6の説明が続きます]





表B-36に、Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。










	
関連項目:

Sun Server X4-8 Oracle Database Serverのドキュメントは、次を参考にしてください。
http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/index.html










表B-36 Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
7013526

	
ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091014194.html


	
7018701

	
DIMM、16GB、DDR3、2RX4、1600、1.35V

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2サービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40003f01425075.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40003f01425075.html


	
7020774

	
ヒート・シンク、CPU 1U、60mm FIN

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091011460.html


	
7027478

	
ディスク・バックプレーン、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のディスク・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html


	
7039841

	
前面のインジケータ・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7047503

	
構成部品、6GB、SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091011460.html


	
7048707

	
構成部品、ライザー、ダブル・スタック

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html


	
7048710

	
1スロットのPCI Expressライザー構成部品

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771417642.html


	
7051223

	
構成部品、Dual 10GbE SFP+LP、X8 PCIe 2.0、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 Low Profile Adapter User's』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html


	
7057184

	
構成部品、バッテリ・キャリア・リモート

	
HS

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」



	
7058153

	
構成部品、マザーボード、X4-2

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のマザーボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771418436.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40011771418436.html


	
サーバーの再起動後、[F2]を押します。


	
起動順序を設定します。





	
7060020

	
ユニバーサル・アップグレード・リモート・バッテリ・キット

	
EBO

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」



	
7060951

	
電源、AC、A256、F、12V、600W

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』の電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7069232

	
CPU、E5-2697 v2、12コア、2.7GHz

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/z40001d31037480.html












Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの部品

図B-7に、Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-7 Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-7の説明が続きます]





図B-8に、Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-8 Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-8の説明が続きます]





表B-37に、Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-37 Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
バッテリ、3V、390MAH、リチウム、コイン型

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40003f01423753.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40003f01423753.html


	
350-1719

	
構成部品、スリム・レール、1U-2Uスナップイン

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のツールを使用しないスライド・レール構成部品の取付けに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000671011466.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000671011466.html





	
375-3696

	
InfiniBand(CX2)デュアルポートのCX2 4xQDR PCI-e

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037409.html#z40000f91407682">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037409.html#z40000f91407682





	
542-0388

	
300GB - 金具付きの10000RPM SAS SFFディスク構成部品

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091011460.html

注意: ドライブがZFSルート・プールの一部の場合は、次を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html


	
7013526

	
ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091014194.html">>


	
7018701

	
DIMM、16GB、DDR3、2RX4、1600、1.35V

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2サービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40003f01425075.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40003f01425075.html


	
7020774

	
ヒート・シンク、CPU 1U、60mm FIN

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091011460.html


	
7026878

	
CPU、E5-2690、2.9GHzインテル・エイトコア135 W、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40001d31037480.html





	
7027478

	
ディスク・バックプレーン、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のディスク・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40011771417642.html


	
7039841

	
前面のインジケータ・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のライザー構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037394.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037394.html


	
7048712

	
マザーボード構成部品

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のマザーボード構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40011771418436.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40011771418436.html


	
7047410

	
電源、AC、A256、12V、600W

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』の電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7047503

	
構成部品、6GB SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037409.html#z40000f91407682">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037409.html#z40000f91407682


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド




注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
7048710

	
ライザー構成部品、ダブル・スタック

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2 Service Manual』のライザー構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037394.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40000f91037394.html


	
7050794

	
6Gb SAS RAID PCIバッテリ・モジュール(LiON)、BBU-08、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。





	
7051223

	
構成部品、Dual 10GbE SFP+LP、X8 PCIe 2.0、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 Low Profile Adapter User's』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html


	
7057184

	
構成部品、バッテリ・キャリア・リモート

	
HS

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」



	
7060020

	
ユニバーサル・アップグレード・リモート・バッテリ・キット

	
EBO

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」













Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの部品

図B-9に、Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-9 Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-9の説明が続きます]





	
ハード・ディスク・ドライブ。上位ドライブは、左から右にHDD1、およびHDD3です。下位ドライブは、左から右にHDD0、およびHDD2です。




図B-10に、Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-10 Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-10の説明が続きます]





	
InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ


	
ギガビット・イーサネット・ポート




表B-38に、Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-38 Sun Fire X4170 M2 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
バッテリ、3V、390MAH、リチウム、コイン型

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_82397">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_82397


	
300-2233

	
タイプA247の760ワットの電力、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』の電力のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_11706">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_11706


	
CMAを交換します。





	
371-4889

	
2.93GHzのインテル・シックスコアXeon X5670、12MB、95W、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_23425">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_23425





	
371-4966

	
DIMM、8GB、DDR3、2RX4、1333

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のDDR3 DIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_71526">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_71526


	
371-4919

	
1U拡張レール・ラック取付けキット

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Installation Manual』のスライドレールによるサーバーのラックへの取付けに関する章を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html





	
371-4982

	
6Gb SAS RAID PCIバッテリ・モジュール、RoHS:Y(LiON)、BBU-08

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。





	
371-4984

	
シックスコア・インテルXeon X5675プロセッサ(3.06GHz)、12MB、95W、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_23425">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_23425





	
375-3696

	
InfiniBand(CX2)デュアルポートのCX2 4xQDR PCI-e

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_86021





	
375-3701

	
6GB SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_pgfId-1286564


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド




注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
375-3617

	
Dual 10GbE SFP+LP、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 Low Profile Adapter User's』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19407-01/820-7898-11/index.html


	
511-1548

	
8スロットのディスク・バックプレーン、SATA DVD、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブ・ケージのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71557">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71557


	
511-1489

	
分電盤、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71558">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71558


	
530-3927

	
ケーブル、PDB、MB、1U+2U、リボン

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_58217">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_58217


	
530-4228

	
ケーブル、mini-SAS、36 POS LONG、LY、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_78806">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_78806


	
530-4417

	
ケーブル、ファン電源、1U

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_28930">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_28930


	
530-4431

	
ケーブル、ファン・データ、1U

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_45719">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_45719


	
540-7869

	
300GB - 金具付きの10000RPM SAS SFFディスク構成部品

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_61628">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_61628

注意: ドライブがZFSルート・プールの一部の場合は、次を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html


	
541-4081

	
システム・ボード構成部品、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のマザーボード・コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_98526">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_98526


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
541-2075

	
Bus_bar、電力、1U+2U、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_pgfId-1286660


	
541-2545

	
グリース付きのXeon Heatsink、RoHS:Y、1U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_23425">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_23425


	
541-4274

	
ファン・ボード構成部品、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のファン・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_pgfId-1286241">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_pgfId-1286241


	
541-4276

	
ファン・モジュール、40 x 56mm、15300RPMファン、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_28930">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/hotswap.html#50495522_28930


	
541-4275

	
構成部品、CONN-BRD-BRKT、SATA、1U

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のパドル・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71559">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71559


	
541-2636

	
構成部品、ライト・パイプ

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のフロント・コントロール・パネルのライト・パイプ構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71563">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/infrastructure_x4170.html#50495528_71563


	
541-2883

	
1スロットのx8 PCI Expressライザー構成部品、1U、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_71527">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_71527


	
541-2885

	
1スロットのx16 PCI Expressライザー構成部品、1U、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2 Server Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_71527">>http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/motherboard_x4170.html#50495507_71527


	
541-2732

	
USB構成部品、DVDフィラー・パネル、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
交換手順は、上部カバーの外部サービス・ラベルを参照してください。












Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの部品

図B-11に、Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-11 Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-11の説明が続きます]





	
ハード・ディスク・ドライブ。上位ドライブは、左から右にHDD1、およびHDD3です。下位ドライブは、左から右にHDD0、およびHDD2です。




図B-12に、Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-12 Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-12の説明が続きます]





	
InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ


	
ギガビット・イーサネット・ポート




表B-39に、Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-39 Sun Fire X4170 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
Panasonic BR2032バッテリ、RoHS:Yのシステム・ボード

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_71528





	
300-2143

	
760ワットの電力、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』の電力のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_11706


	
CMAを交換します。





	
371-4288

	
4GB Registered DDR3-1333 DIMM、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のメモリー・モジュール(DIMM)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_71526





	
371-4300

	
2.53GHzのクアッドコア・インテルXeon E5540、8MB、80W、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_23425





	
371-4746

	
バッテリー・モジュール、RoHS:Yの6GB SAS RAIDディスクPCI、BBU-07

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。





	
371-4919

	
1U拡張レール・ラック取付けキット

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Installation Manual』のスライドレールによるサーバーのラックへの取付けに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html





	
375-3606

	
SunデュアルポートのQDR(40GB/s)InfiniBandホスト・チャネル・アダプタPCIe、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_86021


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3644

	
6GB SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_86021


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド




注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
501-7696

	
分電盤、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#0_71558





	
511-1283

	
8スロットのディスク・バックプレーン、SAS DVD、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ドライブのバックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#50458655





	
530-3927

	
システム・ボード・ケーブルの分電盤、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#0_71558





	
530-4228

	
4x Mini SAS/SATAケーブル、SFF-8087 - SFF-8087、690mm、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#0_78806





	
540-7355

	
146GB 10K RPM SASディスク構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
金具


	
ディスク




	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_61628





	
540-7868

	
146GB 10K RPM SASディスク構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
金具


	
ディスク




	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_61628





	
541-2075

	
Bus_bar、電力、1U+2U、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_42287





	
541-2112

	
ファン電源ボード、RoHS:Y、次の部品を含む

	
上部金具


	
下部金具


	
ファン・ボード




	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のファン電源ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#50458655





	
541-2542

	
トレイ付きのシステム・ボード構成部品、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のマザーボード・コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_98526


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
541-2545

	
グリース付きのXeon Heatsink、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_23425





	
541-2636

	
ライト・パイプ構成部品、RoHS:Y

	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のフロント・コントロール・パネルのライト・パイプ構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#0_71563





	
541-2732

	
USB構成部品、DVDフィラー・パネル、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
交換手順は、上部カバーの外部サービス・ラベルを参照してください。


	
541-2802

	
ファン・モジュール、40mmの4極ファン、Nidec、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_28930





	
541-2883

	
次の部品を含む1スロットのx8 PCIeライザー構成部品

	
1スロットのx8 PCIeライザー、RoHS:Y


	
ライザー取付け金具、RoHS:Y




	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_42797





	
541-2885

	
次の部品を含む1スロットのx16 PCIeライザー構成部品

	
1スロットのx16 PCIeライザー、RoHS:Y


	
ライザー取付け金具、RoHS:Y




	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_42797





	
541-3512

	
コネクタ・ボード構成部品、SAS DVD、次の部品を含む

	
金具、RoHS:Y


	
コネクタ・ボード、SATA DVD、RoHS:Y


	
磁気インターロック・スイッチ、RoHS:Y




	
DBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のDVD/USBモジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#0_71559















Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database Serverの部品

図B-13に、Oracle Server X5-8 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-13 Oracle Server X5-8 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-13の説明が続きます]





図B-14に、Oracle Server X5-8 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-14 Oracle Server X5-8 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-14の説明が続きます]





表B-40に、Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
関連項目:

次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルを参照してください。
https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/index.html










表B-40 Oracle Server X5-8およびX6-8 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1662

	
ユニバーサル・レール・キット

	
IR

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-8設置ガイドのラックの設置手順に関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56304/gnmnn.html





	
542-0287

	
SFF SAS、600GB、10K、SAS2、SFF

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsej.html


	
7040622

	
構成部品、ファン・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのファン・モジュールおよびファン・フレームのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsaw.html


	
7046442

	
デュアル・ポート、QDR CX3、HCA

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdm.html


	
7085209

	
HBA、12 Gb SAS PCIe 8ポートRAID内部フラッシュ・モジュール

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのホスト・バス・アダプタ(HBA)カードのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnshd.html


	
7086345

	
構成部品、スーパー・キャップ、13.5ボルト、6.4F、SAS3 HBA

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのホスト・バス・アダプタ(HBA)カードのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnshd.html


	
7051223

	
デュアル10GBE、I2 SFP + PCIe 2.0、LP

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdm.html


	
7054513

	
バス・バーおよびミッドプレーン・アセンブリ

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのミッドプレーン・アセンブリの交換に関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnseg.html


	
7064767

	
ケーブル・アセンブリ、Mini SAS R/A - ストレート、280mm

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのSASケーブルのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsgu.html


	
7067930

	
ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのファン・モジュールおよびファン・フレームのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsaw.html


	
7068817

	
電源

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルの電源ユニット(PSU)のサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsbd.html


	
7069359

	
アセンブリ、ラック・マウント

	
IR

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-8設置ガイドのラックの設置手順に関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56304/gnmnn.html





	
7073781

	
アセンブリ、LRDIMM、32GB、DDR3、1600、4Rx4、1.35v

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのCPUモジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdq.html


	
7074696

	
前面のインジケータ・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルの前面のインジケータ・モジュール(FIM)のサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnseu.html


	
7077138

	
デュアルPCIeカード・キャリア

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdm.html


	
7077530

	
CPUモジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのCPUモジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdq.html


	
7078320

	
システム・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのシステム・モジュール(SMOD)コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsem.html


	
7080100

	
CPUヒートシンク

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのCPUモジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdq.html


	
7111402

	
CPU、E7-8895、v3、2.6 G、175 W、18 C、E0

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのCPUモジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdq.html


	
7100477

	
Sun Quad Port GbE PCIe 2.0 Low Profileアダプタ、UTP

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する項を参照してください。

https://docs.oracle.com/cd/E56301_01/html/E56311/gnsdm.html












Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの部品

図B-15に、Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-15 Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-15の説明が続きます]





図B-16に、Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-16 Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-16の説明が続きます]





表B-41に、Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
関連項目:

Sun Server X4-8 Oracle Database Serverのドキュメントは、次を参考にしてください。
http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/index.html










表B-41 Sun Server X4-8 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1662

	
ユニバーサル・レール・キット

	
IR

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
詳細は、次のWebサイトのSun Server X4-8インストレーション・ガイドのラックのインストール手順に関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40305/gnmnn.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40305/gnmnn.html





	
542-0287

	
SFF SAS、600GB、10K、SAS2、SFF

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのストレージ・ドライブのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsej.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsej.html


	
7040622

	
構成部品、ファン・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのファン・モジュールおよびファン・フレームのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsaw.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsaw.html


	
7046442

	
デュアル・ポート、QDR CX3、HCA

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html


	
7047503

	
構成部品、6GB、SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのホスト・バス・アダプタ(HBA)カードのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnshd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnshd.html


	
7051223

	
デュアル10GBE、I2 SFP + PCIe 2.0、LP

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html


	
7054513

	
バス・バーおよびミッドプレーン・アセンブリ

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのミッドプレーン・アセンブリの交換に関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnseg.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnseg.html


	
7064767

	
ケーブル・アセンブリ、Mini SAS R/A - ストレート、280mm

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのSASケーブルのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsgu.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsgu.html


	
7067930

	
ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのファン・モジュールおよびファン・フレームのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsaw.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsaw.html


	
7068817

	
電源

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルの電源ユニット(PSU)のサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsbd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsbd.html


	
7069359

	
アセンブリ、ラック・マウント

	
IR

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
詳細は、次のWebサイトのSun Server X4-8インストレーション・ガイドのラックのインストール手順に関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40305/gnmnn.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40305/gnmnn.html





	
7073781

	
アセンブリ、LRDIMM、32GB、DDR3、1600、4Rx4、1.35v

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルの計算モジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html


	
7074696

	
前面のインジケータ・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルの前面のインジケータ・モジュール(FIM)のサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnseu.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnseu.html


	
7077138

	
デュアルPCIeカード・キャリア

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html


	
7077530

	
CPUモジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルの計算モジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html


	
7078320

	
システム・モジュール

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのシステム・モジュール(SMOD)コンポーネントのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsem.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsem.html


	
7080100

	
CPUヒートシンク

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルの計算モジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html


	
7080247

	
CPU、E7-8895、v2、2.8G、155W、15C、D1

	
DBO

	
FRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルの計算モジュール(CMOD)コンポーネントのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdq.html


	
7100477

	
Sun Quad Port GbE PCIe 2.0 Low Profileアダプタ、UTP

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトのSun Server X4-8サービス・マニュアルのPCIeカードおよびデュアルPCIeカード・キャリア(DPCC)のサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html">>http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/gnsdm.html












Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの部品

図B-17に、Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-17 Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-17の説明が続きます]





	
電源。


	
ハード・ディスク・ドライブ。上位ドライブは、左から右にXL4、XL5、XL6およびXL7です。下位ドライブは、左から右にXL0、XL1、XL2およびXL3です。


	
CPUモジュール。モジュールは、下から上にBL0、BL1、BL2およびBL3です。




図B-18に、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-18 Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-18の説明が続きます]





	
ファン・モジュール。


	
Network Express Module。


	
InfiniBand EM(CX2)デュアルポートPCI Expressモジュール。




表B-42に、Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-42 Sun Server X2-8 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
CMODバッテリ

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のCMODバッテリ(CRU)の交換方法に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjeub.html#indexterm-210">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjeub.html#indexterm-210


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
150-1204

	
3V、サービス・プロセッサ用のリチウム・バッテリ、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	

	
300-2159

	
電源ユニット、AC、A239、F、12V、165A、2Kw

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』の電源(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfgd.html#indexterm-152">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfgd.html#indexterm-152


	
CMAを交換します。





	
310-0225

	
グリース付きのHeatsink、RoHS:Y、1U

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のCPUおよびヒートシンク構成部品(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfxl.html#indexterm-240">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfxl.html#indexterm-240


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-5057

	
CPU、インテルXeon E7-8870、10コア、2.4GHz、130W

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のCPUおよびヒートシンク構成部品(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfxl.html#indexterm-240">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfxl.html#indexterm-240


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-4742

	
ユニバーサル・ラック取付けキット

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Installation Guide』のラックへのラック取付けハードウェアの設置方法に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20816/index.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-4579

	
構成部品、ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のファン・モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfgf.html#indexterm-247">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfgf.html#indexterm-247


	
371-4982

	
6Gb SAS RAID PCIバッテリ・モジュール、RoHS:Y(LiON)、BBU-08

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-5023

	
DIMM、32GB (2 x 16GB)、DDR3、1066MHZ

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のDIMM(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfsq.html#indexterm-215">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfsq.html#indexterm-215


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3648

	
10GbEファブリック拡張モジュール(FEM)

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のファブリック拡張モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjldd.html#indexterm-233">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjldd.html#indexterm-233


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3605

	
InfiniBand EM(CX2)デュアルポートのCX2 4xQDR PCI-e EXP_MODULE

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のPCIe EM(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfsz.html#indexterm-268">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfsz.html#indexterm-268


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3647

	
6GB/s SAS 2 REM 8pin RAID HBA(REM)(取付け済)

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のRAID拡張モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjldl.html#indexterm-228">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjldl.html#indexterm-228


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
451-4586

	
システム・ボード構成部品、CMOD

	
DBO

	
取外しおよび取付け用のCRU

交換用のFRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のCMOD(CRU)の追加、取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfhx.html#indexterm-187">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfhx.html#indexterm-187


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
511-1062

	
構成部品、バックプレーンHDD BD

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のハード・ドライブのバックプレーン(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
530-3936

	
マルチポート・ドングル・ケーブル・アダプタ、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のマルチポート・ケーブルの取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjuab.html#indexterm-278">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjuab.html#indexterm-278


	
530-4214

	
ケーブル、SAS長

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のハード・ドライブ・バックプレーン・ケーブルの配線および指定に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
530-4215

	
ケーブル、SAS短

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のハード・ドライブ・バックプレーン・ケーブルの配線および指定に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
530-4216

	
ケーブル、ディスク・プレーン、電力

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のハード・ドライブ・バックプレーン・ケーブルの配線および指定に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjmst.html#indexterm-53


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
540-7640

	
部分構成部品モジュール: 構成部品、シャーシ、ミッドプレーン、X4800

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』の部分構成部品モジュール(FRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfrn.html#indexterm-285">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfrn.html#indexterm-285


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
540-7645

	
構成部品、サービス・プロセッサ、X4800

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のサービス・プロセッサ・モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfrf.html#indexterm-273">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfrf.html#indexterm-273


	
540-7637

	
Network Express Module(NEM)– 4x 10GbE + パススルーに4x GbE NEM

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のNEMまたはNEMフィラー(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfrs.html#indexterm-261">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfrs.html#indexterm-261


	
540-7672

	
構成部品、モジュール、ファン相互接続

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のファン・モジュール・コントローラ・ボード(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfgf.html#indexterm-247">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfgf.html#indexterm-247


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
542-0300

	
300GB 10K RPM 2.5インチSAS HDDおよび金具

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X2-8 Service Manual』のハード・ドライブ(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfdz.html#indexterm-164">>http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/gjfdz.html#indexterm-164

注意: ドライブがZFSルート・プールの一部の場合は、次を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html












Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの部品

図B-19に、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの前面図を示します。


図B-19 Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの前面図

[image: 図B-19の説明が続きます]





	
電源。


	
ハード・ディスク・ドライブ。上位ドライブは、左から右にXL4、XL5、XL6およびXL7です。下位ドライブは、左から右にXL0、XL1、XL2およびXL3です。


	
CPUモジュール。モジュールは、下から上にBL0、BL1、BL2およびBL3です。




図B-20に、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-20 Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの背面図

[image: 図B-20の説明が続きます]





	
ファン・モジュール。


	
Network Express Module。


	
InfiniBand EM(CX2)デュアルポートPCI Expressモジュール。




表B-43に、Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-43 Sun Fire X4800 Oracle Database Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
CMODバッテリ

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のCMODバッテリ(CRU)の交換方法に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjeub.html#indexterm-201">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjeub.html#indexterm-201


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
150-1204

	
3V、サービス・プロセッサ用のリチウム・バッテリ、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	

	
300-2159

	
電源ユニット、AC、A239、F、12V、165A、2Kw

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』の電源(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfdt.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfdt.html


	
CMAを交換します。





	
310-0225

	
グリース付きのHeatsink、RoHS:Y、1U

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のCPUおよびヒートシンク構成部品(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgrp.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgrp.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-4860

	
CPU、Intel X7560、2.26G、130W、8CR

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のCPUおよびヒートシンク構成部品(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgrp.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgrp.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-4742

	
ユニバーサル・ラック取付けキット

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Installation Guide』のラックへのラック取付けハードウェアの設置方法に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0285/index.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
371-4579

	
構成部品、ファン・モジュール

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のファン・モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfpo.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfpo.html


	
371-4982

	
6Gb SAS RAID PCIバッテリ・モジュール、RoHS:Y(LiON)、BBU-08

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3648

	
10GbEファブリック拡張モジュール(FEM)

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のファブリック拡張モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjmui.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjmui.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3605

	
InfiniBand EM(CX2)デュアルポートのCX2 4xQDR PCI-e EXP_MODULE

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のPCIe EM(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfrl.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfrl.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
375-3647

	
6GB/s SAS 2 REM 8pin RAID HBA(REM)(取付け済)

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のRAID拡張モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjldn.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjldn.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
511-1062

	
構成部品、バックプレーンHDD BD

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のハード・ドライブのバックプレーン(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
530-3936

	
マルチポート・ドングル・ケーブル・アダプタ、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のマルチポート・ケーブルの取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjukk.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjukk.html


	
530-4214

	
ケーブル、SAS長

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のハード・ドライブ・バックプレーン・ケーブルの配線および指定に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
530-4215

	
ケーブル、SAS短

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のハード・ドライブ・バックプレーン・ケーブルの配線および指定に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
530-4216

	
ケーブル、ディスク・プレーン、電力

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のハード・ドライブ・バックプレーン・ケーブルの配線および指定に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgqc.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
540-7640

	
部分構成部品モジュール: 構成部品、シャーシ、ミッドプレーン、X4800

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』の部分構成部品モジュール(FRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgnp.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjgnp.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
540-7645

	
構成部品、サービス・プロセッサ、X4800

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のサービス・プロセッサ・モジュール(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfvy.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfvy.html


	
540-7637

	
Network Express Module(NEM)– 4x 10GbE + パススルーに4x GbE NEM

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のNEMまたはNEMフィラー(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfse.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfse.html


	
540-7672

	
構成部品、モジュール、ファン相互接続

	
DBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のファン・モジュール・コントローラ・ボード(FRU)の交換に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjmts.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjmts.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
541-3426

	
構成部品、ブレード、CPU SMPモジュール(CMOD)

	
DBO

	
取外しおよび取付け用のCRU

交換用のFRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のCMOD(CRU)の追加、取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfsd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfsd.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
542-0246

	
DIMM、16GB (2 x 8GB)、DDR3、1066MHZ

	
DBO

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のDIMM(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfvw.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfvw.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
542-0300

	
300GB 10K RPM 2.5インチSAS HDDおよび金具

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4800 Server Service Manual』のハード・ドライブ(CRU)の取外しおよび設置に関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfex.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/gjfex.html

注意: ドライブがZFSルート・プールの一部の場合は、次を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19963-01/html/821-1459/index.html














Exadata Storage Serverの部品

次の表に、Exadata Storage Serverの部品を示します。

	
High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの部品


	
Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの部品


	
High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの部品


	
Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの部品


	
Exadata Storage Server X4-2L Serverの部品


	
Exadata Storage Server X3-2 Serverの部品


	
Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの部品


	
Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverの部品






High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの部品

図B-21に、High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの前面図を示します。


図B-21 High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの前面図

[image: 図B-21の説明が続きます]





図B-22に、High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの背面図を示します。


図B-22 High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの背面図

[image: 図B-22の説明が続きます]





表B-44に、High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-44 High Capacity Exadata Storage Server X6-2 Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1719

	
構成部品、1U-2Uスナップイン、スリム・レール・ラック

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのラックへのサーバーの再インストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40004191003899.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40004191003899.html





	
370-5621

	
3ボルト・リチウム・バッテリ

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのバッテリ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037456.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037456.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのSASケーブル(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/baecfjbc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/baecfjbc.html


	
7017231

	
インジケータ構成部品、右

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュール(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html


	
7023515

	
ディスク・バックプレーン構成部品、2背面

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40007ac1419009.html


	
7044130

	
電源、A258、1000ワット、AC入力

	
HS

	
FRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの電源(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7045042

	
ファン構成部品、2U、80 x 80、Ferrite、center_rotate

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのファン・モジュール(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014194.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのPCIeカード(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7064884

	
ヒート・シンク、CPU

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのプロセッサ(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html


	
7066824

	
構成部品、ドライブ、8TB、3.5インチ、SAS/7200rpm

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのストレージ・ドライブおよびリア・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091011460.html


	
7069337

	
構成部品、バックプレーン、12X3.5、W/SAS拡張、2U

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40007ac1419009.html


	
7078070

	
DIMM、16GB、RDIMM、DDR4、2400

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのDIMM(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceicjagi.html


	
7085209

	
HBA、12 Gb SAS PCIe 8ポートRAID内部フラッシュ・モジュール

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのOracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe RAID HBAカード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gocfy.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gocfy.html


	
7086345

	
構成部品、スーパー・キャップ、13.5ボルト、6.4F、SAS3 HBA

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのOracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe RAID HBAカード(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gocfy.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gocfy.html


	
7086346

	
構成部品、スーパー・キャップ、620M、6ピン、ストレート、SAS3 HBA

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのSASケーブル(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/baecfjbc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/baecfjbc.html


	
7090170

	
フラッシュ・ドライブ、MLC、OSA ID、USB、8GB

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの内部USBフラッシュ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceiicfbd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceiicfbd.html


	
7090698

	
構成部品、3.2TB eMLCフラッシュF320 NVMeカード

	
EBO

	
FRU

	
次のサイトのOracle Flash Accelerator F320 PCIeカード・ユーザー・ガイドを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E65386_01/html/E65387/index.html


	
7095102

	
CPU、E5-2630 V4、2.2G、85W、10コア、R-2 (SR206)

	
EBO

	
	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのプロセッサ(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html


	
7096185

	
構成部品、インジケータ、左

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュール(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html


	
7098504

	
ASM、MOBOトレイ

	
EBO

	
FRU

	











Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの部品

図B-23に、Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの前面図を示します。


図B-23 Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの前面図

[image: 図B-23の説明が続きます]





図B-24に、Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの背面図を示します。


図B-24 Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの背面図

[image: 図B-24の説明が続きます]





表B-45に、Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-45 Extreme Flash Exadata Storage Server X6-2 Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1719

	
構成部品、1U-2Uスナップイン、スリム・レール・ラック

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのラックへのサーバーの再インストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40004191003899.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40004191003899.html





	
370-5621

	
3ボルト・リチウム・バッテリ

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのバッテリ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037456.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037456.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのNVMeケーブル(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gobod.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gobod.html


	
7017231

	
インジケータ構成部品、右

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュール(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html


	
7044130

	
電源、A258、1000ワットAC入力

	
HS

	
FRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの電源(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7045042

	
ファン構成部品、2U、80 x 80、Ferrite、center_rotate

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのファン・モジュール(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000091014194.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのPCIeカード(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7064634

	
構成部品、スイッチ、PCI-e、X8、IDT

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのPCIeカード(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40000f91037409.html


	
7064884

	
ヒート・シンク、CPU

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのプロセッサ(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html


	
7078070

	
DIMM、16GB、RDIMM、DDR4、2400

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのDIMM(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceicjagi.html


	
7090170

	
フラッシュ・ドライブ、MLC、OSA ID、USB、8GB

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの内部USBフラッシュ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceiicfbd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/ceiicfbd.html


	
7093483

	
ASM、BP、Ultra-NVME

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2サービス・マニュアルの前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40007ac1419009.html


	
7093931

	
構成部品、SSD、3.2TB、eMLC-NAND、SFF-2.5インチNVMe 1.0、X4

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle 3.2TB NVMe SSD User Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E65386_01/html/E65389/index.html

「Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守」も参照してください。


	
7095102

	
CPU、E5-2630 V4、2.2G、85W、10コア、R-2 (SR206)

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのプロセッサ(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037480.html


	
7095801

	
ケーブル、NVME、HD41、RA-HD4i、STR、6xバンドル

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのNVMeケーブル(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gobod.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/gobod.html


	
7096185

	
構成部品、インジケータ、左

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュール(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31014236.html


	
7098504

	
ASM、MOBOトレイ

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X6-2Lサービス・マニュアルのマザーボード構成部品(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037512.html">>http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/z40001d31037512.html












High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの部品

図B-25に、High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの前面図を示します。


図B-25 High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの前面図

[image: 図B-25の説明が続きます]





図B-26に、High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの背面図を示します。


図B-26 High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの背面図

[image: 図B-26の説明が続きます]





表B-46に、High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-46 High Capacity Exadata Storage Server X5-2 Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1719

	
構成部品、1U-2Uスナップイン、スリム・レール・ラック

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのラックへのサーバーの再インストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40004191003899.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40004191003899.html





	
370-5621

	
3ボルト・リチウム・バッテリ

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2Lサービス・マニュアル』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037456.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037456.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのSASケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/baecfjbc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/baecfjbc.html


	
7017231

	
インジケータ構成部品、右

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html


	
7023515

	
ディスク・バックプレーン構成部品、2背面

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40007ac1419009.html


	
7044130

	
電源、A258、1000ワット、AC入力

	
HS

	
FRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7045042

	
ファン構成部品、2U、80 x 80、Ferrite、center_rotate

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014194.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのPCIeカードのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7064884

	
ヒート・シンク、CPU

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html


	
7066824

	
構成部品、ドライブ、4TB、3.5インチ、SAS/7200rpm

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのストレージ・ドライブおよびリア・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091011460.html


	
7069337

	
構成部品、バックプレーン、12X3.5、W/SAS拡張、2U

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40007ac1419009.html


	
7078070

	
DIMM、8GB、RDIMM、DDR4、2133

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2Lサービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceicjagi.html


	
7085209

	
HBA、12 Gb SAS PCIe 8ポートRAID内部フラッシュ・モジュール

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのOracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe RAID HBAカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gocfy.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gocfy.html


	
7086345

	
構成部品、スーパー・キャップ、13.5ボルト、6.4F、SAS3 HBA

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのOracle Storage 12 Gb/s SAS PCIe RAID HBAカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gocfy.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gocfy.html


	
7086346

	
構成部品、スーパー・キャップ、620M、6ピン、ストレート、SAS3 HBA

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのSASケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/baecfjbc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/baecfjbc.html


	
7090170

	
フラッシュ・ドライブ、MLC、OSA ID、USB、8GB

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの内部USBフラッシュ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceiicfbd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceiicfbd.html


	
7090698

	
構成部品、1.6TB、eMLCフラッシュ F160 NVMeカード、Aura 3.0 (LP金具付)

	
EBO

	
FRU

	
次のサイトのOracle Flash Accelerator F160 PCIeカード・ユーザー・ガイドを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E54943_01/html/E54947/index.html


	
7095102

	
CPU、E5-2630 V3、2.4G、85W、8コア、R-2 (SR206)

	
EBO

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html


	
7096185

	
構成部品、インジケータ、左

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html


	
7098504

	
ASM、MOBOトレイ

	
EBO

	
FRU

	











Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの部品

図B-27に、Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの前面図を示します。


図B-27 Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの前面図

[image: 図B-27の説明が続きます]





図B-28に、Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの背面図を示します。


図B-28 Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの背面図

[image: 図B-28の説明が続きます]





表B-47に、Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-47 Extreme Flash Exadata Storage Server X5-2 Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
350-1719

	
構成部品、1U-2Uスナップイン、スリム・レール・ラック

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのラックへのサーバーの再インストールに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40004191003899.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40004191003899.html





	
370-5621

	
3ボルト・リチウム・バッテリ

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2Lサービス・マニュアル』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037456.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037456.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのNVMeケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gobod.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gobod.html


	
7017231

	
インジケータ構成部品、右

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html


	
7044130

	
電源、A258、1000ワットAC入力

	
HS

	
FRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7045042

	
ファン構成部品、2U、80 x 80、Ferrite、center_rotate

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000091014194.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのPCIeカードのサービスに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7064634

	
構成部品、スイッチ、PCI-e、X8、IDT

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X5-2 Server Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40000f91037409.html


	
7064884

	
ヒート・シンク、CPU

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのストレージ・ドライブ(CRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html


	
7078070

	
DIMM、8GB、RDIMM、DDR4、2133

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2Lサービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceicjagi.html


	
7090170

	
フラッシュ・ドライブ、MLC、OSA ID、USB、8GB

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの内部USBフラッシュ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceiicfbd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/ceiicfbd.html


	
7093483

	
ASM、BP、Ultra-NVME

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2サービス・マニュアルの前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40007ac1419009.html


	
7093931

	
構成部品、SSD、1.6TB、eMLC-NAND、SFF-2.5インチNVMe 1.0、X4

	
HS

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle 1.6TB NVMe SSD User Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E54943_01/html/E54944/index.html

「Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守」も参照してください。


	
7095102

	
CPU、E5-2630 V3、2.4G、85W、8コア、R-2 (SR206)

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037480.html


	
7095801

	
ケーブル、NVME、HD41、RA-HD4i、STR、6xバンドル

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルのNVMeケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gobod.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/gobod.html


	
7096185

	
構成部品、インジケータ、左

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトのOracle Server X5-2Lサービス・マニュアルの前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31014236.html


	
7098504

	
ASM、MOBOトレイ

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Oracle Server X5-2 Service Manual』のマザーボード構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037512.html">>http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48333/z40001d31037512.html












Exadata Storage Server X4-2L Serverの部品

図B-29に、Exadata Storage Server X4-2L Serverの前面図を示します。ハード・ドライブには、左下から始まり左から右へと番号が付けられます。下段のドライブの番号は0、1、2および3です。中段のドライブの番号は4、5、6および7です。上段のドライブの番号は8、9、10および11です。


図B-29 Exadata Storage Server X4-2L Serverの前面図

[image: 図B-29の説明が続きます]





図B-30に、Sun Server X4-2 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-30 Exadata Storage Server X4-2L Serverの背面図

[image: 図B-30の説明が続きます]





表B-48に、Exadata Storage Server X4-2L Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-48 Exadata Storage Server X4-2L Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
371-5002

	
USBドライブ、4GB

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』の内部USBフラッシュ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceiicfbd.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceiicfbd.html


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/baecfjbc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/baecfjbc.html


	
7014391

	
エクスパンダ構成部品、2U

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のSASエクスパンダ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceieidja.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceieidja.html


	
7106353

	
4 TB 7200 RPM SAS HDD(ブラケット付属)

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のストレージ・ドライブおよびリア・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html


	
7017231

	
インジケータ構成部品、右

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』の前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31014236.html


	
7018701

	
DIMM、16GB、DDR3、1600、2Rx4、1.35V

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceicjagi.html


	
7020486

	
DIMM、8GB、DDR3、1600、2Rx4、1.35V

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/ceicjagi.html


	
7020776

	
ヒートシンク、CPU、2U、60 MM FIN、RoHS:YU

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のストレージ・ドライブおよびリア・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html


	
7023515

	
ディスク・バックプレーン構成部品、2背面

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』の前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40007ac1419009.html


	
7027479

	
ディスク・バックプレーン構成部品、4スロット3.5インチRoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』の前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40007ac1419009.html


	
7044130

	
電源、A258、1000ワットAC入力

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』の電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091014153.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091014153.html


	
CMAを交換します。





	
7045042

	
ファン構成部品、2U、80 x 80、Ferrite、center_rotate

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091014194.html


	
7046442

	
構成部品、デュアル・ポート、QDR CX3、ホスト・チャネル・アダプタ

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2 Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000f91037409.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド





	
7047503

	
構成部品、6GB、SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のストレージ・ドライブおよびリア・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html


	
7048864

	
インジケータ構成部品、左、2U

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』の前面LED/USBインジケータ・モジュール(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31014236.html


	
7057184

	
構成部品、バッテリ・キャリア・リモート

	
HS

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」



	
7058152

	
構成部品、マザーボード、X4-2L

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のマザーボード構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31037512.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31037512.html


	
7060020

	
ユニバーサル・アップグレード・リモート・バッテリ・キット

	
EBO

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」



	
7069200

	
構成部品、800GB eMLCフラッシュPCIeカード

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000f91037409.html


	
7069242

	
CPU、E5-2630 v2、6コア、2.6Ghz

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40001d31037480.html


	
7070656

	
ディスク構成部品、1.2TB、SAS2

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル』のストレージ・ドライブおよびリア・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/z40000091011460.html












Exadata Storage Server X3-2 Serverの部品

図B-31に、Exadata Storage Server X3-2 Serverの前面図を示します。ハード・ドライブには、左下から始まり左から右へと番号が付けられます。下段のドライブの番号は0、1、2および3です。中段のドライブの番号は4、5、6および7です。上段のドライブの番号は8、9、10および11です。


図B-31 Exadata Storage Server X3-2 Serverの前面図

[image: 図B-31の説明が続きます]





図B-32に、Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの背面図を示します。


図B-32 Exadata Storage Server X3-2 Serverの背面図

[image: 図B-32の説明が続きます]





表B-49に、Sun Server X3-2 Oracle Database Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-49 Exadata Storage Server X3-2 Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
バッテリ、3V、390MAH、リチウム、コイン型

	
DBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037048.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037048.html


	
350-1719

	
構成部品、1U-2Uスナップイン、スリム・レール・ラック

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のツールを使用しないスライド・レール構成部品の取付けに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000671011466.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000671011466.html





	
371-4982

	
6Gb SAS RAID PCIバッテリ・モジュール(LiON)、BBU-08、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。





	
375-3696

	
InfiniBand(CX2)デュアルポートのCX2 4xQDR PCI-e

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037409.html#z40000f91407682">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037409.html#z40000f91407682





	
375-3701

	
構成部品、6GB SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「データベース・サーバーの電源切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037409.html


	
次のコマンドを使用して、新しいハードウェアがハードウェアおよびファームウェアの仕様を満たしていることを確認します。


/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWprofile 


関連項目: Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド




注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
542-0428

	
ディスク構成部品、600GB、15K、SAS

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のストレージ・ドライブおよびリア・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091011460.html


	
7010036

	
3TB - 金具およびディスク付きの7200RPM 3.5インチSASディスク構成部品

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブおよびブート・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628

注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
7014226

	
ケーブル、インターロック、125mm

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/baecfjbc.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/baecfjbc.html


	
7014391

	
エクスパンダ構成部品、2U

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のSASエクスパンダ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/ceieidja.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/ceieidja.html


	
7017223

	
インジケータ構成部品、左

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』の前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31014236.html


	
7017231

	
インジケータ構成部品、右

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』の前面LED/USBインジケータ・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31014236.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31014236.html


	
7020486

	
DIMM、8GB、DDR3、1600、2Rx4、1.35V

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2Lサービス・マニュアル』のDIMMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/ceicjagi.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/ceicjagi.html


	
7020776

	
ヒートシンク、CPU、2U、60 MM FIN、RoHS:YU

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091011460.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091011460.html


	
7023515

	
ディスク・バックプレーン構成部品、2背面

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』の前面および背面ストレージ・ドライブ・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40007ac1419009.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40007ac1419009.html


	
7026993

	
構成部品、400GB eMLCフラッシュPCIEカード(LP金具付き)

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037409.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000f91037409.html


	
7027479

	
ディスク・バックプレーン構成部品、4スロット3.5インチRoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のディスク・バックプレーン(FRU)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40011771417642.html">>http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/z40011771417642.html


	
7043559

	
CPU、E5-2630L、2.0 G、60 W、6 C

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のプロセッサのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31037480.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31037480.html


	
7044130

	
電源、A258、1000ワットAC入力

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』の電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091014153.html#z4000dde1415804">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091014153.html#z4000dde1415804


	
CMAを交換します。





	
7045042

	
ファン構成部品、2U、80 x 80、Ferrite、center_rotate

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091014194.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091014194.html


	
7047257

	
電源、AC、A258 1000ワット

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』の電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091014153.html#z4000dde1415804">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40000091014153.html#z4000dde1415804


	
CMAを交換します。





	
7049382

	
構成部品、マザーボード・トレイ

	
EBO

	
FRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Server X3-2L Service Manual』のマザーボード構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31037512.html">>http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/z40001d31037512.html


	
サーバーの再起動後、[F2]を押します。


	
起動順序を設定します。





	
7057184

	
構成部品、バッテリ・キャリア・リモート

	
HS

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」



	
7060020

	
ユニバーサル・アップグレード・リモート・バッテリ・キット

	
EBO

	
FRU

	
「データベース・サーバーのディスク・コントローラBBUの交換」













Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの部品

図B-33に、Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの前面図を示します。


図B-33 Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの前面図

[image: 図B-33の説明が続きます]





	
ハード・ディスク・ドライブ。上位ドライブは、左から右にHDD2、HDD5、HDD8およびHDD11です。中位ドライブは、左から右にHDD1、HDD4、HDD7およびHDD10です。下位ドライブは、左から右にHDD0、HDD3、HDD6およびHDD9です。




図B-34に、Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの背面図を示します。


図B-34 Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの背面図

[image: 図B-34の説明が続きます]





	
電源。


	
InfiniBandホスト・チャネル・アダプタPCI Expressモジュール。


	
Sun Flash Accelerator F20 PCIeカード。




表B-50に、Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-50 Sun Fire X4270 M2 Serverを使用したExadata Storage Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
バッテリ、3V、390MAH、リチウム、コイン型

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のサーバー・バッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_71528">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_71528


	
300-2235

	
電源、A249、1200W、12V、2U、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』の電源のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_11706">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_11706


	
CMAを交換します。





	
350-1502

	
ユニバーサル・ラック取付けキット

	
EBO

	
CRU

	
	
現在システムを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170 M2, and X4270 M2 Servers Installation Manual』のスライドレールによるサーバーのラックへの取付けに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html





	
371-4415

	
24GBソリッド・ステート・フラッシュ・メモリー・モジュール、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
「フラッシュ・ディスクの保守」を参照してください。


	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』のFMODのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/E21358/index.html





	
371-4650

	
Energy Storage Module(ESM)5.5v 11F容量バックアップ電力モジュール、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』のESMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/E21358/index.html


	
次のコマンドを使用して、稼働時間の値をリセットします。


set clear_fault_action=true





	
371-4743

	
4GB USB 2.0フラッシュ・ドライブ、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次の手順を実行します。

a.ラックからシステムを取り外します。

b.上部カバーを取り外します。

c.PCIeライザーを含むスロット2および5のF20 PCIeカードを取り外します。

d.PCIeスロット2のF20カードの横のUSBフラッシュ・ドライブを交換します。

e.手順aからdを逆に行い、システムをリストアします。

関連項目: F20 PCIeカードの取外しの詳細は、次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_86021





	
371-4887

	
2.26GHzのインテル・シックスコアXeon L5640、12MB、60W、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_23425">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_23425


	
371-4965

	
LV DIMM、4GB、DDR3、1RX4、1333

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のメモリー・モジュール(DIMM)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_71526">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_71526


	
371-4982

	
6Gb SAS RAID PCIバッテリ・モジュール、RoHS:Y(LION)、BBU-08

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。





	
375-3696

	
InfiniBand(CX2)デュアルポートのCX2 4xQDR PCI-e

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_86021





	
375-3701

	
6GB SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
F20 PCIeカードの取外しの詳細は、次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_86021




注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
511-1500

	
F20 PCIeフラッシュ・アクセラレータF20 SAS HBA、(移植なし)RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
「フラッシュ・ディスクの保守」を参照してください。


	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
F20 PCIeカードの取外しの詳細は、次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_86021


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』のカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/E21358/index.html





	
530-3927

	
ケーブル、PDB、MB、1U+2U、リボン

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_58217">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_58217


	
530-4228

	
ケーブル、mini-SAS、36 POS LONG、LY、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_78806">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_78806


	
541-2075

	
Bus_bar、電力、1U+2U、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_85936">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_85936


	
541-2884

	
構成部品、ライザー、X8、X8、2U、PCI-E、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_53252">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_53252


	
541-3310

	
グリース付きのXeon Heatsink、RoHS:Y 2U

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_23425">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_23425


	
541-3356

	
x8/x8スイッチPCIeライザー構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
x8/x8スイッチPCIeライザー


	
金具




	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_53252">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_53252





	
541-4081

	
システム・ボード構成部品、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のマザーボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_98526">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/motherboard.html#50438179_98526





	
541-4124

	
ファン・デッキ、Hyde、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のファン・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71556">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71556


	
541-4222

	
構成部品、ファン、CR、2U、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_28930">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_28930


	
541-4223

	
分電盤、2U、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71558">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71558


	
541-4304

	
インジケータ、右、Hyde 12/24、ROHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』の前面パネルLEDモジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71563">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71563


	
541-4305

	
構成部品、ディスク、SAS2、XP_DC、Hyde、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のSASエクスパンダ・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_28246">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_28246


	
541-4306

	
構成部品、コネクタ・ボード金具、Hyde

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のコネクタ・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_pgfId-1296581">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_pgfId-1296581


	
541-4363

	
12スロットのディスク・バックプレーン、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のディスク・バックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71557">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71557


	
541-4371

	
インジケータ、左、Hyde 12/24、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』の前面パネルLEDモジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71563">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/infrastructure_x4270_M2.html#50438167_71563


	
542-0166

	
600GB - 金具およびディスク付きの15000RPM SASディスク構成部品

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブおよびブート・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628

注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
542-0247

	
2TB - 金具およびディスク付きの7200RPM 3.5インチSASディスク構成部品

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブおよびブート・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628

注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
560-2952

	
ケーブル・キット、Hyde、RoHS:Y、次の部品を含む

	
ディスク・バックプレーン電力ケーブル


	
24スロットのDBP電力ケーブル


	
12/24スロットのディスク・バックプレーン信号ケーブル


	
ファン信号ケーブル


	
ファン電力ケーブル




	
EBO

	
FRU

	
キットの個別の品目の記載事項を参照してください。


	
7010036

	
3TB - 金具およびディスク付きの7200RPM 3.5インチSASディスク構成部品

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4270 M2 Server Service Manual』のストレージ・ドライブおよびブート・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628">>http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/821-0488-12/hotswap.html#50438178_61628

注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。












Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverの部品

図B-35に、Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverの前面図を示します。


図B-35 Sun Fire X4275 Serverの前面図

[image: 図B-35の説明が続きます]





	
ハード・ディスク・ドライブ。上位ドライブは、左から右にHDD2、HDD5、HDD8およびHDD11です。中位ドライブは、左から右にHDD1、HDD4、HDD7およびHDD10です。下位ドライブは、左から右にHDD0、HDD3、HDD6およびHDD9です。




図B-36に、Sun Fire X4275 Serverの背面図を示します。


図B-36 Sun Fire X4275 Serverの背面図

[image: 図B-36の説明が続きます]





表B-51に、Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-51 Sun Fire X4275 Serverを使用したExadata Storage Serverの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理手順
	
150-3993

	
Panasonic BR2032バッテリ、RoHS:Yのシステム・ボード

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のバッテリのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_71528





	
300-1897

	
1050ワットの電力、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
CMAの背面左側を取り外し、後方に動かして右方向に取り外します。

サーバーの真後ろにあるケーブルを支える伸縮式クロス・メンバーを格納すると、両方の電源にアクセスできます。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』の電力のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_11706


	
CMAを交換します。





	
350-1502

	
Exadata Storage Serverのねじを使用したスライド・レール・ラック取付けキット、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在システムを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Installation Manual』のラックへのスライドレール構成部品の取付けに関する章を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html#50614309_28682





	
371-4288

	
4GB Registered DDR3-1333 DIMM、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のメモリー・モジュール(DIMM)のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_71526





	
371-4300

	
2.53GHzのクアッドコア・インテルXeon E5540、8MB、80W、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_23425





	
371-4415

	
24GBソリッド・ステート・フラッシュ・メモリー・モジュール、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
「フラッシュ・ディスクの保守」を参照してください。


	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』のFMODのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19682-01/E21358/index.html





	
371-4650

	
Energy Storage Module(ESM)5.5v 11F容量バックアップ電力モジュール、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』のESMのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19682-01/E21358/index.html


	
次のコマンドを使用して、稼働時間の値をリセットします。


set clear_fault_action=true





	
371-4743

	
4GB USB 2.0フラッシュ・ドライブ、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次の手順を実行します。

a.ラックからシステムを取り外します。

b.上部カバーを取り外します。

c.PCIeライザーを含むスロット2および5のF20 PCIeカードを取り外します。

d.PCIeスロット2の横のF20カードの下のUSBフラッシュ・ドライブを交換します。

e.手順aからdを逆に行い、システムをリストアします。

関連項目: F20 PCIeカードの取外しの詳細は、次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_86021





	
371-4746

	
バッテリー・モジュール、RoHS:Yの6GB SAS RAIDディスクPCI、BBU-07

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA, Internal Installation Guide For HBA Models SGX-SAS6-R-INT-Z and SG-SAS6-R-INT-Z』を参照してください。





	
375-3606

	
SunデュアルポートのQDR(40GB/s)InfiniBandホスト・チャネル・アダプタPCIe、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_86021





	
375-3644

	
6GB SAS RAIDディスクPCIe HBA、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_86021





	
511-1500

	
F20 PCIeフラッシュ・アクセラレータF20 SAS HBA、(移植なし)RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
「フラッシュ・ディスクの保守」を参照してください。


	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_86021


	
次のWebサイトの『Sun Flash Accelerator F20 PCIe Card User's Guide』のカードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19682-01/E21358/index.html





	
530-3892

	
4x Mini SAS/SATAケーブル、SFF-8087、670mm、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_78576





	
530-3927

	
システム・ボード・ケーブルの分電盤、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_71558





	
530-4228

	
4x Mini SAS/SATAケーブル、SFF-8087、690mm、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のケーブルのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_78576





	
541-2073

	
分電盤/バス・バー構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
左側バス・バー


	
右側バス・バー


	
水平分電バー


	
PDB信号ケーブル




	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』の分電盤のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_71558





	
541-2075

	
Bus_bar、電力、1U+2U、RoHS:Y

	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のマザーボード構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_42287





	
541-2542

	
トレイ付きのシステム・ボード構成部品、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のマザーボード構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_98526





	
541-2884

	
次の部品を含むx8/x8 PCIeライザー構成部品

	
x8/x8 PCIeライザー、RoHS:Y


	
金具、RoHS:Y




	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_42797





	
541-3290

	
金属の指ガード付きのCPUデュアル・ファン構成部品、60x38mm、2U、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のファン・モジュールのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_28930


	
541-3310

	
グリース付きのXeon Heatsink、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のCPUのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_23425





	
541-3356

	
x8/x8スイッチPCIeライザー構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
x8/x8スイッチPCIeライザー


	
金具




	
EBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のPCIeライザーのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/motherboard.html#50458659_42797





	
541-3385

	
コネクタ・ボード構成部品、次の部品を含む

	
取付け金具、RoHS:Y


	
コネクタ・ボード、RoHS:Y




	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のコネクタ・ブレイクアウト・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_71559





	
541-3386

	
12スロットのディスク・バックプレーン、RoHS:Y

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ドライブのバックプレーンのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_71557





	
541-3387

	
SASエクスパンダ・カード構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
金具、RoHS:Y


	
SASエクスパンダ・ボード、RoHS:Y




	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ディスク・エクスパンダ・カードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_28246





	
541-3388

	
左側インジケータ構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
左側金具、RoHS:Y


	
左側LEDボード、RoHS:Y


	
インジケータ・ケーブル、RoHS:Y




	
EBO

	
FRU

	
	
現在システムを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトのフロント・コントロール・パネルのライト・パイプ構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#50614303_pgfId-1287263





	
541-3389

	
右側インジケータ構成部品、RoHS:Y、次の部品を含む

	
右側金具、RoHS:Y


	
右側LEDボード、RoHS:Y


	
インジケータ・ケーブル、RoHS:Y




	
EBO

	
FRU

	
	
現在システムを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトのフロント・コントロール・パネルのライト・パイプ構成部品のサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4170_x4270.html#50614303_pgfId-1287263





	
541-3394

	
ファン・ボード構成部品、次の部品を含む

	
上部金具、RoHS:Y


	
下部金具、RoHS:Y


	
ファン・ボード、RoHS:Y




	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のファン電源ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_71556





	
542-0166

	
金具およびディスク付きの600GB 15K RPM SASディスク構成部品、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
「Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_61628

注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。





	
542-0167

	
金具およびディスク付きの2TB 7.2K RPM 3.5インチSATAディスク構成部品、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のストレージ・ドライブのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/hotswap.html#50458658_61628

注意: ディスクの交換時にサービス・マニュアルのコントローラ・コマンドを実行しないでください。


	
560-2937

	
次の部品を含むExadata Storage Serverケーブル・キット

	
10pinバックプレーン電力ケーブル、RoHS:Y


	
20pinバックプレーン12Cケーブル、RoHS:Y


	
6pinファン電力ケーブル、RoHS:Y


	
16pin FAN 12Cケーブル、RoHS:Y




	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Exadata Storage Serverのシャットダウン」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Service Manual』のコネクタ・ブレイクアウト・ボードのサービスに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com//cd/E19477-01/820-5830-13/infrastructure_x4275.html#0_71559

















InfiniBandスイッチの部品

表B-52に、Oracle Exadataラックで使用されるInfiniBandスイッチの交換部品を示します。InfiniBandケーブルの詳細は、「ケーブルおよび3相PDUケーブル: Oracle Exadata Rackの37kVAAccessories」を参照してください。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-52 InfiniBandスイッチの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理
	
300-2143

	
760ワットの電力、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
300-2299

	
760W AC入力電源

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
350-1312

	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36のファン・モジュール、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
350-1566

	
ファン・モジュール、1RU、Sanace、逆

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
371-2210

	
CR2032 3vバッテリ、RoHS:Y

	
IR

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
541-3495

	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36、RoHS:YL

	
IR

	
CRU

	
	
「障害が発生したSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの交換」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html





	
7052970

	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36、RoHS:YL

	
IR

	
CRU

	
	
「障害が発生したSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの交換」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html





	
7061031

	
ファン・モジュール、1RU、Sanace、逆

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
7065505

	
電源、AC、A247B、12V、760W、FW2022

	
HS

	
FRU

	











Ciscoスイッチの部品

表B-53に、Oracle Exadataラックで使用されるCiscoスイッチの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-53 Ciscoスイッチの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理
	
7023685

	
Cisco Catalyst 4948スイッチ、RoHS:Y

	
IR

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』の第3章を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
7024423

	
Cisco Catalyst 4948スイッチの電源、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』の第4章を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
7024424

	
Cisco Catalyst 4948スイッチの冷却ファン、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』の第4章を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html












KVMスイッチおよびKMMトレイの部品

表B-54に、KVMスイッチおよびKMMトレイの交換部品を示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-54 KVM/KMMの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理
	
371-4778

	
構成部品、KMM、日本語キーボードおよびマウス・モジュール

	
IR

	
CRU

	
次のWebサイトの『MergePoint Unity Switch Installer/User Guide』の第2章を参照してください。

http://pcs.mktg.avocent.com/@@content/manual/590883501c.pdf


	
371-4779

	
Avocent MPU4032DAC-001 32ポートKVMスイッチ、RoHS:Y

	
IR

	
CRU

	
次のWebサイトの『MergePoint Unity Switch Installer/User Guide』の第2章を参照してください。

http://pcs.mktg.avocent.com/@@content/manual/590883501c.pdf


	
371-4780

	
米国キーボード付属のAvocent KMM引出し、RoHS:Y

	
IR

	
CRU

	
次のWebサイトの『MergePoint Unity Switch Installer/User Guide』の第2章を参照してください。

http://pcs.mktg.avocent.com/@@content/manual/590883501c.pdf


	
371-4781

	
Avocent(DSRIQ-USB)DB 15M - RJ45/USB KVMアダプタ、RoHS:Y

	
IR

	
CRU

	
次のWebサイトの『MergePoint Unity Switch Installer/User Guide』の第2章を参照してください。

http://pcs.mktg.avocent.com/@@content/manual/590883501c.pdf












配電ユニットの部品

表B-55に、配電ユニット(PDU)の交換部品を示します。ケーブルおよび接続が複数ある場合は、配電ユニットの部品を交換する際にOracle Exadataラックのラックを停止することをお薦めします。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-55 配電ユニットの交換部品

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理
	
180-2379

	
13A/250V直角IEC 320 Sheet E - IEC 320 C13コード、1メートル、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
適用されません。


	
180-2380

	
13A/250V直角IEC 320 Sheet E - IEC 320 C13コード、2メートル、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
適用されません。


	
371-4000

	
3相PDU: 15kV、5Pin、IEC309 32A、5PIN 230/400V、3相IP44、国際、RoHS:Y

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
371-4001

	
3相PDU、24kVA、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの高電圧

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
371-4199

	
単相PDU、15kVA、3つの30A/250V 2極/3線式のNEMA L6-30Pプラグ、北米、RoHS:Y

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
371-4201

	
単相PDU、15kVA、3つの青色の32A/240Vの防沫構造の2極/3線式のIEC 60309プラグ、国際、RoHS:Y

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
371-5039

	
単相PDU: 22k VA Hubbell CS8265Cプラグ番号Xオプション

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
371-5040

	
単相PDU: 22k VA青色32A IEC 60309プラグ番号Xオプション

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
371-4510

	
3相PDU、24kVA、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの低電圧

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
7051908

	
3相PDU: 15kVA、IEC309 60A、4PIN、250VAC、3相IP67、北米、RoHS:Y

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
7078660

	
3相PDU: 37kVA、RMII、低電圧

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
7078664

	
3相PDU: 37kVA、RMII、高電圧

	
IR

	
FRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。












ケーブルおよび3相PDUケーブル: Oracle Exadata Rackの37kVAAccessories

表B-56に、Oracle Exadataラックの交換ケーブルおよびケーブル・アクセサリを示します。




	
注意:

Premier Support of Systemsで保証されている場合、次の表のすべての交換部品はFRUとみなされます。








表B-56 Oracle Exadataラックの交換ケーブル

	部品番号	説明	修理カテゴリ	基本保証の範囲	修理
	
350-1287

	
スリム・レール、CMA、Exadata Storage Serverの1U-2U

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Installation Manual』のケーブル管理アームの取付けに関する章を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html#50614309_99582





	
350-1519

	
シリアル・ケーブル・キット、RoHS:Y、次の部品を含む

	
USB - DB 9pin Mシリアル・ケーブル


	
DB 9pin F - DB 9pin Fヌル・モデム・ケーブル




	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
350-1546

	
ケーブル管理アーム(CMA)1U、RoHS:Y、データベース・サーバー用

	
DBO

	
CRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Installation Manual』のケーブル管理アームの取付けに関する章を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html#50614309_99582





	
350-1637

	
ラベル構成部品、EV2、双方向、アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
350-1638

	
ラベル構成部品、EV2、3方向、サービス・アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
350-1639

	
ラベル構成部品EV2、4方向、サービス・アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
350-1640

	
ラベル構成部品EV2、5方向、サービス・アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
350-1641

	
ラベル構成部品EV2、6方向、サービス・アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
350-1642

	
ラベル構成部品EV2、7方向、サービス・アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
350-1643

	
ラベル構成部品EV2、8方向、サービス・アップグレード、ラベル

	
HS

	
CRU

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
530-4445

	
QSFP InfiniBandパッシブ銅ケーブル、10 GbE、3m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。




注意: ケーブルの交換時に冗長性が失われます。


	
530-4446

	
QSFP InfiniBandパッシブ銅ケーブル、10 GbE、5m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。




注意: ケーブルの交換時に冗長性が失われます。


	
530-4403

	
4x QSFP QDR InfiniBand銅ケーブル、2m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。




注意: ケーブルの交換時に冗長性が失われます。


	
530-4404

	
4x QSFP QDR InfiniBand銅ケーブル、3m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。





	
530-4415

	
4x QSFP QDR InfiniBand銅ケーブル、5m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。





	
530-4432

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、7フィート、青、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4433

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、10フィート、赤、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4434

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、7フィート、赤、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4435

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、10フィート、黒、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4436

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、7フィート、黒、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4437

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、7フィート、オレンジ、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4438

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、RJ45 - RJ45、10フィート、黒、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
530-4444

	
QSFP - QSFPパッシブ銅ケーブル、1m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。





	
530-4445

	
QSFPパッシブ銅ケーブル、10GE、3m

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。





	
530-4502

	
イーサネット・ケーブル、Cat 5/5E、10フィート、青、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
次のWebサイトの『Cisco Catalyst 4948E Switch Installation Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4900/4948E/installation/guide/4948E_ins.html


	
7015400

	
電源ケーブル、ジャンパ、SR2、2m C14RA、10A、C13

	
HS

	
CRU

	
このガイドの「配電ユニットの交換」を参照してください。


	
7042273

	
スリム・レール、ケーブル管理アーム、Exadata Storage Serverの1U-2U

	
EBO

	
FRU

	
	
現在サーバーを実行している場合、正常に停止する必要があります。詳細は、「Oracle Exadataラックの電源の投入および切断」を参照してください。


	
次のWebサイトの『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers Installation Manual』のケーブル管理アームの取付けに関する章を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5827-13/rack_install.html#50614309_99582





	
7102869

	
パッシブ・ファイバInfiniBandケーブル、10m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。




注意: パッシブ・ファイバ・ケーブルごとにQSFP SRトランシーバ(部品番号X2124A-N)を2つ購入してください。


	
7102870

	
パッシブ・ファイバInfiniBandケーブル、20m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。




注意: パッシブ・ファイバ・ケーブルごとにQSFP SRトランシーバ(部品番号X2124A-N)を2つ購入してください。


	
7102871

	
パッシブ・ファイバInfiniBandケーブル、50m、RoHS:Y

	
HS

	
CRU

	
	
次のWebサイトの『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 User's Guide』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html">>http://docs.oracle.com/cd/E19197-01/835-0784-05/gentextid-226.html


	
「InfiniBandネットワーク構成の確認」を参照してください。




注意: パッシブ・ファイバ・ケーブルごとにQSFP SRトランシーバ(部品番号X2124A-N)を2つ購入してください。


















C Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadataラックのエラー・メッセージ

この付録には、Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadataラックのハードウェア・メッセージが含まれています。この付録の内容は次のとおりです。

	
汎用アラート・メッセージ: HALRT-00001 - HALRT-00500


	
温度アラート・メッセージ: HALRT-00513 - HALRT-00600


	
ファン・アラート・メッセージ: HALRT-00616 - HALRT-00700


	
電源/電力変換装置アラート・メッセージ: HALRT-00717 - HALRT-00800


	
ネットワーク・アラート・メッセージ: HALRT-00912 - HALRT-01000


	
ハード・ディスクおよびフラッシュ・ディスク・アラート・メッセージ: HALRT-01015 - HALRT-01200


	
アクセラレータ/コントローラ・アラート・メッセージ: HALRT-01209 - HALRT-01300


	
電圧アラート・メッセージ: HALRT-01301 - HALRT-01400


	
物理ディスク・アラート・メッセージ: HALRT-01401 - HALRT-01500


	
Exadata Storage Serverの自動サービス・リクエスト・アラート・メッセージ: HALRT-02001 - HALRT-02013


	
HDDコントローラのバッテリ・アラート・メッセージ: HALRT-02101 - HALRT-02200


	
USB警告メッセージ: HALRT-02401からHALRT-02404


	
アラート・メッセージの汎用処理: HALRT-10001 - HALRT-10500


	
アラート・メッセージの汎用処理: HALRT-10503 - HALRT-11000


	
アラート・メッセージの汎用処理: HALRT-11001 - HALRT-11100


	
Oracle Exadata Database Machineコマンドライン・インタフェース・エラー・メッセージ


	
Oracleサポート・サービスへの連絡







	
注意:

読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。










	
関連項目:

Oracle Database SNMPエラー・メッセージの詳細は、『Oracle Databaseエラー・メッセージ』を参照してください。









汎用アラート・メッセージ: HALRT-00001 - HALRT-00500

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-00001からHALRT-00500です。



	HALRT-00002: シャーシ侵入 - 物理セキュリティ侵害 
	
原因: シャーシの物理セキュリティ侵害が検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00003: シャーシ侵入(物理セキュリティ侵害)イベントがクリアされました。 
	
原因: シャーシの物理セキュリティ侵害のクリア・イベントが検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00004: CPU内部エラー 
	
原因: CPU内部エラーが検出されました。


	
処置: システムを停止して、CPUエラーを調べてください。











	HALRT-00005: CPU内部エラーがクリアされました。 
	
原因: CPU内部エラーのクリア・イベントが検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00006: CPU構成エラー 
	
原因: CPU構成エラーが検出されました。


	
処置: システムを停止して、CPUエラーを調べてください。











	HALRT-00007: CPU構成エラーがクリアされました。 
	
原因: CPU構成エラーのクリア・イベントが検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00008: CPUが存在します(プロセッサの存在が検出されました)。 
	
原因: 新しいCPUのプレゼンス・イベントが検出されました。


	
処置: システムを停止して、CPUエラーを調べてください。











	HALRT-00009: CPUが存在しません(プロセッサが存在しません)。 
	
原因: CPUが存在しないことが検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00010: システム・イベント・ログ(SEL)が満杯です(ロギング無効)。 
	
原因: システム・イベント・ログが満杯であることが検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00011: ASR (自動システム・リカバリ)のタイマーが切れました 
	
原因: 自動システム・リカバリのタイマーが切れました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00012: ASR (自動システム・リカバリ)がリセットされました 
	
原因: 自動システム・リカバリがリセットされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00013: ASR (自動システム・リカバリ) の電源が切断されました 
	
原因: 自動システム・リカバリの電源が切断されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00014: ASR (自動システム・リカバリ)の電源が切断後ただちに投入されました 
	
原因: 自動システム・リカバリの電源が入れ直されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00015: {0}センサーのしきい値の状態変更: センサーのコンポーネント名: {1} センサーの状態: {2} センサーのしきい値タイプ: {3} センサーのしきい値の重大度: {4} センサーの値: {5} センサーのしきい値: {6} センサーの追加情報: {7} 
	
原因: センサーのしきい値の状態が変更されました。


	
処置: センサーの状態の変更またはエラーを確認します。予想外でクリアされない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-00016: {0}コンポーネントが障害の原因である可能性があります。コンポーネント名: {1} 障害クラス: {2} 障害の確度: {3} 障害メッセージ: {4} トラップの追加情報: {5} 
	
レベル: クリティカル


	
原因: コンポーネントで障害が発生した可能性があります。


	
処置: アラート・メッセージの追加情報を参照してください。











	HALRT-00017: {0}コンポーネントの障害はクリアされましたコンポーネント名: {1} トラップの追加情報: {2} 
	
レベル: クリア


	
原因: コンポーネントの障害がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00018: {0}センサーによりエラーが検出されました。コンポーネント名: {1} トラップの追加情報: {2} 
	
原因: センサーによってエラーが検出されました。


	
処置: センサーの状態の変更またはエラーを確認します。予想外でクリアされない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-00019: {0}センサーは正常な状態に戻りました。コンポーネント名: {1} トラップの追加情報: {2} 
	
原因: センサーが正常な状態に戻りました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00020: {0}のフィールド交換可能ユニットは、システムに挿入されました。 
	
原因: ユニットがシステムに挿入されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00021: {0}のフィールド交換可能ユニットは、システムから取り外されました。 
	
原因: ユニットがシステムから取り外されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00022: コンポーネントの稼働状態は変更されたか、無効に変更中です。コンポーネント名: {0} 無効化の理由: {1} トラップの追加情報: {2} 
	
原因: コンポーネントの稼働状態が変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00023: コンポーネントの稼働状態は変更されたか、有効に変更中です。コンポーネント名: {0} トラップの追加情報: {1} 
	
原因: コンポーネントの稼働状態が変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00024: オペレーティング・システムがシステムを制御する前にエラーが検出されました。 
	
原因: エラーが検出されました。


	
処置: コンソールのエラー・メッセージを取得してください。システムを再起動して電源を入れ直し、元に戻します。エラー・メッセージは、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-00025: {0}によって識別される高可用性コンポーネントの状態が変更されました。古いHA状態: {1} 新しいHA状態: {2} トラップの追加情報: {3} 
	
原因: 高可用性コンポーネントの状態が変更されました。


	
処置: アラート・メッセージの追加情報を参照してください。











	HALRT-00026: 侵入センサーは、システムが物理的に改ざんされた可能性があることを検出しました。 
	
原因: センサーがシステムの変更を検出しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00027: ハード・ドライブの状態が変更されました。コンポーネント名: {0} 新しい状態: {1} 
	
原因: ハード・ドライブの状態が変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00028: これはテスト・トラップです。 
	
原因: ユーザーがテスト・トラップを生成し、アラートが作成されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00030: {0}コンポーネントの障害はクリアされました。 
	
原因: コンポーネントの障害がクリアされました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。













温度アラート・メッセージ: HALRT-00513 - HALRT-00600

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-00513からHALRT-00600です。



	HALRT-00513: 下限温度超過の警告(下限非クリティカル、低下中) 
	
原因: 温度が指定された制限以下でした。


	
処置: 温度機能の低下を確認します。システムを停止し、このセルのデータを移動します。











	HALRT-00514: 下限温度超過の警告がクリアされました。 
	
原因: 低温の警告がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00515: 下限温度超過の問題(下限クリティカル - 低下中) 
	
原因: 低温の問題が検出されました。


	
処置: システムを停止します。熱障害の原因を特定します。必要に応じて、このセルのデータを移動します。











	HALRT-00516: 下限温度超過の問題がクリアされました。 
	
原因: 低温の問題がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00517: 上限温度超過の警告(上限非クリティカル、上昇中) 
	
原因: 温度が制限を超えました。


	
処置: 温度機能の低下を確認します。システムを停止し、このセルのデータを移動します。











	HALRT-00518: 上限温度超過の警告がクリアされました。 
	
原因: 高温の警告がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00519: 上限温度超過の問題(上限クリティカル - 上昇中) 
	
原因: 高温が検出されました。


	
処置: システムを停止します。熱障害の原因を特定します。必要に応じて、このセルのデータを移動します。











	HALRT-00520: 上限温度超過の問題がクリアされました。 
	
原因: 高温の問題がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00521: CPUサーマル・トリップ(上限温度の超過による停止) 
	
原因: CPUの高温による停止が発生しました。


	
処置: システムを停止します。熱障害の原因を特定します。必要に応じて、このセルのデータを移動します。











	HALRT-00522: CPUサーマル・トリップ(上限温度の超過による停止)がクリアされました。 
	
原因: CPUの高温による停止がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。













ファン・アラート・メッセージ: HALRT-00616 - HALRT-00700

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-00616からHALRT-00700です。



	HALRT-00616: 一般のクリティカルなファン障害。 
	
原因: ファンで障害が発生しました。


	
処置: システムを停止します。ファン障害の原因を特定します。ファンを交換します。必要に応じて、このセルのデータを移動します。











	HALRT-00617: 一般のクリティカルなファン障害がクリアされました。 
	
原因: ファンの障害がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00618: ファンの冗長性が失われました。 
	
原因: 冗長ファンの機能が停止しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00619: ファンの冗長性が正常な状態に戻りました。 
	
原因: 冗長ファンの機能が正常になりました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。













電源/電力変換装置アラート・メッセージ: HALRT-00717 - HALRT-00800

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-00717からHALRT-00800です。



	HALRT-00717: 電源の冗長性が失われました。 
	
原因: 電源の冗長性の機能が停止しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00718: 電源の冗長性が正常な状態に戻りました。 
	
原因: 電源の冗長性の機能が正常になりました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00719: 電源が挿入されました。 
	
原因: 電源がシステムに挿入されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00720: 電源が取り外されました。 
	
原因: 電源がシステムから取り外されました。


	
処置: 電源を確認します。必要に応じて、電源を交換します。











	HALRT-00721: 電源障害 
	
原因: 電源で障害が発生しました。


	
処置: 電源を確認します。必要に応じて、電源を交換します。











	HALRT-00722: 電源障害がクリアされました。 
	
原因: 電源の障害がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00723: 電源警告 
	
原因: 電源の問題により、警告が発生しました。


	
処置: 電源を確認します。必要に応じて、電源を交換します。











	HALRT-00724: 電源警告がクリアされました。 
	
原因: 電源の警告がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-00725: 電源のACが停止しました。 
	
原因: AC電源が切断されました。


	
処置: 電源を確認します。必要に応じて、電源を交換します。











	HALRT-00726: 電源のACが復旧しました。 
	
原因: AC電源が復旧しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。













ネットワーク・アラート・メッセージ: HALRT-00912 - HALRT-01000

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-00912からHALRT-01000です。



	HALRT-00912: インフィニバンド・ポート{0}の状態が無効です: {1}。 
	
原因: InfiniBandデバイスの状態が無効でした。


	
処置: ibstatusを使用してInfiniBand構成を確認し、両方のポートの状態がACTIVEで、期待するレート(GB/秒)になっていることを検証します。ポートの状態がACTIVEになると、アラートが解除されます。低いリンク・レートにネゴシエーションを行うInfiniBandリンクの一般的な原因の1つとして、HCAまたはスイッチのInfiniBandケーブル・コネクタが緩いことが考えられます。通常、InfiniBandコネクタがHCAおよびスイッチにしっかりと取り付けられていることを確認すれば、この問題は解決します。
スイッチの再起動後に、ポートの状態がDOWNを示す場合があります。数分後に、ポートは自動的にACTIVEになります。




	
関連項目:

詳細は、My Oracle Supportノート1612884.1を参照してください。



















	HALRT-00913: インフィニバンド・ポート{0}のレートが無効です: {1} Gps。 
	
原因: InfiniBandデバイスのレートが無効でした。


	
処置: CellCLIコマンドLIST IBPORT DETAILを使用してポートをチェックします。両方のポートが予期する速度(GB/秒)であることを検証します。低いリンク・レートにネゴシエーションを行うInfinibandリンクの一般的な原因として、HCAまたはスイッチのInfiniBandケーブル・コネクタが緩いことが考えられます。通常、InfiniBandコネクタがHCAおよびスイッチにしっかりと取り付けられていることを確認すれば、この問題は解決します。











	HALRT-00914: インフィニバンド・ポートのステータスは正常です。 
	
原因: InfiniBandデバイスのステータスは正常です。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	 HALRT-00915: インフィニバンド・ポート{0}でゼロ以外のエラー数が示されています。 
	
原因: 指定されたポートのRcvErrorsおよびSymbolErrorsのエラー数がゼロ以外でした。エラー数が0以外の場合、不良ケーブルまたは正しく設置されていないケーブルあるいはHCAまたはスイッチの不良ポートが原因である可能性があります。手動によるInfiniBandポートの有効化および無効化またはInfiniBandスイッチのリセットでも、これらのエラーが発生する可能性があります。


	
処置: CellCLIコマンドLIST IBPORT DETAILを使用してポートをチェックします。両方のポートが予期する速度(GB/秒)であることを検証します。低いリンク・レートにネゴシエーションを行うInfinibandリンクの一般的な原因として、HCAまたはスイッチのInfiniBandケーブル・コネクタが緩いことが考えられます。通常、InfiniBandコネクタがHCAおよびスイッチにしっかりと取り付けられていることを確認すれば、この問題は解決します。













ハード・ディスクおよびフラッシュ・ディスク・アラート・メッセージ:HALRT-01015 - HALRT-01200

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-01015からHALRT-01200です。



	HALRT-01015: 物理ドライブが、アダプタ: {0}、デバイスID: {1}、囲みID: {2}、スロットID: {3}で挿入されました。 
	
原因: 物理ドライブが挿入されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01016: 物理ドライブが、アダプタ{0}で取り外されました deviceId {1}、enclosureId {2}、slotId {3}。 
	
原因: 物理ドライブが取り外されました。


	
処置: 物理ドライブが意図せずに削除された場合は、ただちにディスクを元に戻してください。











	HALRT-00017: 物理ドライブの状態が{0}から{1}に変更されました。アダプタ: {2}デバイスID: {3}、エンクロージャID: {4}、スロットID: {5}。 
	
原因: 物理ドライブのステータスが変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01018: FRUが変更されました。アダプタ: {0}デバイスID: {1}、エンクロージャID: {2}、スロットID: {3}、エンクロージャID: {4}、FRU {5}。 
	
原因: アダプタのフィールド交換可能ユニット(FRU)が変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01020: 物理ドライブがサポートされていません。アダプタ: {0}デバイスID: {1}、エンクロージャID: {2}、スロットID: {3}。 
	
原因: 物理ドライブがアダプタでサポートされていません。


	
処置: 物理ドライブが意図せずに削除された場合は、ただちにディスクを元に戻してください。











	HALRT-01021: 物理ドライブが認証されていません。アダプタ: {0}デバイスID: {1}、エンクロージャID: {2}、スロットID: {3}。 
	
原因: 物理ドライブが認証されませんでした。


	
処置: 物理ドライブが意図せずに削除された場合は、ただちにディスクを元に戻してください。











	HALRT-01024: 物理{0}ディスクのエラー数が増加しています。ディスク: {1}、シリアル番号: {2}、スロット番号: {3}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 定期的なディスク・チェック中にディスク・エラー数が増加しました。


	
処置: 物理ディスク・エラーを監視し、必要に応じて交換します。











	HALRT-01025: 物理{0}ディスクのエラー数は安定しています。ディスク: {1}、シリアル番号: {2}、スロット番号: {3}。 
	
レベル: クリア


	
原因: 最後のディスク・チェックからディスク・エラー数が増加しませんでした。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01027: フラッシュ・セル・ディスク{0}の書込みパフォーマンスが低下しています。フラッシュ・カードのsupercapモジュールに障害が発生した可能性があります。フラッシュ・ディスク名: {1} ディスク・シリアル番号: {2} スロット番号: {3} 
	
原因: フラッシュ・セル・ディスクの書込みパフォーマンスが低下しました。


	
処置: このフラッシュ・ディスク、フラッシュPCIカードまたはEnergy Storage Module(ESM)を交換する必要があります。PCIカードのすべてのディスクがパフォーマンスの低下を示している場合、セル・シャーシの背面から確認できるPCIカードのESM LEDを確認してください。このLEDが黄色の場合、ESMを交換する必要があります。交換するディスクに永続データがある場合は、それらのディスクからデータをリバランスします。次に、フラッシュ・ディスクを交換します。フラッシュ・ディスクに永続データが存在していた場合は、データをディスクの内部にリバランスします。このフラッシュ・ディスクにより提供されたフラッシュ・キャッシュは、自動的に無効化されます。











	HALRT-01028: フラッシュ・セル・ディスク{0}の書込みパフォーマンスの問題が解決されました。 
	
原因: フラッシュ・セル・ディスクのパフォーマンスの問題が解決しました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01029: 物理ディスク{0}を自動的にONLINEに設定することができませんでした。物理ディスク{0}のファームウェアをアップグレードできませんでした。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 物理ディスクのファームウェアをアップグレードできませんでした。


	
処置: 物理ディスク上のファームウェアをアップグレードし、MSを再起動してディスクをオンラインにします。











	HALRT-01032: 物理ディスク{0}のファームウェアが正常にアップグレードされました。 
	
原因: 物理ディスクのファームウェアがアップグレードされました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01035: 物理ディスク{0}のファームウェアをアップグレードできませんでした。MS_ACCEPT_DISKFW_DIFFERENTがtrueに設定されているため、挿入された物理ディスクが使用されます。 
	
レベル: 情報


	
原因: ファームウェアのアップグレードに失敗しました。


	
処置: これは情報メッセージです。











	HALRT-01036: Oracle Exadataは、デバイス・ユーティリティで次の問題を検出しました: {0}。 
	
原因: 問題が検出されました。問題は次のうちのいずれかです。
	
出力の名前が重複しています。


	
出力のシリアル番号が重複しています。


	
出力のOSデバイス名が重複しています。


	
ターゲットIDを持つディスクのデバイス名が見つかりません。







	
処置: デバイス監視ユーティリティから予期しない出力がありました。問題が解決されると、解決済のアラートが送信されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。











	HALRT-01037: {0}出力の名前が重複しています: {1}。 
	
原因: 出力の名前が重複しています。


	
処置: 問題が解決されると、解決済のアラートが送信されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。











	HALRT-01038: {0}出力のシリアル番号が重複しています: {1}。 
	
原因: 出力のシリアル番号が重複しています。


	
処置: 問題が解決されると、解決済のアラートが送信されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。











	HALRT-01039: {0}出力のOSデバイス名が重複しています: {1}。 
	
原因: 出力のオペレーティング・システム・デバイス名が重複しています。


	
処置: 問題が解決されると、解決済のアラートが送信されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。











	HALRT-01040: ターゲットIDを持つディスクのデバイス名が見つかりません: {0}。 
	
原因: デバイスが見つかりませんでした。


	
処置: 問題が解決されると、解決済のアラートが送信されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。











	HALRT-01041: デバイス・ユーティリティの問題が解決されました。 
	
原因: 問題が解決されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01042: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: 警告


	
原因: ディスクが交換されました。


	
処置: グリッド・ディスクおよびセル・ディスクが新しい物理ディスクで再作成されます。グリッド・ディスクがOracle ASMディスク・グループの一部である場合、ディスク・グループの冗長性およびASM_POWER_LIMITパラメータに基づいて、ディスクがディスク・グループに追加され、データがリバランスされます。











	HALRT-01043: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10} フラッシュ・キャッシュ: {11} フラッシュ・ログ: {12}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。
	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・キャッシュに使用されていた場合は、フラッシュ・キャッシュが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・ログに使用されていた場合は、フラッシュ・ログが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にグリッド・ディスクに使用されていた場合は、グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。
















	HALRT-01044: {0}に失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: システム・ディスクに障害が発生しました。


	
処置: システム・ハード・ディスクに障害が発生しました。影響を受けているセルを特定するための白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているドライブを特定するための黄色のサービス・アクションのLEDおよび青色の取外しOKのLEDがドライブで点灯しています。ディスクをできるだけすぐに交換してください。Oracle ASMリバランスによってデータの冗長性が自動的にリストアされます。











	HALRT-01045: {0}は、障害を示すステータスになりました。{1}が置き換えられました。ステータス: {2} 製造業者: {3} モデル番号: {4} サイズ: {5} シリアル番号: {6} ファームウェア: {7} スロット番号: {8} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: システム・ハード・ディスクがpredictive failureステータスになりました。


	
処置: システム・ハード・ディスクがpredictive failureステータスになりました。影響を受けているセルを特定するための白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているドライブを特定するための黄色のサービス・アクションLEDがドライブで点灯しています。ディスクのデータはOracle ASMによって他のディスクに自動的にリバランスされます。リバランスが完了すると、別のアラートが送信され、青色の取外しOKのLEDがドライブで点灯します。リバランスが完了してから、ディスクを交換してください。











	HALRT-01046: {0}に失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ハード・ディスクに障害が発生しました。


	
処置: 影響を受けているセルを特定するための白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているドライブを特定するための黄色のサービス・アクションLEDがドライブで点灯しています。ディスクをできるだけすぐに交換してください。











	HALRT-01047: {0}は、障害を示すステータスになりました。{0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: データ・ハード・ディスクがpredictive failureステータスになりました。


	
処置: 影響を受けているセルを特定するための白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているドライブを特定するための黄色のサービス・アクションLEDがドライブで点灯しています。ディスクのデータはOracle ASMによって他のディスクに自動的にリバランスされます。リバランスが完了すると、別のアラートが送信され、青色の取外しOKのLEDがドライブで点灯します。リバランスが完了してから、ディスクを交換してください。











	HALRT-01048: {0}に失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクに障害が発生しました。


	
処置: 白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。フラッシュ・ディスクを交換してください。フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、Oracle ASMリバランスによってデータの冗長性が自動的にリストアされます。











	HALRT-01049: {0}に失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: システム・ハード・ディスクに障害が発生しました。


	
処置: 影響を受けているセルを特定するためのセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているドライブを特定するためのエラーLEDがドライブで点灯しています。ドライブを交換してください。Oracle ASMリバランスによってデータの冗長性が自動的にリストアされます。











	HALRT-01050: {0}は、障害を示すステータスになりました。{0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
原因: システム・ハード・ディスクがpredictive failureになりました。


	
処置: システム・ハード・ディスクがpredictive failureステータスになりました。影響を受けているセルを特定するためのセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているディスクを特定するためのエラーLEDがディスクで点灯しています。ディスクのデータはOracle ASMによって他のディスクに自動的にリバランスされます。リバランスが完了したら、別のアラートが送信されます。リバランスが完了してから、ディスクを交換してください。











	HALRT-01051: {0}に失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: データ・ハード・ディスクに障害が発生しました。


	
処置: データ・ハード・ディスクに障害が発生しました。影響を受けているセルを特定するためのセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているディスクを特定するためのエラーLEDがディスクで点灯しています。ドライブを交換してください。Oracle ASMリバランスによってデータの冗長性が自動的にリストアされます。











	HALRT-01052: {0}は、障害を示すステータスになりました。{0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {9} グリッド・ディスク: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: データ・ハード・ディスクがpredictive failureになりました。


	
処置: データ・ハード・ディスクがpredictive failureステータスになりました。影響を受けているセルを特定するためのセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているディスクを特定するためのエラーLEDがディスクで点灯しています。ディスクのデータはOracle ASMによって他のディスクに自動的にリバランスされます。リバランスが完了したら、別のアラートが送信されます。リバランスが完了してから、ディスクを交換してください。











	HALRT-01053: 次のディスクでのOracle ASM削除操作がORA-{0}により失敗しました。ASMディスク名: {1} ASMディスク・グループ: {2} グリッド・ディスク: {3} セル・ディスク: {4} 物理ディスク: {5} 物理ディスク・ステータス: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 提示された理由により、Oracle ASMディスク・グループからグリッド・ディスクが削除されませんでした。


	
処置: Oracle Exadata Storage Server Softwareにより引き続きコマンドが再試行され、成功したらアラートが送信されます。











	HALRT-01054: 次のディスクでのOracle ASM削除操作がORA-{0}により失敗しました。ASMディスク名: {1} ASMディスク・グループ: {2} グリッド・ディスク: {3} セル・ディスク: {4} 物理ディスク: {5} 物理ディスク・ステータス: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 提示された理由により、Oracle ASM DROPコマンドが失敗しました。


	
処置: Oracle ASMディスクでDROPコマンドを手動で再試行してください。











	HALRT-01055: 次のディスクでのOracle ASMリバランス操作がORA-{0}により失敗しました。ASMディスク名: {1} ASMディスク・グループ: {2} グリッド・ディスク: {3} セル・ディスク: {4} 物理ディスク: {5} 物理ディスク・ステータス: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 提示された理由により、Oracle ASMリバランス操作が失敗しました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01056: 次のディスクでのOracle ASMリバランス操作が再開されました(ORA-{0})。ASMディスク名: {1} ASMディスク・グループ: {2} グリッド・ディスク: {3} セル・ディスク: {4} 物理ディスク: {5} 物理ディスク・ステータス: {6}。 
	
レベル: 警告


	
原因: Oracle ASMリバランス操作が再開されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01057: 次のディスクでのOracle ASM追加操作がORA-{0}により失敗しました。ASMディスク名: {1} ASMディスク・グループ: {2} グリッド・ディスク: {3} セル・ディスク: {4} 物理ディスク: {5} 物理ディスク・ステータス: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 提示された理由により、Oracle ASMのディスク追加操作が失敗しました。


	
処置: Oracle Exadata Storage Server Softwareにより引き続きコマンドが再試行され、成功したらアラートが送信されます。











	HALRT-01058: 次のディスクでのOracle ASM追加操作がORA-{0}により失敗しました。ASMディスク名: {1} ASMディスク・グループ: {2} グリッド・ディスク: {3} セル・ディスク: {4} 物理ディスク名: {5} 物理ディスク・ステータス: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 提示された理由により、Oracle ASMのディスク追加操作が失敗しました。


	
処置: Oracle ASMディスクでコマンドを手動で再試行してください。











	HALRT-01059: 次のASMディスクでの追加操作によってトリガーされたリバランス操作がOracle Exadataで完了しました。ASMディスク名: {0} ASMディスク・グループ: {1} グリッド・ディスク: {2} セル・ディスク: {3} 物理ディスク: {4} 物理ディスク・ステータス: {5}。 
	
レベル: クリア


	
原因: リバランス操作が完了しました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01060: 次のASMディスクでの削除操作によってトリガーされたリバランス操作がOracle Exadataで完了しました。ASMディスク名: {0} ASMディスク・グループ: {1} グリッド・ディスク: {2} セル・ディスク: {3} 物理ディスク: {4} 物理ディスク・ステータス: {5}。 
	
レベル: 警告


	
原因: Oracle ASMディスク・グループへのリバランス操作が完了しました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01061: {0}を使用する準備ができました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリア


	
原因: フラッシュ・ディスクの準備ができました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01062: {0}を使用する準備ができました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ハード・ディスクの準備ができました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01063: Oracle ASMリバランス操作が無効になっているため、次のディスクでのOracle ASMリバランス操作が失敗しました。ASMディスク名: {0} ASMディスク・グループ: {1} グリッド・ディスク: {2} セル・ディスク: {3} 物理ディスク: {4} 物理ディスク・ステータス: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: Oracle ASMリバランス操作が無効になっているため、リバランス操作が失敗しました。


	
処置: リバランス操作を有効にしてから、コマンドを再試行してください。











	HALRT-01106: すべての論理ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードです。HDDディスク・コントローラのバッテリを交換する必要があります。Oracleサポートに連絡してください 
	
原因: 論理ドライブが見つかりました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01107: ディスク・ドライブ{0}がライトスルー・キャッシュ・モードです。このドライブの書込みパフォーマンスに影響があります。Oracleサポートに連絡してください 
	
原因: ディスク・ドライブが失われました。


	
処置: できるだけすぐに物理ディスクを交換する必要があります。











	HALRT-01108: 論理ドライブのステータスが変更されました。LUN: {0}。ステータス: {1}。物理{2}ディスク: {3}。スロット番号: {4}。シリアル番号: {5}。セル・ディスク: {6}。グリッド・ディスク: {7}。 
	
原因: 論理ドライブのステータスが変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01109: ディスク・コントローラのバッテリ温度がしきい値の摂氏{0}度を超えています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比 {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: 温度がしきい値を超えています。


	
処置: 周囲温度が32℃を下回っているかどうか、およびファンが動作しているかどうかを確認してください。











	HALRT-01110: 論理ドライブが見つかりました。論理ドライブは空です。セル・ディスクおよびグリッド・ディスクの作成に失敗しました。LUN: {0}。ステータス: {1}。物理: {2}。スロット番号: {3}。シリアル番号: {4}。 
	
原因: 論理ドライブが見つかりました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01115: BGIは、アダプタ{0} VDターゲット{1}の修正不可エラーの処理を完了しました。 
	
原因: BGIはエラーの処理を完了しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01116: BGIは、アダプタ{0} VDターゲット{1}で失敗しました。 
	
原因: アダプタのBGIが失敗しました。


	
処置: この仮想ドライブのLUNで障害が発生しました。LUNを削除して再作成してください。











	HALRT-01117: アダプタ{0} VDターゲット{1}のLUNの状態が{2}から{3}に変更されました。 
	
原因: LUNの状態が変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01118: LUNの不正ブロックの表がアダプタ{0} VDターゲット{1}でクリアされました。 
	
原因: LUNの不正ブロックの表がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01123: ディスク・モデルが不適切であるため、{0}が拒否されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ハード・ディスクまたはLUNが取り外されました。


	
処置: ディスク・モデルがサポートされていないため、Exadata Storage Serverでこのハード・ディスクを使用できません。ハード・ディスクを取り外して、サポートされているディスクに交換してください。このセルでサポートされているディスク・モデルは次のとおりです: {0}。



	
関連項目:

「Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守」



















	HALRT-01124: ハード・ディスクが交換されました。ステータス: {0} 製造業者: {1} モデル番号: {2} サイズ: {3} シリアル番号: {4} ファームウェア: {5} スロット番号: {6} セル・ディスク: {7} グリッド・ディスク: {8}。 
	
レベル: 警告


	
原因: ハード・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01126: ディスク・コントローラ・バッテリのフル充電容量が最小しきい値の{0}mAhを下回っています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが少し低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブは影響されません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: バッテリのフル充電容量がしきい値を下回っています。


	
処置: ディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-01127: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: 原因を特定できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01128: セル・ディスクが欠落しており、{0}に再作成されています。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
原因: セル・ディスクが欠落しており、ディスクに再作成されています。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01130: {0}のステータスが低いパフォーマンスに変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
原因: ハード・ディスクまたはフラッシュ・ディスクのステータスがpoor performanceに変更されました。


	
処置: 「Exadata Storage Serverの物理ディスクの保守」を参照してください。











	HALRT-01131: {0}のステータスが正常に変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} 
	
レベル: 警告


	
原因: ハード・ディスクまたはフラッシュ・ディスクのステータスがnormalに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01132: {0}が削除されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} エラー数: {10} 前回失敗: {11}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ハード・ディスクまたはフラッシュ・ディスクが取り外されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01133: {0}のステータスがオフラインに変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ハード・ディスクまたはフラッシュ・ディスクのステータスがofflineに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01141: フラッシュ・ディスクが交換されました。ステータス: {0} 製造業者: {1} モデル番号: {2} サイズ: {3} シリアル番号: {4} ファームウェア: {5} スロット番号: {6} セル・ディスク: {7} グリッド・ディスク: {8} フラッシュ・キャッシュ: {9} フラッシュ・ログ: {10}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01143: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。コントローラがディスク・ドライブのキャッシュを5分以上保存しています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: 保存されているキャッシュが5分以上オフになっていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01144: セル・ディスクが欠落しており、{0}に再作成されています。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
原因: セル・ディスクが欠落しており、ドライブに再作成されています。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01145: フラッシュ・ディスクのステータスが予測障害に変更されました。ステータス: {0} 製造業者: {1} モデル番号: {2} サイズ: {3} シリアル番号: {4} ファームウェア: {5} スロット番号: {6} セル・ディスク: {7} グリッド・ディスク: {8} フラッシュ・キャッシュ: {9} フラッシュ・ログ: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクのステータスがpredictive failureに変更されました。


	
処置: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。




このフラッシュ・ディスクのすべてのデータがリバランスされ、フラッシュされたら、別のアラートが送信されます。リバランスとフラッシュが完了してから、フラッシュ・ディスクを交換してください。




	
関連項目:

「フラッシュ・ディスクの保守」。



















	HALRT-01146: {0}がpoor performanceステータスになりました。LUN {1}のステータスが{2}に変更されています。ステータス: {3} 製造業者: {4} モデル番号: {5} サイズ: {6} シリアル番号: {7} ファームウェア: {8} スロット番号: {9} セル・ディスク: {10} グリッド・ディスク: {11} フラッシュ・キャッシュ: {12} フラッシュ・ログ {13} 低いパフォーマンスの理由: {14}。 
	
原因: フラッシュ・ディスクのステータスがpoor performanceに変更されました。


	
処置: 「フラッシュ・ディスクの保守」を参照してください。











	HALRT-01147: {0}のステータスが正常に変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクのステータスがnormalに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01148: フラッシュ・ディスクが取り外されました。ステータス: {0} 製造業者: {1} モデル番号: {2} サイズ: {3} シリアル番号: {4} ファームウェア: {5} スロット番号: {6} セル・ディスク: {7} グリッド・ディスク: {8} フラッシュ・キャッシュ: {9} フラッシュ・ログ: {10} エラー数: {11} 前回失敗: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクが取り外されました。


	
処置: フラッシュ・ディスクが取り外されているか、Exadata Storage Serverに表示できなくなっています。
	
フラッシュ・ディスクを交換したばかり場合、このアラートは情報提供のみを目的としており、フラッシュ・ディスクが交換済であることを示すクリア・アラートが送信されます。処理は不要です。


	
フラッシュがキャッシュとして使用されている場合、影響はこのセルのフラッシュ・キャッシュ・サイズが減っているということだけです。フラッシュ・ディスクを取り外しても、停止、データ損失またはOracle ASMリバランスは発生しません。各フラッシュ・カードには、それぞれ4つのフラッシュ・ディスクが含まれています。




各フラッシュ・カードには、それぞれ4つのフラッシュ・ディスクが含まれています。カード上の4つすべてのフラッシュ・ディスクにアラートがある場合は、カードが取り外されている可能性があります。フラッシュ・ディスクが同じカード上にあるかどうかを確認するには、アラート出力で同一のPCIスロット番号をチェックします。













	HALRT-01149: {0}のステータスがオフラインに変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクのステータスがofflineに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01150: セル・ディスクが欠落しており、{0}に再作成されています。 
	
原因: セル・ディスクが欠落しており、ディスクに再作成されています。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01153: ディスク・ドライブ{0}はライトバック・キャッシュ・モードに戻りました。 
	
原因: ディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになりました。


	
処置: ディスク・ドライブがwritebackキャッシュ・モードです。処理は不要です。











	HALRT-01154: Oracle Exadata Storage Serverで、新規に挿入された物理ディスクにセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを自動的に作成できませんでした。物理ディスク: {0} ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7}。 
	
原因: サーバーでセル・ディスクまたはグリッド・ディスクが自動的に作成されませんでした。


	
処置: Oracle Exadata Storage Server Softwareにより自動作成が再試行され、成功したらアラートが送信されます。











	HALRT-01155: ディスク・コントローラのバッテリが交換されたため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: ディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01156: 前に欠落していた{0}が見つかりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリア


	
原因: 欠落していたフラッシュ・ディスクが見つかりました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。
	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・キャッシュに使用されていた場合は、フラッシュ・キャッシュが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・ログに使用されていた場合は、フラッシュ・ログが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にグリッド・ディスクに使用されていた場合は、グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。
















	HALRT-01157: 前に欠落していた{0}が見つかりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} 
	
レベル: クリア


	
原因: 欠落していたハード・ディスクが見つかりました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01159: {0}のインポートに失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} 
	
レベル: 警告


	
原因: インポート手順に失敗しました。


	
処置: 欠落している他のハード・ディスク用にキャッシュが保持されているため、このハード・ディスクのインポートに失敗しました。{0}のハード・ディスクを設置しなおすか、交換してください。すべてのディスクが正常にインポートされたら、別のアラートが送信されます。











	HALRT-01160: {0}にLUNを作成できませんでした。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} 
	
レベル: 情報


	
原因: ディスク・コントローラにより物理ディスクにLUNが作成されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01161: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードに戻っています。保存されているキャッシュがオフになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: ディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードに戻りました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01162: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: ディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01163: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードに戻っています。バッテリの充電が完了しました。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: バッテリの充電が完了し、すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードに戻りました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01164: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: ディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01165: {0}を交換できます。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 物理ディスクの交換が必要です。


	
処置: 物理ディスクを交換してください。











	HALRT-01166: {0}を交換できます。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {11} フラッシュ・ログ: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクの交換が必要です。


	
処置: フラッシュ・ディスクを交換してください。











	HALRT-01167: {0}を交換できます。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: コンポーネントの交換が必要です。


	
処置: コンポーネント交換してください。











	HALRT-01168: {0}が取り外されているか、挿入されています。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} 
	
レベル: 情報


	
原因: コンポーネントが挿入されています。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。物理ディスクが取り外されたときにCELLSRVによりI/Oエラーが報告された可能性があります。その結果、この物理ディスクのグリッド・ディスクがOracle ASMでオフラインになった場合、Oracle ASMによりディスクが自動的にオンラインにされます。











	HALRT-01169: {0}は、ライトスルー・キャッシュ・モードになりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: コンポーネントがライトバック・キャッシュ・モードになりました。


	
処置: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。




このフラッシュ・ディスクのすべてのデータがリバランスされ、フラッシュされたら、別のアラートが送信されます。リバランスとフラッシュが完了してから、フラッシュ・ディスクを交換してください。




	
関連項目:

「フラッシュ・ディスクの保守」。



















	HALRT-01170: ライト・バック・フラッシュ・キャッシュのフラッシュに失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・キャッシュをフラッシュできませんでした。


	
処置: アラート・ログで詳細を確認してください。根本的な問題が解決されたら、このセル・ディスクのライトバック・フラッシュ・キャッシュのフラッシュが自動的に再開されます。











	HALRT-01171: {0}は、制限オフライン・ステータスになりました。LUN {1}のステータスが{2}に変更されています。セル・ディスクのステータスが{3}に変更されています。このディスクに対する後続のI/Oはすべて即時に失敗します。ディスクで制限テストが実行され、ディスクの削除が必要かどうか判別されます。ステータス: {4} 製造業者: {5} モデル番号: {6} サイズ: {7} シリアル番号: {8} ファームウェア: {9} スロット番号: {10} セル・ディスク: {11} グリッド・ディスク: {12} 制限の理由: {13}。 
	
原因: ハード・ディスクのパフォーマンスが低下し、制限状態になりました。


	
処置: ハード・ディスクをグリッド・ディスクに使用している場合、このハード・ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがオフラインにされます。このディスクに対して制限テストが実行され、ディスクが恒久的にpoor performanceになるか、ディスクがnormal状態に戻ります。











	HALRT-01172: {0}は、制限オフライン・ステータスになりました。LUN {1}のステータスが{15}に変更されています。セル・ディスクのステータスが{2}に変更されています。このディスクに対する後続のI/Oはすべて即時に失敗します。ディスクで制限テストが実行され、ディスクの削除が必要かどうか判別されます。ステータス: {4} 製造業者: {5} モデル番号: {6} サイズ: {7} シリアル番号: {8} ファームウェア: {9} スロット番号: {10} セル・ディスク: {11} グリッド・ディスク: {12} フラッシュ・キャッシュ: {13} フラッシュ・ログ: {14} 制限の理由: {15}。 
	
原因: フラッシュ・ディスクのパフォーマンスが低下し、制限状態になりました。


	
処置: 次のいずれかの処置が実行されます。
	
フラッシュ・ディスクをwritethroughフラッシュ・キャッシュに使用している場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・ディスクをwritebackフラッシュ・キャッシュに使用している場合、このディスクのフラッシュ・キャッシュが無効になり、フラッシュ・キャッシュ内のダーティ・データに対する読取りI/Oが別のセルのミラー・ディスクを対象とするようになります。書込みI/Oはこのセルのグリッド・ディスクを直接対象とします。


	
フラッシュ・ディスクをフラッシュ・ログに使用している場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・ディスクをグリッド・ディスクに使用している場合、このフラッシュ・ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがオフラインにされます。




このディスクに対して制限テストが実行され、ディスクが恒久的にpoor performanceになるか、ディスクがnormal状態に戻ります。













	HALRT-01173: {0}は、制限ステータスになりました。LUN {1}のステータスが{2}に変更されています。セル・ディスクのステータスが{3}に変更されています。ステータス: {4} 製造業者: {5} モデル番号: {6} サイズ: {7} シリアル番号: {8} ファームウェア: {9} スロット番号: {10} セル・ディスク: {11} グリッド・ディスク: {12} 制限の理由: {13}。 
	
原因: システム・ディスクは制限状態になりました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01174: {0}は、制限ステータスになりました。LUN {1}のステータスが{2}に変更されています。セル・ディスクのステータスが{3}に変更されています。ステータス: {4} 製造業者: {5} モデル番号: {6} サイズ: {7} シリアル番号: {8} ファームウェア: {9} スロット番号: {10} セル・ディスク: {11} グリッド・ディスク: {12} フラッシュ・キャッシュ: {13} フラッシュ・ログ: {14} 制限の理由: {15}。 
	
原因: ディスクは制限状態になりました。


	
処置: ディスクを正しいスロットに挿入してください。











	HALRT-01175: システム・スロット{0}にパーティション表がありません。 
	
レベル: 警告


	
原因: パーティション表がドライブのシステム・スロットにありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01176: スロット{1}のデータ・ディスクが同じOracle Exadata Storage Serverのシステム・スロット{2}に挿入されています。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} 
	
レベル: 警告


	
原因: データ・ディスクが間違ったスロットに挿入されています。


	
処置: ディスクを正しいスロットに挿入してください。











	HALRT-01177: スロット{0}のシステム・ディスクが同じOracle Exadata Storage Serverのデータ・スロット{1}に挿入されています。ステータス: {2} 製造業者: {3} モデル番号: {4} サイズ: {5} シリアル番号: {6} ファームウェア: {7} スロット番号: {8}。 
	
レベル: 警告


	
原因: 同じExadata Storage Serverのシステム・ディスクがデータ・ディスク・スロットに挿入されています。


	
処置: 正しいディスクをスロットに挿入してください。











	HALRT-01178: 異なるOracle Exadata Storage Serverのシステム・ディスクがスロット{0}に挿入されています。ステータス: {2} 製造業者: {3} モデル番号: {4} サイズ: {5} シリアル番号: {6} ファームウェア: {7} スロット番号: {8}。 
	
レベル: 警告


	
原因: 異なるExadata Storage Serverのシステム・ディスクがスロットに挿入されています。


	
処置: 正しいディスクをスロットに挿入してください。











	HALRT-01179: 異なるOracle Exadata Storage Serverのデータ・ディスクがシステム・スロット{0}に挿入されています。ステータス: {2} 製造業者: {3} モデル番号: {4} サイズ: {5} シリアル番号: {6} ファームウェア: {7} スロット番号: {8}。 
	
レベル: 警告


	
原因: 異なる同じExadata Storage Serverのデータ・ディスクがシステム・ディスク・スロットに挿入されています。


	
処置: 正しいディスクをスロットに挿入してください。











	HALRT-01181: {0}は、ピア障害を示すステータスになりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクがpeer failureステータスになりました。


	
処置: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。




このフラッシュ・ディスクのすべてのデータがリバランスされ、フラッシュされたら、別のアラートが送信されます。リバランスとフラッシュが完了してから、フラッシュ・ディスクを交換してください。













	HALRT01182: {0}がALTER PHYSICALDISK DROP FOR REPLACEMENTコマンドの実行前に取り外されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ディスクがALTER PHYSICALDISK DROP FOR REPLACEMENTコマンドの実行前に取り外されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT01183: {0}がALTER PHYSICALDISK DROP FOR REPLACEMENTコマンドの実行前に取り外され、挿入されました。{1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7}。 
	
レベル: 情報


	
原因: ディスクがALTER PHYSICALDISK DROP FOR REPLACEMENTコマンドの実行前に取り外されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。ディスクがオフラインになったときに、Oracle ASMグリッド・ディスクが物理ディスクにあった場合、Oracle ASMによりディスクが自動的にオンラインにされます。











	HALRT-01184: {0}は、自動的にスペア・ディスクにフェイルオーバーしました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: セル・ディスクがスペア・ディスクにフェイルオーバーしました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01185: {0}は、自動的にスペア・ディスクにフェイルオーバーしました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
原因: フラッシュ・ディスクがスペア・ディスクにフェイルオーバーしました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01186: {0}が削除されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクが取り外されました。


	
処置: フラッシュ・ディスクが取り外されているか、表示できなくなっています。
	
フラッシュ・ディスクを交換した場合、このアラートは情報提供のみを目的としており、フラッシュ・ディスクが交換済であることを示すクリア・アラートが送信されます。処理は不要です。


	
フラッシュがキャッシュとして使用されている場合、影響はセルのフラッシュ・キャッシュ・サイズが減っているということだけです。フラッシュ・ディスクを取り外しても、停止、データ損失またはOracle ASMリバランスは発生しません。


	
各フラッシュ・カードには、それぞれ4つのフラッシュ・ディスクが含まれています。カード上の4つすべてのフラッシュ・ディスクでアラートが送信された場合は、カードが取り外されている可能性があります。フラッシュ・ディスクが同じカード上にあるかどうかを確認するには、アラート出力で同一のPCIスロット番号をチェックします。
















	HALRT-01187: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT--01188: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。
	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・キャッシュに使用されていた場合は、フラッシュ・キャッシュが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・ログに使用されていた場合は、フラッシュ・ログが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にグリッド・ディスクに使用されていた場合は、グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。
















	HALRT--01189: Oracle Exadata Storage Serverで、新規に挿入された物理ディスクにセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを自動的に作成できませんでした。物理ディスク: {0} ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} ボード・トレーサ番号: {8}。 
	
レベル: 警告


	
原因: コンポーネントが交換されました。


	
処置: Oracle Exadata Storage Server Softwareにより自動作成操作が再試行され、成功したらアラートが送信されます。











	HALRT--01190: 以前不足していた{0}が見つかりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクが特定されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。
	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・キャッシュに使用されていた場合は、フラッシュ・キャッシュが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・ログに使用されていた場合は、フラッシュ・ログが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にグリッド・ディスクに使用されていた場合は、グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。
















	HALRT--01191: {0}のステータスが正常に変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: 警告


	
原因: フラッシュ・ディスクのステータスがnormalに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT--01192: {0}が取り外され、挿入されています。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} ボード・トレーサ番号: {9}。 
	
レベル: 情報


	
原因: 物理ディスクが取り外され、挿入されています。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。ディスクが取り外されたときにCELLSRVによりI/Oエラーが報告された可能性があります。物理ディスクのグリッド・ディスクがOracle ASMでオフラインになった場合、Oracle ASMによりディスクが自動的にオンラインにされます。











	HALRT--01193: {0}に失敗しました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} ボード・トレーサ番号: {10}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクで障害が発生しました。


	
処置: フラッシュ・ディスクで障害が発生し、交換する必要があります。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。
















	HALRT--01194: {0}は、障害を示すステータスになりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。


	
処置: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。




このフラッシュ・ディスクのすべてのデータがリバランスされ、フラッシュされたら、別のアラートが送信されます。リバランスとフラッシュが完了してから、フラッシュ・ディスクを交換してください。













	HALRT--01195: {0}は、ピア障害を示すステータスになりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクがpeer failureステータスになりました。


	
処置: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。




このフラッシュ・ディスクのすべてのデータがリバランスされ、フラッシュされたら、別のアラートが送信されます。リバランスとフラッシュが完了してから、フラッシュ・ディスクを交換してください。













	HALRT--01196: {0}は、ライトスルー・キャッシュ・モードになりました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: フラッシュ・ディスクがライトスルー・キャッシュ・モードになりました。


	
処置: フラッシュ・ディスクがpredictive failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。
	
フラッシュ・キャッシュにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・キャッシュがライトバック・モードになっている場合は、このフラッシュ・ディスクのダーティ・データが対応するグリッド・ディスクに自動的にフラッシュされます。


	
フラッシュ・ログにフラッシュ・ディスクを使用する場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
グリッド・ディスクにフラッシュ・ディスクを使用する場合、フラッシュ・ディスクのデータがOracle ASMによって他のフラッシュ・ディスクに自動的にリバランスされます。




このフラッシュ・ディスクのすべてのデータがリバランスされ、フラッシュされたら、別のアラートが送信されます。リバランスとフラッシュが完了してから、フラッシュ・ディスクを交換してください。













	HALRT--01197: {0}のステータスがオフラインに変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: コンポーネントのステータスがofflineに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT--01198: {0}は、自動的にスペア・ディスクにフェイルオーバーしました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: コンポーネントがスペア・ディスクにフェイルオーバーしました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT--01199: {0}は完全に取り外されました。セルは正常にダウングレードされました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ユーザーによってフラッシュ・ディスクがスロットから取り外されました。セルは正常にダウングレードされました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。













アクセラレータ/コントローラ・アラート・メッセージ: HALRT-01209 - HALRT-01300

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-01209からHALRT-01300です。



	HALRT-01209: アダプタ{0}のアラームがユーザーによって有効化されました。 
	
原因: アダプタのアラームが有効化されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01210: アダプタ{1}のバックグラウンドの初期化レートが{0}に変更されました。 
	
原因: アダプタのバックグラウンドの初期化レートが変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01211: コントローラ{0}のキャッシュが、メモリー/バッテリの問題により破棄されました。 
	
原因: メモリーまたはバッテリの問題により、コントローラのキャッシュが破棄されました。


	
処置: キャッシュを失うと、ディスク上のすべてのデータは失効します。Oracle ASMからこのコントローラに接続されているディスクのデータを強制的に削除してから戻します。











	HALRT-01212: 構成が不一致のため、アダプタ{0}のキャッシュ・データをリカバリできません。 
	
原因: 構成の不一致により、キャッシュ・データがリカバリされました。


	
処置: キャッシュを失うと、ディスク上のすべてのデータは失効します。Oracle ASMからこのコントローラに接続されているディスクのデータを強制的に削除してから戻します。











	HALRT-01213: アダプタ{0}のキャッシュ・データがリカバリされました。 
	
原因: アダプタのキャッシュ・データがリカバリされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01214: ファームウェア・バージョンに互換性がないため、アダプタ{0}のコントローラ・キャッシュが破棄されました。 
	
原因: ファームウェア・バージョンに互換性がないため、コントローラ・キャッシュが破棄されました。


	
処置: キャッシュを失うと、ディスク上のすべてのデータは失効します。Oracle ASMからこのコントローラに接続されているディスクのデータを強制的に削除してから戻します。











	HALRT-01215: アダプタ{1}の一貫性のチェック・レートが{0}に変更されました。 
	
原因: アダプタの一貫性のチェック・レートが変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01216: アダプタ{0}のダウンロードされたフラッシュ・イメージは破損しています。 
	
原因: フラッシュ・メモリー・カード・イメージが破損しました。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-01217: アダプタ{0}のフラッシュの消去でエラーが発生しました。 
	
原因: アダプタのフラッシュの消去でエラーが発生しました。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-01218: アダプタ{0}のフラッシュが、消去中にタイムアウトになりました。 
	
原因: 消去手順の実行中にフラッシュがタイムアウトしました。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-01219: アダプタ{0}のフラッシュ・エラー 
	
原因: アダプタのフラッシュ・エラーが発生しました。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-01220: アダプタ{1}のフラッシュ・イメージ: {0} 
	
原因: コントローラ・フラッシュが新しいイメージでアップグレードされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01221: アダプタ{0}の新規ファームウェア・イメージのフラッシュが完了しました。 
	
原因: 新しいファームウェア・イメージがフラッシュにコピーされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01222: アダプタ{0}のフラッシュ・プログラミング・エラー 
	
原因: アダプタのフラッシュ・プログラミング・エラーが発生しました。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-01223: アダプタ{0}のフラッシュが、プログラミング中にタイムアウトになりました。 
	
原因: アダプタのプログラミング中にフラッシュがタイムアウトしました。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-01224: アダプタ{0}の致命的なエラーが返されました。 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
原因: ディスク・コントローラでエラーが発生しています。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01225: アダプタ{1}の再構築レートが{0}に変更されました。 
	
原因: アダプタの再構築レートが変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01226: アダプタ{0}のアラームがユーザーによって無効化されました。 
	
原因: アダプタのアラームが無効化されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01227: アダプタ{0}の構成がクリアされました。 
	
原因: アダプタの構成がクリアされました。


	
処置: この変更が意図したものではない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01228: アダプタ{0}のファクトリ・デフォルトがリストアされました。 
	
原因: アダプタのファクトリ・デフォルト設定がリストアされました。


	
処置: この変更が意図したものではない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01229: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリが存在しません 
	
原因: アダプタのバッテリが存在しませんでした。


	
処置: この変更が意図したものではない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01230: アダプタ{0}に新規HDDディスク・コントローラ・バッテリが検出されました 
	
原因: アダプタの新しいバッテリが検出されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01231: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリが交換されました 
	
原因: アダプタのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01232: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリの温度が高くなっています 
	
原因: アダプタのバッテリ温度が高くなっていました。


	
処置: 動作温度がマシンの指定レベルの範囲であることを確認します。











	HALRT-01233: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリの電圧が低くなっています 
	
原因: アダプタのバッテリの電圧が低くなっていました。


	
処置: バッテリが完全に充電されていない場合、バッテリを充電します。それ以外の場合、バッテリに障害が発生する可能性があります。ディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-01234: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリの温度は正常です 
	
原因: アダプタのバッテリが通常の温度でした。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01235: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換する必要があります。アダプタ{0}のSOH障害です 
	
原因: バッテリの交換が必要です。


	
処置: バッテリが完全に充電されていない場合、バッテリを充電します。それ以外の場合、バッテリに障害が発生する可能性があります。ディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-01236: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリが取り外されました 
	
原因: アダプタのバッテリが取り外されました。


	
処置: この変更が意図したものではない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01237: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリの現在の容量が、しきい値より低くなっています 
	
原因: アダプタのバッテリ容量がしきい値以下でした。


	
処置: バッテリが完全に充電されていない場合、バッテリを充電します。それ以外の場合、バッテリに障害が発生する可能性があります。ディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-01238: アダプタ{0}のHDDディスク・コントローラ・バッテリの現在の容量が、しきい値より高くなっています 
	
原因: アダプタのバッテリ容量がしきい値以上でした。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01239: アダプタ{0}のBbu FRUが変更されました。 
	
原因: アダプタのバッテリ・バックアップ・ユニット(BBU)のフィールド交換可能ユニット(FRU)が変更されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01240: ディスク・コントローラのバッテリが学習サイクルを実行中で、学習サイクルの一部として一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっている可能性があります。ディスクの書込みスループットはこの間、一時的に低下する場合があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリ学習サイクルは、年に4回行われる通常の保守アクティビティで、約1時間から12時間実行されます。学習サイクルの多くはライトスルー・キャッシュ・モードに入る必要があります。ディスク・コントローラ・キャッシュが通常のライトバック・キャッシュ・モードに戻ると、追加情報のアラートが送信されます。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: ディスク・コントローラのバッテリが学習サイクルを開始しました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。これは年に4回行われる通常の保守アクティビティで、約1時間から12時間実行されます。ディスク・コントローラのキャッシュは、学習サイクル中にライトスルー・キャッシュ・モードになる場合があります。ディスクの書込みスループットはこの間、一時的に低下する場合があります。



	
関連項目:

「ハード・ディスク・コントローラのライトスルー・キャッシュ・モードの監視」



















	HALRT-01243: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。ディスク・コントローラのバッテリが予定外の学習サイクルを実行しています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
原因: 予定外の学習サイクルが開始されています。


	
処置: 予定外の学習サイクルの理由を確認してださい。











	HALRT-01244: HDDディスク・コントローラのSASレーンでエラーが発生しました。 
	
原因: ハード・ディスク・ドライブ・ディスク・コントローラのSASレーンで問題が発生しました。


	
原因: ディスク・コントローラでエラーが発生しています。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-01245: HDDディスク・コントローラのSASレーンが正常に戻りました。 
	
原因: ハード・ディスク・ドライブ・ディスク・コントローラのSASレーンが正常です。


	
処置: これは情報メッセージです。













電圧アラート・メッセージ: HALRT-01301 - HALRT-01400

これらのメッセージの範囲は、HALRT-01301からHALRT-01400です。



	HALRT-01301: 不足電圧の問題(下限クリティカル - 低下中) 
	
原因: 不足電圧の問題が発生しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01302: 不足電圧の問題がクリアされました。 
	
原因: 不足電圧の問題がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01303: 一般のクリティカルな電圧の問題 
	
原因: 一般的な電圧の問題が発生しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-01304: 一般のクリティカルな電圧の問題がクリアされました。 
	
原因: 一般的な電圧の問題がクリアされました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。













物理ディスク・アラート・メッセージ: HALRT-01401 - HALRT-01500

これらのメッセージの範囲は、HALRT-01401からHALRT-01500です。



	HALRT-01401: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のコンポーネントが交換されました。


	
処置: グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。











	HALRT-01402: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のフラッシュ・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。
	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・キャッシュに使用されていた場合は、フラッシュ・キャッシュが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・ログに使用されていた場合は、フラッシュ・ログが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にグリッド・ディスクに使用されていた場合は、グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。
















	HALRT-01403: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のコンポーネントが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01404: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のコンポーネントが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01405: Oracle Exadata Storage Serverで、新規に挿入された物理ディスクにセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを自動的に作成できませんでした。物理ディスク: {0} ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のコンポーネントが交換されました。


	
処置: Oracle Exadata Storage Server Softwareによりセル・ディスクおよびグリッド・ディスクの作成が再試行されます。自動作成が成功したら、アラートが送信されます。











	HALRT-01406: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のコンポーネントが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01407: {0}が置き換えられました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のフラッシュ・ディスクが交換されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。
	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・キャッシュに使用されていた場合は、フラッシュ・キャッシュが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にフラッシュ・ログに使用されていた場合は、フラッシュ・ログが自動的に再有効化されます。


	
このスロットのフラッシュ・ディスクが以前にグリッド・ディスクに使用されていた場合は、グリッド・ディスクが自動的に再作成され、Oracle ASMによってデータが自動的にリバランスされます。
















	HALRT-01408: Oracle Exadata Storage Serverで、新規に挿入された物理ディスクにセル・ディスクおよびグリッド・ディスクを自動的に作成できませんでした。物理ディスク: {0} ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} ボード・トレーサ番号: {8}。 
	
レベル: クリア


	
原因: ラック内のコンポーネントが交換されました。


	
処置: Oracle Exadata Storage Server Softwareによりセル・ディスクおよびグリッド・ディスクの作成が再試行されます。自動作成が成功したら、アラートが送信されます。











	HALRT-01409: {0}のステータスが正常に変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9}。 
	
レベル: クリア


	
原因: コンポーネントのステータスがnormalに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01410: {0}のステータスが正常に変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11}。 
	
レベル: クリア


	
原因: コンポーネントのステータスがnormalに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-01411: {0}のステータスが正常に変更されました。ステータス: {1} 製造業者: {2} モデル番号: {3} サイズ: {4} シリアル番号: {5} ファームウェア: {6} スロット番号: {7} セル・ディスク: {8} グリッド・ディスク: {9} フラッシュ・キャッシュ: {10} フラッシュ・ログ: {11} ボード・トレーサ番号: {12} 。 
	
レベル: クリア


	
原因: コンポーネントのステータスがnormalに変更されました。


	
処置: 情報メッセージなので、処置は必要ありません。













Exadata Storage Serverの自動サービス・リクエスト・アラート・メッセージ: HALRT-02001 - HALRT-02013

これらの自動サービス・リクエスト・アラート・メッセージの範囲は、HALRT-02001からHALRT-02013です。



	HALRT-02001 
	
原因: システム・ディスクで障害が発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02002 
	
原因: システム・ディスクでpredictive failureが発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02003 
	
原因: データ・ディスクで障害が発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02004 
	
原因: データ・ディスクでpredictive failureが発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02005 
	
原因: フラッシュ・ディスクで障害が発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02006 
	
原因: フラッシュ・ディスクでpredictive failureが発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02007 
	
原因: データベース・サーバーのハード・ディスクで障害が発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02008 
	
原因: データベース・サーバーのハード・ディスクでpredictive failureが発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02009 
	
原因: システム・ハード・ディスクのパフォーマンスが低下しています。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02010 
	
原因: データ・ハード・ディスクのパフォーマンスが低下しています。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02011 
	
原因: フラッシュ・ディスクのパフォーマンスが低下しています。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02012 
	
原因: BBUで障害が発生しました。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。











	HALRT-02013 
	
原因: 不明な理由により、BBUの機能が低下しています。


	
処置: アラートがOracleサポート・サービスに送信されました。













HDDコントローラのバッテリ・アラート・メッセージ: HALRT-02101 - HALRT-02200

これらのHDDコントローラ・バッテリ・メッセージの範囲は、HALRT-02101からHALRT-02200です。



	HALRT-02101: HDDディスク・コントローラのバッテリは、交換のために除去されました。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 警告


	
原因: HDDディスク・コントローラが交換前に削除されました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリが間違って削除された場合は、HDDディスク・コントローラのバッテリを交換するか、ALTER CELL BBU REENABLEコマンドを使用してHDDディスク・コントローラのバッテリを再有効化してください。











	HALRT-02102: HDDディスク・コントローラのバッテリが{0}です。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリで障害が発生しました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-02103: HDDディスク・コントローラのバッテリで学習サイクルが実行されているため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが少し低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリで学習サイクルが実行されています。


	
処置: これは情報アラートです。ディスク・ドライブは、HDDディスク・コントローラのバッテリで学習サイクルが完了すると、writebackモードになります。











	HALRT-02104: HDDディスク・コントローラのバッテリの充電中であるため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが少し低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリの充電中です。


	
処置: これは情報アラートです。ディスク・ドライブは、HDDディスク・コントローラのバッテリの充電が完了すると、writebackモードになります。











	HALRT-02105: HDDディスク・コントローラのバッテリは削除されました。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが取り外されました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換する必要があります。











	HALRT-02106: HDDディスク・コントローラのバッテリ容量がしきい値の{0}mAhを下回っています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリ容量が低すぎです。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換するか、学習サイクルをスケジュールしてください。











	HALRT-02107: HDDディスク・コントローラのバッテリ温度がしきい値の摂氏{6}度を超えています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリ温度が高すぎです。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリが過熱しています。周囲温度が摂氏{0}度を下回っているかどうか、およびファンが動作しているかどうかを確認してください。











	HALRT-02108: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されたため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが少し低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: これは情報アラートです。ディスク・ドライブは、HDDディスク・コントローラのバッテリの充電が完了するまで、writebackモードになります。











	HALRT-02109: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} フル充電容量: {4} 充電比: {5} 周囲温度: {6}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが機能低下ステータスまたは不明なステータスになりました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換するか、学習サイクルをスケジュールしてください。











	HALRT-02110: HDDディスク・コントローラのバッテリがALTER CELL BBU DROP FOR REPLACEMENTコマンドの実行前に取り外されました。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが取り外されましたが、バッテリの取外し前にALTER CELL BBU DROP FOR REPLACEMENTコマンドが実行されませんでした。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-02111: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリア


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-02112: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリア


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが正常に戻りました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-02113: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。コントローラがディスク・ドライブのキャッシュを5分以上保存しています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: 保存済キャッシュが原因で、すべてのディスク・ドライブがwritethroughキャッシュ・モードになりました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-02114: HDDディスク・コントローラのバッテリで予定外の学習サイクルが実行されています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリで予定外の学習サイクルが実行されました。


	
処置: 予定外の学習サイクルの原因を特定してください。











	HALRT-02115: ディスク・ドライブ{0}はライトスルー・キャッシュ・モードです。このドライブの書込みパフォーマンスに影響があります。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ディスク・ドライブ{0}がwritethroughキャッシュ・モードになりました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリは正常ですが、ディスク・ドライブ{0}がwritethroughキャッシュ・モードです。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-02116: ディスク・ドライブ{0}はライトバック・キャッシュ・モードに戻りました 
	
レベル: クリア


	
原因: ディスク・ドライブ{0}がwritebackキャッシュ・モードに戻りました。


	
処置: これは情報アラートです。











	HALRT-02117: HDDディスク・コントローラのバッテリは、学習サイクルを実行しています。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: ハード・ディスク・コントローラのバッテリが学習サイクルを開始しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。
学習サイクルの一環として、すべてのディスク・ドライブが一時的にwritethroughキャッシュ・モードになる可能性があります。この間、ディスクの書込みスループットが低下する可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。

バッテリ学習サイクルは、年に4回行われる通常の保守アクティビティで、約1時間から12時間実行されます。ほとんどの学習サイクルでwritethroughキャッシュ・モードの開始は不要です。ディスク・コントローラ・キャッシュがwritebackキャッシュ・モードに戻ると、情報アラートが送信されます。













	HALRT-02118: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: ハード・ディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02119: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: ハード・ディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02120: HDDディスク・コントローラのバッテリが再び差し込まれました。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラが再び差し込まれました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02121: HDDディスク・コントローラのバッテリが再び差し込まれました。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラが再び差し込まれました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02121: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02122: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} フル充電容量: {3} 充電比: {4} 周囲温度: {5} 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが正常に戻りました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02151: HDDディスク・コントローラのバッテリは、交換のために除去されました。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} パック: {3} 周囲温度: {4}。 
	
レベル: 警告


	
原因: HDDディスク・コントローラが交換のために削除されました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリが間違って削除された場合は、HDDディスク・コントローラのバッテリを交換するか、ALTER CELL BBU REENABLEコマンドを使用してHDDディスク・コントローラのバッテリを再有効化してください。











	HALRT-02152: HDDディスク・コントローラのバッテリで障害が発生しました。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} パック: {3} 周囲温度: {4}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリで障害が発生しました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-02153: HDDディスク・コントローラのバッテリで学習サイクルが実行されているため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} パック: {3} 周囲温度: {4}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリで学習サイクルが実行されています。


	
処置: 処置は必要ありません。ディスク・ドライブは、HDDディスク・コントローラのバッテリで学習サイクルが完了すると、writebackモードになります。











	HALRT-02154: HDDディスク・コントローラのバッテリの充電中であるため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} パック: {3} 周囲温度: {4}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラがバッテリの充電を開始しました。


	
処置: 処置は必要ありません。ディスク・ドライブは、HDDディスク・コントローラのバッテリの充電が完了するまで、writebackモードになります。











	HALRT-02155: HDDディスク・コントローラのバッテリは削除されました。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {0} バッテリ・タイプ: {1} バッテリ温度: {2} パック: {3} 周囲温度: {4}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが取り外されました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-02156: HDDディスク・コントローラの現在のバッテリ容量はしきい値の{0}Jouleを下回っています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
Cause: HDDディスク・コントローラのバッテリの充電量がしきい値を下回っています。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換するか、学習サイクルをスケジュールしてください。











	HALRT-02157: HDDディスク・コントローラのバッテリ温度がしきい値の摂氏{0}度を超えています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
Cause: HDDディスク・コントローラのバッテリの温度がしきい値を上回っています。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリが過熱しています。周囲温度が摂氏{0}度を下回っているかどうか、およびファンが動作しているかどうかを確認してください。











	HALRT-01155: ディスク・コントローラのバッテリが交換されたため、すべてのディスク・ドライブが一時的にライトスルー・キャッシュ・モードになりました。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラが交換されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ディスク・ドライブは、HDDディスク・コントローラのバッテリの充電が完了するまで、writebackモードになります。











	HALRT-02159: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。ディスクの書込みパフォーマンスが低下している可能性があります。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: すべてのディスク・ドライブがwritethroughキャッシュ・モードになりました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換するか、学習サイクルをスケジュールしてください。











	HALRT-02161: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02162: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: すべてのディスク・ドライブがwritebackキャッシュ・モードになっています。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02163: すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。コントローラがディスク・ドライブのキャッシュを5分以上保存しています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: すべてのディスク・ドライブがwritethroughキャッシュ・モードになりました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-02164: HDDディスク・コントローラのバッテリで予定外の学習サイクルが実行されています。すべてのディスク・ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードになっています。フラッシュ・ドライブには影響はありません。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリで予定外の学習サイクルが開始されました。


	
処置: 予定外の学習サイクルがどのように開始されたかを確認してください。











	HALRT-02165: ディスク・ドライブ{0}はライトスルー・キャッシュ・モードです。このドライブの書込みパフォーマンスに影響があります。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: ディスク・ドライブがwritethroughキャッシュ・モードでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。HDDディスク・コントローラのバッテリは正常ですが、ディスク・ドライブ{0}がwritethroughキャッシュ・モードです。











	HALRT-02166: ディスク・ドライブ{0}はライトバック・キャッシュ・モードに戻りました 
	
レベル: クリア


	
原因: ディスク・ドライブがwritebackキャッシュ・モードに戻りました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02167: HDDディスク・コントローラのバッテリは、学習サイクルを実行しています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラで学習サイクルが開始されました。


	
処置: バッテリ学習サイクルは、年に4回行われる通常の保守アクティビティで、約1時間から12時間実行されます。ほとんどの学習サイクルでwritethroughキャッシュ・モードの開始は不要です。ディスク・コントローラ・キャッシュが通常のwritebackキャッシュ・モードに戻ると、情報のアラートが送信されます。











	HALRT-02168: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02169: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02170: HDDディスク・コントローラのバッテリが再び差し込まれました。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {4} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが差し込まれました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02171: HDDディスク・コントローラのバッテリは交換されました。すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {6} 周囲温度: {5} 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが交換されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-02172: すべてのディスク・ドライブがライトバック・キャッシュ・モードになっています。バッテリのシリアル番号: {1} バッテリ・タイプ: {2} バッテリ温度: {3} パック: {6} 周囲温度: {5}。 
	
レベル: 情報


	
原因: HDDディスク・コントローラのバッテリが正常に戻りました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。













USB警告メッセージ: HALRT-02401からHALRT-02404

これらのアラート・メッセージの範囲は、HALRT-02401からHALRT-02404です。



	HALRT-02401: 内部USBステータスが低下しました。Oracleサポートに連絡してください。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: USBの機能が低下しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-02402: 内部USBステータスが存在しません。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: USBが検出されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-02403: 内部USBステータスにエラーが発生しました。 
	
レベル: クリティカル


	
原因: USBで障害が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-02404: 内部USBステータスが正常に戻りました。 
	
レベル: 情報


	
原因: USBが修理されました。


	
処置: これは情報メッセージです。













アラート・メッセージの汎用処理: HALRT-10001 - HALRT-10500

これらのメッセージは、アラート・メッセージのユーザー処理です。この処理の範囲は、HALRT-10001からHALRT-10500です。



	HALRT-10001 
	
原因: 通常のステータスに戻る場合など、ハードウェア・ステータスのエラー以外の変更が発生しました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザー処理はありません。











	HALRT-10003 
	
原因: 予定外の学習サイクルが開始されています。


	
処置: 予定外の学習サイクルがどのように開始されたかを調べてください。











	HALRT-10004 
	
原因: 温度が許容範囲ではありませんでした。


	
処置: システムを停止します。熱障害の原因を特定します。必要に応じて、このセルのデータを移動します。











	HALRT-10005 
	
原因: ファンで問題が発生しました。


	
処置: システムを停止します。ファン障害の原因を特定します。ファンを交換します。必要に応じて、このセルのデータを移動します。











	HALRT-10007 
	
原因: 電源で問題が発生しました。


	
処置: 電源を確認します。必要に応じて、電源を交換します。











	HALRT-10015 
	
原因: 温度が許容範囲ではありませんでした。


	
処置: 温度機能の低下を確認します。システムを停止し、このセルのデータを移動します。











	HALRT-10025 
	
原因: CPUエラーが検出されました。


	
処置: システムを停止します。CPUエラーを確認します。











	HALRT-10029: 汎用センサーがエラーを検出しました。 
	
原因: センサーの変更またはエラーが発生しました。


	
処置: センサーの状態の変更またはエラーを確認します。予想外でクリアされない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10030 
	
原因: アラートが発生しました。


	
処置: アラート・メッセージの追加情報を参照してください。











	HALRT-10031 
	
原因: FRUが取り外されました。


	
処置: FRUが意図して削除されていない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10032 
	
原因: エラーが発生しました。


	
処置: コンソールのエラー・メッセージを取得してください。システムを再起動して電源を入れ直し、元に戻します。エラー・メッセージは、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10033 
	
原因: キャッシュが失われました。


	
処置: キャッシュを失うと、ディスク上のすべてのデータは失効します。Oracle ASMからこのコントローラに接続されているディスクのデータを強制的に削除してから戻します。











	HALRT-10034 
	
原因: ディスク・コントローラのファームウェアにリフレッシュが必要です。


	
処置: ディスク・コントローラのファームウェアをリフレッシュします。











	HALRT-10035 
	
原因: ディスク・コントローラがエラーを認識しました。


	
原因: ディスク・コントローラでエラーが発生しています。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10036 
	
原因: システムが変更されました。


	
処置: この変更が意図したものではない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10037 
	
原因: 動作温度がマシンの指定範囲ではありませんでした。


	
処置: 動作温度がマシンの指定レベルの範囲であることを確認します。











	HALRT-10038 
	
原因: バッテリが完全に充電されていません。


	
処置: バッテリが完全に充電されていない場合、バッテリを充電します。それ以外の場合、バッテリに障害が発生する可能性があります。ディスク・コントローラのバッテリを交換してください。











	HALRT-10039 
	
原因: 仮想ドライブのLUNで障害が発生しました。


	
処置: この仮想ドライブのLUNで障害が発生しました。LUNを削除して再作成してください。











	HALRT-10040 
	
原因: 物理ディスクが取り外されました。


	
処置: 物理ドライブが意図せずに削除された場合は、ただちにディスクを元に戻してください。











	HALRT-10041 
	
原因: システムのディスクがサポートまたは認証されませんでした。


	
処置: このディスクをサポートおよび認証されているディスクに交換します。











	HALRT-10045 
	
原因: フラッシュ書込みパフォーマンスが低下しました。


	
処置: フラッシュ・ディスク、フラッシュPCIカードまたはESMを交換する必要があります。PCIカードのすべてのディスクのパフォーマンスが低下した場合は、カードを交換してください。PCIカードのESM LEDをチェックします。セル・シャーシの背面から確認できます。このLEDが黄色の場合、カードを交換する必要があります。



	
注意:

このメッセージには、グリッド・ディスクがある場合にHALRT_10046メッセージ、グリッド・ディスクがなくフラッシュ・キャッシュにセル・ディスクが使用される場合にHALRT_10047メッセージの本文が含まれることがあります。



















	HALRT-10046 
	
原因: ディスクでエラーが発生しました。


	
処置: 交換するディスクに永続データがある場合は、それらのディスクからデータをリバランスし、フラッシュ・ディスクを交換します。フラッシュ・ディスクに永続データが存在していた場合は、データをディスクの内部にリバランスします。











	HALRT-10047 
	
原因: フラッシュ・ディスクでエラーが発生しました。


	
処置: このフラッシュ・ディスクにより提供されたフラッシュ・キャッシュは、自動的に無効化されます。











	HALRT-10054 
	
原因: 物理ディスクが非常に低いパフォーマンスを示しました。


	
処置: できるだけすぐに物理ディスクを交換する必要があります。











	HALRT-10056 
	
原因: 一意の識別子が指定され、自動サービス・リクエストが通知されました。


	
処置: 情報アラートなので、ユーザーによる処置は必要ありません。











	HALRT-10057 
	
原因: この問題に関する詳細情報は、My Oracle Supportで見つかる可能性があります。


	
処置: アラートに一覧表示されているMy Oracle Supportノートを参照してください。











	HALRT-10066 
	
原因: システム・ハード・ディスクが非常に低いパフォーマンスを示しました。


	
処置: できるだけすぐにシステム・ハード・ディスクを交換します。











	HALRT-10067 
	
原因: データ・ハード・ディスクが非常に低いパフォーマンスを示しました。


	
処置: できるだけすぐにデータ・ハード・ディスクを交換します。











	HALRT-10068 
	
原因: フラッシュ・ディスクが非常に低いパフォーマンスを示しました。


	
処置: できるだけすぐにフラッシュ・ディスクを交換します。











	HALRT-10073 
	
原因: デバイス監視ユーティリティから予期しない出力がありました。


	
処置: 問題が解決されると、解決済のアラートが送信されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。











	HALRT-10074 
	
原因: フラッシュ・ディスクが取り外されているか、Oracle Exadata Storage Server Softwareに表示できなくなっています。


	
処置: フラッシュ・ディスクを交換した場合、このアラートは情報のみです。フラッシュ・ディスクがキャッシュとして使用されている場合、このセルのフラッシュ・キャッシュ・サイズは減っています。フラッシュ・ディスクを取り外すと、停止、データ損失、Oracle ASMリバランスが発生しません。











	HALRT-10075 
	
原因: Oracle Exadata Database Machineの温度が動作範囲外です。


	
処置: Oracle Exadata Database Machineの動作範囲は摂氏5から32度(華氏41から89.6度)です。データ・センターの状態を調整し、指定した範囲でOracle Exadata Database Machineが動作するようにしてください。











	HALRT-10076 
	
原因: 物理ディスクのグリッド・ディスクに関連付けられているOracle ASMディスクが正常に削除され、ディスクの取外しが安全であることを示す青色の取外しOKのLEDがディスクで点灯しています。


	
処置: できるだけすぐにディスク・ドライブを交換してください。











	HALRT-10078 
	
原因: 物理ディスクの取外し時に、CELLSRVによってI/Oエラーがレポートされました。


	
処置: ユーザーによる処置は必要ありません。その結果、この物理ディスクのグリッド・ディスクがOracle ASMでオフラインになると、Oracle ASMはディスクを自動的にオンラインにします。











	HALRT-10079 
	
原因: Exadata Storage Serverの単一のシステム・ディスクに有効なパーティションがありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10080 
	
原因: ディスクが間違ったスロットに挿入されています。


	
処置: ディスクを正しいスロットに挿入してください。











	HALRT-10081 
	
原因: ハード・ディスクのパフォーマンスが一時的に低下しています。ディスクは制限され、オフライン状態になっています。


	
処置: ハード・ディスクをグリッド・ディスクに使用している場合、このハード・ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがオフラインにされます。このディスクに対して制限テストが実行され、ディスクが恒久的にpoor performanceになるか、ディスクがnormal状態に戻ります。











	HALRT-10082 
	
原因: フラッシュ・ディスクのパフォーマンスが一時的に低下しています。ディスクは制限され、オフライン状態になっています。


	
処置: 次のいずれかの処置が実行されます。
	
フラッシュ・ディスクをwritethroughフラッシュ・キャッシュに使用している場合、このディスクでフラッシュ・キャッシュが無効になり、有効なフラッシュ・キャッシュ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・ディスクをwritebackフラッシュ・キャッシュに使用している場合、このディスクのフラッシュ・キャッシュが無効になり、フラッシュ・キャッシュ内のダーティ・データに対する読取りI/Oが別のセルのミラー・ディスクを対象とするようになります。書込みI/Oはこのセルのグリッド・ディスクを直接対象とします。


	
フラッシュ・ディスクをフラッシュ・ログに使用している場合、このディスクでフラッシュ・ログが無効になり、有効なフラッシュ・ログ・サイズが縮小します。


	
フラッシュ・ディスクをグリッド・ディスクに使用している場合、このフラッシュ・ディスクのグリッド・ディスクに関連するOracle ASMディスクがオフラインにされます。




このディスクに対して制限テストが実行され、ディスクが恒久的にpoor performanceになるか、ディスクがnormal状態に戻ります。













	HALRT-10086 
	
原因: フラッシュ・ディスクがpeer failureステータスになりました。白色のセル・ロケータLEDが点灯しており、影響を受けているセルを特定できます。


	
処置: すべてのデータがリバランスされ、フラッシュ・ディスクからフラッシュされている場合は、別のアラートが送信されます。リバランスおよびフラッシュ操作が完了し、白色のLEDで示されるフラッシュ・ディスクを交換するまで待機してください。











	HALRT-10087 
	
原因: このディスクのデータが正常にリバランスおよびフラッシュされています。


	
処置: ドライブを交換してください。













アラート・メッセージの汎用処理: HALRT-10503 - HALRT-11000

これらのメッセージは、アラート・メッセージのユーザー処理です。この処理の範囲は、HALRT-10503からHALRT-11000です。



	HALRT-10503 
	
原因: HDDディスク・コントローラで問題が発生しました。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリを交換する必要があります。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10504 
	
原因: バッテリがライトスルー・キャッシュ・モードでした。


	
処置: HDDディスク・コントローラのバッテリは良好ですが、論理ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードです。Oracleサポートに連絡してください。











	HALRT-10505 
	
原因: ディスク・コントローラのバッテリが学習サイクルを完了しました。


	
処置: ディスク・コントローラのバッテリは正常な状態に戻っていますが、ディスク・ドライブがwritethroughキャッシュ・モードです。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10506 
	
原因: ディスク・ドライブがwritebackキャッシュ・モードになりました。


	
処置: ディスク・ドライブがwritebackキャッシュ・モードです。処理は不要です。











	HALRT-10507 
	
原因: すべての論理ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードでした。


	
処置: ディスク・コントローラのバッテリは良好ですが、すべての論理ドライブがライトスルー・キャッシュ・モードです。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10510 
	
原因: ディスク・コントローラのキャッシュの内容が失われました。


	
処置: ディスク・コントローラのキャッシュの内容が失われ、最近の書込み操作の一部が失われる可能性があります。このセルのグリッド・ディスクへのアクセスが無効になっています。ユーザーが開始したオフラインのディスクとの競合を回避したり、リカバリ中の強制削除を回避するため、セルに対してOracle Exadata Storage Server Softwareのディスク自動管理が無効になっています。この問題に関連しないセルの自動管理には影響しません。Oracleサポート・サービスに問い合せてください。











	HALRT-10511 
	
原因: 新しいバッテリが充電中です。


	
処置: 新しいバッテリが自動的に充電されています。バッテリの充電が完了すると、ディスク・ドライブはwritebackキャッシュ・モードになります。情報メッセージなので、処置は必要ありません。











	HALRT-10512 
	
原因: ディスク・コントローラのバッテリが過熱しています。


	
処置: ディスク・コントローラのバッテリが過熱しています。周囲温度が32℃を下回っているかどうか、およびファンが動作しているかどうかを確認してください。











	HALRT-10513 
	
原因: ディスク・コントローラのバッテリが動作していません。


	
処置: ディスク・コントローラのバッテリの交換が必要です。













アラート・メッセージの汎用処理: HALRT-11001 - HALRT-11100

これらのメッセージは、アラート・メッセージのユーザー処理です。この処理の範囲は、HALRT-11001からHALRT-11100です。



	HALRT-11001 
	
原因: Infiniband構成で問題が発生しました。


	
処置: ibstatusを使用してInfiniBand構成を確認し、両方のポートの状態がACTIVEで、期待するレート(GB/秒)になっていることを検証します。ポートの状態がACTIVEになると、アラートが解除されます。低いリンク・レートにネゴシエーションを行うInfiniBandリンクの一般的な原因の1つとして、HCAまたはスイッチのInfiniBandケーブル・コネクタが緩いことが考えられます。通常、InfiniBandコネクタがHCAおよびスイッチにしっかりと取り付けられていることを確認すれば、この問題は解決します。
スイッチの再起動後に、ポートの状態がDOWNを示す場合があります。数分後に、ポートは自動的にACTIVEになります。




	
関連項目:

詳細は、My Oracle Supportノート1612884.1を参照してください。



















	HALRT-11002 
	
原因: InfiniBandポートで問題が発生しました。


	
処置: CellCLIコマンドLIST IBPORT DETAILを使用してポートをチェックします。両方のポートについてrcvErrsとsymbolErrsのエラー数が0であるかどうか確認します。エラー数が0以外の場合、不良ケーブルが原因か、または正しく装着されていないケーブルが原因である可能性があります。HCAまたはスイッチの不良ポートが原因である可能性もあります。手動によるInfiniBandポートの有効化および無効化またはInfiniBandスイッチのリセットでも、これらのエラーが発生する可能性があります。この問題を修正してから、CellCLIコマンドALTER IBPORT...RESETを使用してInfiniBandエラー数をリセットします。HCAポートおよびピア・スイッチ・ポートの両方で、エラー数をリセットする必要があります。











	HALRT-11003 
	
原因: InfiniBandポートで問題が発生しました。


	
処置: CellCLIコマンドLIST IBPORT DETAILを使用してポートをチェックします。両方のポートが予期する速度(GB/秒)であることを検証します。低いリンク・レートにネゴシエーションを行うInfinibandリンクの一般的な原因として、HCAまたはスイッチのInfiniBandケーブル・コネクタが緩いことが考えられます。通常、InfiniBandコネクタがHCAおよびスイッチにしっかりと取り付けられていることを確認すれば、この問題は解決します。













Oracle Exadata Database Machineコマンドライン・インタフェース・エラー・メッセージ

この項では、Oracle Exadata Database Machineのエラー・メッセージのカテゴリについて説明します。カテゴリは次のとおりです。

	
エラー・メッセージ: DBM-00001からDBM-00500


	
エラー・メッセージ: DBM-10001からDBM-10500






エラー・メッセージ: DBM-00001からDBM-00500

これらのメッセージの範囲は、DBM-00001からDBM-00500です。



	DBM-00050: SNMP V3 ASRサブスクリプションは、snmpUserディレクティブでauthProtocol SHAとprivProtocol AESを指定する必要があります。ASRは、これらのプロトコルのみをサポートしています。 
	
原因: ASRサブスクリプションで、ディレクティブおよびプロトコルを指定しませんでした。


	
処置: snmpUserディレクティブを修正して、authProtocolおよびprivProtocolに正しいプロトコル値を指定してください。











	DBM-00051: SNMP V3ユーザー定義{0}に、authProtocolとauthPasswordを含める必要があります。 
	
原因: ユーザー定義にauthProtocolおよびauthPasswordが含まれていませんでした。


	
処置: コマンドを入力してSNMPユーザーを定義し、authProtocolおよびauthPasswordを指定してください。











	DBM-00052: SNMP V3ユーザー定義 {0} 認証パスワードは、8文字から12文字の半角英数文字を含む必要があります。プライバシ保護パスワードは、8文字の半角英数文字です。 
	
原因: パスワードの文字数が正しくありませんでした。


	
処置: パスワードの文字数を正しく入力してください。SNMP v3パスワードに、8文字から12文字の半角英数文字を入力してください。暗号化パスワードに、8文字の半角英数文字を入力してください。











	DBM-00053: SNMP V3ユーザー定義{0}が、複数回定義されました。 
	
原因: ユーザー定義が定義済です。


	
処置: 新しいユーザーを定義してください。











	DBM-00054: SNMP V3ユーザー定義{0}に、privProtocolは含まれていますが、privPasswordは含まれていません。 
	
原因: ユーザー定義に、パスワードが含まれていませんでした。


	
処置: 定義を入力して、パスワードを指定してください。











	DBM-00055: SNMP V3ユーザー定義{0}を削除できまん。SNMP V3サブスクリプションで参照されています。 
	
原因: ユーザー定義を削除できませんでした。


	
処置: サブスクリプションを削除してから、コマンドを再び入力してください。











	DBM-00056: SNMP V3 snmpUser定義は、タイプV3またはV3ASRのサブスクリプションのみで使用できます。 
	
原因: ユーザー定義でタイプを指定しませんでした。


	
処置: 定義を入力し、サブスクリプション・タイプをV3またはv3ASRに指定してください。











	DBM-00057: 無効なプロトコルが{0}に指定されました。このプロトコルの値は、{1}または{2}です。 
	
原因: 無効なプロトコルが指定されました。


	
処置: 正しいプロトコル値を指定して、コマンドを再入力してください。











	DBM-00058: 繰り返されている属性が指定するディレクティブに含まれています: {0}。各ディレクティブでは、属性は1回の発生が許可されています。 
	
原因: 属性がディレクティブ内で繰り返されました。


	
処置: コマンドを入力して、各属性を1回のみ指定してください。











	DBM-00059: snmpSubcriberディレクティブに無効なタイプが含まれます。タイプASR、V3およびV3ASRのみがサポートされています。デフォルトのタイプはV1です。 
	
原因: snmpSubscriberディレクティブに無効なタイプが含まれています。


	
処置: コマンドを入力して、有効な値を指定してください。有効なタイプは、ASR、V3およびv3ASRです。











	DBM-00060: SNMP V3ユーザー定義{0}に、privPasswordは含まれていますが、privProtocolは含まれていません。 
	
原因: ユーザー定義に、プロトコルが含まれていませんでした。


	
処置: コマンドを入力して、プロトコルを指定してください。











	DBM-00061: SNMP V3サブスクリプションで、SNMPユーザーを定義する必要があります。このユーザーは、snmpSubscriber属性に割り当てられたsnmpUserディレクティブが使用する名前で参照されます。 
	
原因: snmpSubscriberに、タイプV3またはv3ASRが指定されていますが、snmpUser属性が含まれていませんでした。


	
処置: コマンドを再び入力し、定義にsnmpUserを含めるか、snmpSubscriberのタイプを変更してV3を指定しないようにします。











	DBM-00062: SNMPサブスクリプションはSNMPユーザー{0}を参照していますが、ユーザーが定義されていません。snmpUser属性の割当てを使用して、ユーザーを定義する必要があります。 
	
原因: サブスクリプションで参照されたSNMPユーザーが定義されていません。


	
処置: ユーザーを定義して、サブスクリプションを指定してください。











	DBM-00063: SNMPユーザー名が無効です。正しくは、1から32文字の半角英数文字です。 
	
原因: 無効な名前が入力されました。


	
処置: 1から32文字の半角英数文字を使用して、ユーザー名を入力してください。











	DBM-00064: ILOM上で起動アクティビティが競合しているため、現在、この操作は実行できません。このコマンドを数分後に再入力してください。 
	
原因: アクティビティが競合していました。


	
処置: 数分待ってから、コマンドを再び入力してください。











	DBM-00065: このSNMPエンジンのIDを変更すると、既存のSNMPユーザーの定義が無効になります。ALTERコマンドを使用してSNMPユーザーを削除し、SNMPエンジンを変更してください。SNMPユーザー定義をもう1度作成する必要があります。 
	
原因: 既存のユーザー定義のため、エンジン識別子の変更が実行できませんでした。


	
処置: SNMPユーザーを削除して、SNMPエンジン識別子を変更し、次にユーザー定義を再び作成します。













エラー・メッセージ: DBM-10001からDBM-10500

これらのメッセージの範囲は、DBM-00001からDBM-00500です。



	DBM-10001: 無効な数値がpendingCoreCount属性に指定されました。有効な数値をX4-2アクティブ・コアに指定してください。(12、14、16、18、20、22、24) 
	
原因: ペンディング・コアに指定された数値が正しくありませんでした。


	
処置: 有効な数値を使用してコマンドを入力してください。











	DBM-10002: 無効な数値がpendingCoreCount属性に指定されました。有効な数値をX4-8アクティブ・コアに指定してください。(64、72、80、88、96、104、112、120) 
	
原因: ペンディング・コアに指定された数値が正しくありませんでした。


	
処置: 有効な数値を使用してコマンドを入力してください。











	DBM-10003: 無効な数値がpendingCoreCount属性に指定されました。有効な数値をX5-2アクティブ・コアに指定してください。(12、14、16、18、20、22、24、26、28、30、32、34、36) 
	
原因: ペンディング・コアに指定された数値が正しくありませんでした。


	
処置: 有効な数値を使用してコマンドを入力してください。











	DBM-10004: アクティブ・コア数の減少はサポートされていません。 
	
原因: アクティブ・コア数が、既存のアクティブ・コア数より小さい数値に指定されました。


	
処置: 大きい数値を使用してコマンドを入力してください。











	DBM-10005: アクティブ・コア数の変更に失敗しました。 
	
原因: アクティブ・コア数が変更されませんでした。


	
処置: コマンドを再試行してください。コマンドが正常に終了しない場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。











	DBM-10006: pendingCoreCountは、X4-2、X4-8またはX5-2でのみ変更できます。 
	
原因: このラックではactiveCoreCount属性を使用できませんでした。


	
処置: Oracle Exadata Database Machine X4-2以上のシステムが、キャパシティ・オンデマンドをサポートしています。











	DBM-10007: pendingCoreCount属性を変更できません。iaasModeがオンになっています。 
	
原因: iassModeがオンに設定されていたため、属性が変更されませんでした。


	
処置: iaasMode属性をoffに設定してから、pendingCoreCount属性を変更してください。











	DBM-10008: iaasReason属性に無効な設定が指定されています。有効な設定を指定してください。(expansion、test、HA) 
	
原因: 無効な設定が指定されました。


	
処置: 有効な設定を使用してコマンドを入力してください。有効な設定は、expansion、testおよびHAです。











	DBM-10009: 属性{0}は、X4-2、X4-8またはX5-2でのみ変更できます。 
	
原因: このラックではこの属性を使用できませんでした。


	
処置: Oracle Exadata Database Machine X3-2以上のシステムが、IaaS (Infrastructure as a Service)をサポートしています。











	DBM-10010: IaaSの有効化に失敗しました。 
	
原因: エラーのため、IaaSを有効にできませんでした。


	
処置: コマンドを再入力しください。











	DBM-10011: IaaSの無効化に失敗しました。 
	
原因: エラーのため、IaaSを無効にできませんでした。


	
処置: コマンドを再入力しください。











	DBM-10012: IaaS設定を変更できません。すべてのコアがアクティブではありません。 
	
原因: 物理コアがすべてアクティブではありません。


	
処置: iaasMode属性は、すべての物理コアがアクティブな場合に使用できます。コアをアクティブ化してから、属性を設定してください。











	DBM-10013: iaasReason属性を変更できるのは、iaasIdleInUse属性がTRUEに設定されている場合のみです。 
	
原因: iaasReason属性を変更できませんでした。


	
処置: iaasReason属性は、iaasIdleInUse属性がtrueに指定されている場合に設定されます。iaasReason属性を変更するには、iaasIdleInUse属性を無効にし、別のiaasReason属性を指定して再び有効にします。











	DBM-10014: iaasReason属性が、iaasIdleInUseをTRUEに設定するように指定されています。 
	
原因: iaasIdleInUse属性の設定の際に、iaasReason属性が指定されませんでした。


	
処置: iaasReason属性を指定したコマンドを入力してください。有効な設定は、expansion、testおよびHAです。











	DBM-10015: IaaS設定を変更できません。BIOSおよびILOMが同期されていません。システムを再起動してコマンドを再実行してください。 
	
原因: BIOSとILOMの同期がとれていません。


	
処置: システムを再起動し、コマンドを実行してください。











	DBM-10016: IaaSは有効ではありません。iaasReason属性の設定を指定する必要はありません。 
	
原因: IaaSがシステムに対して有効ではないため、iaasReason属性を指定する必要はありません。


	
処置: このメッセージは情報提供用です。処理は不要です。











	DBM-10017: iaasModeがオンでなないため、iaasIdleInUse属性を変更できません。 
	
原因: iassModeがONに設定されていなかったため、属性が変更されませんでした。


	
処置: iaasMode属性をonに設定してから、iaasIdleInUse属性を設定してください。











	DBM-10018: iaasMode属性に無効な設定が指定されています。有効な設定を指定してください。(on、off) 
	
原因: 属性に無効な設定が指定されています。


	
処置: iaasReason属性を指定して、コマンドを入力してください。有効な設定は、ONおよびOFFです。











	DBM-10019: iaasMode属性の変更に失敗しました。 
	
原因: エラーのため、iaasIdleInUse属性を変更できませんでした。


	
処置: コマンドを再入力しください。











	DBM-10020: iaasMode属性とpendingCoreCount属性は同時に変更できません。 
	
原因: 属性が同時に指定されました。


	
処置: 別々のコマンドを使用してそれぞれの属性を指定してください。















Oracleサポート・サービスへの連絡

一部のメッセージでは、Oracleサポート・サービスに問題を報告することを推奨しています。自動サービス・リクエストから送信されたサービス・リクエストがある場合も、Oracleサポート・サービスに連絡できます。Oracleサポート・サービスに連絡する場合、次の情報を用意してください。

	
ハードウェア、オペレーティング・システムおよびOracle Databaseを実行しているオペレーティング・システムのリリース番号。


	
リリース11.2.0.1.0などのOracle Databaseの完全なリリース番号。


	
SQL*Plusリリース11.2.0.1.0など、エラーが発生した場合に使用されるすべてのOracleプログラム(リリース番号を含む)。


	
複数のエラー・コードまたはメッセージが検出された場合の表示順の正確なコード番号およびメッセージ・テキスト。


	
次の規約に従った問題の重大度。

	
1: 使用できないプログラム。操作に重大な影響を与えます。


	
2: 使用できるプログラム。操作が大幅に制限されます。


	
3: 機能が制限されて使用できるプログラム。全体の操作に重大な影響はありません。


	
4: お客様によって回避された問題。発生しても操作への影響は最小限です。







次の項目も必要です。

	
連絡者の名前


	
連絡者の組織の名前


	
連絡者のOracle Support ID番号


	
連絡者の電話番号


	
ラック・マスター・シリアル番号















用語集


セル番号

セルの属性。セル番号はIPブロック属性と一緒に使用され、セルに割り当てられたIPアドレスおよびネットマスクの範囲を計算します。






セル・サーバー(CELLSRV)

「CELLSRV」を参照してください。





CELLSRV

セル上で実行され、Exadata Storage Serverの読取り/書込みアプリケーション・プログラミング・インタフェース(API)およびディスクI/Oのスケジュールを提供するブロック・サーバーであるセル・サーバー。





クライアント・アプリケーション

ストレージ・サーバーを直接使用してOracle Databaseなどの永続データを格納するアプリケーション。





データベース管理者

個々のデータベースの管理権限を持つユーザー。大規模なデプロイメントの場合、この権限はストレージ管理から切り離されますが、データベース管理者およびストレージ管理者はアプリケーション・サポートのストレージ関連の管理に協力します。





データベース・リソース計画

CPUおよびI/Oリソースがデータベースのコンシューマ・グループに割り当てられる方法を指定するリソース計画。PL/SQLコマンドを使用して、計画を作成します。





データベース・サーバー

クライアント・アプリケーションおよびデータベースを実行するコンピュータ。イーサネットなどの形態のネットワークでセルに接続されます。





ILOM

Integrated Lights Out Managerは、オペレーティング・システムから独立してサーバーを管理できるハードウェアおよびサポート・ソフトウェアの専用システムです。





データベース間計画

データベース間リソース計画では、複数のデータベースを管理します。CellCLIユーティリティを使用して、計画を作成します。





Integrated Lights Out Manager(ILOM)

「ILOM」を参照してください。





データベース内計画

「データベース・リソース計画」を参照してください。





I/Oリソース管理(IORM)

「IORM」を参照してください。





IORM

I/Oリソース管理を使用することにより、ユーザー定義のポリシーに従って、複数のワークロードおよびデータベース間でExadata Storage Serverを共有できます。





IPブロック

セルの属性。IPブロックはセル番号属性と一緒に使用され、セルに割り当てられたIPアドレスおよびネットマスクの範囲を計算します。





KVMスイッチ

キーボード、ビデオおよびマウス・スイッチは、ユーザーが単一のキーボード、ビデオ・モニターおよびマウスを使用して複数のコンピュータを制御できるハードウェア・デバイスです。






管理サーバー(MS)

「MS」を参照してください。





MS

セル・デバイス上で実行され、基本的なハードウェア構成および管理を公開するアプリケーション・サーバーである管理サーバー。





ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)

「NIC」を参照してください。





NIC

ネットワーク・インタフェース・カードは、ネットワークで通信できるコンピュータの回路基板またはカードです。





Oracle ASM

Oracle Automatic Storage Managementは、複数のディスクを使用したソフトウェアのストライプ化およびOracle Databaseデータのミラー化をサポートするOracleボリューム・マネージャです。





Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)

「Oracle ASM」を参照してください。





リソース・コンシューマ・グループ

リソース要件に従ってユーザー・セッションを分類するグループ。リソース・コンシューマ・グループは、ユーザー・ロールによって異なります。データベース・ユーザーは、異なるリソース・コンシューマ・グループに割り当てられた別のセッションを使用する場合があります。一連の階層マッピング・ルールによって、セッションがリソース・コンシューマ・グループにマップされます。リソース・コンシューマ・グループの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。





リソース計画

CPUおよびI/Oリソースを様々なユーザー(リソース・コンシューマ・グループ)に分散する方法を指定する計画。リソース計画の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。






再起動サーバー(RS)

「RS」を参照してください。





RS

再起動サーバーは、CELLSRVおよびMSサービスを再起動し、再起動するタイミングを確認するためにこれらのサービスを監視するサーバーです。





セキュア・シェル(SSH)

「SSH」を参照してください。





SSH

セキュア・シェルは、セキュアなチャネルで2台のコンピュータ間のデータを交換できるネットワーク・プロトコルです。





ストレージ・プール

データベースなどの複数のコンシューマをサポートする単位として管理される同種のストレージ・リソースの集まり。





ストレージ・プロビジョニング

ディスク・ストレージを必要とするクライアントに動的または静的に割り当てる操作。たとえば、データベースでデータファイル用の追加のストレージが必要な場合、ストレージ・サーバーにより自動的に領域をプロビジョニングすることができます。ストレージ管理者によって追加のストレージを明示的に割り当てることも可能です。





ストレージ・レルム

クラスタのOracle ASMインスタンスのグループに関連付けられるセルおよび接続したグリッド・ディスクの集まり。クラスタ化されたOracle ASMインスタンスにより、関連する一連のディスク・グループが管理されます。
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